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年報第五擁護刊に嘗つての所感

やや遅刊したけれど、も，年報第5号を， ととに発行することが出来た。人知れぬうれしさを感宇

る次第である。

イ可によら宇刊行物に在つてはp その内容とか体裁とか経費とかに思わぬむやかしさの伴うもので

あり 9 ことに内容とすべき資料の拾集や選択には少からぬ困難があ.:So

との年報上梓に当っても p それらの点はp 全く同様である。それにもかかわら宇，この年報が世

に現れ得たということは，所員一向の熱意と努力によるものであり， それに対して9 まっ先に感謝

したい心地になる。

しかし本研究所年報の編集については，更により良きものにしたし、と常に考えている。 というの

は，何程でも余計に読者諸氏の参考となり，少しでも多く有益なものとなることを念願しているか

らである。また刊行の惰性に流れるぺきでたし旧型墨守の弊に陥るぺきでないとも考えているか

らである。その実現はp たすこ、し容易たことではない。

従来本研究所ではp 事業月報，年報，特別研究報告の三極の刊行物を出している。そしてζの三

種のものにづいては絶えや9 重複内容の除去，実益の大小，保存の便不便等について検討を加えて

来ている。年報もまたその対象の一つであるわけで、ある。

学術研究だけをまとめた年報を出したし、ということも一つの念願である。

乙の年報第5号発刊についても以上のようなととを検討したの‘で、あるがp 特別の改変を加えると

とが出来す＂， .:jo-~むね既刊号に近い形のものとなった。しかし 6号からは 9 従来極度に制限してい

た研究発表標題数を増加して掲載し得る運びにたるかと考えている。

兎に角，わが年報第5号も p 手にとって見れば，誠に小さな冊子に過ぎない。しかし，小さなも

のは，また小さなもので，それ相当の生れ出る苦労を経て来ているものである。

幸に御愛読を賜り，いささかにでも御役にたてていただければ，私達の喜びは， とれに過ぎるも

のが危い。

昭和29年3月

新 井 養 老
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第一章序 説

1. 設立の目的と事業

東京都立衛生研究所は東京都の公象衛生の向上増進

に寄与するために設立された。

業務内容は細菌学的検査，血清学的検査，寄生虫検

査，臨床試験，環境試験，水質検査，栄養試験，食品

検査，獣疫検査，製品検査，医薬品検査など極めて多

方面にわたっている。

これらの試験検査は衛生行政の裏付けをなす収去検

体，中毒検体などの行政的検体を中心として行われ，

一般都民，開業医などからの依頼による依頼試験も行

っており，その他学術的，基礎的調査研究にも努力を

払っている。

叉地方衛生研究所，各検査研究機関との技術交換を

活穣に行って技術の向上，検査成績の確実性を期する

と共に衛生検査指針の作成，衛生関係各種委員会に夫

々委員を送り，叉衛生検査技術講習会を開催するなど

技術指導方面にも役割を果している。

2. 沼草

本研究所の設立以前には衛生試験所，衛生検査所，

細菌検査所，獣疫検査所，血疑研究所，製薬研究所の

6機関があったが業務の重複，綜合性の欠如からこれ

ら各機関を綜合した権威ある衛生検査施設の実現が望

まれていた。偶々昭和22年厚生省から「地方衛生研究

所設置要綱案」が通達され，叉当時の米占領軍の衛生

機関の統合に関ずる指令なども交えて，昭和24年3月

5日東京都条令第22号を以て懸案の東京都立衛生研究

所が設置されたのである 0

3. 組織の鑓遷

設立当初の組織は総務部（総務課，経理課〉，細菌

部（微生物課，寄生虫課，ワクチン課，血疑諜〉，生

活衛生部（環境課，栄養課，水質課）9食品獣医部（食

品課，製品課，獣医衛生課〉雪化学検査部（医薬品課，

麻薬化粧品課，衛生用品課〉，製薬昔日（資源課，製薬

課〉の6部17課であった。

昭和25年12月には平和産業の復興による社会状勢に

呼応して医薬品の製造業務を中止するを安当と認め製

薬部を廃止し，同部の資源、課を化学検査部に移管して

医薬品第二課とした。

昭和26年中頃から乾燥血援，各種ワグチン等の製造

業務も中止するを適当と認め，一時その操業を短縮し

ていたが， 11月にスって血媛の製造を中止し昭和27年

4月に血築課を廃止し，細菌部に臨床検査課（後に臨

床試験課と改都〉を新設した。 11月にはβとんど製造

を中止していたワクチン課は廃止され衛生動物課が新

設された。更に化学検査部は化学試験部と改称され麻

薬化粧品課と衛生用品課とは合併して医薬品第三課と

なった。

4. 本年の獄況

本年の特に昨年と異る所はJ赤痢のひっ息であろ

う。即ち昭和25年頃から異常な流行を見せ，各地に集

団的に発生して都民を悩ませたが，特に昭和27年にス

ってからはその発生は頂点に達し，木研究所で扱った

赤痢関係の検体は必然的に増加し， 8月には549957件

と月間最高指数を示した程であった。しかしこの流行

も昭和27年を頂点としたもののごとく， 28年にスつて

は，漸次被少の傾向を見せ，昨年の赤痢関係検体処理

件数317ラ039件に対して本年は， 2669402件と大幅な

獄少を示して来ている。とれはとこ数年来の防疫措置

が，漸くその効果を現わして来たものと考えられ，喜

ぶべき現象である。しかし，この猛威を振った赤痢が

このまま獄少して行くとは考えられず＼本年も赤痢流

行の感染源をなす保菌者検索の手をゆるめず，都内飲

食店関係従業員の強制検便を実施し，叉厚生省の赤痢

実態調査の一環としての猫，鼠の病原菌検査を行い，

ことに猫に関しては，赤痢菌，サルモネラ菌の検査，

結核菌，寄生虫卵の検査を行い相当の成果を挙げた。

この調査は来年度も継続して行う予定である。叉検体

処理の能率化を促進するために，検査室，培養基製

造室，消毒室聞を有機的に連けいするエレベ｛夕｛を

設置し，万一予想される赤府流行の際の多数検体の消

化にも万全の措置を講じている。その他流脳，日脳，

ヂフテリア，淋菌などの検査件数にはさしたる増、減は

見られなかったが，毎年検査件数が増加するのは梅毒

血清反応と結核菌検歪であって，ことに結核は昨年よ

り約1万件と大幅の増加を示している。

赤痢の流行がやや衰えたのに対して，発生件数増加

の傾向にあるのは狂犬病である。

すなわち都内の狂犬病は昭和23年頃から流行し， 25

年に至って264頭と最高を示し，以後漸次下降線をた

どって昨27年には74頭と流行以来の最低発生数を示し

た。然るに本年にスって再び昨年の約2倍近くの 128

頭の発生を見たのである。このまま上昇傾向をたどる

とすれば，真に憂うべきととであるが，昨年より押捺

標本による診断法を実用化しているので，検査法は大

c 1〕



いに簡便化され，流行の際には威力を発揮するものと

思われる。

食中毒に関しては，細菌学的，理化学的試験を併せ

て100余件について検査したが，特に大きな食中毒は

みられなかった。比較的珍らしい事例として南方産毒

魚による集団中毒があった。

先に少しく述べたように，本年から保健所の衛生検

査技術者ならびに保健所配属の衛生監視員に対する技

術指導講習会を本研究所で実施するとととなった。衛

生研究所が計画的且つ恒常的に技術指導を行うという

ことは極めて有意義であり，叉望まれていた所でもあ

ったが，昭和28年度において多年の要望が結実して，

予算措置が講ぜられ7月から事業は開始された。

c 2 ) 

本年行った講習の対象者は，保健所検査室職員21

名，各保健所配属の食品，薬事，環境各監視員中夫々

1 名宛の 147 名，狂犬病監視員91名，延 2~465 人に及

んだ。

講師としては，本研究所の部，課長ならびに中堅

三，三級技師がこれに当り，夫々の日常業務に必要な

試験技術と知識を取得せしめるととを中心として，細

菌検査，寄生虫検査，臨床試験，水質検査，食品中の

有吾l生物質試験，容器の化学試験，牛乳及び乳製品の

検査，食肉魚介ならびにその加工品の検査，医薬品試

験，一般理化学試験，狂犬病診断法などについて講習

を実施し，多大の成果を治めた。



第二章機構及び事業の概要

I 機 構
． 

本研究所は所長の下に総務部，細菌部，生活衛生部，食品獣医部，化学試験部の5部がある。細部の組織，担

当業務の概要及び配置人員は別表のとおりである。

職員配置表 （昭和29.4. 1現在〉

所長新井養老
職 名

吏 員｜震 員｜傭 員
β口、

看 巡 事 技 作 工 用

務 3荷 計
部 名 課

名 勝、
事師 護 業 務

助 助 計

事仲 仲師！事同 同師 員 補補 掃 視 手 手 員 員 員

総務部 総務課I. 2J 1J 61 1J I 2J 2J 2J 37 
川田半三郎（主事〉

庶務室II 1/ 31 2/ I 1J 2J I 2/ 
徴生物課1I 2; I 1J I 1J 14/ 41 1J 

細菌部

虫課｜ I_ 4日I~市1 11~ +I日一寸61 98 
川路利JI買（技師〉 衛生動物課｜ ｜ 

臨床試験課｜ I iJ iJ iJ I I 41 21 
各出張所 I c 1ケ所〉 1 1 11 11 51 I 11 61 1 1 1 21 41 21 1/ 231 

環境課II 21 I 41 I I I I I I I I I I 6 
生活衛生部

栄養課II 21 I 2/ I I j I I I I 11 I I 24 
近藤光之（技師〉

水質課II 11 I 41 I 21 I I I 11 I 11 I 

食品獣医部
食品課II 41 I 31 I I 41 I I I I I 21 I 13 

32 
三雲隆三郎（技師〉

獣医衛生課｜ I 21 I 41 11 I 11 I I I I 21 I 11 

化学試験部
医薬品第一課｜ I 21 I 51 I 川 I I I I 11 I 
医薬品第二課｜ I 21 I 21 I I I I I I I 41 I 25 

佐々木元〈技師〉

医薬品第三課｜ I 11 I 5J I I I I I I 11 I I I 
β口、 計｜判巾 1111:431 21 1j 3114: 12123: 61 216; 216 

c 3 ) 
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Il 予算及び決算

1.予算

(1)総括

(1) 昭和28年度

科a 目 当初予算額 計

円
経 62,649,542 
、一．司．

保健衛生費 48~281,842 51,268,142 

費
計 叫 931,384 / 113,917,684 

特
使用料及手数料 20,914,500 480,000 21,394,500 

定 国庫支出金 7,491,209 。 7,491,209 

財 雑 収 7¥ 1,504ラ313 。 1,504ラ313

源計 1 仰 10,022 I 

差引一般財源充当額 民 021,362 I 印刷oI 83,527,662 

(2) 昭和29年度

科 目 当初予算額 追加予算額 計

円
経 67,508,020 。 67,508ヲ020

保健衛生費 46,835,583 4,232,300 51,067ラ883

費
計 叫叫603 I ぃ32,300 I 118ラ575ラ903

特
使用料及手数料 20,304ラ200 。 20,304,200 

定 国庫支出金
5,978,648 。 5ラ978,648

財 奈佐 収 7¥ 420,003 ,0 420,003 

源
計 26, 102, 851 I 26,702,$51 

一語i一般財源充当額 ｜ 町 40,752 I も仰ooI 91,873,052 

c 5 ) 



(2）経費

科 目

款｜項（

28 年度予算額 29 年度予算額
目

都 庁 仰 67,508,020円

庁 町 49，叫｜ 67,508,020 

職 員 給 41,150,400 45,109,700 

諸 手 当 20,532,150 21,514,280 

脱退給付金附保険糾 539,392 493,640 

援 費 364,000 332,800 

需 用 費 63,600 57ラ600

健 衛 生 費！ 叩 68,142 I 51,067,883 

衛 生 研 究 所 費 1 山 68，四｜ 51,067,883 

研究所管理費 4,459,605 6,289,954 

予 防 措 置 費 15,014,355 11,971,539 

帝国 菌 検 査 費 13,792,988 14,182ヲ982

理化学試験費 14,089,094 14,686,118 

研 究 調 査
費費 ｜ ｜ 

1,429,800 1,454,999 

技 4精 指 導 2,482,300 2,482,300 

β口、 計 同 917,684 I 118,575,903 

(3）特定財源

科 日

款｜項｜

28 年度予算額 29 年度予算額
目

使 用 料 及 手 数 叩 20,304,200円

手 数 料｜ 礼 394,500 I 20,304,200 

封文細理臨 化菌繊床書墜検検小試手査査分験手手手手数数数数数軒料料斜桝

50,000 6~： 000 
16,361,700 14,95 700 
278,800 。
4,696,500 5,284,500 
7,500 。

国 庫 支 出 金 1, 491, 209 I 5,978,648 

｜国庫負担金｜ 1,491, 209 I 5,978,648 

一｜保健衛生費国庫負担金｜ 7,491, 209 I 5,978,648 

奈佐 収 ス 1,5仰 13 I 420,003 

五自 付 金 48,313 I 40,003 

｜失業保険斜納付金｜ 40,003 

物品 クE 払代金 1,4即 oo I 380,000 

生産品売払代金 l 刊 6,ooo I 150,000 

不用品売払代金｜ 230,000 

・fコ"- 計 30, 390, 022 I 26,702,851 

( 6〕



E決算

(1)歳出

科 目

款｜項｜

昭和 27年度決算額 昭和 28年度決算額
目

者E 庁 費 杭叫01円 67,890,062円

庁 費 附叩4 I 67,890,062 

職 員 高台 35,997,690 43,290,418 

諸 手 当 22,464,499 23,219,401 

主長 費 421,825 1,380,243 

保 健 衛 生 費 48,99刊 o I 44,247,325 

衛生研究所費 48,99刊 o I 44,247,325 

研究所管理費｜ 4, 775, 771 i 4,995,247 

予 防 措 置 費 。 12,262,994 

帝国 菌 検 査 費 31,289,226 12,120,314 

帝国 菌 製 資リ 費 308,736 。
理化学試験費 。 12,145,232 

衛生試験検査費 9,698,289 。
獣 疫 検 査 費 2,919,168 。
研 究 調 査 費 。 1,005,869 

技 t荷 指 導 費 。 1, 717ラ669

メ日'.>-. 計 101, 875, 204 I 112,137,387 

(2）歳入

科 目

款｜項｜

昭和 27年度決算額 昭和 28年度決算額
日

使用桝及手数料 24,1町 37.8円 17,177,934円

手 数 判－ 2い町37.soI 17,177,934 

51,600 56,900 

細菌検査手数料 16,155,119.80 11,749,814 

衛生試験検査手数料 6,755,860 。
理化単試験手数料 。

ぜ 5,218,130 

臨床検査手数料 287,398 151,470 

封械仏分手数料 5,520 1,620 

予防接種手数料 1,170 。
国 庫 支 出 金 2,057,060 7,131,088 

国庫負担金 l 2,057,060 7,131,088 

｜保健衛生費国庫負担金 2,057,060 7,131,088 

c 7 ) 



科目

款｜項l
昭和 27年度決算額 昭和 28年度決算額

893州 08円｜ 8509909円

納 付金 l 349574 

34,574 

物品売払代金｜ 7, 6029 886 I 3069745 

［生産品売払代金 l 2329120 

不用品売払代金 2,771 749625 

509,590 

93 

過年度収ス 694ラ200 5099497 

メ玉、
口 計
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E施設
本研究所の施設は次のとおりである。

部 所 在 地 ｜棟割延坪数i敷地坪数｜ f商 要

総 務 部 新宿区百人町4丁目539 鉄筋コングリ｛ト建

生活衛生部 電（37)591・592・593 25 1158.5 3524.05 地上2階，地下1階

食品獣医部 1669（所長） 附属建物24棟

化学試験部 593（夜間宿直用〉

帝国 高 部 2文4京62区4大470塚（辻部町長5~48電0(94)545・2424・ 4 580.0 1110.0 地鉄筋コングリ｛ト階建
上3階，地下1

立Jll出張所 立電川市立柴川崎8町583の155 19.5 立川保健所内

荒川出張所 荒電川（8区3三）8河48島37の605の1 16.5 荒川保健所内

小石川出張所 文電京（区92小〉石9川09水道町6 15.0 小石川保健所内

板橋出張所 板電橋（区9板6）橋17町295の961 15.5 板橋保健所内

杉電並（区3荻9）窪2i98の・l~gl8杉並出張所 19.25 杉並西保健所内

荏原出張所 品電川（区08平〉塚3io9の23 16.5 荏原保健所内

江電東（区74深〉川34白8河8町3の5深川出張所 戸毛 14.5 深川保健所内

荒電川（区83三〉河9島9819の1983三河島分室 1 120.0 鉄筋コシグリ｛ト平家建

計

c 8 ) 



第三章業 務

I 

1. 縮務課

人事，文書，給与などの一般的庶務事項の他，検査

物の受付，各種の統計の作成などを行っている。

この他木研究所の機関誌士して事業月報，研究報骨

及び年報を発行している。本年は保健所の衛生検査技

術者並びに保健所配属の衛生監視員に対する技術j旨導
講習会を開催し，受講者は延29465人に及んだ。叉地

オ衛生研究所全国協議会には役員として活躍した。

2. 経理課

業務概況

(1) 昭和28年度当初予算及び新規事業予算査定（ 2

月〉並びに議決（3月〉

(2）細菌部作業用エレベ｛ター設置，食品獣医部獣

医衛生課準備室増築，三河島分室屋根防水工事並びに

恒温室設置工事竣工（3月〉

(3) 昭和27年度決算書提出（ 7月〉

(4) 旧血豪研究室を医薬品第一課試験室千改修（ 8

月〉

(5）倉庫整理，不用品組替及び処分（9月〉

(6) 大島出張所蕗止，施設，物品など中央保健所大

島出張所へ移管（10月〉

(7) ライツ光電比色計（生活衛生部〉， コーノレマン

1J担母比色計（細菌部〉購ス（11～12月〉

(8）厚生省麻薬取締りについて委託麻薬鑑定に要ナ

る経費を追加要求，議決（12月〉

(9) 昭和27年度第2回臨時出納検査実施（11月〉

同昭和29年度当初予算並びに新規事業追加予算編

成（11月〉並びに要求書提出（12月〉

但） 主なる工事

細菌部本館昇降機設置工事 3509800円

獣医衛生課更衣室兼準備室増設工事 2349500円

三河島分室恒温室設置工事 2859000円

外工事件数30件

(t司物品調達

コ｛ノレマン混濁比色計購ス

光電比色計（ライツ〉

フラン器購ス

超高速度遠心器 H

外購ス件数 1,387件

E 細菌部

1. 微生物課

197959976円

2849027円

133,634円

1259000円

1159000円

1591309751円

本課の業務内容は，大部分が法定伝染病の病原菌の

検査業務であって，本年度件数は，健康者（駐留軍雇

傭日本人労務者，飲食物取扱業者，各団体の賄人，上

水道事業従事者〉， 保菌者，注意患者，保菌者及び患

者の家族関係者などに関する材剃738,539件である。

昨年度件数7379105件と殆んど差のないのは検査対象

の或程度の限界を示す傾向のものと思われる。

叉日本脳炎等ウイ｛ルス性疾患に関する補体結合反

応，その他血清反応，中毒及び集団発生に伴う細菌検

査，叉監察医務院の屍体検案に伴う細菌学的検査等に

もそれぞれ所期の成果をあげており，特に中毒関係の

材料からは， S.nagoya, S. enteritidis9 S. paratyphi 

c, S. narashinoが検出された。

梅毒血清反応は緒方法及びガラス板法を併用してい

るが，その取扱件数は昨年の実績を上廻り，結援検査

に関しては昨年度に比して， 1万件以上の増加を示し

ている。前年度に比して特に件数の減少の顕著なもの

は，腸チフス，パラチフスに関する検査件数で之は前

年度に比して， 2万件近く滅少している。之は一面此

種の疾患の、被少したととを示すもので，公衆衛生上喜

ぶべき傾向である。

研究調査としては，都内で司捕獲した犬のサノレモネラ

を検査し，その保菌率10.9%という驚くべき事実を指

摘したほか，赤痢菌の抗原的変異に関する研究，ブド

ウ球菌，レンサ球菌検査法の改善に関する研究等が行

われ専門の学術誌等で『発表された。

なお木年度末より来年度への継続事業として，厚生

省の赤痢実態調査の一環として，猫，鼠の病原菌検査

を行い，殊に猫に関しては，赤痢菌サルモネラの検査，

結核菌の検査，寄生虫卵の検査等の綜合的検査を行

い，衛生行政に貢献するよう努力して着々その成果を

あげている。なお本年度よりの新しい計画としては，

本年度末より結核菌の耐性試験検査業務を開始し都民

の要望に答え来年度は大いに期待されている。

之等の一般業務の外，保健所検査室技術者の補習教

育を行い，技術の向上診断の確実化に成果を収めるこ

とが出来た。

以上に大略述べた通り，木課の業務は益々其重要性

が認められ広汎な検査と研究の使命を果しているが，

業務外の事業としても，インタ｛ン学生，その他の団

体の見学等都民に直接間接に貢献する所が多い。叉設

備の点でも検査業務の能率化を計るため，検査室と培

c 9 ) 



差、基製造・消毒室との聞にエレベ｛ターを設置し，時

間と労力を著しく節約する事が出来た。

なお，28年度の綜合業務成績は別表のとおりである。

×1000件細菌，部取扱件数（最近3年間）
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2. 寄生虫課

本課の業務については，昨年度に引続き，学生生徒

の団体依頼が多く，予算に計上された予定件数10万に

対して60%を上廻る 161~104 件の検査件数をあげたが

その87%が学生生徒である。

その陽性率を検討してみると，昨年の平均28%より

32%と本年が上昇しているのは，駐留軍要員の検査が

被少した事が最大の原因で， （駐留軍要員だけの陽性

率をみると 5～ 6%にすぎない。〉此を地区別にみる

と，都心地区の32%に対して三多摩地区は昨年度64

%に対し本年度は56%と披少はしたがなお陽性率は高

い。叉江東地区も56%と相当な高率を示している。

叉学童とその他一般とを比較すると学童の平均陽性

率は34%となり，駐留軍を除く一般依頼、の陽性率は29

%強である。

その他特殊の検査としては清浄野菜の虫卵検査，殺

虫卵剤の効力試験等である。

木課の来年度の方針としては都内学童を対象に20万

～30万を目標に実施する計画で，将来， 120万の中小

学生を対象として，実施する一段階としたい計画であ

る。なお本年度の綜合業務成績は，別表のとおりであ

る。

">(woo杵 細菌部寄生虫課
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3. 1菅生動物課

木課は昭和27年11月，微生物課より，昆虫7鼠体検査，

リケッチアの検査及び消毒薬，殺虫薬の効力試験等を

分離統合して発足したもので，鼠体検査には昨年同様

の成績を示し，薬剤効力試験では昨年度の57件を3割

も上廻って 75件を示し益々依頼者が増加する傾向に

c 10 ) 
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業 務 主責 報 （その 1) 細菌部徴生物課昭和 28年 1月一 12月年成

立ょ｜ ｜ 輸措I！：：：水道l ス＇：ffl「チフス｜； 寸ブス［ ｜ （き） （集） （実） （食） （防）特殊営業者露天商人｜ ｜ 健康診断
全治退院者l治退院者前保菌者 保菌岩関係者 赤痢関係者鼠

体 手 指 計
｜ 賄人従業員

259 2 119 1~774 20 2 7 55 1.053 21 228 fTl Tl T2 握国 町 一 一 一 一 一 一 一 一 3 793 17 6 66 

牛 込 156 一 3 一 5 52 1.365 48 一 151 314 6 29994 
PAl 5 .. 040 PA 1 一 一 一 一 一 一 一 18 72 

四 谷 一 一 16 一 24 2 17 2 一 26 。，、 152 3 一叫 一 4 一 244 461 9 19717 7 29660 23 
淀 橋 18 一 109 Ll06 194 一 80 7 一 -- 一 928 13 一 一 11 一 202 589 29980 6 6,217 28 
練 馬 12 一 12 一 3,,744 6 一 53 一 一 17 907 54 44 一 一 一 293 619 4 1.982 18 79683 83 

渋 谷 一 一 一 一 36 一
。，、
一 12 14 817 28 46 一 13 一 338 3 830 3 39280 22 59389 57 

世田ヶ谷 21 373 6 一 一 一 1 49fT 1 1,946 95 55 一 195 460 269 20747 6 69116 f Tl 一 一 一 l 1 一 110 

砧 一 529 151 12 一 一 一 一 一 400 18 一 一 17 一 206 PCl 
一 一 2 9 34 

芝 一 108 一 176 一 一 一 一 43 837 43 196 51 一 ーー 一 131 19689 5 2金850 Tl 6 030 Tl, 51 一 23 9 72 
麻 布 一 一 一 一 17 一 73 2 一 83 ;) ，、 754 27 一 一 一 一 189 195 19396 10 29710 39 

赤 坂 一 一 1 18 一
;) ，、

一 5 130 3 一 一 一 一 一 15 

r6  

5 1,468 9 
南北 多摩 一 一 187 2 一 13 一 197 8 一 47 56 10726 87 一 一 8 一 159 496 2 765 7 49654 108 
多摩第一 一 一 189 2 一 260 3 一 16 1 5 19472 35 一 一 6 13 187 563 7 455 61 4,167 108 
北j多摩第二 218 一 153 554 4 84 一 59 5 一 25 4 11 19501 58 一 一 70 一 402 7 556 3 037 12 50670 93 
七多摩策三 一 一 104 951 182 2 一 8 一 一 21 19680 1.32 一 一 一 一 190 246 2 19614 5 49996 143 

荒西葛イ見f-i3 

多 摩 一 一 16 325 15 一 10 一 一 3 573 15 一 一 一 一 250 158 !:412 15 2,762 33 
J 11 204 ;) ヲ 一 47 一 11 一 77 4 一 一 22 1.880 91 一 一 一 一 570 661 4 132 10 79604 113 
立 217 4 一 18 78 10 一

;) ，、
一 11 24 1.262 80 一 一 9 9 189 2 267 2 1う672 8 39769 97 

自前 6 1 9 一 421 4 一 20 一 1 20 846 27 一 一 一 9 328 117 29463 5 49241 39 
田 5 一 一 一 一 一 一 一 13 2 5 557 14 一 一 一 一 257 2 1,060 2,430 4,327 19 

石 JI I 231 2 47 2 361 一 9 2 171 27 15 Tl 841 59 402 106 2,644 9 
Tl 

一 一 一 一 一 一 一 104 ~ 

本浅 郷草
30 一 一 一 7 一 3 一 51 3 23 1 1, 008 30 一 一 68 一 一 502 2,827 5 4.519 39 
186 一 13 一 10 一 49 一 124 12 46 1 1.196 33 一 一 8 一 514 991 4 3,551 16 6.688 67 

下 谷 705 10 一 63 一 83 一 8 一 59 7 33 348 17 一 一 77 一 一 1, 199 11 3,185 8 5,760 54 
板 橋 一 一 50 177 797 14 一 73 2 74 3 20 4,579 219 一 38 一 26 404 4 97 1 3,442 34 9,780 276 

豊 ι邑ふイJ 29 72 一 2 11 629 19113 66 120 449 3 463 3 3,352 49 10,197 f PAl 一 一 9 32 一 一 一 一 153 
王 子 一 一 122 一 117 一 45 2 一 9 2 1 1,262 71 一 一 58 一 559 6 439 4 1,541 12 ~~153 97 
描 ノ J 11 一 一 一 一 12 一 一 一 一 317 296 9 一 一 一 一 152 54 1,313 9 ， ~ii 19 

杉中 並 （西野〉 一 一 270 193 57 一 179 8 1 19 19 1,156 23 ー 一 102 一 497 464 3 39414 6 43 
6 一 一 一 4 3 211 10 一 33 2 47 994 19 一 一 一 一 246 353 2 4,184 11 6,081 44 

ロロ口 )I¥ 一 一 一 一 42 一 9 一 2 9 1,064 73 56 一 一 一 487 5 128 2,412 12 

~~209 
92 

荏
原田 一 一 155 一 59 一 20 一 64 4 一 460 24 一 一 一 一 108 673 3 152 6 691 38 

蒲 一 一 179 一 158 9 134 7 1 47 115 1,960 ：~~ 一 一 一 一 420 322 3 3,091 12 436 61 
調 布 一 一 19 一 4 1 69 6 一 一 19 720 一 一 一 一 295 52 2 1,192 4 371 47 
大 森 一 一 123 一 85 一 1 一 -- 41 1.164 60 6 一 一 一 165 48 3,098 7 731 68 

日 旦主 一 一 141 2 一 27 1 27 2 一 一 59 721 27 一 一 一 ー. 305 2 187 2 3,399 7 

r7  

43 
玉 ) I¥ 一 一 59 1.657 5 5 1 35 一 1 36 2 761 21 一 一 一 一 155 190 1,310 8 210 38 
本 所 一 70 一 78 一 9 一

Q，、，a、 47 1う230 82 一 一 一 28 311 3 1,423 2 2,761 8 990 93 
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日 本 橋 一 47 2 一 55 一 一 一 一 47 331 19 一

、、
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細菌その他の検査年報昭和28年1月－12月 帝国 菌 部

長瓦，0~ 細
I B入九~＇ヂー検査件数 検査併数

結H赤寄淋柏臨そ晶 ノ4 664 102 766 704 673 377 r6  504 ~ro 
生 1. 770 113 ,,883 

床検 13. 219 ~t4,C 3fi,lfi4 
106 030 。136

（の 38,322 215 38ラ537
計 73句451 639 582 137 9 033 

ノ4 ブ 一一
痢

核病毒査他虫 一 一 一
28 - 28 
生一一

床検 ｜ 
~ I 3~ 1 二 3~
ノ4 フ 1~ 256 905 2匂161

311 833 1, 144 
8う079 3ラ208 119 287 

生 巌病査痢f毒他且 59301 1ラ990 7, 291 
393 333 726 
14, 895 4, 694 19,, 589 

床検 4, 696 - 4, 696 
の 826 318 1 .. 144 
計 35~757 12, 218 48, 038 

接住T宮（4依議可棋） 赤結淋栴腸害臨 ノ〈 41 49 90 
5 61 66 
312 265 1, 577 

生 655 ~： 455 5, 110 

~l 2~ ~~ 
床検 ー

りその 17 5 22 
の計 1~ 167 59 873 7 9 040 

学校了場等そ仁（体団他のよ日り） 可検物 ノ＼。 ェーノ ：：~~ 406 236, 771 361, 177 病前肢虫毒査｛也 215 118 ラ525 180, 740 184 1う517 3う701
生 505 227' 423 731, 928 

1 7 8 
2供249 - 2,249 

床検 ー
の 76 23 99 

のの 計 695, 636 584, 266 1, 279, 902 

集淋結寄栴臨 ノ4 Lラ 13, 287 4, 048 17 9 335 前接室 25, 994 41, 276 67 9 270 

生 30ラ310 - 30, 310 
一一一
一一一

床検 ー
その - 6 6 

ロ 69, 591 45, 330 114, 921 

票結淋 ノ＼。 l~l ‘ ‘ 654 i~ 句875 3お8rg219 199 418 
合作279 . 663 942 

生 553ラ541 981 522 
553 399 952 

8;r7 648 095 床検 696 ー '696 
計その "245 567 39, 812 
計負634 711負332 1, 586, 966 
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業 務成積年報 昭和28年1-12月 細菌部寄生虫課

ドh
細菌部 立出張川所 荒出張川所 小出石張川所 板出張橋所 杉出張並所 荏出張原所 深出張川所 計‘

検査数I(+)検査数｜（＋） 検査数I(+)I検査数｜（＋） 検査数（（＋） 検査数｜（＋） 検査数｜（＋） 検査数｜（＋）

~I ~I 
赤痢アメ｛パ 72 一 8 一 5 一 1 一 一 一 171 29 

原
マ／ラリヤ 6 一一一 1 一 8 

一一一

-t:- の 他 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
虫 一一

計 88 一 8 一 一 70 29 一 6 一 1 一 一 一 179 29 

虫回 虫 110, 708129, 727 25,084 14,600 2,684 1, 944 3,851 1, 150 5,884 1,403 丸刈 756 3,883 1ラ0061161, 104151, 960 

寄 十二指腸虫
λγ 234 Jゲ 12 II 29 I/ 40 んF 4.3 I/ 57 I/ 3 I/ 5 ／／ 423 
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ある。叉継続事業として都の予防部その他と協力して する研究も行っている。すでに日本生化学会，日本会

七島熱の研究を続行し成果を収めつつある。なお本年 衆衛生学会，癌学会等に報告を行っている。この一部

度綜合成績は別表のとおりである は海外にも紹介された。
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4. 臨床試験課

本課は発足1ヶ年になるが開業医を対象として検体

を集め，血液，尿，尿等につき臨床検査を行ってい

る。その区域は今まで，台東，文京，江東に限られて

いたが，次第に拡張され相当の成積をあげ，今年にお

ける受付件数は， 2~005 件で，その内主なるものは血

液理化学的検査263件，姫娠反応274件でこの外に徴生

物言果関係10~213件9 寄生虫課関係1,017件ョ総数13,235

件を蒐集している。なお集団検査については考慮中で

来年度は，新しい計画により益々その偉力を発揮しよ

うと思う。

本課の研究は主として，カルシウム及びマグネシウ

ム代謝で，その他に癌の化学的診断法，主任娠反応に関

細菌部臨床試験課
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る。本課の事業内容は空気の衛生試験に関することが

中心であるが，概略以下のとおりで怠る。

(1）昼気，日光及び騒音等に関するとと。

(2）住居及び衣服衛生に関すること。

(3）塵芥，尿尿その他汚物処理に関すること。

(4）其他環境衛生に関ずるとと。

次に具体的な試験研究項目を挙げると

1.室内温度条件に関するもの（気温ラ気湿ぅ気流，

輯射熱，カタ冷却力，感覚温度等の測定〉 2.照度測

定 3.紫外線測定 4.騒音測定 5.塵挨検査 6.空

気イオン測定 7.炭酸ガス定量 8.一酸化炭素定量

9.諸種有毒ガス官i生定量 10.疲労検査 11.被服
材料iの検査 12.ピノレデ「イング，工場，事務所その他

建築物の環境衛生調査 13.その他環境衛生調査上必

要な試験検査等である。但し11に関しては試験設備不

充分なため未だ実施するに至っていない。

＼次に本課の事業対象は公衆浴場，興業場，理，美容

所，旅館，ホテル，グリ｛ニング工場，墓地等都民の

日常生活に身近な関係を有ナるものが多く，本課の事

業は都民の公衆衛生と，密接に関連していると言えよ

う。なお他に一般都内よりの衛生試験の依頼に応じて

おり，官庁，会社，銀行，工場3 デパ｛トその他の作

業場も本課の事業対象にスるので，本課の事業対象は

真に広汎なものになってくる。

次に本年度の本課の事業を略述すると，大部分は民

間の依頼試験であって，ピル，工場の空気乃至有害ガ

ス試験の外，各種器具の衛生試験や効力試験があり，更

に都の委託による衛生行政試験も少な〈なく，その大

きなものに都内蒸風呂や寄席等の環境試験があった。

本課の試験対象は単位がピル等で内容的に大きく，一

つ一つが調査であるから概括的試験件数は多くないよ

うでも実際の個別的試験件数は毎月数千件に上るので

ある。

次に研究面においても，極力時聞を捻出して必要な

研究に宛て，第一に厚生科学研究補助金の交付を受け

た環境衛生検査術式改善に関する研究を，京都，名古

屋両市街研の協力の下に行った。次に環境消毒法とし

てオゾン乃至紫外線殺菌灯の実験結果をまとめて報告

した。なお日本薬学会や厚生省の空気試験法作成にも

c 13 ) 
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細菌部臨床試験課
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応分の協力を行っている。以上の如く木課の事業は内

容的にも技術的にもまことに複雑多岐多数に亘るので

あって，とれに応ずるためには，木課の人的，物的規

模の相当の拡大が要望せられる。

生活衛生部取扱件数（最近3'L間j)
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2. 鑓養課

栄養改善法が施行されて以来，食生活改善において

若干見るべきものがあるが未だしの感が多々ある。木

課では食生活改善の方途の基礎資斜として次の事項に

ついて鋭意調査研究の歩を進めている。即ち都民の栄

養摂取状況中第7報（研究報告〉として，都立保育園

児の栄養摂取状態及び保育園児の曙好調査を，叉第8

報としてすでに公共職業安定所登録者の栄養摂取状態

についても企画着手中である。

さらに調理科学を基材とし糠味噌漬と Caの強化及

びピタミシCの消長関係， I番好飲料としてのオレンヂ

ジ、ユ｛スの栄養価について追試，食品蛋白アミノ酸の

Paper chromatographyによる定性試験，主な家畜

類の脳皮質部及び髄質部の組成について，農家のカマ

ド改善に伴う食生活の合理イじと，城東地区（足立，葛

飾，江戸川） 500世帯の農家における生活様式調査，

市販強化食品の価値とその趨勢，粉食利用と献立作成

指導，栄養相談，依頼、試験等にわたり銃意究明に努力

している。

強化食品（特殊業養食品） ことに最近の傾向とし

ては強化食品の著しい進出がある。食生活において例

外なく天然食品そのままの形態よりも人工的，機械的

に加工された食品に移行しつつある。而もI番好の画か

らみても精製された食品を材糾として，食物を調理す

る習慣に馴れ愛着を固執している。そのために本来含

有されている栄養価の損失は大きい。

栄養改善法中に強化食品を含む特殊栄養食品に関ず

る事項が認められるに至り，そこでi番好を満足させ且

つ，充分な栄養価を摂取せしめるために，強化叉は回

復食品の必要が生じた。即ち失はれた栄養分を本来の

量よりもさらに増加せしめると同時に，本来含まれて

いなかった成分を添加して栄養価を高める理由のもと

に，純度と量においても強化食品は増加しつつある。

叉都民の現状においても栄養調査の結果， Caは必

要量の 113程度，ピタミシにおいては中等程度の不足

が明にされている。強化の対象となる食品は常用食品

であるととが望ましいが，当所に提出する試験品は概

ねジャム，菓子，曙好飲籾，特殊な病人食品が主であ

ったが，最近は米，味噌，パン，うどん，マカロニ｛

等の常用食や納豆，福神漬，回数，ス｛プ等の副食物

にも及んでいる。

強化は概して Ca9Vitamin B1, Bz, Cであるがう

その量は種類によって異る。大体1日の必要量の1/2程

度を目標として強化し，主食類では 1日3回摂取した

場合には，必要量を満ナに充分な量だけ強化されてい

る。

然し市版製品の収去による試験成漬からみると，業

岩の良心的なものは影をひそめているととが多い。従

って強化食品については，業者の協力と消費者の自覚

は，良心的な製品販売の極手となるので相互の自覚が

望ましい。

食品蛋白アミノ酸食物をとるのは個体維持と種属

保存の本能によることは云う迄もない‘。消耗する体成

分中最も重要なものは蛋白質である。之を補うには食

物として蛋白質をとらねばならない。人間の食物成分

( 15 ) 
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中，糖質と脂肪とは主としてエネノレギ｛の源泉として

使われるが，蛋白質は特殊の役割があり且叉人体を構

成する基材である。

現在判明しているアミノ酸の種類は20余種類ある。

とれらのアミノ酸が，いろいろの割合に組合わされて

蛋白質を構成するものと考えられている。叉そのアミ

ノ酸はそれぞれ特殊な働きをもち，そのうち現在判っ

ている不可欠アミノ酸が10種ある。

人体を構成するアミノ酸であって，しかも体内でつ

くるととのできないアミノ酸は，どうしても体外から

食物として撰取しなければならないととになる。この

ようなアミノ酸叉は之を含む蛋白質をとるととは栄養

を保持するためには欠くととの出来ないものである。

要するに不可欠アミノ酸の含量の多少が蛋白質の栄

養価を左右する結果となる。概して動物性食品は蛋白

質の含量も多く，叉その蛋白質は不可欠アミノ酸の含

量も多いので，栄養上重要視されている。植物性食品

中には之等不可欠アミノ酸の一種或は数種を全く欠い

ているものもある。

今蛋白質過多が病気の原因となる科学的な在明は得

られていない。確実に証拠づけられているのは，蛋白

質の量及び質の不足による有害なことである。

とれらの重要性に鑑み従来の栄養化学分析を一歩前

進し，食品の蛋白アミノ酸の追究には Paperchro-

matog:r・aphy を用いて定性試験を，又 Leitz長ouy

photrometerを用いて定量試験を行っている。或は叉

蛋白食品の鮮度鑑定，食品中の無機成分，ピタミン類

の測定等に豆り応用の新分野に重点を傾注し開拓の歩

を捕足しつつある。

食生活改善と献立指導栄養に富んだ美味しい食物

を安く而も早く整えたいと願わないものはない。しか

し多くの家庭では深く考慮するととなく，従来の食習

慣をそのまま繰り返しているにナぎないのが実状であ

る。との様に食生活が，女性の重荷になっているよう

では，家庭を豊かに明るく楽しいものにするととは容

易でない。

殊に農家の場合は台所の設備と作業との関係からみ

て，生活様式の実態把握が基礎的要素として重要にな

るので，食生活の改善は先づ台所からとの見地から調

査の対象として，封建色のj濃い古色蒼然たる姿を，先

ず清新にして明るく能率的で暮しの工夫が出来るもの

に改善致したいとの都経済局農林経営部農業改良課の

希望もあり，都内23区の農業世帯15sl26声（昭和28年

現在〉中，城西地区の世田谷区大蔵町，鎌田町で台所

のカマド改善を行う見込確実な20世帯について既に改

良前の調査を完了した。

さらに改良後の状態を調査試験する段階にある。

又城東地区の足立，葛飾，江戸川の3区， 500世帯

に豆り流台，給水源，カマドの構造，調理台の有無，

食事の型式，台所の面積についても調査を行い，その

第1報を得た。

なお叉城北，城西，城南地区及び三多摩のモデル地

区等も順次着手している。

調理は単に栄養に叶うばかりでなく，早く安価に美

味しく而も衛生的であるととが望ましい。料理は恰も

音楽や演劇に類似している。その音譜や脚本と同様に

料理に献立が必要である。而も経済的活用と食物の衛

生的処理，さらに食事の仕方，行儀作法に至るまで調

査研究の対象となるが，先づバランスのとれた栄養即

ち6つの基礎食品で，必ず夫々の栄養を含む食品を組

合せ，市も安価で新鮮な季節の食品を利用し，料理は

無駄なく奇麗に美味しく食べられる献立を目標に，工

夫の暮しの一翼を果し，楽しい食生活にしようと，日

常生活の上に実践して行くために，関係当局の協力を

得て有料無料200余種に及ぶ献立作成とその指導に努

力している。

依頼試験従来とも都民一般の依頼に応じ食品の成

分を分析測定し，その栄養成分の研究に努め栄養上の

利用価値の判定を行い，その成績証明書を発行し，正

しい栄養食品の指針を与え，指導と共に究明の歩を進

めている。

本年度における本課に提出された依頼件数は調味料

27件，晴好飲料35件，菓子類16件，主食類19件，ジャ

ム及びパタ｛類20件，乳類8件，人造米3件，漬物類

5件，佃煮類3件，油類2f牛，魚介類加工品3件，豆

腐及びその加工品1件，家畜飼料2件，その他14件に

イ牛
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及んでいる。叉強出食品位 53件で食パシ，味曾， ジ

ャム，菓子，ス｛プ，佃煮，納豆，曙好飲料等が主な

ものである。

3. 水質課

本課では井水，工業用水，上下水道水，及び温泉法

による温泉水の依頼試験を初め，衛生行政の一環とし

て河7_K, 海水， 公衆浴場水， 水泳プーノレ水の理化学

的，徴生物学的試験検査並に調査研究を行っている。

特に井7.Kは飲食物販売業及び製造業の許可には一部検

査を必要とするので，その依頼件数は近年頓みに増加

してきている。叉産業の発達と共にその廃水による井

7.Kの汚染問題が発生し水の精密検査を必要とする事項

も増加しつ Lある。

上水道は現在都下八王子市と青梅市の経営による水

道を，両市の依頼に上り毎月 1固定期的に出張検査を

行い，必要な注意事項を指示して水道経営上の参考に

資するよう努めている。叉清掃法が制定せられたのに

ともない，水槽便所の汚水検査も近く行うことになっ

ている。なお木年度は保健所職員を対象として飲料水

試験法の講習を行い基礎的な技術指導を実施した。

叉衛生行政の一環として都公衆衛生部及び各保健所

の協力のもとに海水浴場並びに水泳プ｛ノレの検査を行

い併せて衛生指導に当った。叉との海水浴場に関連し

て東京湾の海水の変化を年度にわたり試験を目下続行

中である。

調査は， 7.K中徴生物の調査研究及び産業廃水による
井水の汚染状況。叉，東京都内の温泉分布状態とその

泉質等の調査を続いて行う予定である。

件 生活緯I生部水質課
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IV 主主品獣医部

1. 食品課

昭和28年度における食品課の事業概要を表示すれば

次のようになる。

(a，化単削除…2,019件

一般収去品試験｜ （内，食中毒原
: 因調査に関ナ

（都庁及び保健！ るもの…・・ 80件〉
所送付分〉 I lb.細菌試験…3う482件
現場検査 化学試験....・ H ・－・・・4う237件

（内，歳末一斉
検査分……・3,735件〉

一般依頼検査・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・326件

その他（保安隊，他府県よりの
依頼等〉…・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・13件

a。α化澱粉の試験法（前年継続〕

(l. 化学

調査！
研究）

¥ 2. 細菌

b.徴量拡散分析法の食品検査へ
の応用

c.油脂抗酸化剤の分離定性法

大腸菌の熱抵抗性及び血清学的調
査

以下上掲の表につき化学試験と細菌試験に分けて，

簡単な解説を加えてみる。

(1）化学試験

1. aのうち食中毒に関するもので，比較的珍らしい

ものとして，南方産毒魚による集団中毒があった。メ

タノ｝ノレ中毒は昨年に比し被少した。

2.の歳末一帯検査件数3う700余件中不適品は約四%

程度であった。

調査研究事項中の a.については今年度は主として

ジアスタ｛ゼの力価と反応速度との関係，生成した糖

の定量にヨ｛ドメトリ）を用いた場合と現行法との比

較等について調査した。 （結果については公衆衛生年

報 Vol.E，〔薬剤師協会〕に発表の予定〉

b.については亜硫酸の定量ラ揮発性アミシの定量等

について調査した。 c.は付）油脂よりの抽出，（ロ）ペ｛パ

ーグロマトグラフ法，州各個呈色反応等について調査

した。結果は追って食品衛生検査指針にも収載される

予定で島る。

(2）細菌試験

1。 送付検体検査

木年度における送付検体の大部分は都衛生局公衆衛

生部の消化器伝染病予防夏期対策としての食品衛生行

政にともなう検体で，其の他は各保健所より送付せら

れた収去検体若干で，本課において年間処理したもの

は 食品として菓子類436，氷菓子317，豆腐類155,

惣菜類106，主食類及びその加工品121の計1,035種

食器汚染調査を目的として井類513，皿類98，そ

c 18 ) 
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ばせいろ類285，ずし屋飯台67等よりの試料963種。

手指汚染度調査を目的として 食堂従業員，校館，

ずし屋，そば屋の調理人及び生菓子等の製造人上りの

試料725種，清涼飲料，保存飲料，かき氷，人造氷等

の検体よりの試料324種でその外中毒検体その他を含

めて検体総数3~475種の試験を行った。

2. 調査事項

検体上り大腸菌群として分離した菌株は全部Imvic

試験を行った。而して Escherichiagroupに属する

ものについて熱抵抗力試験及び血清学的分類を試みた

結果，熱抵抗力は菌株により甚しい差違があり，熱抵

抗力の高いものは60°C60分の加熱に耐えて生き残つ
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た。而してとの熱抵抗性株は豆腐の如き加熱処理工程

を経た検体より高率に検出されていた。

血清学的分類においてはKau日立iannの標準大腸菌

25探の 0・免疫血清に対し Slidagglutination test 

で供試株の60%が被鏡集性でるったが，との血清学的

分類と熱抵抗力との聞に特別な関係は見出し得なかっ

た。なお本調査は引続き続行中でるる。

2. 製品課

本課で担当している業務は食品衛生法第14条による

食品，添加物，器具又は容器包装の検査である。

取扱ったものは合成調味料，合成著色料，合成膨脹

剤でこれは主として申請品である。

器具及び容器包装品は依頼試験である。

合成調味料の主原料の溶性サッカリンやズソレチンは

最近熔融点の低いものはなく品質は良好である。

合成著色料は稀に外国製品の場合もあるが，本年取

扱った範囲内では，米国以外の国のものは国産品に比

して成績が不良である。

合成膨脹剤は不適が6件あり，これは原料の良好に

拘らず乾燥不充分のため，製品の一部に分解をきたし

た結果，ガス発生量の不足の場合である。

一般に申請品の品質，配合状況は良好である。

器具や容器包装には金属製品，陶磁器，合成樹脂製

品を試験したが，衛生上最近問題となるのは合成樹脂

製品である。

合成樹脂製品として市販されているものは，石炭酸

樹脂，尿素樹脂，メラミシ樹脂，スチロ｝ノレ樹脂，ピ

ニ｛ノJ；樹脂，ポリエチレシの製品である。

そのうち依頼試験で多いものは尿素樹脂，ピニ｛ノレ

樹脂，ポリエチレンの製品である。

イ宇
500 

400 

300 

食｝品獣医部製品課
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件
取 扱 ｛牛 数 試 験 検 査 件 数

種
依 頼 申 請 送 F甘 調 査 計 上b 7.k 2え ！熔 液 糖

有性毒金属 有害雑爽物
混 色 膨 甘 .7c 

覚 重 分 分 副｛ 1生 日方 分
メ口5、
度 度 度 計数 点 分 物 の

否 適 否 適 否 適 否 適 否
試 調1 現1 調。 1~U 調j 定 定 定 定 定 試 試 試

J.iU ！験 定 定 定 定 定 量 量 i性 f生 量 l験 験 験 他

合成調味料 一 一 705 一 4 19 一 733 4 1,453 一 736 736 1,472 一 一 一8,701 21 2,094 7361 一 15, 949 

合成着色料 9 一 353 一 3 1 42 一 407 1 408 一 一 17 一 一 一 一4~146 一 一 394 17 一 114 5,096 

合成膨脹剤 一 一1,688 6 3 l 34 一1,725 7 1, 732 一1,732 1,732 一 一 一 一19,052 一 一 111, 1,621 一 一 25,980 

合成膨脹剤原料 一 一 一 一 一 一 46 5 46 5 51 一 49 51 一 一 一 一 495 79 4 一 4 一 63' 796 

合成保存料 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ← 一 一 一 一 一 ー－ 一 一 一 一 一 一 一

合成着香料 一 一 一 一 一 一 1 一 1 一 1 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 一 一 2 4 

合成漂白剤 一 一 一 一 一 一 13 一 13 一 30 一 11 11 11 30 一 一 一 49 一 一 一 一 49 191 

器具容器包料 391 一 一 一

~ 
2 154 10 256 12 467 一 一 一 一 369 一 ~ I,571 344 一 一 一 395 3,338 

そ の 他 18 一 一 1 23 一 65 1 65 4 一 一 一 17 一 一 154 70 同 一 一 181 
543 

計 -12 7461 102: ~：14,2071 付－r十119: 5臼｜吋 日811,6421



尿素樹脂製品は食品衛生試験法の規格に不適になる の合成樹脂製品の試験のように溶出する右炭酸や，ホ

ものはないが；稀に色素を溶出ずるものがある。 ノレムアノレデヒドの試験では不充分であって，配合する

ピニ｛ノレ製品の主原料は塩化ピニ｛ノレ，叉は埠化ピ 有害性金属や，その他の有機物の溶出状況を試験する

ニ｛ノレとg酢酸ピニ｛ノレを共用したもので，とれに可塑 のが適当と思考する。

剤や安定剤，着色料を混和して加温製型したものであ 3. 獣医衛生課

る。なお研究調査する面もあるが，試験の結果から判 本課の担当業務は狂犬病の検査，乳及び乳製品の検

断すると，水や酢酸で長時間浸漬しても溶出物質は殆 査，食肉，魚介及びその加工品の検査並びにとれらの

どなく，食品の容器包装用として衛生上特に欠点を示 業務に直接関係ある事項についての試験，研究など

さない。然し稀にピニ｛ノレ製品中で有機物を多量に溶 で，従来と変りなく，その状況は次のとおりである。

出した場合もあり，可塑剤，安定剤として少量乍ら有 (1）狂犬病の検査

害性金属の塩を使用する場合が多いのであるから，容 昭和23年から流行している都内の狂犬病は，昭和27

器包装用の場合は製品をよく吟味する必要がある。ポ 年tこいたり流行以来の最低.71頭に減少したが，木年は

リエチレン製品の原料はピニ｛ルのように国産品はな 再び上昇しsおおむね昨年の2倍に増加した。すなわち

く，専ら輪ス品で2らって，わが国では加温製型加工し 本年中疑似狂犬病として受付た検体は377頭（犬359,

て製品化するのである。ピニ（ノレ製品と同様に対水， 猫18）でうとれを組織検査（Negri小体s非化膿性脳

対酸性も良好である。 炎〉，補体結合反応，及び動物試験により狂犬病と決

ピニ｛ノレ製品，ポリエチレン製品の衛生試験は従来 定したもの128頭（犬124，猫4）を数え，受付数に

第 1表 昭和28年度中に取扱った食肉，魚介関係中毒一貫表

No. i発生｜所 轄｜推定原因 I I I I 月日｜保健所｜ 金｜患者数｜症状経過｜検査成績 l備 考

1 [ i.2sJ淀 橋｜煮 魚（ 2 l軽症，快復｜盟位与もの｜
2 I 2. 91板 橋 lふ ぐ｜ 3 l 死1，他重症l~i品長トキシ 1
3 I 3。241下 谷｜たら子 I 2 ｜軽症，快復｜思品左手もの I

4 I 5. 91浅 草｜干いわし｜ 5 I // I // I 

5 I 5. 15 J蒲田！干さば I 2 I // I II I 

6 I 6。 26［牛込｜牛肉 I 2 I II I // I 

仁一千＿＿！J~一橋｜たら子｜ 2 1一二 ｜ ／／ ｜ 

s I 7. 11 I四 谷｜さつま揚げ I 9 I // ｜葡萄球菌 I 

9 I 7・161立 川［ぇ び｜ 1 I // ｜思自主与もの i
10 I s. 1 J淀橋｜ハ ム｜不詳 i II ｜葡萄球菌 I 

11 ., 8・ 1J立 Jr I iはまぐり I 1 I // l鶴自主与もの l
12 I・ 9・2J調 布｜赤にし｜ 3 I // l葡萄球菌 ｜ 

~9・ 141公衆衛生部｜コンピ｛フ ｜不詳｜ ／／ ｜思自主ぞ引

14 / 9. 1s J長 崎l~~スカレ｛｜不詳 l II I // ! 

15 / 9. 20 I大森｜いか I 3 I // I // I 

16 [ 10・29／池袋｜角ソ｛セ｛ヂ｜ 3 I // I // I 

11 111・251中 野lぷりの泊 I 2 l重症，快復l II I 

18い2. 1 r荏 原 iまぐろ｜ 2 1軽症，快復 l II I 

c 21 ) 



第 2表 昭和28年に実施したー費検査の扶況

検査月日 検査の対象及び目的 ［件数｜ 摘 要

3. 8～ 3.17 ｜市乳及び乳飲糾規格検査

4.14～ 4.30 ｜ソフトアイスグリ｛ム規格検査

4.14～ 4.30 ｜サシミの衛生検査 424 I 

5. 6 ｜生グリ｛ムの細菌検査

5 I 6. 2～ 6.10 lアイスグリ｛ムの規格検査 174 

6.16～ 7. 2 I 挽衛生肉検，査小間切，ハム， ソ｛セーヂの i｜ 675 ｜有害色素検査も含b

7. 7～ 7.18 ｜アイスグリ｛ムの規格検査

7.20～ 8.13 ［煉製品，たと，いM 衛生検査

8~17 ～ 8.31 ｜市乳及び乳飲料の規格検査 374 I 

rn I払 1～山5 lマーガリン，パタ｛衛生検査 302 1有害色素検査も含む

｜主肉，魚介及びその加工品の衛生検＼ l,429 ｜同 上

備考｜ 11 回 ｜牛食乳肉魚々製介及品び加工品

対する陽性率33.9%を示し，昨年の32%よりやや高か

った。（なお本年の検査状況については別稿参照〉

本年の調査研究としては昨年5月開始の不肱性狂犬

病の摘発試験を4月まで続行したが，イタミ試犬合計94頭

についての検査成蹟は，いす、れも陰性で，結局とれを

認めるととができなかった。なおとの外農林省薬事課

からの依頼に上り，犬を用いた狂犬病予防液の感梁防

禦試験も行った。

(2）乳及び乳製品の検査

検体は都公衆衛生部，各保健所から送附される収去

品（随時叉は公衆衛生部で立案する年間一斉検査笑施

計画及び食品衛生夏期対策要綱に基く検査）が大部分

で，その他本年は一般からの依頼検査も増加し，殊に

5～ 9月に亘りアイスグリ｛ムの規格適否試験が多か

った。とれらの検査はすべて厚生省台示食品衛生試験

法及び食品衛生検査指針などに拠って行ったが，特に

細菌学的検査成績は従来と大差なく，さらに一段の向

上を要するととが痛感された。その他本年の調査研究

として，大腸菌群の耐熱性及び「デソキシコレ｛ト」

培地における発育試験を行った。叉本年5月砧保健所

管内に発生した「シユ｛グリ｛ム」に起因すると思わ

れる食中毒例において，その残品から黄色葡萄状球菌

を検出し，さらにこれを追究の結果 Staphylococcus

aurens Rosenbachなるととを確認したので，とれ

が本中毒の原因なるものと推定した。

(3) 食肉，魚介並びにその加工品の検査

l 回回
検体は前項と同じく収去品が主でうその他加工業者ぅ

一般からの依頼及びこれらの食品に由来する中毒関係

食品などである。検査は従来どおり理化学的（鮮度〉，

細菌学的に行う外，食肉加工品については有害色素の

検出（ペ｛バ｛グロマトグラフイ｛による〉も行った。

本年中に取扱った中毒例は第1表のとおり18例で昨年

とほぼ回数は同じく，叉その程度はふぐの例を除き，

いづ、れも軽症であった。 なお調査研究は昨年に引続

き，一部の検体から腸球琶の分離並びにその毒性誤：験

を行ったが，検出率，毒性共に高い（毒力は菌株によ

り差あり〉点から推して，将来の中毒例において原因

件
, 2000 
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菌の究明には本曹の存否も考慮し検討すべきであると

考える。

v 化学試験部
1. 医薬品第一課

本課発足以来5年，従来多方面から種々の経路で送

られた検体が，本年は殆んど薬務部関係一本にまとま

り，叉一般からの有糾試験の面においても一部国家検

査品目の解除によって発熱性物質試験を除いては，自

家試験代行的な依頼、が相当減少したことが目立ち，行

政検体の増加と共に，ことにその業務もいよいよ本道

にスったかの感が強い。特に本年は発足以来の宿願で

あった訴験室の統合整備が半ば実現し，工事のため若

干の期間を無為に見送らねばならなかったにもかかわ

らず，予期以上の成果を挙げ得だことは喜ばしいこと

である。

ll) 監視業務の検体は総数302置で昨年の264種に比

して約15%増に当る。検体の送附状況はまだ充分とは

云えない乍らも次表の如く可成り満足し得る状態にな

りつつある。

出土12-1_!] J出三J2J到到当E互！
数 J 2 I叫1/11J 30卜031641叫411910卜sf
とれ等の検体の内訳については，次のような次第で

ある。

昨27年度に品質検討のため8種について試験した歯

科用薬品を本年は，さらに監視の目的でー宵検査を行

い，市場品24種につき試験した。その結果特に注射薬

が成積不良で『大部分は甚しく異物を混スし，との種検

体については今後も監視の必要があるものと考えられ

る。

叉6月に市場のサルフア斉ljの一斉検査を行い，末，

注，錠， 96種について試験したが，其の結果は注射薬

の約30%程度に異物，浮・l偉物を認めた以外は，殆んど

が成績良好であった。次いで6' 7月にかけて市販の

ヨ｛ドチンキ類，マ｛キユロ液等の消毒薬について一

斉検査を行い，ヨ｛ドチンキ類32麗，マ｛キユロ液35

種を試験したが特にヨードチンキ類に不良品が多く，

約半数が含量の過剰，叉は不足うアノレコ｛ル数の不足，

メチノレアノレコーノレ，アセトンの検出されるもの等であ

った。叉マ｛キユロ液は約20%に含量不足のものがあ

った。

とれ等の他にまとまったものとしては，アルコ｛ル

類11種，グレヅ｛ル石鹸液12種がある。

（~）補給係が4 月を期にその業務を大幅に縮小した

のにつれ，補給業務に伴う検体も漸次少くなり，総数

101種で，昨年度130種に対して約30%被少し，且つ，

種類も殆んど特定の少数品目に集中している。 5月か

ら9月のシ｛ズンにDD T液， DD  T粉 65種が送ら

れ，その他アノレコ｛ル，グリセリン， BH C，グレグ

｛ノレ石鹸液等が主なるものである。この101種のうちラ

91種について適否を判定したが，適88種，否3種で，

否は約3.3%に当り，一昨年度，昨年度の否の%に比

すれば， 27:18: 3.3と大幅に減少している。

前述のように本年度は，これ等以外に送られた行政

検体はない。

(ij）一般有料試験は引続いて増加しているが，特に

本年度は相次ぐ一手再検査と，試験室整備工事のため，

イキ
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化学試験の依頼を殆んど断らねばならない始末で，誠

に残念であった。

本年度，依頼をうけた総数は270種で，前年と大差

ない。此の270種中化掌試験は106種で約40%，無菌試

験は46種で17%，発熱性物質試験は118種で43%，特

に，発熱性物質試験が大幅に増加し昨年度65種に比し

て， 118種で180%にも上っている。

化学試験のうち，主なものは？ブドウ糖注の定量19種

で，これは日局六が旋光度によっているため，設備を

もたないメ｛カ｛からの依頼が多く，次いで V.B1注

の定量14種，輸入産制剤の主薬定量10種，グレグ｛ノレ

石鹸液の局方試験5種等でその他は多種に豆って区々

である。

更に発熱性物質試験118種の内訳はプドザ糖注の47

種9 注射用蒸溜水の15種，ユモ｛ノレ17種，無菌試験で

はプド・ウ糖注25種，ユモ｛ノレ11種等が主なるものであ

る。

2. 医華道品第＝課

生薬並びに生薬を原料とする医薬品並びに製薬原料

の一般依頼試験は，薬務部における薬事監視業務に伴

う収去検体の試験及び補給業務に関ナる品質試験と共

に，逐次増加を示している。

殊に本年度においては市販の生薬，並びに粉末生薬

の一斉検査及び生薬を原料とする家庭薬製剤の収去検

査を実施したが，その結果市販生薬の品質は前年度に

比し，やや向上しているのに比し，粉末生薬の一斉検

査は著しい不良の成績を示した。とれは従来粉末生薬

のl収去検査が実施されなかった結果と見られ，業界に

多大の注目を喚き大きな反省を促したととである。

また国民医薬品集の改正資制としての生薬試験法及

び試験規格の研究及び製薬原糾の調査研究は2,890件

に達した。

(l）一般依頼試験

生薬中主なものはマグリ〔海人草〉，サフラン，トラ

ガント，ワサピ粉，カラシ，甘草及び甘草エキス，吐

根宋，デリス根等で局方生薬の規格試験の外，生薬中

有効成分の定量試験が多くなった。

また製薬原料としてはカフェイン製造原糾としての

輸ス腎茶中のカフェインの定量が多〈，大豆油，ナタ

ネ1由，ッパキ泊等油脂の局方試験の外，生薬製斉ljとし

ては，防疫用除虫菊乳剤の試験の多いととが注目され

fこ。

(2) 監視業務に伴う収去生薬の試験検査

1）薬務部において都内生薬小売業岩71軒より 10

品目 606件を収去した生薬につき，試験検査を行った

結果次の成績を得た。

良品562件（92.7%），可品28件（4.6%），不良品

16件（2.6%)

2) 粉末生薬の一斉検査

粉末生薬を製するには相当な手数と目減りとを生ず

るにかかわらず，しばしば原生薬より安価なものが市

販されている実情に鑑チ，東京都内に市服される各粉

末生薬製造業者原封のままの粉末生薬23品目52件につ

いてpー買収去検査を行った結果は次のとおりである。

品種別｜罪委｜適（件）｜不適（件）同（%）

局方粉末生薬 1 判 25) 1.61 39.0 

局方粉末生薬舗uJ 3/ 3) o) o 

局方外粉末生薬 1 s! 11 71 87. 5 

計 I 5~1 291 231 44. 2 
なお主な不適理由は成分含量の不足ダ友分著量，異

物の混有，乾燥減量著量による変敗等が挙げられる。

また内容表記量と実量との点についても不同があり，

品名の標示についても違反があって適宜行政措置が謹

ぜられ，注意を要望した。

3) 家庭薬製剤

生薬を主原料とする家庭薬製剤7種及びとの原料生

薬41品目につき試験検査を行った結果，笹屋の腎臓薬

は処方に登録してないウワウルシを配伍する事実を発

見した。

(3）生薬並びに製薬原料の試験検査に関する調査研

究本項については別に詳報するため試験項目並びに

この要皆を述べるに止める。

1) 草果の生薬学的研究

草果の利用並びに試験ー規格を設定する資料としてと

の研究を行った。

草果は南支那及び仏印に産する Amomummedium 

Loureiro〔Zingiberaceae）の果実を乾燥したもので

漢方では芳香性健胃薬及びマラリヤ剤として用いる。

今回との基源，性状，純度試験，確認試験，成分含

量， 2足分及び酸不溶性友分等について詳細な研究を報
告した。（昭和28年11月於静岡市，日本生薬学会発表，

近く薬学雑誌及び本年報発表の予定〉

2) 草果の精油成分の研究

草果の果皮を剥いだ種子塊は，果実の75%に相当す

る。果皮には全〈精油成分を含まないから種子を研究

材料とした。種子を粉砕し水蒸気蒸溜に上って約0.7%

の精油（草果油〉を得，この物理的性状を検し，遊離

脂肪酸として2.3%の Pe1asgonicacid CRH180を証

c 25 ) 



明し，中性泊中約54%に達する Cine'.)lC 0H1ρ を含

むととを明かにした。

草果？由特有の臭気は高温溜分 110～125(7mm）に

よるもので元素分析値C日H20に相当するが未だ本質

を確証するに至らず，今後の研究に侠つものである。

（昭和29年4月於京都市，日本薬学大会講演発表）

3) 生薬の規路設定に関する研究

生薬の試験検査には薬事法による品質試験の基準を

もつことが必要であり，このため公定書の国民医薬品

集に収載することが急務である。当課においては，日

常生薬の試験検査を行うに当りゴンツ（牛膝〉，ジオウ

（地黄〉， トウキ（当帰〉，センキュ・ゥοfl耳〉，ボタンピ

（牡丹皮〉，サンザシ（山査子〉等の規格設定に関する

研究を行い，国民医薬品集審議の資料とされた。

4) サフランの栽培条件と α－グロチンの含量及び

球根の増量関係について。

サフランの需要増加に伴いとの栽培方法特に肥料の

3要素と a－クロチンの含量並びに球根の増量関係を

調査した。

今年度においては前年の試験で得られた球根を用い

次の方法で試験した。
2量
1) 蓄積要素並びに新たに吸収される要素カ澗花状

況並びに α・グロチンの含量に及ぼす影響を知るため

各々前年と同一肥料区で試験した。

2) 前年度各肥料区で得た球根に同一標準肥料を与

えて新に吸収する要素を一定にして専ら蓄積要素の影

響を試験した。

2年間の試験成績を綜合するに開花数及び柱豆買収量

は球根の重量に正比例し更らに d・グロチシの含量は

柱頭の重量に正比例するととが認められた。従って球
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根の増量には3要素を完全に配合するととが必要条件

である。

また球根の増量については標準肥料区，無l燐酸肥料

区の順に低下し，無窒素及び無加里肥孝l区の低下はほ

ぼ同様で無肥料区は殆んど司増量を認めない。

3. 医麓品第三課

昭和28年の主な業著書の概要は次のとおりである。

化粧品： 昭和27年末，都薬務部のー買収去による各

種化粧品の検体476件について試験を行った。との結

果，品質的な不良化粧品10.7%，不正表示化粧品20.6

%を発見した。との際注目すべきは終戦後4～ 5年間

極めて多数の錯化合物を含有する化粧品が発見された

が，今回は全く発見されず，また今一つは最近グロロ

フイノレやピタミン等の特殊美容成分を添加することが

流行しているが，試験の結果は標示成分が全くないか

痕跡程度しか含有していないものがかなり発見された

ことである。これらの成績については都薬務部におけ

る化粧品工業会幹部に対する指導懇話会の席上技術面

から説明して今後の品質向上の資料とした。

用具衛生材料・： 注射筒，注射針，コンド｛ム等につ

いては，都薬務部から毎月比較的平均した収去検体が

送付された。試験の結果は注射筒315件中111件（35.3

%〉，注射針636件中58件（9.1%），コンド｛ム744件中

189件（25.9%）の不良品が発見された。この他に都

薬事衛生課監視理，薬務課補給班から腸線，縫合糸，

縫合針，ガ｛ゼ，脱脂綿等の送付を受けた。

玩具： 11月に都公衆衛生部から浅草蔵前の玩具問屋

から収去した検体39件の送付があった。試験の結果は

有害性金属5件，法定外色素15件を発見した。玩具

の良否は小児の健康に非常な影響力を持つものである

が，従来遺憾ながらこの方面の報告が少い。今後この

方面の業務の仲長を考慮すべきで怠る。

麻護： 麻薬取締法改訂により家庭麻薬の内容と取扱

いが拡張したため，多数の市販品が現われて来た。こ

れらを対象として都薬務部収去による検体70件を11月

一斉び検査を行った。との試験は主成分の定量をする

ととであるが，単純な倍散は従来の方法を適用できる

が，所謂複雑な家庭薬の形をとったものは他成分に妨

害されるので，他の方法によらねばならなし、ため，試

験法を研究案出しつつ行政検体を処理したため課員一

同非常な苦労をした。

研究調査事項： 化粧品，用具，麻薬等何れについて

も試験法の研究，公衆衛生の問題等について周囲の勤

きに注意し，研究を続けて来たが化粧品については，

年末の一斉検査に際して，全検体及びそれらの原料に

( 26 ) 
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ついて杭素を定量して得た結果を，昭和28年秋の者＼＼衛

生局学会に発表した。麻薬の骨量：鑑識法については，

従来研究を続けていたが，その成果を第3報として昭

和29年春の日本薬学会に発表した。叉通産省のJI S 

作成，厚生省の衛生検査指針作成に協力した。
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第四章調査研究事項

I 溶血性連鎖球菌の分類法の比較について

細菌部徴生物課辺野喜正夫

松井清治

溶血性連鎖球菌の分類についてq，小林教援が氏 を調べると第1表に示？とおりである。馬血液寒天で
及び協力研究者の業蹟を基礎とT~~提日昌した所謂小林 溶血， 1%葡萄糖加馬血液寒天で溶血環が消失乃至縮

の分類法，窓血性連鎖球菌のC多糖質の特異性による 少を示し，培地が紘調乃至無色を呈する小林の工型菌

Lancefield女史の分類，及びその変法等：があるが，苦々 は49株で，ブイヨン培地では沈澱を生じ，加熱（60°c 
は細菌検査の実際的立場から小林の分類法，crn~ance- 30分〉に耐えず，ェスグリンを分解せず， 6%食塩加
fieldの分類方法及びその変法としてLiuの簡易法の3 寒天に発育せず＼叉40%胆汁加血液寒天にも発育しな

者について日常業務に関する立場から比較を試みた。 かった。次に1%葡萄糖加馬血液寒天で溶血環が殆ん

供試菌株 ど縮少せず（増大を示すものあり〉培地が帯緑褐色に

供試溶連菌株は主として狸紅熱で都立豊多摩病院並 着色，山羊血液寒天で溶血を示すE型菌は5株で，プ

びに市立川崎病院にス院Lた患者の咽頭から分離した イヨンで梢々潤濁して発育し，加熱（60°c 30分〉に
もので，前者から分与を受けた29株及び後者からの27 耐えず、，エスグリンを分解せず， 6%食塩加寒天に発

株と尿便由来の5株で合計61株である。 Lancefieldの 育せず， 40%胆汁加血液寒天にも発育しなかった。そ

標準菌株は当所保存のものと北旦研究所より分与され の他葡萄糖加血液寒天培養による溶血環の縮少が稿々

た諸菌株を使用した。 弱く工型或はE型何れとも判定し難いもの2探がみら

実験方法並びに成績 れた。尿便由来の5株は小林教援の分類によるE型の

（工〉小林教授の分類について 性状と合致した。

小林の分類法による分与溶連菌株及び標準株の性状

第 1 表

菌 株
馬血皇室 萄同1糖%左葡加 血山 寒羊 プイ附 ~~グ［鶴間E 型分小よ林類る菌のに標 準株

ヨシ 30分

Gr 13 A 溶血

事緑無官調色乃軍至

重熱頭

49 
No. 32666/( A) 溶血 沈殿 一 一 一 工

5 F 132C 
／／ 縮結少茶せず色、溶強 血し 繍品｜ IT No. 39490( C) 一 一

（不緑自縮茶少色し2 
II 溶 血 沈梢澱潤濁し 土 IlorI No. 4410(G) 一

尿 C 6 D ／／ 十 ＋ 
5 No. 39457 (D) i園濁 JI[ 

使

(IT〕-Lancefield の分類について イヨン培養を初め死菌にて0.05cc,O.lcc, 0.2ccを3

使用血清はGrl3(A群）， Fl32 (C群〉， C 6 (D 日間隔にて，次いで生菌2cc, 4 cc，を同間隔で静脈

群）， K-129 ( E群）， No. 34410 ( G群〉， K208 (H 内に注射して作った。此の他A,C, G, D，群につ

群）， No. 36663 (K群）， C559 (N群〉以上8株のプ いては初めから生菌を用いて長期間免疫して得た力価

c 28 ) 



の高い血清を用いて比較した。沈降反応用抗原は概ね

Lancefieldの原法によったが塩酸拍出は N/20HCI 

を用いた。叉 N/5NaOHにて中和の際に 0.02% 

のフエノ｛ル・レッドを滴下し操作を容易にした。反

応は予め群の明らかな血清を沈降反応用試験管に掃

第 2表標準株の泊降友応

ス，との上に抗原を重層せしめ37°c 10～60分間にち
いて判読した。標準株による沈降反応においては第2

表に示す如く， A,C,G,N群は特異性を示したが，

D, E,H,K，聞には類属反応が見られた。分離株に

ついての成績は第3表に示す如く，小林の分類で工型

小林
菌型

Lancefield菌型l A C D E G H K N 

I No. No 
Lancefield株 IGrl3A F132C C 6 D K129E 34・410 K208H "-35・663 C559N 

十十
十十

工 I Gr 13 A 
No. 32666(A) 

Ila I F 132 C 
I No. 39490(C) 

Ilb I J 168 G 
I No. 34410(G) 

世
十t十

E
 

C 6 D 
No. 39457( D) 

＋ K 129 E 

K 208H 

+it 
十社

+t十
4十十

十

十

十

十
→ー
十

十 十廿 十i十

十社 ＋ 士 ＋ 

No. 36663(K) 

C 599N 

十 廿t＋ ＋ 

十t十

第 3表

I Lancefi 
A C D E G H K 

小ょl工 I 49 
林る，Irr I 5 
分菌に ｜ 
類型／［IlorI [ 1 1 

に IJII I 5 

計 150 5 6 

に相当する49株は何れも Lancefieldの A Groupに

合致した。小林のE型5株及び葡萄糖加血液寒天で僅

かに溶血環の縮少を示した 1株は Lancefieldの G

Groupに合致し，判定し難い他の1株は沈降反応にお

いても初めA Group及びGGroupに類属反応を示

したが， 2回目にはA Groupに強い反応を示した。

(JII) Liuの簡易法について

血液寒天平板に一面に菌の純培養を塗布し18～24時

間培養した菌苔を滅菌綿棒でかき集め， 0.7～ 0.8cc

の N,5HC1を予めスれた1J＼試験管内に浮遊させ，之

を100。C,10分煮沸した後直ちに冷却し，之は0.02%
のフエノ｛ル・レッドを加え，さらに N/5Na0Hを

加えてpHを中性とし，之を3500r.p.m.10分間遠心沈

澱した上清を沈降原として用いた。反応の術式は清南

な毛細管を血清中にスれ約 lcmの長さに毛細管現象

によって血清を挿ス，管の先端をよくガ｛ゼで拭って

更に抗原の中にスれ，血清と同じ長さに抗原をスれ，

即ち血清上，抗原下の2層を作る。抗原側の先端をプ

ラスチンにて封C之を逆転して抗原上，血清下の垂直

位で下端を反応台（吾々は木製の台の中央に溝を作り

之にプラスチンを埋めたものを作って用いた〉にさし

37° cで10～60分観察した。前述の力価の高い血清を
使用した場合には反応は Lancefieldの場合と合致し

た。とりわけG Gorup血清の場合には5分以内で室

温で反応は著明に出現したが， A Group, D Group 

の場合は37°cで反応の出現に約1時間を要し，而も
その程度は弱かった。叉Lancefieldの沈降反応に用

いて明瞭に判定の出来た A,G, D Groupの血清を

本法に使用した場合には反応は極めて弱く判定が困難

な事が多かった。苦々は血清については更に検討ナる

c 29 ) 



こととし先づ、抗原と術式について（1）抗原菌量を血液平

板2枚（ペトリ｛皿〉とした場合（2）塩酸抽出の際N1・5
HClの代りに N/20HC1を使用（中和に要する N/5

Na OH量は少く従って抗原稀択が少しつ（3）毛細管の

代りに Lancefieldの沈降反応に用いた沈降反応用小

試験管を用いて反応の判定に及ぼナ影響を検討した

が，之は僅かな程度の差に止まり決定的な影響はなか

った。

考察並びに結論

以上溶血性連鎖球菌の分類法として小林の方法，

Lancefield の方法，簡易法の3者について検討した

結果，限られた範聞の実験ではあるが3者は概ねよく

合致した。即ち小林の工型は他の2法の A Groupと

合致，叉E型は D Group と合致， E型5株は G

Groupに一致した。 I'JI型何れとも判定の稿、々困

難な2株の内1株は同じく GG:r・cmpに合致し他の l

株は Lancefield＇の枕降反応においても G Group及

女

ll）小林六造：簡明臨床細菌学， 6 ~lj(, 

び A Groupに類属反応を現わした点から， これは

初めから工型（A Group), Jib (G Group）が混志

していたものか叉は変異の過程に島ったものではない

かと考えられる。実際に人間由来の溶連菌で鑑別上重

要なものは A,C, G, D Groupで島り，市も小林

教援の分類はよく工ancefieldの沈降反応に合致し，

叉五型の亜型即ち Jia(C群）， Jib (G群）もある程

度生物学的性状から鑑別可能な事と考え併ぜ小林の分

類法は臨床細菌掌的に実際に即した分類法と思う。簡

易法については短時間に行うために起る煩雑さが克服

され，力価の高い血清が多量に容易に而も一定して得

られるようになれば臨床細菌学的に利用される可能性

ヵ：あると思、う。

御校関を賜った川路部長に感謝する。なお本研究は

厚生科学研究費の援助を受けた。主主に感謝の意を表す

る。

献

昭和17年（1942)

（~）中島 精：細菌学雑誌， 437号， 500頁，昭和7年（1932)

(3）新垣恒政：細菌学雑誌ラ 454号， 1147頁，昭和8年（1933)

(4）伊白 土藤 寿正保 ：細菌学雑誌9 484号， 391頁， グ 11年（1936)

ω店毒霊保：細菌学雑誌9 484号， 410頁， ／／ ／／ 

(6）中村 勝：細菌学雑誌9 500号， 701頁， II 12年〔1937)

作）小川正夫：細菌学雑誌， 543号， 265頁， II 16年（1941)

(8) LancefieldラR.C.: }.Exp.Med., 57, 571, 1933, 

(9) Swift, H.F. Science, 105, 49, 1947. 

l叫 L友伝iu会柴，病P.研G究 Amer. J. Clin. Path., 2:-:l, (No.11) 1179, 19fi3 
出） 所学：臨床細菌学提要（丸善〉， 130頁，昭和27年（1952)

問松井清治：日本細菌学雑誌， 4(3), 105頁，昭和24年（1949)

( 30 ) 



による食物中毒例についてS. narashino I 

夫1E 宣町治辺
徴生物課部菌間同

心
掛
川
町

Y白

の診療をうけたが，経過は少Lも良好とならず， 5日

腸穿孔の疑いで某病院に送られた。入院時の主訴は腹

痛であった。体温は11月5日： 39.3°C, 11月6～7

日： 38～39°C, 11月8～11日： 37～37.5°C, 11月9

日からグロロマイセチンを使用，平熱になった。 11月

8日の患者糞便から GroupC2の Salmonellaを検

出し，後述の如く S.narashinoC：めと決定した。ス院

＼時及び11月13日の患、岩血液の胆汁培養は何れも陰性で

あった。なお之より先11月1日に千葉県に納豆による

食物中毒のかなり大きな集団発生があり，土産にもら

った納豆も同一系統のものと思われる。

五〉分離菌の性状

1）生物学的性状

分離菌及川株は Salmonellaの性状を具備し，その

皐的性扶

清ト
ra
斗フ松

昭和28年度東京都内で発生した食物中毒の内，われ

われが検索を実施して Salmonellaを分離した4例に

ついての総括的なことは第28回日本伝染病学会ωで発

表し，叉 S.nagoyaによる 1例ωについては第13回

東京都衛生局学会において発表した。と Lにのベる l

例は前記4例の内の 1例につきゃL詳述したものであ

る。

工〕 症例並びに菌検出拡況

東京都新宿区の及川某（20才男〉は千葉県よりの来

客の土産として前日貰った納豆を昭和28年11月3日午

前日時噴朝食に食べた。午後2時噴腹痛を訴え，同3

時頃恒吐，下痢がたり，発熱38°Cfこいたり午前0時噴

附近の医師の診察を受け，急性食中毒と云われ治療を

受けた。症状の軽減を見ないま L翌日附近の他の医師

第 1表生物
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菌

株

及

慣集揺第 2表

1. 2 。 a 3200 7. 。1, v 。
1. 3. 19. 。 b 。8. 640 l,w 。
4. 5. 。 c 。10. 。r 。
6. 7. 320 d 。15. 。y 。
6. 8. 1280 e,h 200 2 。
9. 12. 。e,n,x 12800 1. 2 。

f, g 。 1. 5 。
g,m 。 1.6 。
g, s, t 。 1. 7 。
k 。

清H－血O一因子血清漕H－血清0・血

O血清： 0・H ・H ・・・1:40でーの意

HJJ'i:I.1胃： O………1:100でーの意
c 31 ) 



第 3表 O.H血清との鑓集債

~土土l s…hi A j S. narashino l及明相 l及川棚2相
S. paratyphi A 6400 

S. narashino-1本目 6400 

S. narashino-2本目 200 

及川 -1相 6400 

及川 -2相 400 

生物学的性状は第1表に示す如く Salmonellanara-

shinoC3）標準株に一致した。

2）免疫学的性状

分離蔭及川株は第2表に示す如く O鏡集反応では，

C1 GroupのO血清6.7に320倍， C2GroupのO血清

6.8に640倍の援集価を示し，因子血清に対しては7

に援集せずれこ640倍の援集価を示すことから Group

C2 (0抗原6.8）に属する。日銀集反応では S.para-

typhi A の OH 血清に3~200倍， S. abortus-equiの

第 4表患者血清とのウイダーJレ友鷹

（第12病田患者血清使用〉

0援集価 H錠集価

T 287 。 。
S. para typhi A 。 320 

S. paratyphi B 。 。
S. typhi叩 urium 。 。
S. paratyphi C 80 。
S. abortus-equi 。 640～1280 

S. narashino 320 640～1280 

及川 -1相 320 320 

及川 -2相 320 640～1280 

O録集反応： O……1:40でーの意
H II II ; Q・・・…1:100でーの意

6400 6400 1600 

6400 12800 1600 

400 3200 12800 

6400 25600 3200 

800 3200 25600 

第 2相血清に12~800倍の凝集価を示した。分離菌及川

株の第1相，第2相のOH血清を作製しH凝集反応を

施行した成績は第3表に示す如く，第1相血清は第昨日

菌及びS.paratyphi Aをよく撲集し，叉第2相血清は
第2相官言及び S.abortus-equiをよく探集し， 分離

甚及川株の第1相5第2相は S.narashinoの第1相，

第2相と同様の態度を示し，その抗原構造は6.8:a・e,

n,xで示される。第四病日患者血清のウイ夕、、｛ノレ反

応、の結果は第4表に示す如く O鏡集価はS.par叫 yphi

C(O抗原6.7）に80倍， S.narashino ( 0抗原6.8)

及び及川株に320倍，叉H凝集価は S.paratyphi A 

に320倍，及川株第1相に320倍，叉S.abortus-equi, 

S. narashino 及び及川株第 2相に640～1~280倍の錠

集価を示し9 第2相（e,n.→x）に対する抗体価がか
なり上昇していた。

3) マウスに対する菌力

及川株の普通寒天斜面18時間培養をマウス（約15g)

腹腔内に注射， 7日間観察で菌カはO.Olmgであり，

マウス食飼試験は陰性で2らった。

網括

納豆に附着した Salmonellanarashino・ によって

起ったと思われる食物中毒の1例について報告した。

御校閣を賜った川路部長に感謝する。

女 献

(1）詰晶雲：鵬程：第28回日本伝染病学会総会概要旨，昭和叩月（閣の

(2）辺野喜正夫，松井清治： 東京都衛生局学会誌，第13号， 62頁，昭和29年（1954)

(3) 中黒秀外之，山下健次： 軍医団雑誌， 306号， 1241頁，昭和13年（1938)
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腹痛があった以外には異常はなかっ

s患 者 l年令 li問｜豆腐喫食（症状
弘 26 男 一 一

幸 t告 79 男 ＋ 軽 症

ア ウ 68. 女 ＋ 軽 症

長谷川 26 女 ＋ 軽 症

原 65 女 ＋ 中等症

依 田 17 男 ＋ 重 症

患者の概要第 1表

は軽度の悪i[J,

た。幸雄は1日で治癒した。其の他の人は翌日唖吐は

軽くなったが腹痛，発熱（39.5°C～40°C）が続き，

特に依田は重症で一時意識がj園潤したという。其後テ

'1/と長谷川は3日，原と依田は6日で全快した。

擢患者が共通に食べたものは豆腐で，之を食べなか

った者は擢患しなかった所から原因食として豆腐が疑

われた。

細菌検査の成績

(1) 8月9日及び11目採取の患者便は普通寒天，遠藤

寒天， B.T.B.乳糖加寒天，血液寒天， Gassner寒天

に直接培養し一部は Kau日mann培地に増菌して分

離培養を試みたがSalmonella,Shigella等の病原菌

を検出出来なかった。

(2）血液については8月四日 1回しか検査を実施出来

なかったが，胆汁培養は陰性， Widal反応はs.typhi, 
S. paratyph1 A, S. paratyphi B, S. paratyphi C., S. 

enteritidisに対し 1:80以上の猿集価を示したもの

はなく， S.typhi-muriumに対してはテウが1:160, 

長谷川が 1:80を示した。しかし検査に用いた s.
typhi-murium株で健康者20名について援集反応を

行って見たととろし80～ 1:160の銀集価を示したも

のが17名あったので援集価が多少高かったのは格別の

意味をもつものとは思えない。

(3) 問題の豆腐の食べ残しは中毒発生の翌日，即ち全

緒雪

崩球菌による食物中毒に関する報告は拝めて少く，

我国においては1926年Aoki及びSakaiが仙台で紡績

女工50人に起った1例を報告しているのみで，との報

告以外には学術誌上に報告された明らかな例はないよ

うである。外国においても本菌による中毒例は少いよ

うで島るがいくらか報告されている。例えば1926年

Linden ~f~よって時戸されたチ｛ズによる 2例の中
毒，四31年Cary等によって報告さへお｛セイジに

よる中毒例，邸4年及び郎町o♂m 等によるパイ
の中毒例， 1948年 Buchbinder等によるミルグ，ハ

ム等による 4例の中毒例で，何れも腸球菌に去ると思

われるものであるが，就中 Buchbinder等は本中毒

及び腸球菌についてかなり詳しい研究を行っている。

1949年 Dack等は中毒の際の分離腸球菌及びその代

謝産物Tyraminを用いて人体実験を行い，前者の場

合一部に症状を見たがTyram inでは症状を現わさな

かったことを報告している。

われわれは1948年以来本菌が極めて多数に証明され

た中毒を3例経験しているが，誌に報告する 1例は腸

球菌による中毒を疑わしめるものであるので症例の概

要と分離菌の性状についてのべたい。

議生の扶況

昭和24年8月8日浅草の商人の一家で起った中毒で

ある。此の一家の構成は第1表のとおりである。原と

いう65才の女が8月7日午傍3時頃同区内の豆腐屋か

ら豆腐を5丁買い求め， 5時噴之を生のま Lキウリを

副えて26才の弘を除く 5人で食べた。午後9時頃依田

(17才男〉が 39.5°Cに発熱し，頭痛，悪心， E匡吐，

腹痛を訴え間もなく下痢を起した。同9時半頃原と長

谷川（26才女）が，続いてテウ（68才女〉が11時頃同様

の症状を起した。下痢， llJ&i吐は最も烈しい時は1時間

に3～ 5回，便は7j(様で，粘液，膿，血液等を混ぜず

精液臭はなかったが裏急後童を訴えた。幸雄（79才男〉

本研究の概要は昭和25年11月日本細菌学会関東支部総会で発表した。
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員が食べた時から約12時間を経過して送られて来た。

之は外観上の変化及び臭気を特別に認めなかったし，

煮沸したものでは変敗味は感じなかった。叉化学検査

（当所食品獣医部〉の結果では耽素，銅，その他重金

属，青酸塩，アルカロイド等は認められなかった。

材斜は之を砕挫して普通寒天，遠藤寒天，血液寒天，

B. T. B.乳糖加寒天， Gassner寒天に塗抹培養する

と共に Kauffmann培地で増菌して検索した。その

結果 Salmonella,Shigella，コレラ菌等の病原菌は

検出されなかったが，羊血液寒天上で僅かに緑色1去を

形成し，普通寒天では極めて小さい集落を形成するグ

ラム陽性の連鎖球菌が多数認められ，豆腐lg当約22

万7千に相当するものであった。本菌の集落以外に

は極めて少数の枯草菌様集落が認められたのみであっ

fこ。

(4）吐物：長谷川及び依田の吐物を排出約3時間後に

検査した。方法は豆腐と同様に行った。 Salmonella,

Shigella；，コレラ菌等は陰性で怠ったが豆腐の場合と

同様に連鎖球菌集落が多数認められ， lj寺に依田の場合

は純培養の状態でほとんど菌苔を形成する程極めて多

数の集落が語、められた。長谷川の場合に該集落は少く

(1白金耳量で約80）枯草菌様の集落とほど同数認め

られた。

分離菌の性扶

豆腐並びに依田及び長谷川の吐物からの分離菌各3

株宛について行った。之等の分離菌はグラム陽性の球

菌で双球菌叉は短い連鎖をなし，や L卵円形の感じの

する球菌で幾分大小不同があった。自己運動はなく羊

叉は山羊の血液寒天上では僅かに緑色環を形成し，馬

血液寒天上ではほとんど禄色環を形成せず叉溶血環も

形成しなかった。普通寒天では極めて小さい半透明円

形の集落を形成し， l肉エキス（極東〉を用いた普通寒

天では霧状の徴細集落を形成した。普通ブイヨシでは

平等に潤濁して発育しグルコ｛ゼ，ラグト｛ゼ，サラF

カロ｛ゼ，マノレトーゼ＼ レブロ｛ゼ』アラピノーゼ，

ガラグト｛ゼ，マンノ，ーゼを分解しガスを産生せず，

マシニラFト，グノレチツト， ソノレピット，イノシツト，

7ドニヅト，ラムノーゼ，グリセリシを分解せず，キ

シロ｛ゼは連れて分解するものもあった。 40%胆汁加

プイヨシでも発育し， 10°c及び45°Cでも発育し6Q°C

30分の加熱で死滅せず，エスグリシを分解し，インド

｛ノレ，硫化水素を産生せず中性紅を還元せず、ゲラチン

を液化せず，メチレン青を還元し，ラグムス牛乳を赤

変して凝固し， 0.1%メチレシ青加培地及び6.5%食

塩加培地及びpH9。6の葡萄酒プイヨンで発育しその終

末はpH4.6～4.8となった。沈降反応はLancefieldの

D群血清と反応せぬが立腐からの分離菌免疫血清とは

何れの分離菌株も特異的に沈降反応を呈した。叉他の

機会にパンから分離した生物学的諸性状が Strepto-

COCGUS faecalisに一致している E46の免疫血清とは

軽度に反応した。 D群の血清と沈降反応を起きずマン

ニット，ソノレピットを分解せぬ点は Evance等（めの

云う Str.faecalisと異るようであるが以上の諸性状

を総括するに分離菌は何れも S灯。 faecalisと考えて

もよいものと思われる。

分離薗D猫に謝する毒性

本菌が Enterotoxin様のものを形成するか否かは

興味ある問題である。 1948年 Buchbinder等ωは本

菌培養を牛乳に混じ仔猫に飲ませたが対照群と差のあ

る成漬は得られなかった。牛乳を滅菌後豆腐よりの分

離菌（立腐1株〉を接種し37°Cに14時間培養後4匹

の猫に飲ませ対照として菌を混入せぬ牛乳を2匹に飲

ませたが第2表に示す如く24時間の観察で何等の変化

も認められなかった。

第2表菌接種牛乳経口投与試験成績

群｜猫No.／縄（g)I投与量｜変化

菌 I 2 I 53s I 44 cc Iなし

雪I 5 I 655 I 20 cc Iなし

年I 6 I 610 I 15 cc Iなし

乳 I 7 I 620 I 1s cc Iなし

対

照

ハ
u
n
υ

q
a
Q
U
 

ハ
b

A
佐

ー
ム
ペ
崎
市

40 cc 

40 cc 

し

し

次いで『われわれは Dolinan& Wilson （のがブドウ球

菌毒素の産主に用いた培地に可溶性澱粉を1%加えた

変法培地に分離菌（依田，長谷川，豆腐〉の5代以内

のものを接種し30%炭酸ガス中 37°Cで4日培養した

培養源液をザイ yにて積過したものと，ザイツ穂過を

行わずトルオ｛ノレを添加振還して放置後積紙にて反復

穂、過し無菌的であることを確めた穂液（以下トルオ｛

ル加穂波と略記〉とに分ち，之を生後3ヶ月前後の仔

猫の腹腔内に 4～ 5cc接種した。成績は策3表に示

した通りで「依白1」株の培養穏液についてはザイツ

穂波とトルオ｛ノレ穏液の二種類を2匹の猫に接種した

がヂイツ穂波を接種した方は2時間10分後に下痢を起

したほか特に異状は認められなかった。 「長谷川」株

の培養稿液はトノレオ｛ル語、液のみを用いたが3匹中1

匹は4回Ill吐した。「豆腐1」株はその穂液 No.5と

c 34 ) 



No.12の二種用いた。 No.5の方はザイツ積液を1匹 恒吐した。斯しくて分離萄3株の内2株の培養穏液に

に，トルオ｛ノレ憶液を3匹に接種し，トルオール糖、液を よって仔猫にl恒吐を起させる事が出来たがその程度は

接種した2匹は唖吐し内1匹はかなり激しく翌日興死 1匹を除きかなり軽いものであった。叉対照の菌を培

した。精液No.12はザイツ躍液とトノレオ｛ノレ語、液夫々 養しなかった滞液はザ、イツ精液もトノレオーノレ穂波も猫

1匹宛接種したととろザイツ精液：合接種した1匹のみ に対し特別な作用を認めなかった。

第3表猶腹腔内接種による漏液の作用

l普宮｜菌株｜種類 IJ~. I幅叫間 変 イb

1 I依田 11ザイツ 1 間 5 2附 10分後下痢
1 依田 1 トノレオ｛ノレ 5 570 5 な し

3 長谷川1 トノレオ｛ノレ 6 460 4 20分後恒吐1回

3 長谷川1 トノレオ｛ノレ 18 975 5 2時間後唖吐4回

3 長谷川1 トノレオ｛ル 19 690 5 な し
5 I豆腐 1 ザイツ 18 970 5 な し

5 豆腐 1 トルオ｝ル 20 850 5 28分後唖吐1回

5 豆腐 1 トノレオ｛ル 21 765 5 な し

12 豆腐 1 ザイ ヅ 1 780、 5 51分後唖吐1回 ¥ 

12 I豆腐 1 トノレオ｛ノレ 5 635 5 な し

540 5 な し

対 トノレオ｛ノレ 450 5 tJ:. し

トノレオ｛ノレ 1 760 5 な し
日召 ザイツ 5 675 5 な し

ザイヅ 19 765 6 な し

ザイツ・…・・培養を遠心分離して得た培養液をザイツ漏過したもの

トノレオ｛ノレ……培養を遠心分離して得た培養液にトルオ｛ルを混和し放置後穏紙で糖、過しトノレオ｛ルを除い

たもの

自恩 括 Publ. Hlth. Rep・＇41, 1647, 1926 

豆腐によると思われる 1食物中毒例について述べ (3) Cary, W.E., Dack G.M. & Myers, E.: Proc. 

た。豆腐及び患者の吐物から多数の連鎖球菌を証明し Soc. exp. Biol. Med., 29, 214・， 1931.

たが本菌は生物学的性状から推して Streptococcus (4) Jordan E.O. & Burrows, E.: J. Infect. 

faecalisであると思われる。 叉本菌を Dolman& Dis., 55, 363, 1934. 

Wilson培地の一変法培地に培養L，その穏液を仔猫 (5) Ibid., 57, 126, 1935. 

腹腔内に接種して恒吐を起させるととができた。之等 (6) Buchbinder, L., Osler A. G; & Steffen G. L.: 

の事実から Str.faecalisは食物中毒を惹起せしめる Pu bl.日Ith.Rep., 63, 109, 1948. 

可能性ある菌として注目したい。 (7) Dack, G.M., Neven C.F.& KirsnerJ.B.: J. 

御校関を賜った川路部長に感謝する。 Infect. Dis., 85, 131, 1949. 

文献 (8) Evance A. C. & Chinn, A. L. : J. Bact., 54, 

(1) Aoki K. & Sakai K. : Zbl. Bald. I. Orig., 495, 1947. 

98, 145, 1926. (9) Dolman C.E. & Wilson R.J. : J. Immunol., 

(2) Linden, B. A., Turner W.R. & Thom, C. : 35, 13, 1938. 
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IV 腸球菌に関する研究

2. 腸球菌培養漉液の家兎摘出腸管に

及ぼす影響について

松 井 清 治

JI[ 路 利 /I度
細菌部徴生物課

，日ヒ＇＂＂ヨf" JI[ 栄

辺 野 十ー一1'=ーーcをf 正 夫

緒 言

腸球菌の病原性については定説なく，叉i慮過性の毒

素の産生についても明らかでない九

先に辺野喜等2）は腸球菌による食中毒を疑う 1例の

細菌学的検査について報告したが，その際Dolman&

Wilson培地めの変法培地のに分離菌を接種， 37°C, 

30%炭酸瓦斯中で培養し，その据液を仔猫の腹腔内に

接種したととろ 3株中2株が！恒吐を起させた事を述べ

た。従来葡萄球菌の腸管毒については数多くの研究が

なされ叉その培養櫨液の腸管に対する作用についても

2' 3の報告の5）のがあるが，腸球菌についてはなされ

ていないようである。吾々は健康家兎腸管を用いて上

記変法培地の培養液の腸管に対する作用について少し

く検討した。

実験方法

使用菌株は前報の食中毒から分離した Strepto”

coccus faecalis菌株の他当所分離菌株並びに保存菌

第 1 表

腸管緊脹
, I 計

培養瀦液｜上引をej低下
（患者） I 5 I 2 I I 7l 

腸球菌（健康者）I I 6 I I 7/ 14 
溶血性レシサ球菌！ 1 I 6 I 7 

緑色性レンサ球菌 1後 7 7 

肺炎双球菌
，。、 .J ，、

…ゥ球菌 〉（（昼患者中）〕 2 
1 
5 

大 腸 菌 6 9 

計 I 10 I 36 I 

ヰ溶E連型菌（IT同型前〕（小に林変教異せ授のる菌分類株〉より

c 36 ) 

株の Str.faecalis，溶血性レンサ球菌，禄色レンサ球

菌， 肺炎双球菌， プド・ウ球菌及び E.Coliに属ずる

48株を用いた。

漏液は，之等の諸菌株を前記変法培地に接種後，

37°C, 30%炭酸瓦斯中にて4日間培養したものを概ね

Richard, J. J.等のがプドウ球菌の腸管毒の家兎腸管

に及ぼす効果を判定するのに用いた方法によりザイツ

穂過器で穂過したものを pH7.0に修正し，之を原液

として用いた。

穏液は体重2.5kg前後の健康家兎摘出腸管に対し，

Magnus法7）により，吾々の考案した Fig.1に示ナ

4.Smm. 

腸
管

/2cm 

_t_ 

Fig 

j産流装置略図

濯流速度： a～b間 15～16秒



如き濯流装置を用いて腸管の内側から積液が作用する

様に工夫してその運動を措記した。

栄養液としては Tyrode氏液を用い，初め之を濯

流して腸管が規則正しい運動を措いてから穂波と切り

換える様にし，以下の実験では穏液，対照液はすべて

Tyrode液で稀釈し，穂液は1,000倍乃至29000倍稀釈

2 ccを濯流量とし，培地対照，薬物対照もすべて2cc

とした。

2) 

Fig. 2a 

実験成績

工〉 諸種菌株鴻液の比較実験

実験方法で述べた諸菌株の穏液について家兎摘出腸

管に対する作用を比較実験した結果は第1表に示す如
く， Str.faecalisにおいては，食中毒から分離せる

ものでは，腸管の緊脹冗進を示したものは5/7c分母は
供試菌株数，分子は緊脹元進を示した菌株数…・・以下

之に準ず〉健康者糞便から分離したものでは日で，

例数は少いが，緊脹冗進を呈する菌株は前者の方に多

1）依田株穏液（Srt.faecalis) 2) Histamin (1:1, 000, 000) 

く見られた。溶血性レンサ球菌で『はl,'7，総色性レンサ

1）欝議機擁護欝灘議選議議議i議覆 球菌で句は0/7で，前者の 1株は小林教授の分類によるE

2) 

3) 

Fig. 2b 

1) 村田株（St.viridance）積液

2) St. albs. No. 4. （空中より分離〉穂液

3）石稚株（St.haemolytics）精液

4) Pneumo cocuss工滞液

5）古藤株（St.haemolytics D）穂液

型（Lancefieldの分類によるC群〉から， E型（D

群〉に変異した菌株であった。肺炎双球菌では日，プ

ド・ウ球菌では中毒関係から分離したもので『は2/3c何れ
も黄色ブドウ球菌〉ラ空中から分離した菌株で‘は日Isc何
れも白色ブドウ球菌〉で之も少数例ではあるが緊脹允

進を示すものは前者に多いようであった。大腸菌では

l/7で，とのうちエスグリンを分解する3菌株は緊脹冗

進を示さず，叉緊脹低下を示すものが2株あった。

(Fig. 2a, Fig. 2b参照〉

II) 分析実験

1) .Atropin作用との関係（Fig.3-1) 

依田株鴻液を作用させた後緊脹上昇を来した腸管に

対し硫酸アトロピン（1:200う000）液を作用させると緊 1

脹の低下を示したが，之は再び快復してゆく傾向が見

られた。此の時間にさらに穏液を作用させると再び緊

脹上昇を見た。即ち Atropinの作用は積液と拾抗す
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るように思われ，叉腸管に対し慣れを示さなかった。 Sti"eptolysinの溶血作用が Trypanblauの如き

此の事は豆腐株でも全く同様に見られた。 Benzidin系 Diazo色素によって特異的に抑庄され

2) Adrepalin作用との関係（Fig.3-3) る事は伊藤8）によって報告された。叉松田のによれば

依田株臆液を腸管に作用させ緊脹充進した腸管に塩 Streptolysiri I. N. K. fraktionによる肱管の緊脹冗

酸エピレナミン〔l:lOOiOOO）液を作用させると緊張は 進作用も Trypanblauの徴量によって防除されると

低下し振幅も縮少するが，之は少しづっ依復に向う傾 しづ。 Trypanblau (1: l~ 000では家兎摘出腸管に

向を示した。逆に壇酸エピレナミンを作用させ緊脹低 対し何等影響なしj液を予め濯流した腸管に福島株

下を示してから穏j夜を作用させても緊脹の上昇は見ら ぐStr.faecalis｝を作用さぜた実験で， Trypanblau

；れなかった。本実験からも穂液作用は Adrenalinと は何等影響なく，叉積液により緊脹尤進した腸管に，

桔抗する様に思われる。 Trypanblauを作用させても変化なく，穏液の腸管緊

2) 

3) Trypanblauの作用との関係〔Fig.3-4:・〉 脹瓦進作用は Streptolysinのそれとは異なるものの

Fig. 3 腸球菌培養潟液による実験 ょうである。

麟盟盟 4) 

5) 

l）依田株穂波と Atropinとは措抗

ずる。再び、依田株の臆液を濯流ナる

と慣れを示さないで緊脹は元まる。

Fig. 4 Histaminとの比較実駿

4) Restamin作用との関係（Fig.3-2) 

Res ta minは Histamin及び Histam in様物質と

特異的に結びついて Histam in作用を防ぐとされて

いる。予め Restamin(1: 10'., 000）液（Restaminは

濃い濃度では腸管の緊脹を低下させるが1:10う000液で

は殆んど影響無い事を確めておいた。〉を作用させた腸

管に依田株源液を作用させてその影響の有無について

実験じた。 Str.faecalis，プド、ウ球菌，大腸菌等の中

で腸管の緊脹尤進を示した穏液に就いて実施したとこ

ろ，何れも Restaminにより抑制されることがわか

った。

5) 加熱による影響

Streptolysinは水溶液状では熱に対し鋭敏であり，

松田のによれば肱管に対する緊脹上昇の作用も100°c,

20～60分の加熱により完全に消失すると。一方ブドウ

球菌の脱管毒は加熱によって余り影響されないと云う

報告1のもある。苦々は Str.faecalis, ブドウ球菌，

大腸菌等の）尿管緊脹上昇を示した穂液について，非加

熱のものと l00°C30分加熱したものと比較実験した

が，加熱による差は認められなかった。叉緊脹充進を

示さなかった穏液及び培養基の対照漏液は加熱後も非

加熱の時と同様で緊脹充進は示さなかった。

6.）糖、液による緊脹上昇と Histamin,Acethyl-

cholinとの比較（Fig.3～Fig. 5参照〉

Histamin (1:1~ 000), Acethylcholin (1:1, 000）両

液はAtropin.及びAdrenalinと桔抗し， Trypanblau

による影響なく， 1叉Restaminにより抑制され，加熱

により殆んど非加熱との聞に差異を認めない等，穏液

の腸管に対する関係と多くの相似した点が見られた。

た εその作用が穂、液よりは強力であり，緊脹充進は

Acethylcholirtにより一度抑制されるも直ちに上昇

してくる点，漏

し、fこ。
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1) 

4) 

Fig. 5 Acethylcholin .C:の比較要験

2) 

2) Restaminの濯流後Acethylcholin

を作用さぜると緊脹尤進はじと比較

して速かに快復に向う。

3), 4) Acethylcholinに対し

Atropbぅ Adrenalinの掠抗を示す。

7) 血清の影響について

健康家兎血清及び Str.faecalis依田株ラ豆腐株及

びブドウ球菌寺島株の家兎免疫血清を濯流した後で，

それぞれの穏液を作用させると，何れの場合も著明な

緊脹充進が見られ，抗体の存在は漏液の緊脹元進作用

に影響を及ぼすとは考えられず，異種の菌株の免疫血

清と糖、液の聞にも健康家兎血清使用の場合と全く同様

と思われる結果が得られた。（Fig.3～5参照〉

m) 培養条件の影響

。培養基について

群をBとし，之等に可溶性j殿粉，マルト｛ゼ、を各1%

に添加したものを加えて第2表に示す様に6種類の培

養基を作製し，その各々の培養穏液の腸管に及ぼす影

響について検した。可溶性澱粉とマルトーゼ、を同時に

添加した場合終末pHは最も低下を示したが，緊脹充

進を示すべき株は何れの培地においても，そのi胃液は

腸管の緊脹を元進せしめることはわかったが，緊脹元

進の絶対値を決I~る事は困難＝であるので，培地聞の毒素

産生能力の差を判決する事はできなかった。

炭酸瓦斯の含量も10%,20%, 30%の3種類につい

て培養した裾液の腸管に及ぼナ影響について実験した

がうその聞に差を認め芯かった。叉培養の期間を4日，

1週間， 2週間， 3週間としAの:No.i培地を用いて

培養した穏液を同一家兎腸管に作用させ，その緊脹元

進』こついて調べた結果殆んど差を認めなかった。

者 察

腸内に棲む細菌の培養憶？夜中毒性を有するものとし

ては，アミノ酸の脱茨酸基作用によって生ずるプミン

類，就中 Histamin,Tyraminの如きものが考えら

れる。叉之等の Bi:JgeneAminが腸管に対し強力な

緊脹充進を示す事は周知の事実である。 腸球菌が L‘

tyros inを分解して Tyrain inを形成する事に関し

ては石J!¥Cll), Dack等（1つの報告がある。佐野（めは児

玉氏変法培地〈めを用いブドウ球菌の培養源液が猫の摘

出腸管を著明に緊脹元進させる事，叉錯液より Chol-

inを定性し得た事在報告している。 DackC1つ等は食中

毒例から分離した腸球菌が Tyraminを産生したが大

量の Tyraminをチ｛ズに混じて食してもう異常がな

かったと報じている。石川＼Cll）の成績によると，乳幼児

糞便から分離した 20株の腸球菌の中で， L-tyrosin 

吾々は Dolman& Wils:Jnの培地を基礎とし，原 からTyarminを産生したものは5株でありラ叉アミン

法のペプトン，食塩，蒸溜水を肉水ブイヨンに代えた 産生能力と該蕗を分離した乳児の健否との聞にも一定

群を A，原法（但し carnoベプトン使用〕に依った の関係を認めていない。 Richardω等はブドウ球菌の

穏

液

第 2表各種培地を用いた実験 培養穏液の家兎腸管に対する

A B 

培 地
No.l No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 

＋ ＋ ＋ 

十 ＋ 

依田（患者） +(6. 6) +(5. 2〕＋（6.6) +(6.4) +(6.4〕十（6.6)

豆腐 (II II〕 +(6.4) +(5. 4) +(6. 6) +(6. 4) +(6.4) +(6. 6) 

松本（健康者〕 一（6.4）ー（5.2〕一（6.6）ー（5.4) 一（6.6）一（6.6)

照 一（70）一（70）ー（70）一c1o) J -c川一（問
（ 〉・・…・終末 pHを示す。

( 39) 

緊脹充進を腸管毒によるもの

として報告しているが，腸球

菌穂、j夜の摘出家兎腸管に対す

る緊脹充進を直ちに腸球菌の

腸管毒と結びつけるには，な

お解明すべき多くの点がある

が，生化学拘の研究は他日の

機会に譲り，主として生理的

方面から腸球菌の培養穏液の

性状について実験した成震を

報告した次第である。



結 論 似した点を有する。

腸球菌培養穏液の家兎摘出腸管に対する影響につい 6) 腸球菌家兎免疫血清は滞液に対し特別の影響を

て実験し次の結果を得た。 与えない。

1) 穏液は Atropoin~ Adrenalinと桔抗ナるよう 7) 培養条件の変換とそれから得られた積液の腸管

である。 に対する作用との聞には特別な関係はなく，緊脹

2) 穂液は Trypanblauに依り影響されない。 元進を示す菌株は実験したどの培養条件下でも殆

3) 櫨液は Restaminにより抑制される。 んど変らない作用を示した。

4) 穏液の作用は100°c30分の加熱に耐える。 との研究は厚生科学研究費に負う所が多い。弦に感

5）穏液の作用は Histamin,Acethycf?.olinと相 謝の意を表する。
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V Treponema Pallidum Im.mobilization Testの研究

細菌部徴生物課松 井 清治

栄

Pangborn女史が精製抗原 Cardiolipinの単離に成

功し，その化単構造も明かにされた今日1)2），我が国に

おいても C-L抗原は実用化されEワ従来の所謂“reag-

in “を在明ずる血清診断法の中では優位を保持してい

るLC-L抗原により，僑陽性反応の獄少を推定してい

る報告のめのもあるがう一方過信を警告している報告り

もあり，之には更に長年月にわたる観察が必要と思わ

れる。戦後米国では広範囲にわたる集団検診の結果，

僑陽性反応の問題が大きく窪頭して注目され，原因の

追求が続けられているが，之はひとり米国のみの問題

ではない。一方Eberson(1921)8），谷（1936）日），Turner 

(1939) lo)ll）により実験梅毒学的立場から研究された

T. Pallid um （以下T.Pと略記〉を殺す免疫動物血清

中の抗体は Nelson-Mayer12)13)15）等により試験管内

で証明きれるようになり，との方法即ち Treponema

Pallidum Immobilization Test （以下T.P.I.Test 

と略記〉は更に Nelson等及び Magnuson15)16）によ

り確認されると共に種々の検討が加えられ，続いて行

われた研究結果及びフランスにおける Levaditi等め

の多数例についての追試はこの方法をさらに確かなも

のとし，梅毒反応の確認法としての実用化切に向って

進んでいる。翻って我々実際の研究室業務に従事する

ものは，従来の血清診断法の2～3を併用する際屡々

不一致例に遭遇して来19）たのであるが，此の複雑な而

も多大の経費と時聞を必要とする T.P.I.Testがよ

り簡易化され，手技が確かなものとなった時は，従来

の判定時の困難を被少するのであろうと思われる。我

々は研究室日常業務の現況において T.P.I.Testに

種々の観点から検討を加えて来たが， 2のめ均的之迄に

得られた成績について報告する。

材料並びに方法

富川

Nelson原法メヂウム組成

5.0% フラグシヨン v 10.00cc 

燐酸緩衝液 m~ヮ~1b~4pH7.1 3.13 
1.5% チオグリコレ｛ト・ソ｛夕、、 0.60 

1.23% グ．ルタチオン 0.63 

0.63% 塩酸チステイン 0.63 

1.0% 焦性葡萄酸ソ｛〆 0.31 

1.26% 重茨酸ソ｛グ 1.13 

0.85% 食塩 2.32 

午血、清穏過 1.25 

pH 7.0 

吾々のNelson変法メヂウムにおいてはフラグシヨ

ンVとしては， Armour製品と， Bacto・DubasMe-

d.ium Albumin24) (B. D. M .. A.と略記〉を用い，

叉 Nelsonの所謂生存因子均たる超限外穏過牛血清

は，牛血清を Seitz積過したものと Bacto-Dubos

Medium Serum2J) (B. D. M. S. と略記〉を用い，

その他は市販のものを用いた。

2) 窒素，炭酸ガスは市販のボンベを用い，目盛した

瓶中で窒素95%，炭酸ガス5%の割合いにまぜて用いた

3) T. Pの浮遊液の作製は，皐丸を輪切りにする前

に洗糠ずるに止め（Nelson12¥Magnuson1自）， Boak 

26）等は輪切り後洗撫している〉耳静脈から150～200cc

の生理食塩水を注スして心血採取を行った。摘出皐丸

は約10片の輪切りとし50ccのゴム｜情っきワグチシ瓶中

に納め，メヂウム10～15cc注スと同時に窒素95%，炭

酸ガス 5%の瓦斯交換を行い，之を室温で毎分500廻

転30分振還後注射器でその上清を少量吸引し，直ちに

晴視野で鏡見し'J.'.p数が1視野（500×油浸）3～10 

匹に達したもの L上滑を分離，之を500廻転5分した

もの L上清を用いた。

4) 補体は海浜新鮮血清を終末濃度1；，・5として用い

た。日常業務では限られたT.Pの浮遊液で可及的多く

使用T.Pは予研より分与された金沢36号株に上つ の血清材籾が処理されるのが理想であるからT.P.I.

fこ。

1) 使用したメヂウムは Nelson変法メヂ、ウムと，

人血清，人血援，牛血、清，家兎血清に等量に経衛生理

食塩水を加え60°C30分加温したもので， Nelsonメ

ヂウム原法20ccの組成は次の如くである。

Testに用いる各々の容量は少い方が望ましい。我々

は Magnuson15)Boak等26）の方法によりメヂザム

0.05cc，補体O.lcc,T. P浮遊液0.3ccを用いた。

5）培養管はH型 Thunberg管27）を工夫して用い

た。此の使用及び効果については先に富川〉日〉が詳細に
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報告した。（第1図〉

第 1園ツンベルグ管箆型

A B 

使用法

皐丸の輪切りを直接小試験管内にスれたものを嫌気

瓶中に納め炭酸ガスのみで瓦斯交換吉行い 35°Cで生

存試験を行った。フラグシヨンV(Armour）と Seitz

牛糖、過血清を用いたメヂウムでは2日（40時間後〉で

80%の生存を見たが3日目に至り雑菌の増殖著しく，

生存T.pは見られなくなった。皐丸を乳鉢で磨砕し

て作った浮遊液を用いた場合（Il列〉はフラグシヨン

V, B. D. M.A.〔Difeo),Seitz牛穏過血清， B.D.

M. S. (Difeo）の何れの組合せでも 1日（14時間後〉

で90?/a以上の生存が見られた。メヂウム中の酸素含量

の問題は，試験材料の容量が少い程叉温度が上昇する

程T.Pの生存に影響する。温度は38°Cを超すと T.P

の生存に悪いが，急速凍結融解を繰返した成積では4

回目でなお50%の生存をー見た。我々は以後の実験には

嫌気瓶の代りに Thunberg管を用いた。〔第1図〕。

先述の窒素95%，炭酸ガス＂5%の割合いで瓦斯交換を

行った実験例（ill,IV列〉では対照例（瓦斯交換せず〕

A口は瓦斯瓶， B口は廻転ポシプに接続，先ずAを で動いているT.Pが見られないに反し14時間後で80%

閉じ， Bを開いて管内を軽度に陰庄にし， Bを閉じA 以上の生存を示し，活性補体の加えられた例で50%～

を開いて瓦斯を久れ， A〆の部分の空気を瓦斯でおし出 100%の生存が見られた。〔第1表〕なお補体の終末濃

してからAを閉じBを開いて必要度迄 l 第 1 表

陰庄にしてBを閉じAを開いて瓦斯を

スれ，Aを閉じ接続部をはずして終る。

6) 生存T.Pの計算は晴視野の視

野中任意に25匹について動， 不動の

T.P数を数えp 之よりその百分率を出

した。

実験成績

（工〉生存試験を通しての T.Pの

形態

浮遊液中の T.Pは長程の周聞を廻

転ずるもの，屈曲伸I展をなすもの，一

端を急速に振動するもの，キリモミ運

動をして前進後進するものがあり，か

Lる運動の聞にギリシヤ文字の o,v, 

h 入9 ケ＇ ~等の字型に似た姿態を示す

ものが見られた。経験からして浮遊液

中の T.Pの運動が緩慢の場合は生存

試験の結果が悪く，かXる場合は浮遊

液を作り直した。 Nelso1i.等13）も好ま

しくない培地で，－T.Pが緩慢な運動を

行うことを指摘している。

(IT) メヂウムについて

i) Nelson変法メヂウムを用いて

の実験

メ ヂ ウ ．ム 14時百分間生率存
温度 2日3日

アルプミン ｜ 牛血清 C'o JC中＇-
プラグシヨAンvlseitz同.D穏.M過上牛.s血．清

35°C 32 。。
工 B.D.~ι が 50 。。
フラグシヨンV B II 80 80 。
B.D.M.A. ｜司 上 ／／ 60 4 。
フラグシヨンV

Se: z同．D穏．E過4牛上． S血．清
／／ 92 。

Il 
B. D.1在.A. ／ノ 100 。
フラグシヨシV ／／ 96 。
B. D.l¥在.A. 同 上 ノ／ 96 。
B. D.J¥ιA.+B.D.M. S. 35°C 96 50 

／／ ＋ ／／ 3811 80 
ill 

／／ ＋ ／／ 1911 80 
骨 ／／ ＋ ／／ 1911 。
B. D .17"1. A.十B.D.,;vr. S. 132＇γγl 

IV II + II II 80 80 84 
II + II II 80 80 84 

［緩世叩50%加油精l"llilJ81921 V II II 96 60 96 
II 人血竣 II 不明不明i不明

註〉 工 ：畢丸実質の輪切 l B.D.M.A.: Bacto-Dubos Medi-

um Albumin. 

rr-v：畢丸の浸出液 B.D.M.S.: 11 Serum. 

註 特：瓦斯交換せす、

C'o: 補体なし

Cい活性補体

Cに： 非活性補体

( 42 ) 



度をメヂウムで稀釈して l/4・5~ 1/ o' 

1/1 s , 1 / 27 ~ 1 / 3o ~ 1 / 54とすると陽性血

清存在下で T.Pの生存は活性補体

の稀釈に比例して大となった。われ

われは上記の実験から， B.D.M.A。

とB.D.M.S.の組合せからなるわれ

われの Nelson変法メヂウムでT.P

の生存が保たれる事を知ったがpB. 

D.M.A., B.D.M。s.及び焦性葡

トーー ト1~！i~。；：~1ーんに
1日去o~ I品川山山：l~I芸問主
使用メヂウム： 緩衝生理食塩水加50%人血清

( ) : 40時間後

，萄酸ソ戸夕、、の3者につし、て引抜き試
対照 1 ：浮遊捜

2 : // ＋陽性血清
験を行った。結果は3者揃った11寺の ' 3 : II 十活性血清

み14時間後で80%の生存が見られた 4 : II 十非活性血清

が阿れかの1つ乃至2つが欠けると T.pの生存に悪 る事が児かになったので，人血清（不活化〉に等量に，

く，叉B.D. M.A.~ B. D. M. S.が存在しても焦 i）緩衝食塩水 ii)Tyrode液 iii〕Glucosol液的

性葡萄酸ソ｛ダが欠けると生存に悪いようであった。 (iiの内容から，重曹を除〈〕を各々加えたメヂウム

〔第2表〕 及び iv), ii+Cysteine HCl, v〕， iii十Cysteine

鰐 2表 メジウムの引抜き試験

｜品：2：組1強叫些品：~： 生存百分率
1 I ＋ ＋ ＋ 100 80 

2 十 十 76 。
3 十 64: 。
4 ＋ 寸ー 92 。
5 十 十 76 。
6 十 64 。
7 ＋ 92 。
対照｜ 緩衝生理食塩水 I 92 I o 

6 引抜いた量は緩衝生理食塩水で『補った。

ii〕緩衛生理食塩水等量加入血清，人血提，家免血

清をメヂウムとしての実験

人血清使用の際は補体を加えない場合，叉非活性補

体を加えた例ではそれぞれ90%以上の生存が14時間後

で認められたが，活性補体が加えられた｜擦動いている

T.P数が積々低下する場合もあった。人血疑の場合

は視野の白濁によるためか，又は吸着等の原因による

ためか T.Pの観察は困難であった。家兎血清の場合

には補体の活性，非活性，或いは補体の存否に関係な

く100%近い生存が見られた。（第1表V列〉上事己人血

清使用メヂウムに活性並びに非活性補体を加え，陽性

血清の各段階の稀躍を加えて，陽性血清の T.Pの生

存に及ぼす影響について検討を加えたが，活性補体加

例では陽性稀穣 1:270かh更に高い稀樫例に向い僅
かづっT.pの生存が多くなった。〔第3表〕上の成績

から人血清使用メヂウムがT.pの生存に好適してい

HClの各メヂウムでT.Pの生存試験を行った結果〔務

2図a〕に示す如く，我々が既述したものがT.pの

生存に最も良＜， iii),v）が之に次ぎ ii), iv）は劣

った。

T.P.動%

100 

BO 

60 

40 

20 

0 

'100 

80 

60 

40 

20 

。
Time -

第 2 園

96 hrs 

｛｜） ←一一令

緩衝液
(2) 0- -·-0• 

ちrode'sむolution
(3) A-----6ー
G lucosal Solution 
(4）ロ会・・D・

（εl + Cysteine HGI 

(5) •··-－・・
r~1 + CysteineトICI

廻転

往復
--A-

凍結廻転

－ 

ロロ

凍結註復

3) 液状チオグリコ｛ル酸撞変法メヂウムを用いた

実験。

液状チオグリコりレ酸塩メヂウム21）から寒天及びカ

ゼイン醇消化物を除き，代りに dl-phenylalanineを

O.Olg/lの割合いに加えた変法メヂウム29）を用い，我

々の従来の培養法21)22)23）とロ｛ソグ法的とを併用して

比較実験した結果は〔第4表〕に示す如く後者の結果

は良くなかった。液状チオグリコ｛ル酸塩変法メヂウ

ムを用い我々の従来の培養法で窒素，炭酸混合ガスの

下で培養すると T.pの生存数は梢々多くなるが，人

c 43 ) 



第 4表 メジヴム及嫌気培養を衰えた場合の T.p－動%

メヂウム
T. p I 1-1 ~ソグ法 [ Thm 

漫出法 ISusu jSusp. iSusp・，ISusu ISusp. ISusp. 
I 1-' I 十ac'j+inac'J 1-' I +ac't +inac' 

Thio卵 ollね変法培地｜皐丸細片の偉！ 。1 o I o I o I o / 60 
向上｜摂翠J o l o I o I o J 52 I 2s 

5%緩衝液加家蒐血清｜同 上｜ 32 / 24 I 2s I so I 84 r 60 
向上人血清｜同 上 1 so I 60 1 56 I 100 I 100 l 100 
温度 32°C 24時間後民積

第 5表凍結振置による T.pの浸出 叉人血清，牛血清使用培地では 13～17時間
｜凍結｜畢丸｜櫨la腰掛怒悲劇視野の汚れ｜後に活性，非活性補体による芸が著明となっ

I Iた。〔第6表a, b〕
I I i廻転け・1.5 I 100 I 一 I 

Al一一｜せず｜輪切ト一一一一一｜ ートー I V) メヂウムの敏感度について
2 I I ｜往復＇. I 3. 7 I 100 I + I 人血清使用メヂウムと他のメヂウムを併用

1 I ｜その偉｜廻転 i2.0 I so I ± ｜し，抗体稀躍による各メヂウム使用の｜擦の反
Bl ｜凍結｜凍結後卜一一｜一一一一一一｜ ｜ ｜応への影響……敏感度につき検討した。
つl l輪団 I 往復｜ n.4 I s9 I 十十 ｜ 

一一一__L一一一上一＿l一一 ） 一一一｜ 一一l I e sonメヂウムでは抗体稀鰐 1:2560に至
A12, B12の符号は第2図（b）と関連する。 り，初めてT。Pの生存曲線の上昇が見られた

血清使用メヂウムには及ばなかった。

m) 浸出方法について 1

浮遊液中の T.P数を多くするのに如伺なる浸出法

が効果的であるかについて試みた実験成績を〔第5表〕

に示した。浸出に凍結融解を利用すると，浮遊液中の

T. p数はかなり多いととが認められたが，視野のよ

が，人血清メヂウムでは抗体稀樺 1:40で，生存曲線

は上昇を示し，1:160で対照例とII佐々等しい生存が見ら

れた。家兎血清メヂウム使用例では抗体1:10稀程（原〕

において40%の生存T。Pが見られ，更に抗体稀躍に

伴ってT.p数は対照例に近〈なった。〔第3図〕

VI) T.P接種家兎皐丸の摘出時期について

接種後摘出迄の日数，皐丸尖の程度，血清反応の強

ごhが著しく， T.p数のカウントに非常な障碍とな 弱，接種量及び生存試験結果の良否について19頭の家

り，且つ〔第2図bJに示す如く T.Pの生存も従来の 兎について検討して来たが，現在迄の例数では之等の

我々の浸出法に劣っていた。振還は従来の廻転式（百・ 聞に一定の平衡関係は見られず，血清反応の強く現わ

分約500廻転〉と往復式（毎分約230廻 第 6表（a）友応｝時間

転〉とを比較したが，往復式の急激な振「一一 丁 ｜ 
｜ ｜ ｜ 生存百分率

霊法によった方が浮遊液中の T.P数は I i温度 1 I I I I I I I 
I I I 4 I 6 I s I 10 I J 2 I 14 I 16 I 18.日

多いととが認められ9叉之によってT.p I I ____c_」 ｜一一｜ し＿I~上＿I I 

の生存に影響が見られない点からも優れ ｜浮遊液十陽性血清 I 38°C 1100 I 96 I 84 I 84 I 80 I 80 I 76 I 80 
ていた。なお皐丸摘出後直ちに茨酸ガス ｜ ／／ 十 II 十C'+I II I 20 I 4 I 0 I I I 0 ' ' 

中で細薄片を作製して浸出を行った際に

浮遊液中の T.P数が多く，生存も 7日

目で80%以上を示した例もあった。

IV) 反応最適時間について

Nelson変法メヂウム及び緩衛生理食

塩水等量加入血清並びlこ牛血、清培地を用

いて夫々 T.Pの浮遊液を作り，之に陽

性血清及び、活性並びに非活性補体を加え

T.Pの生存を時間的に観察した成積で

はNelson変法メヂウムでは4～8時間，

；：；：午1~1＿：~＿＼~，」 J~U_
浮遊液
／／ 

｜／／  

I* ,, . II 

+c, +I 38°C I so 
+c仁I38°C I 90 

II JlOO 

l9°C 1100 

／ノ 96 

52 

80 

引lI 
註ヰ： 瓦斯交換を行わず メヂウム： Nelsonメヂウム（B。D.

M.A. +B.D.M.S.) 陽性血清：緒方法（叶） 3木を混ぢ

た.C＇十：活性補体. C＇－：非活性補体．
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第 6表（b）友 応 時 問

B I ,, 午由清 I ~：： l1~＊~J : I !: I ~ I :: I ~~ I 0 I 41 4卜6

TP動Z
100 

80 

60 

40 

zo 

2 : // ＋陽性血清

3 : か 十布］体活性

4 : • II 十布！~体非活性

第 3 図

〆ジウム

とこニヰぷニゴ 人血清

tr--1>－ーー

家鬼血清

! . ¥¥/ ．ロ…＂il・・・・・・・O-・・・・・- .+J~ ソン
0 ! t!_ ... 

抗外相→一百一一旗 4x J6x 64x 255x IOZ4x 40日ア閉陽性血清
抗体最終東釈・10× 10× 40x160x 54.0>25EOx 10240x 40960x 血清反応、
補体－・ 有三官性活性作 。 。 ら 九 、 )Jヲ対応去 ti廿

緒方法》00000

れない比較的早い時矧（2週前後〉の畢丸炎を認めた

直後の適出例は概ね良結果が得られた。〔第7表〕

VJI) T。P.I. Testについて

血清反応（ガラス板法，緒方法〉合致例306例中，

T.P.I. Testと合致したもの271例で35例は不合致で

第8表 T.PaUidum Immobilization Test. 

番 血清反応
T.P.I. 
Test 

号
臨床区別ガラ｜

不%動｜｜判定ス 緒方法

1 梅毒の疑－ 3・33333Jー 61 + 
2 治療中－ 3.3 3 3 3 3：ー 96 + 
3 梅毒の疑－ 3・33333：ー 76 + 
4 妊婦（6ヶ月〉 + 3.3 3 3 3 3 - 1.8 + 
5 健康診断士 3・00 0 0 ？：叩 100 + 

6 治療中 ＋ 3・33 3 3 3 15. ー
7 梅毒の疑 3°3 3 3 3 3 - 21 + 

8 健康診断 →一 3.3 3 3 3 3 - 100 十

9 II + 
10 I治療中 →－ 3°3 3〆21 3＇：寸－ 96 + 

、．、

あった。血清反応不合致例36例中で比較的臨床症状の

判明した10例についての成績は〔第8表〕の如くであ

ったが，結果の批判は更に基礎実験が検討された後に

力日えられるであろう。

若 葉

我々のNelson変法メヂウムにおし、て B.D.M.A.,

B,D.M.S.を用いた場合，上記同製品が7.5%のBaeto 

Glucoseを含む結果，培地中の Glucose終末濃度は

約4%となるが， T.pの生存に阻害的に働くことは

ないようである。人血清使用メヂウムは T.Pの生存

に優れているととは我々の繰返して行って来た実験成

農から明であり p 且つ Magnuson1のが述べているよ

うに不活化人血清が20～4:0%に達すると T.Pの生存

に阻害的に働くという現象は認められなかった。但し

人血清使用の場，合抗生物質1~〕30）使用の有無について検

討を要するととは勿論である。補体の終末濃度は我々

は1/4・5として用いたが， Magnusonはり18として用い，

叉Nelsonは1/10としてとの濃度が培養の結果もたらさ

れる補体の破壊を補うとしている。然しながら我々の

使用量においても残余補体量を溶血によって測定する

1のことによって十分なことが明かとなった。 Portney

等31）はチオグリコレ｛ト・ツ｛ダと補体を増量して

良好な成績が得られたことを報告しているが，我々は

量的な関係にと主ごまらず補体価'32）に基づいて検討し

ている。各メヂウムの反応における敏感度についてみ

ると，生存条件の差異をひとまず切り離して考えると

Nelson変法メヂウムが高い様であった。 T.Pの生

存に良いメヂウム使用の際にも尚 ••false negative ” 

の起る可能性も考えられ， Saurino 33）はメヂウムの

研究中海浜血清及び人血清がT.pの生存に良いこと

を述べ，且つ海浜血清を；泊刺に用いると T.Pの生存

( 45 ) 



第n畏感染家兎塞丸の摘出時期

: 111: I~ I~ブ｜血；：： *10視野1良時｜開
平均否 惇，！個丸数｜｜注量射

1 28 9 →ー 3・33 3'3 3: o+ 0.4 1.8 不 2 15 2コ 3.0 5 
2 4a 10 十 →ー 3・33 3 3 3 ー 6.5 良 1 5 2片 1,5 

3 29 12 十 十十十 3・33 3 3 3 ー 0.4 不 ／／ 6 2コ 2,0 

4 22 14 十 判ー あ33 3 3 3 ー 0,3 不 2 15 2片 ／／ 

5 9a 16 十 十十 3・21 1 313 十 3.5 良 1 10 ／／ 1.5 

6 εa 18 1十十 ＋＋十 3・11111：＋ト 5.6 良 1 ／／ ／／ ／／ 

7 4b 19 十 十 3.3 3 3 3 3 - 4.8 5.3 良
10 
5 

／／ ／／ 

8 27 19 十十 十十十 3・00?23!1+十 9.8 弓ミ 1 6 2コ 2.0 
9 19 20 3・33333 - 0.2 不 2 10 2片 ／／ 

10 24 20 廿十 十十十 3・0OOO?i+H十 9.3 良 2 ／／ ／／ ／／ 

11 3・00 0? 2; +++ 0.7 不 1 ／／ ／／ 1.5 

12 9b 26 十｝十 十十十 3.3〆22 2 0 + 0.8 不 ／／ ／／ ／／ ／／ 

13 10 26 十 十H 3・32 1 1 31' i 4.2 良 ／／ II ／／ ／／ 

14 5 27 十十十 十件 3・00 0 0 2: ＋＋十 0.9 不 ／／ 5 ／／ ／／ 

15 8b 28< f十十 H十 3・00 0 0 ？附 0.6 不 ／／ 10 ／／ ／／ 

16 14: 28 十 十十 3・33333: 4.1 良 ／ノ ／／ ／／ ／／ 

17 15 30 十＋十 ＋十十 3・00 0 0 0 -Hサ 6.1 良 2 ／／ ／／ 

18 12 40 十十十 十十十 3。00 0 0 2 竹十 5.7 良 1 15 ／／ 

19 11 43 十｝十 十十十 3・1 1 2 3 3 十 0.4 不 1 ／ノ ／／ 

使用家鬼： 2.5～3kg ←ガラス板一
本晴視野： 5×100 使用前の血清反！山、緒方法

には良いがT.Pを不動にする抗体との反応を阻害す る。

？層、 括

1) Nelsonメヂウム中のT.P生

存因子たるフラグシヨシV及び超

限外稿、過牛血清は B。D.M.A.,

B. D. M. S.で代用出来た。

2) Nelson変法メヂ、ウムではB.

D. M.A., B.D. M.S.及び焦性

葡萄酸ソ｛ダの3者が揃わないと

T. pの生存に悪い。

3) Nelsonメヂウムの代りに人，

家兎，午の各血清を用いたメヂウ

ムは何れも T.Pの生存試験に適

したが，；反），[Sの特異'l:生を考慮、ナる

と家兎血清はなお検討の必要があ

る。

4〕 瓦斯交換は炭酸ガスのみでも

生存するが，行わないと生存に悪

い。培養温度は 38°Cを超すと生

存に悪い。急速凍結融解を繰返し

た成績では4回目でなお50%の生

存を見た。

5) 培養管としてH型Thunberg

管を工夫し良結果を得た。

6) チオグリコレ｛ト酸塩変法メ

ヂウムは人血清使用メヂウムに劣

るのではないかとの暗示を与え，更に家兎畢丸から浸 7) 浸出には急激に往復振輩ずる事により好結果を得

出したT.Pに対し正常家兎血清31）は特異的な反応を示 た。

さないで良くない事を指摘して， Nelson1のはT.P.I. 8〕 反応最適時間は各メヂウムで独立している。

Testの刊falsenegative”は被検血清の抗補体性が め各メヂウムを併用して反応の敏感度について検討

否定出来る場合は浮遊液が末知の理由で非常に抗補体 した結果， Nelson変法メヂウムが最も高く，他のメ

性となるためであろうと考えている。我々も上述の諸 ヂウムでは人血清を用いたものが之に次いだ。

点に該当すると思われる経験を屡々繰返し之を解明す 10）家兎皐丸摘出時期は T.P接積後早い時期の皐丸

べく補体の影響を中心に，更に検討中であるが，以上現 炎を認めた直後のものが良い。

在迄に得られた結果について報台した次第である。 細菌部長川ll:'各陣士の御助言に感謝する。
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YI Shigella flexneriの粘液様嬰異株について

細菌部徴生物課中 ネナ 伸蔵

康郎

Flexner群赤痢菌を之と同型叉は類似の抗血清加ブ

イヨンに培養することにより種々の抗原的変異を観察

した。りわりそのl探或る菌株に粘液様に変異した特異

の集落を生じた。とのことについても一部報告した

が）:1）その後の研究をも追加してととに更めてその全

般について詳述する。なお，この要皆は昭和29年4月

第27回日本細菌学会総会で発表した。

費駿方法

1. 供試菌株

宮崎株（Sh.flexneri var. Y）当研究所分離

平松株（Sh.flexneri 4d）都立荏原病院分離

2. ブイヨシに加える抗血清

梅山（Sh.flexneri 4f〕 銀集価 1:10240 

川崎（Sh.flexneri var. Y) 凝集価 1:20480 

その他の実験方法は既述の報告 1)2〕勺に従った。

費駿成績

高山

との宮崎株と類似の変異が平桧株におし、ても認めら

れた。即ち，平松株を之と同型の抗血清加プイヨンに

培養して Sh.flexneri var, Y に変異したが，さら

にそのまま培養したととろ， 31日目のものから分離培

養したものは，生じた集落の約20%はやや小形の粘液

様集落を生じた。

1. 集落の性状 罵貫 2.

当研究所で分離した Mannitol非分解， Indole反 平松株のS型集落（やや大きい集落〉と

応陽性の宮崎株を1000倍稀釈梅山抗血清加ブイヨンに M型集落（やや小さい集落〕

18日培養したもの及び100倍稀釈川崎抗血清加プイョ 2. 直体の形態と紫色性

ンに9日培養したものは， その集落の約80%は特異 18時間培養の宮崎，平松両株のS及びMW)集落につ

で，外観が肺炎梓菌様で光沢ある隆起した集落で，ー き単染色法により形態をみると，両株共にM型のもの

様に潤渇し，互に融合する傾向があり，やや粘性で， は球菌様の菌イヰが多くみられ， 11寺に之等が連鎖をなし

食塩水浮遊液を作るのに手聞がかかるが，一度平等な ているのがみとめられた。写真3及び写真4はそれぞ

菌液になると安定で管底に沈澱し難い。との粘液様変 れ宮崎株のS型菌及びM型］菌の電子顕徴鏡写真で， M

異（Mと略称する〉株を宮崎M株，之に対し正常のS 型芭には球芭様の菌体が多くみられる。

型集落を作る原株を宮崎S株と記する。

需貫． 1. 宮崎株のS型集落（左〉とM型集落（右〉 器翼 3 即時，除S型l若の電子顕｛鼓鏡傑

c 48 ) 



常民 4. 宮崎株M型商の電子顕徴鏡傑

写真5及び写真6はそれぞれ平松下TのS及びM型菌の
電子顕徴鏡写真で，宮崎株と同様，；M型1誌にはま7件が

球窪J~援のものが多く認められるら

寓異 5. 平~:zミ株 S型菌の電子顕微鏡傑

需員 6. 平松株M型菌の電子顕徴鏡傑

LOfflerのアルカリ性メチレン背或はPfeifferの液

による単染色を行い，叉，グラム染色を行ったが， S

及びM型l請の聞に染色性の差異は認められなかった。

25°C前後に培養したM型閣に安東等のVi染色ペ 5)

を行うと，氏等の所謂爽膜を証明す‘るととが出来る

が， S型！~fには認められなかった。 M型選でも血温培
養で『平松株の場，合には安東氏等の所謂爽！漢は証明され

ず，宮崎株の場合は在明されるが不鮮明である。 （後

述のM型菌より SID!菌への復帰の項参照）。 電子顕徴

鏡像ではM型菌にも爽膜様のものを認めることが出来

なかった。 （写真4,6 ~塁照〉

3. 生物学的性状

宮崎，平松岡株のS型菌及びM会型商共にGlucose,

Maltose, A:rabinose, Trehalose，を 1日で分解し

Lactose, 五在annitol,Sucrose, Xylose, Dextrin, 

Raffinose, Inositol, Adonitolを分解せずうSorbitolぅ

Rhamnose を遅れて分解し， Indole 反ii-C~I場＇l生， Sim・
mons’Glucose培地に発育する。

4. 免疫学的性状

宮崎株のS型及びM型の生菌及び加熱菌を用い，宮

崎株の s~及びM型の生直で家兎を免疫して得た抗血

清に対する定量鏡集反応の結果は第1表の如くであ

る。即ち，宮崎（S）を抗原とした場合は問抗血清に

よく錠集ナるが，宮崎（M）抗原は，生菌の場合には

宮崎（S）抗血清に競集せず， 100°c5分間加熱により

僅かに鏡集ずるようになり， 10分， 30分， 60分と加熱

時間を延長すると次第によく凝集するようになり，そ

の際 ZonePhenomenon o) （帯現象 7））を呈する。

宮崎（M）抗血清には40倍乃至80倍迄凝集する。以

上の事実により宮崎M型菌は易熱性の凝集阻止物質を

有し，抗原性のあることがわかる。然し100°c60分加

熱しても宮崎〔S）を抗原とした場合より 2管乃至3

管低い凝集価を示し，耐熱性のものもあることがうか

がわれる。そこで100°c2時間加熱したところ，一部

は自然続集を起し管底に沈澱した。との沈澱物を混じ

ないようにしてこの 100°c2時間加熱抗原で同様錠集

）反応を行ったが， l00°C60分加熱のものと同じ成蹟で

あった。即ち，との録集阻止物質には 100°c2時間加

熱しても破壊されない耐熱性の物貿も含まれていると

考えられる。

同様の実験を平松株のS型曹とM1国1菌，及びM型菌

の加熱閣を抗原とし，とのS及びM型抗血清に対する

援集反応成積は第2表の如くで，第1表の宮崎株にお

ける成績とやや異り， M型の生菌を抗原とした場合，

S型抗血清に対しても4,0倍乃至80倍まで凝集し，宮崎

株の場合に全く撰集しないのとやや異っている。叉，平

松S抗血清を用いた場合，加熱抗原に：loいては Zone

Phenomenonを呈し，而も加熱時間により援集妨止

域めが修勤してし一、る。この事実は，第3表において，

宮111育Mの生T~f!こ対す・る平松S抗血清の銀集価は20倍に

c 49 ) 



宮崎（S）と宮崎四I）の交交灘集友応成績

抗血清稀釈倍数

一一一一 20 ／~／. 80 l 竺！？ーI~竺／~~，~~／竺l竺
即時（S) 生直｜宮崎（M)j 竹川・耐｜同 I+++ I rn-I附｜十件 l州｜十H ｜ ± 
100℃ 60分｜ ／／ ｜ 出 l+++l+ttl 什i ｜ 什十 ｜ 掛 I +t+ い耐 ｜ 十十

宮崎山1) 生菌｜／／ ！十件｜ 十ト｜ ＋ 

10occ 5分 I11 I - I - I + 
l00°C 10分 I II I + I' 十十 I 制
l00°C 30分｜ ／／ ｜ ＋ ｜ 朴 ｜ 十十

100°c 60分 III l什 l什！制

宮崎（S) 生菌｜宮崎（S)I 出｜肘
l00°C 60分｜／／｜州｜同

宮崎（M) 生菌 III I - I 
100。c 5分｜／ノ｜ー

100°C 105士

100°c 30分

100。c60分
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中等度読集，上清軽度樹渇

(M）の生直が160倍迄凝集することから，宮崎（M）と

平松〔M）の両凝集阻止物質は抗原的にも互に近似のも

のと考えられる。叉Vi抗原を有する Ty2株（Salm,ty 

phi）抗血清に対し宮崎〔M）及び平ti~ 仰のが全く銀集

しないととから， Vi抗原とは抗原的に異るものと思

はれる。叉宮崎（M）抗血清を宮崎（S）菌で殴収す

るとM型菌に特異的に探集ずるM血清が得られる。

十十

軽度に擬集し，平松（M）の生直を抗原とした場合，宮崎

S抗血清に全く援集しないととと考え合せると，平松

S抗血清の中にも援集阻止物質（M抗原〉に対する抗体

〔M抗体〉が含まれていると考えられる。換言すれば，

平松S抗血清を得るに用いた抗原である平松株S型菌

には僅少ながらM抗原も含まれていたと考えられる。

さらに第3表において，平松M抗血清に対して宮崎
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平松（S）と平松倒的の交交疑集友応成績第 2表
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.~ I_: I =_I J~＿ J 
斗
l
μ
H
H
π

」
l

j

i

l

l
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十十

十什

廿十

II 
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第3表宮崎株の平松S及びM抗血清に対する題集友応成績

:!JC 血 1肯 稀 釈 倍 数

宮崎（S)

ノ／

j完 原 抗血j宵

幼 I. 40 l＿竺J竺ど空I~瓦＿I］捌｜抑o［悶｜脱却｜捌加
生噴l平松（M) 十け 十件 十十ト 十什 什｝ ｜十什 十件 十汁 ＋ 一

l00°C 60分 H 十十＼－ 十件 ←｜十十 十H 十什 十竹 十汁 十H “トト ー

宮崎（M 生菌 ／／ ｝件 什十 村十 什十

／／ 100°C 5分 ’／ +++ 十汁 十十十 十十

／／ 100°c 10分 ／／ 十＋＋ 十汁 十十 ＋ 

II 100°c 30分 ／／ ↑什 十↓十 Ht 十件 十｛十 十什 十件 ＋十
／／ 100°C 60分｜ ／／ +++ H十 十件 十什 HI- 十件 十↑十 十什 一

宮崎（S) 生涯i 平松（S) 十1十 十件 十叶 十十十 十汁 十十
／／ D°C 60分 ／／ 十什 +tl- 十汁 十廿 十什 十件 f什 十件 十件 ＋ 

宮崎（M 生菌 II 十十 一

0°C 5分 ／／ 十十

’ノ D°C 10分 ／／ 十 十＋ 十

／／ 0°C 30分 ／／ ＋ 廿十 十件 十｛十 十＋ 十十

!I 0°C 60分 ／／ ＋ ＋ ＋ 付十 十十十 十什 十什 ＋十

第4表 平松株の宮崎S及びM抗血清に対する灘集友応成績

抗 血 清 稀 釈 {ff 数
抗 原 抗血清

20 I 40 / so / mo / 320 ／似o[ 12so / 2560 / 5120 / 1蜘／204
平松（S) 生菌 宮崎伶!I) 件十

II 1 。。c60分 ／／ 村十 十廿 十十十

平松（M) 生産i ／／ 十十 十十 十

II 10 0°C 5分 ／／ 十十 ＋ ＋ 

II 1 0°C 10分 ／／ 十十 十＋ 十十

II 10 0°C 30分 ／／ 十士 十十 ＋十

II 1 。。c60分 ／／ 十朴

平松（S) 生 fir 宮崎（S) 十汁 -Ht 十汁

II 1 。。c60分 ／／ 十｜十 4十十 十十｝

生菌 ／／ 
; 平松（M)

／ノ 10。。c 5分 ／／ ート ＋ 

II 10 。。c10分 ／／ ＋ 十十 十什

II 10 日。c30分 ／／ ＋ 十十 十廿

II 1 。。c60分 ／／ 十十 十＋ 十け

5. トリパブラピシに対する説集性 fl)1 IO) 

宮崎，平松岡株の 25°C20時間培養の生直jにつき定

量援集反応と同様の術式でトリバフラピンに対する凝

集性を検査した。その結果は策5表の如くで， S型菌

は全く援集しないが， M型菌は8,000倍乃至16,000倍

迄錠集した。叉， 100。C60分加熱菌で同様の実験を行

ったが，成額は生菌の場合と同様によく凝集した。

十什 十什 Ht 十件

十什 十件 十什 十H 十十ト 十＋

＋ ＋ 

十十 十 十 ＋ 十

十十 十十 十十 ＋ 十

十十 十十 ＋＋ 朴十 十十

十什 十什 十け 十什 什十 十十

十汁 tH 十け 十廿 十朴 十十十 十キ

什十 十什 十什 刊十 十件 十什 寸ー

＋十 十

＋廿 十什 十

十什 十件 十十 ＋ 

十什 十廿 十十ト 十十

第 5表 トリパフラピンに童話する題集性

：~~t~~l1,:001:011~1~~of 
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6. カタラ｛ゼ産生能

大坪 11）の方法に従ってカタラ｛ゼ産生能を比較し

た。即ち，宮崎，平松両株の 25°C20時間培養菌をそ

れぞれ lg秤量し，之を 1lの生理食塩水で平等の菌

液とし，之を酵素原被とみなし，生理食塩水で倍数稀

釈して各管の液量を0.5ccとして，おこ予め品江の

KMn04液 1cc'jJ~H202 液 0.5ccfこ相等するように滴定

したH202液0.5ccを加え， 37°Cの恒温植に2時間作用

せしめて後，KMn041夜0.5ccを加えてよく振設し， 5分

後， KMn04液の着色の度合を検した。その結果は第

6表の如くで， M型菌の方がカタラ｛ゼの産生能が減

弱している。とれは菌体周囲の粘j夜様1¥0／買によりカタ

ラ｛ゼ作用が阻害されるのではなし、かと考えられる。

第6表カタラーゼ

酵素液（lg/l）稀釈度
菌株 1~~ ， I 「一一丁 i一一

1 : 1 I 1 : 2 I 1 : 4 I 1 : s I 1: 16 I 1: 32 

宮崎（S) I 十 I 十 ｜ 十 I 士 I - I -

II (M) I + I 一｜一｜一｜一｜一

平松（S) I + I + I + I + I 一 ｜ － 
II (M) I 十｜＋｜±｜一｜一｜一

7. 石茨酸に対する抵抗力

小島等 1＂）の方法に従って両株の S型菌及びM型菌

について石炭酸に対する抵抗力を検査した。その結果

は第7表の如くで，両者の聞に大差はなかったが， M

型菌の方がやや抵抗力が強い成績を示した。

第 7表石炭酸に謝する抵抗力

作用時間（分） 20°c 
菌株 稀釈度

2.5J 5.0J 1.机似品帆o

宮崎（S) 1:80 ＋ ＋ 

／／ 1:90 十 十 ＋ 

宮崎（M) 1:80 ＋ ＋ 

／／ 1:90 十 十 十 ＋ 

平松（S) 1:80 

／／ 1:90 十 十

／／ 1:100 ＋ ＋ 十 ＋ 十

平松（M) 1:80 ＋ 十

II 1:90 十 十 十

II 1:100 十 ＋ ＋ 十 十

8. 酸錠集反応 l'l),1.1) 

宮崎，平松岡株のS及びM型菌につき， Michaelis

の緩衝液を使用し，そのleeに対し，第8表の培養条

件で培養した菌で、 2mg/ccの濃度に蒸溜水に浮おさせ

た菌液各々 2ceを加えてよく振湿した後， 37°C, 1時

間勝卵器に納めた後室温に放置し，翌日：観察した。そ

の結果は第8表の如くで， S型菌は両株共に探集しな

い。 M型菌においては宮崎株は37°C,25°C共に撰集

するが，培養する温度及び時間により凝集する酸度域

が異っている。平松株は37°Cでは錠集ぜず， 25°C20 

時間培養のものPH3.25乃至2.65の酸度域において中

等度の銀集を示したが， 3日培養のものは録集しなか

った。叉，同i朱のM型·i~Tは100°c' 60分の加熱でも酸

説集性は保たれていた。

第8表酸類集友町、

｜ 緩衝液の PH 
菌株 ｜ 培養条件 I I I 1一丁一l

14.1513. 8平問。2512.95)2・ 65 

宮崎（S)I 37° C20時間｜－

宮崎（M)I 37° C2.0時間｜－｜十＋ Itt1-I付｜十十｜＋

II I 25° C20時間｜一｜一｜十十！出｜間｜出

II I 25° c 3日間 l－ ｜ 一 ｜ ー ｜十廿 I＋廿｜附

平松（S)I 37° C20時間

平松（M)I37° C20時間

ゲ I 25° C20時間’－ ' -

II I 25° c 3日間 I - I ー

9. M型菌の水溶性物質について

十十 ｜ 十十｜ 十十

M型菌の生理食塩水叉は蒸溜水浮加：液はやや粘性を

帯び，一日室温に放置すると更に粘度を増す。そして蒸

溜水を用いた場合の方が食塩水の場合より粘度高〈，

宮崎株の方が平松株よりも粘度が高い。

之等のM型菌の 3mg/ecの菌液を1日室温に放置し

た後，高速遠む機で毎分10,000回転で約30分間遠心

沈澱を行い菌体を沈殿させ，その粘性上清液について

次の実験を行った。

(1) トリバフラピシに対する錠集性

第5表の実験と同ような方法で，置くi液の代りに上記

の方法で得たM型車iの粘性上清液を用いてトリバブラ

ピシに対する録集性を検査した。各稀釈のトリパプラ

ピンにとの粘性上j胃液を加えると直ちに4,000倍乃至

8,000倍迄雲裂状沈搬を生じた。市して食峰7.K菌液上

清よりも蒸溜7.kT釦夜上滑り方が著明な沈澱を生す、る。

叉，粘性上清液を100°C60分加熱しても探集性に変化

はみられなかった。

（勾酸援集反応

第 8表の酸録集反応と同じゃ［~式で，菌液の代りに前
記の粘性上清液を各緩衝液に加えると，第8表の酸接

集を起す管に相等して白j喝を生じ（州〉の管が最も著

しく白濁し，ととに宮崎株の蒸溜水菌液上清が最も著

c 52 ) 



明に白濁し，一部沈澱を生じた。 遠心上j胃液で血清稀釈を行った。その各列の各管に，抗

(3）宮崎株S型菌を抗原とし，宮崎株M型商I基！？夜上 原として宮崎株S型菌の lmg/ccの生理食塩水浮灘、液

清で宮崎S抗血清を稀釈して行った凝集反応 0.5ccを加えよく振重量し，52°cの恒温槽に2時間スれ，
第9表の第1列は宮崎S抗血清を生理食塩水で5倍 翌日記室温に放置して後観察した。その結果は第9表

に稀釈した抗血滑を第1管及び第2管に0.5cc入れ， の如くで，生理食塩水で血清稀釈を行った場合は正常

次に第2管以下に生理食塩水を0.5cc宛スれ，第2管 の凝集反応を示すが， M型菌菌液上溝で血清稀釈を行

の稀釈血清と生理食塩水をよく混和し，その0.5ccを った第2，第3列では帯現象を呈し，而も第2列と第

第3管に移す。かくして次々と血清を倍数稀釈し，最 3列とは荷現象の現れ方が変っている。第4列にM型

終管より 0.5ccをすてる。第2列は宮崎株M型商の生 菌菌液上清の代りに50%1f＇リセリンを用いて同様の実

理食塩水浮説液の遠心上清を用いて宮崎S抗血清を倍 験を行ったが録集価が低下しただけで帯現象は呈しな

数稀釈する。錯3列も同様にM型車［の蒸溜水浮蹄液の かった。

第 9署長 各種溶液で血清稀轄を行った場合の宮崎S抗原対宮崎S抗血清の灘襲友応成績

血清稀釈に用 抗 且~ 清 震b ？択 倍 数

いた i夜の種類 抗原
20 I 40 I 80 I 160 I 320 I 640 f 12so I 2560 I 5120 f 10240 / 20480 

生理食塩水 宮崎S ＋十ト 十件 十H 十l十 十件 v同 十件 十H 十什 十十

A 液 ／／ 十十 ＋ ＋ 十十 十汁 十叶 Ht 十件 十什 十

B 液 ／ノ 十 十 4十 十十 十十 ＋ 

150 %グリセリン ／／ 十H 十件 十十 ＋十 ＋ 

M夜……宮崎〔M）の生理食塩水浮溶液の遠心上j胃液

B液…・・・宮崎（M）の恭溜水浮説液の遠心上、清液

10. M型菌より S型産への復帰 ll)

M型TiBTはS型菌に復帰する傾向が強く， 0.5%高層

寒天に約2ヶ月乃至3ヶ月保存したものより平板に分

離培養すると，多くの場合は過半数はS型集落とな

り，場合によっては全部S型商になることがある。そ

のた止M型菌を保存す－る場合は凍結真昼乾燥して保存

するか或はたび、たびM型集落を分離して保存しなけれ

ばならない。血温で培養すると S型菌に復帰する傾向

が更にJ強くなり，殊に平松株では一代で、すべてS型に

なり之を次代に低温に培養してもM型l誌を生じ難い。

故にM型菌の培養はすべて25°C前後の低温

菌株 ｜ 

たものからそれぞれ生理的食塩水で Smg/ccの菌液を

作り，とれを 5%ムチシで2倍に稀釈して 4mg/ccと

し，以下之れより10倍稀釈を行い5%ムチン含有の各

稀釈菌液の0.25ccを夫々休童lOgのマーウス4匹宛の腹

腔内に接種して7日間観察した。鰐死マ・ウスは其の心

血から菌の培養を行い， LD50を算出した。叉，寒天

平板混釈培養法により LD50の生菌数を計算した。そ

の結果は第10表の如くで， S型菌とM型菌との聞に菌

力の差は殆ど認められなかった。

第10表マウスに対する薗力

接 種菌量（附 l
/ 10 1 I 10 君 I 10...:3 LD別 L生D菌m加数の

10° 

で行う。 1%石茨酸含有寒天に培養すると，

対照に比べてS型集落が多く出現する。そし

て数代培養するとすべてS型菌となる。 1%

葡萄糖含有寒天又は血液寒天培養の場合は，

対照と同校であった。復帰したS型菌は）京株

のS型菌と集落の外観や血清学的方法で区別

出来ない。叉， トリバフラピンに凝集せず，

酸燦集反応は陰性で， Vi染色により安東氏

の所謂英膜を証明出来ない。即ち，もとのS

型閣に復帰したものと考えられる。

宮崎（S)＜.！＞）④④④ ④＠＠④booo 0000 10-1・5 10•·11 

i.1(M) ＠＠＠① ＠＠＠＠ 0000 0000 10-1-3 1Q5•57 

平松（S)＠＠＠④ ＠（白＠＠④000 ④000 10-2・23 10守・7

II (M) ＠＠じめO｛！＞④④00000 0000 lOc-1明 10＇・92

＠ は観察期間〔1週間〉中に鰐死しその心血より菌を証明し

7ょマウス

11.マウスに対する菌力
0 は生存マ Iウス

宮崎，平松岡松：を寒天平板に 25°c' 20時間培養し
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者 按

以上の実験結果から，上述のM型菌の援集阻止物質

とチフス菌のVi抗原及び三方菌の凝集阻止物質 17）と

比較するととは興味あるととである。以下三者につい

て数項目にわたって比較検討するととにする。

1. 低温で『培養したM型菌で探集反応を行うと鋭集し
ないが，血温培養ではよく探集する。チフス菌，三方

菌の場合は，血温培養菌で凝集反応を行うと援集しな

いが，低温培養菌で行うとよく援集する。即ち， M型

菌の凝集阻止物質は低温培養でよく発育し，チフス

菌，三方菌の銀集阻止物質は血温でよく発育する。

2. 葡萄糖加寒天に培養した場合， M型菌では援集反

応を行っても探集阻止されるが，チフス菌，三方菌で

は凝集するようになる。即ち， M型車iの疑集阻止物質

はよく発育するが，チフス菌，三方菌の援集阻止物質

は発育しない。

3. M型菌の援集阻止物質は大部分易熱性で，一部は

耐熱'I生で島るが，チフス菌，三方菌の凝集阻止物質は

易熱性でまと．る。

4. M型菌のマウスに対する菌力はS型菌に比してむ

しろ弱い。他の二者は菌力が強いとされている。

5. 安東氏の Vi梁色により三者共に安東氏の所謂爽

膜を証明することが出来る， トリバフラピンに対する

援集性は三者共に認められる。酸援集反応は三者とも

それぞれ一定の酸度域において錠集する。

6. 三者共に抗原性を有するが抗体価はあまり上昇し

ない。

7. 三者共に援集阻止物質をもたない集落を解離す
..,, 
4己。

次に荷現象の起因については種々論じられている

が，の，り，り現在未解決の問題である。本研究の場合は

M型の加熱菌の場合に起りやすく，叉生菌の場合でも

粘性上清液を加えると起った。

現象共に陰性， 6株はこの2現象が陽性， 3株はトリ

パフラピン録集性があるにかかわらず茨膜を在明出来

ず。他の21予知土トリパフラピン援集i性がないにかかわ
らず爽膜を証明し，残りの2株はトリパフラピンによ

く凝集したが爽膜は判然としなかった。

以上の3つの事実を綜合すると，同じく凝集阻止を

起す物質の中，上記4現象を起すものは必ずしも同一

物質ではないと考える。

Willy Hirsch 9）はチフス菌のV型T~Tはトリバフラ

ピンに探集すると述べてし、るが， Giova:nardi 10）は必

ずしもそうではないとしている。

M型l賓の援集阻止物質につき化学泊に検討していな

いが，パラチフスB菌の粘液型（Schleimform）につ

いて Birsch-Hischfeld15）の研究によると，謬様の

水溶性物質で，窒素を含まず，加水分解により葡萄糖

を遊離し，との物質の40%を占める。其他小量の還元

性物質と非還元性物質を含んでいる。そしてこの粘性

物質は多糖類でムチン様物質ではないとしている。黒

川 1）は，赤痢菌の酸錠集基因物質は単なる多糖類で

はなく，多糖類と蛋白質との結合体，即ち粘素の様な

糖蛋白質であろうと思われると述べている。

本研究におけるM型菌の燦集阻止物質については，

M型菌の低温で発育良好なとと，病原性が弱いこと等

より考えて， Vi抗原又は三方菌 17）の錠集阻止物質

よりもKau日mannl8）や Birsch-Hirschfeld1りが

述べているパラチフスB菌の粘液型に近似のものと考

える。

結
aなる、

言lffl

Flexner群赤痢閣の粘液様変異株の生物学的並びに

免疫学的諸性状等について述べ，併せて Vi抗原，主

方閣の援集阻止物質との比較検討を行い，パラチフス

B菌の粘液型との類似性を指摘した。

最後に御指導，御校閲を賜わった川路部長並びに辺

トリパフラピン援集性，酸援築i生， Vi染色によっ一 野喜課長に感謝いたします。

て所謂爽膜を証明するとと，集落の粘性という 4つの なお本研究は昭和28年並びに昭和29年度文部省科学

現象について下記の3つの事実を考えてみた。

1. M型菌を加熱すると安東氏の Vi染色で所謂茨膜

が不鮮明となるが，トリバフラピン録集性，酸援集性

はよく保たれている。

2. 粘性集落をつくる肺炎梓菌が Vi染色により所語

爽膜を著明に証明し， トリバフラピンによく燦集する

にかかわらず酸凝集を起きない。

3. E. coli 0-1より 0-24迄の24株についてトリ

パフラピン凝集性と Vi染色による安東氏の所謂爽膜

を証明することの2現象を検査したととろ， 11株は2

研究費に負う所が多い。結に感謝の意を表する。
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VI Sh.flexneri及びその変異菌とSh.boydii, Alkalescens-

Di spar及びE.coliO“＇19との抗原的関係について

細菌部徴生物課 中 キナ イ中 戚i

Flexner群赤痢菌が他の腸内細菌と抗原的関

係があるととについては諸学者の報告がある。就中，

Wheeler 1）はSh.boydiiとの関係につき， Madsen

其他町めは Alkalescens-Dispa:rとの関係につき，

叉，Ferguson等 4),Silbe:rstein引Mackie•), Ewing 

等 7）はE.coliとの関係について報じている。

私はさきに Flexner群赤痢菌を赤痢菌抗血清を加

えたプイヨンに培養するととにより多様の抗原的変異

株を出現せしめ，叉，之等変異株の生物学的'I生状と変

異との関係について一連の研究を報告し・た。ゆ）HJ）斯く

して得られた変異株が他の腸内細菌と抗原的に如何な

る関係を有するかは実際上腸管病原薗検索に当っても

充分承知しておかねばならぬ重要な問題である。この

報告はこれについて私の得た実験結果である。

なおζの要旨は昭和28年6月第3回日本細菌学会関

東支部例会で発表した。

1. Sh. boydii 5に対目する提集友町、

Wheeler l）は Flexner群と Boyd群の聞に弱し、

ながら抗原的関係のあるととを述べている。第1～3

表に掲げた Flexner群赤痢菌の原株及びその変異株

28株についてBoyd群多価血清で「ためし錠集」を行

ったところ，よく錠集する菌が多く，殊にJI~：目I掛こよ

く凝集した。次にBoyd群の各々の血清で「ためし探

集」を行ったととろ，.Sh. boydii 2及び Sh.boydii 

5，殊に後者によく探集した。なお，抗血清は予め56°c 
30分非働性とし，録集価2560倍乃至5120倍のものを20

倍稀釈して用いた。

次に Sh.boydii 5抗血清〔錠集価5120倍〉に対す

る定量凝集反応の結果は策1表の如くである。録集反

応は予め56°C30分非働性にした抗血清を用い， 52°c 
12時間恒温槽に入れた後1晩室温に放置してから結果

を観察した。

表のとおりE相菌は保存株，新分離株共にSh.

boydii抗血清に対する説集価の高いものが多い。Sh.

boydii 5抗血清を Sh.flex:neri var. Y (Ew。13)

で吸収すると，之等のE相I岩は錠集しなくなる。即ち

との援集素を吸収する能力があるものと考えられる。

対照として免疫前の血、諸に対する銀集反応を行った

が，第2表の如く E相菌に20倍乃至40倍迄鏡集ナるも

のがあったが， 「ためし鏡集」ではすべて陰性であっ

たち叉，家兎免疫に際しては予め免疫前の血清に対し

て Flex:ner群殊にそのE相菌を用いて「ためし銀集」

を行い，之に凝集しないことを確認した。逆に抗原と

して Sh.boydii 5の 100°c 60分加熱菌を用い，第
1表の諸T~株の抗血清に対ナる定量鏡集反応を行った
ととろ殆どすべて20倍にも凝集しなかった。（表省！II各）

即ち Sh.boydii 5とFlexner群のE相菌とは交叉

鏡集反応は成立しなかった。

2. Alkalescens』isparに対する蝿集友応

Madsen 2）によれば Flexner群と Alkalesce・is-

Di spar との抗原的関係については多くの報告山川

町，12),1'1）がある。そして Stuart等11）によればとの

抗原的関係は AlkalescensのC因子によるもので，

Ferguson等めによれば，とのととは Flexne:r群多

価血清を用いる場合には診断に困難を来すことがある

としている。

そこで A1kalescens-Dispar1より 8迄の抗血清の

20倍稀釈血清で， Flexne:r群の各種菌型について

「ためし凝集」を行ったととろ， Alkalescens-Dispar 

1から 7迄の抗血清に凝集するものが多く，特にE相

菌がよく援集した。第2表の如く， Flexne:r群各種

菌型を抗原として Alkalescens【Dispar1の抗血清

に対する銀集反応成績は， E相菌の方が凝集価が高く

なっている。 （免疫前の血清に対しては殆ど録集しな

い。〉逆に Alkalescens-Dispa:r 1の100。C60分加熱

菌を抗原とし， Flexne:r群各種抗血清に対する凝集

価は必ずしもE相菌抗血清に対して高くない。叉，

Alkalescens-Dispa:r 1抗血清をSh.flexne:ri var. 

Yで吸収すると， E相菌に対して説集しなくなった。

3. E.coli O圃79抗血清Iこ対する灘集価

Flexner群赤痢閣と大腸菌との抗原的関係について

は， Ferguson等1;1λSilberstein16), Mackie 13), 

Ewing等7）などの報告がある。 Veazie15）はSh.Boydii

5とE.coli0-79, Sh. boydii 4とE.coliO圃53とが互
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Sh. boydii 5抗血清に劃する灘集友鴎第 1:表
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第 2表 Flexner群赤痢菌の Allmlescens-Disparl抗血清に対する疑集友応及びAUmlescens-

Dispar 1 ( 100° C , 60分加熱菌）の Flexner群赤痢菌抗血滑に対する寵葉友応成績

菌

回I~~r：~ T ~ s ~ l, ~ ~ ~ ~ : ~ 1 ~ I m ~ ~ ~·· : : 
: I ~3! +Ii IE I~ EI; I /VI= I= I= I= I= I= Im I: I~ I= I= ITI 
~I 日＋ Iili I El ~IB 1~ I= I= I= I= ~WW~－！ El El~Wil 

樹ミ

i蒔

, 2!'y, I t:t I m I ::: I t: I ~· I ·~· I ~ I二｜二｜二｜二｜三｜二l::tl++

: I~~~ t~ 1:ilif;h lili I= I ~i = ! filtli JI WI 
出I;a 3! x I ++ I * I m I * I ++ I二｜二｜二｜二｜二｜二l二｜二｜二l二l二｜二｜二｜二 l
:hd:d+l;lml 則m IE I-; I~ I = I 1ム一一（
; I ~ ~ i~ I ili I s I s IE I ~I~ l（~）i川：i川： Ii I~ I ~ I ~ I ~－I ~ 
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( 58 ) 



第3表 E.coli0-79抗血清に対する凝集友応

ι型 1~：120 両足h~i
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に抗原的に密接な関係があるとのべている。前述の如

く，Sh.boydii 5抗血清にFlexner・群のE相菌がよく

諜集するととにより， E.coliO司79の100°G60分加熱菌

で家車を免疫して得た抗血清に対してFlexner群の各

種菌型を抗原として援集反応を実施した結果は第3表

の如くで， Flexner群のE相菌中，殊に Sh.Flexneri 

4のE相菌が強く錠集した。而して，0・79抗血清をと

のよく銀集ずるE相菌で吸収した抗血清にはもはや銀

集しない。叉，逆にとのE相菌抗血清に対して100。C

60分加熱した0-79及び生菌を抗原として定量撰集反

応を行ったが 20倍にも凝集せず，すべて陰性に終っ

た。即ちとの場合も交叉鏡集反応は成立しなかった。

第3表の平松，上方，日田の3株の工相， E相菌の

みならず，マシニット分解，及び非分解の Sh.flex-

neri4の10株以上について，その工相菌と之より変異

したE相菌について比較したととろ，すべてE相菌に

なると著しく疑集価が上昇し，而も「ためし錠集」でも

第3表に示す如〈，工相， E相を容易に区別出来る。

然しとの場合にも例外があって，第3表のマシニット

非分解菌の木村株（当研究所分離〉は「ためし援集」

で Sh.flexneri var. Y＇に相当するが， 0-79抗血清に

対する銀集価は低く， 「ためし援集」も陰性である。

而して，工相菌で今まで「ためし銀集」で0-79抗血

清に録集しなかったものが探集しはじめた場合，との

菌株を平板に分離培養するととによりE相菌を解離す

るととを認め得た。 Flexner群のE相菌は「ためし

撰集」においては Sh.Flexneri var. X或はvar.Y 

に相当する変異株になるが，交叉援集反応，交叉吸収

試験により，それぞれ抗原的に異るものであるととは

既述の通りであるがめ＇ 9)'10) 0-79抗血清を用し＼下た

めし援集」で Sh.flexneri var. YのうちSh.flexneri 

4に由来するものを他のものから或る程度区別出来る

ととは興味あることである。第3表のマシニット分解

菌のうち， Ew.13株は Ewing標準株のSh.flexneri 

var. Y であるが， この Ew.13株は640f吉迄援集ず

るととから， Sh.flexneri 4より変異したものではな

かろうかと思われる。

なお Ewing標準株を抗原として， Alkalescens-

Dispar 1, E.coli 0-79, Sh. boydii 5抗血清に対ず

る媛集価，及び Alkalescens-Dispar1, E.coli 0-

79, Sh. Boydii 5の100。c'60分加熱菌を抗原として
行った Ewing標準株抗血清に対する探集価は第4表

及び策5表に示しとおとりである。

~Ila 11b r~i~ 1~1！ ~b 1~1x1 y ~lk. －~：：~16~1~＂ 1~~Lii5 
（註〉 凝集価20倍未満はOとする。

~~a:1 ~111 ~1 け；IHI日

原上の変異を中心として生物学的性状，

病原性などについて観察してきた。

実地に赤痢菌を検索じ菌型を決定する

には「ためし凝集」による場合が多い。

「ためし諜集」と定量援集反応を比較対

照した結果からすると定量錠集反応で80

倍迄録集するものは「ためし説集」でも

銀集が認められた。

者 援 然し前記諸実験の表でもわかるとおり，「ためし凝

細菌の変異を研究するには，細菌の形態，物理，化 集」でよく銀集するにもかかわらず，e定量鏡集で極め

学的性状，免疫学的性状，生物学的1生状，病原性， a て低い探集価を示したり，定量銀集でかなり録集ずる

Bacteriophageに対する態度，発育増殖に関すると にかかわらず， 「ためし援集」で錠集しなかったりす

と等， 色々の観点から考えなければならない。 私は る。しかも常に一定の成績を示すとはかぎらない。従

Flexner群赤痢菌に関する一連の研究において， 抗 って之等の表（第1表乃至第3表〉の結果も常に一定
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したものではなく多少の動遣はまぬかれない。 叉，

「ためし探集」で凝集の程度に差があるようでも定量

凝守反応を行うと両菌の聞に凝集価にあまり相異がな

いととがあり，叉， Flexner群の型血清を作る場合ラ

吸収した当座は他と類属がなくても，しばらく日時が

たってから使用すうると他型菌やE相菌と類属が出て来

たりするととを経験している。

以上の事実は菌型決定の際困惑する原因となるもの

である。

健康家蒐血清の中には Stamp& Stoneの α抗体

(Alpha）があり 15），免疫前の血清ですでに可成強く

赤痢菌を銀集させる血清があるので赤痢菌殊に Flex-

ner群の因子血清を作る場合に当惑する場合がある。

予め免疫前の血情を充分採取しておいて所要の菌につ

いて予め凝集性を確めておくととが望まれる所以であ

る。

本実験によれば， Flexner群の菌と Sh.boydii, 

支
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VJJI 都内における「ネコ」の寄生虫について

細:i菌部寄生E虫課千

池

種

野秀夫

沢茂

村次子

昭和29年 1月細菌部｛量生物課において「ネコ」の細

菌学的検査を行ったので寄生虫も同時に検査するとと

が出来た。次に其検査成績について報f号したいと思う。

検査に用いた「ネゴ」は主として杉並保健所の協力

を得て集められたもので調査区域は殆どが杉並区内の

もので板橋保健所管内よりは数匹送られたのであった。

総検査数は150余匹だったが，そのうち寄生虫の検査

の出来たものは堆49匹，雌90匹，合計139匹であった。

体重は 1fil台のもの47匹， 2Jt王台のもの68匹， 3FE£台

のもの 29匹， 4屯A台のものは最も少く僅か8匹にナ

ぎ

検出された寄生虫は4種類であった。そのうち最も多

かったのは畑虫で54匹を検出し 38%に当っている。

叉十二指腸虫卵は9匹で6.47%に当っている。その外

条虫類として肥顎条虫は5匹で3.59%，瓜実条虫は2

匹で1.43%を検出した。なお1匹にて2種類を保有し

ていたものが雌堆各1匹づつあった。

内よりの糞便を集卵；去に上つて鏡検したもので検査成

績は次の如くで『ある。即ち検査件数は139匹であって，

長官官%同I~酌

即ち発見したのは次の4種である。

1. Toxacara .cati 姻虫

Ancylostoma Caninum 十二指腸虫

Taenia taenial formis 

Dipgidimm Canimum 

之を雌雄別及び虫卵別に示せば

肥頚条虫

瓜実条虫

54 

9 

5 

2 

堆（州沖叫 rn ＼吋 3 16. 251 2 ¥4.161 I ヘ i11.111 I 

杉雌l科451仏51 35 139. 31 5 15. 6 I 3 13. 371 2 12・ 11日 2j 313. 37 

並計い371仰 61 5313叫 8 15. 831 5 (3. 721 211. 2 11. 45[ 3 ¥2.18 

板、：I ~I ~I ~~1 1 I I 1 I I I I I I I I I 
橋計i21 2j刈 1I I 1) I I I I I I I I 
堆 I~：l 沖8.9 18136・1) 4 's.16 2 !4. 08) I I 1 !2. 04 I 

A- 雌 I901 4叩・1! 36 ¥4o I 5 '.5.o5 3 ;3・叫 2 12・02 i i. 01 3 I 
計計 11391吋0.3j 541ぉ.sj 916・471 5 )3. s9) 2 Ii. 431 2 Ji. 431 31 
由来「ネコ」の多数の寄生虫検査の報台は少いようだ

が，昭和28年7月，徳島大学医学部病理学教室，森川

教援の報告によると徳島県において行った成績を次の

如く報告している。即ち「ネコ」は最も家庭的な家畜

である以上，其地方の保虫宿主の状況が一部なりとも

判明することが出来ると言はれている。同教授の行っ

た「ネコ」の，検査数は17匹で，発見されたものは 10種

類に及び次の如くである。

( 63 ) 

Toxacara cati 
Ancylostoma caninum 
Taemia erassieollis 
Piphyllobothrium manoni 
Pipylidium caninum 
Metagonimus yokogawai 
Metagonimus takahashii 
Heterophges nocens 
Pygidiopsis summus 
Clonorchis sinensis 

日~

5 129.4 

11 5.9 

4 123.5 



以上の成績を見ると徳島地方の「ネコ」の成慣の特筆 の成績は畑虫が最も多く 139匹のうち54匹で38.6%

すべきことは吸虫類の多いととである。 に当り，次に十三指腸虫は9匹で6.47%，肥顎条虫

即ち肝庇虫（17.7%）及び異形吸虫（47%）横川吸 は5匹3.72%，瓜実条虫2匹で1.43%に当っている。

虫（5.9%）高橋吸虫（35.3%) Heterophges nocens 2. 検査の結果線虫類が最も多く一部に条虫類を発見

(23. 5%）及び Pygidiopsissummus (17. 7%〕を したが吸虫類は検出しなかった。

検出している。 3. 体重は2斑台のものが最も多かったが，中には

結 論 4,590 斑の様な大きなものや0.95]ifの様な小さいも

1. 検査を行った「ネコ」は都内特に杉並保健所管内 のも数回あった。

及び板橋保健所管内一部について検査したが，検査
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IX 西洋料理店における生野菜の

寄生虫卵検査について

千野秀夫

細菌都寄生虫課池 沢 茂

都内の一般洋食店にて使用する生野菜，レタス，キ

ヤベy，セロリ，チシャ等は必ずしも清浄野菜を使用

しているとは考えられないので，之等野菜を都内8保

健所，荏原，盤町，立川，入王子，西多摩，武蔵野，

小石川，板橋の各保健所に依頼し収去してもらったも

のについて，昭和28年11月から昭和29年3月に至る間，

生野菜5種66件，ツマ及びヤグミに用いる大根，葱，

セリ，三葉，にぎり寿司にそえる笹の葉等5種目件に

ついて検査を行ったのでその結果を報告したい。

検査の方法及び其の成績は次の如くである。

検査方法

生野菜は何れも清浄なる7]¥.1, OOOccをスれた一定の

容器中にて清海な刷毛をもって葉部及茎部を可噂に洗

浄し， 1,000ccスりの円錐形ガラスコップに 1枚の金

網にて鴻過し， 1昼夜放置し翌日底部の50ccを残して

上澄をすて，之を50cc入りの沈殿管に移し蒸溜水を加

え， 1,500～2ラ000回転で3～5分間沈殿し，沈査に比

重1.250前後の硫酸マグネシウム溶液を注加撹持し，

再び遠心沈澱して之を静かに取り出し，ピペットをも

って沈殿管の表面が少しく隆起する迄硫酸マグネシウ

ム液を注加し，デッキグラス（18mm～24mm）をの

せ， 20分～30分開放置したのち静かに取り上げオベグ

トグラス上に移す。標本は何れも同一材料より 3枚っく

り鏡検した。

椋査成績

別表の如く西洋料理店における生野菜10種につき検

査を行ったが，其回数76回に及び虫卵の発見回数は9

回に及んだ。

小島智恵子

この虫卵の附着率は全体の11.84%に当っている。

鏡検の結果は蜘虫卵最も多く，13箇のうち，受精卵7箇

を検出した。受精卵のうち単細胞4箇，桑実卵2箇v

仔虫卵1箇，不受精卵6箇を検出した。なお受精卵は

何れもズ、ダンlIIにて染色の結果，生存している事を認

めた。叉鞭虫卵はパセリより 1笛検出し，鴎虫卵は同

じバセリより 2箇を認めたが，鈎虫卵は検出しなかっ

た。なお肴屋より収去せるもののうち大根は千本切り

としてきしみのつまに用いるもの6件であったが，虫

卵は認められなかった。叉葱はそば屋で用いるヤグミ

であって，虫卵は認めなかったが，板橋保健所より提

出されたものに「ダニ」 1箇を検出した。叉西多摩保

健所より提出の笹の葉より畑虫卵（受精卵〕を検出し

たが，之は風塵によって汚染されたものか，或は器物

の汚染せるものより附着されたものと想傑される。

検査成績は別表の如くである。

結語

1. 都内西洋料理店にて使用する生野菜を8保健所の

協力により提出されたものにつき検査した結果 76件

中虫卵の発見回数 9回に及び虫卵の附着率 11.84

% 検出率を見た。
2. 生野菜のうち，虫卵の検出率の最も多ったものは，

バセリで27件の陽性率を見， 22.21%に当っている。

3. 検出の結果畑虫卵の検出が最も多く17。1%に当り

鈎虫卵は認められなかった。

4. 以上の成績から見て8保健所管内の生野菜の虫卵

附着率は平均11.84%にして，必ずしも清浄野菜のみ

使用しているとは考えられない。
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西洋料理店における生野菜の寄生虫卵検査成績

保健所名 種 類 検査回数 数量 卵 卵付着率
発見回数 姻虫卵 I鞭虫卵｜｜十腸二虫F~8 I 1其の他

荏 原 キヤベ y 3 105g I 。 。 （－〉 （－〉 （－〉
麹 町

一一一 葉 1 211 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
II 青 葉 1 911 。 。 （－〉 (-) （－〉 （－〉
／／ キャベヅ 5 7411 。 。 （ー〉 （－〉 （－〉 （ー〉
／／ チ シヤ 1 411 。 。 （ー〉 （－〉 （－〉 （－〉

立 JI I キャベツ 5 342ノ／ 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
／／ レ タス 7 4:03 II 1 14:.2 不受精卵1 （－〉 （－〉 （－〉

／／ ノ4 セ リ 9 76.811 1 11.1 不受受精精卵卵11 （－〉 （－〉 ！暁虫卵1

八王子 キャベヅ 1 136 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （ー〉
／／ レ タ ス 1 9 II 。 0 c一〉 （－〉 （－〉 （－〉
／／ ノ4 セ リ 1 13 II 1 100 l不受精卵1 （－〉 （－〉 （－〉

西多摩 キャベツ 5 44311 工 20.0不受精卵1 （－〉 （ー〉 （－〉

／／ ノ〈セ リ 3 Z守II 2 100 不桑受受突精精卵卵卵1~ （－〉 （〉 （－〉

／／ 笹 1 10 II 1 100 受精卵1 （－〉 （一〉 （－〉
／／ 葱、 1 4511 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （ー〉

北（第多三摩） キヤベラF 1 7 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
II ノ〈寸z リ 3 33 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
／／ 大 根 3 22 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
／ノ セ リ 1 ヲII 。 。

受（精1〔〔卵仔ー〉〉〕2 

（－〕 （－〉 （－〉

小石川 ノ、ミセ リ 7 75 II 1 28.6 （－〉 （－〉 （一〉
／／ キャベツ 2 20 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉
II チ シヤ 2 73 II 。 。 （－〉 （ー〉 （－〉 （－〕

板 橋 大 根 3 73 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
／／ バ セ リ 4 69 II 1 25.0 不受精卵1 1 （－〉 院虫卵1
／／ キャベヅ 3 166 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
II ボウ フ 1 411 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 （－〉
／／ 葱（ヤグミ〉 1 50 II 。 。 （－〉 （－〉 （－〉 く－〕

＼ 

8保健所計 76 2097.Sg 9 %
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x 都市道路上における寄生虫卵検査成績附土壌検査方法

細菌部寄生虫課今 園 義盛

緒
弓三子
c:=ョ

回虫の感染経路として生野菜，漬物等が重要なる役

割を将ナ事は今日異論のない処であるが，季節的には，

風塵からする感梁も亦之に勝るとも劣らない意義を有

している。人糞を施肥した畑，実圏等から吹き上げら

れる風塵に，多数の寄生虫卵が含有されている事は当

然考えられるととろである。筆者は先に洪水後の都市

道路上から多数の寄生虫卵を検出報告したが，今回都

市道路上で汲取桶を集積ナる場所の土壌，塵挨を検査

した結果其処を中心に甚だ濃厚に寄生虫卵特に回虫卵

が存在している事実を知り得た。叉土壌，塵：挨の検査

に WildmanTrapflaskを使用集卵を行い好成績を

得たので併せ報告する。

検査場所（第1表〉

文京区内で平常汲取桶を集積する10ヶ所の道路上の

土壌を採取検査した。

検査方法

検査場所地表約30～40糎平方から約50瓦の土援を採

取， 細目の金網で簡い大きな爽雑物を除き， 30瓦を

Wildman flaskにスれ水道水を加え良く撹持暫次放

置後上澄を捨て，之に25%のアシチホノレミシ液を加え

撹持放置する（5～6時間〉。之は畑虫卵の蛋白膜に徴

細なる土壌，塵換の粒子が附着し，集卵に支障を来ナこ

とを虞れ，アンチホノレミンで蛋白膜を除く意味で処置

した。次いでアンチホルミンを全部捨て，之に比重約

1.290前後の硫酸マグネシヤ溶液を加える。此の際プ

ム栓を引上げ，栓上約7.Scc余る程度に液を加え，一昼

夜放置，其の聞ときどき撹持後静置する。次いで液が動

揺しない様に中のプム棒をflaskの口まで引上げ、固定

させ，栓上に溜ったj夜を大型沈殿管（50cc）に約3cc 

宛取り，比重を落す目的で水を一杯加え，遠心器にかけ

虫卵を沈澱せしめ，沈査全部を標本に作り検鏡ずる。

検査成績（第2表〉

検査の結果1.0ケ所全部の場所から回虫卵を証明し，

最高57個，最低3個で合計268個を検出した。仔虫卵

合計58個（21.6%），特に 1ヶ所からは21個の仔虫卵

を認め，大部分は卵内仔虫の運動を認めた。単細胞卵

166個（61.9%），桑実期卵36個（13.4%），変性卵7

f固9 昨l叫期卵1個，鞭虫卵29f固を認めた。

君 察

文京区で旧小石川区内の尿尿処理について調査する

に（昭和28年末〉芦数約209000芦，人口約1009000人で1

ヶ月間の尿尿処理量は，多期夏期を通じ若干の相違が

あるが大体79700石～89000石で，都清掃部直営汲取が約

99000～9ぅ100戸で約69700石～79000石，農村還元カ：；19400

戸で，980石～1,000石前後で他は水洗式で約9,500戸で

ある。小石川清掃部では1組6人で4組24人が汲取作業

に従事・し3別表検査場所の外，汲取桶を道路の便利な場

所に集積し，トラヅグに移替る。トラヅグは20石～22

石積4台で運搬している。汲取った廃尿は農村還元，

海洋授棄，下水放流等の処分方法を行っている。問題

は汲取桶，杓子等であるが，農家から汲取りに来て使用

しているものは，割合に外部は良く洗練されている。

之は個人の私有物である事と毎日使用するので，農村

の小川等で喝容易に洗百廃される便があるためであろうが，

清掃部使用のものは外部に甚し〈糞便が附着不潔な容

器を見受ける事がある〈写真〉。之は汲取及びトラ yグ

移替作業時に汚染されるもので，充分な洗練が出来な

いため，次々に汚れるものと考えられる。限られた人

数で大量の民尿を然も一定期間に処理せざるを得ない

現状では容器の汚染も無理からぬ事と考える。不潔な

汲取桶を集積する道路が人糞で汚染される事は当然で，

之に寄生虫卵が含まれていれば共処から雨水や風塵で ／ 

市街地に広く撒布されることは容易に想保される処で

ある。ー小石川区内でかくの如き状態であるので，都

内全域で取扱う尿尿量からして，その結果は押して知

るべきである。

結語

都内道路上で汲取桶を集積する場所の土壌を検査し

た結果。

1) 汲取桶を常に置く場所を中心に寄生虫卵特に自国虫

卵，鞭虫卵が濃厚に存在する。

2) 畑虫卵は感染可能な仔虫卵が多数見出された。

3）土壌の検査に WildmanTrapflaskを使用，虫

卵を浮遊せしめ，更に沈殿して検査する方法が可成良

好な成積を得た。

以上の事から都市における姻虫感染は人糞汲取及び

運搬作業中における道路汚染も重要なる一因子となり
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XI 姻虫卵｛専播者として犬及び鶏

細菌部寄生虫課今 園 義盛

緒言

人糞を喰う動物，昆虫等が人糞と共に阻虫卵を体内

に取スれ，消化管を通過，自然界の随所に撒布すると

とは古くから考えられ，之に関する報告も多い。

久保（1913），安藤，岩橋（1923），越智（1932）等は各

種の蝿，森下（1926), Macfie (1922）等はプキブリ

について，之等の昆虫が人糞と共に姻虫卵を摂取，一

部の虫卵が，昆虫の消化管を損傷を受くる事なく通過，

生存していることを報じている。

叉動物については， Otto(1931）が家鶏の糞便内に

人の姻虫卵を認め，犬，猫等の消化管を通過したと称し，

岩橋（1924）は小数のネズミの糞便を調べ，若干の姻

虫卵，鞭虫卵を見出している。最近情7k(1952）は東

京都内で捕えた Fプネズミ 165匹中， 75匹（45.5%)

の糞便内に畑虫卵を見出し，東京都内に棲むドブネズ

ミが畑虫卵撒布者として重要なる意義があると称して

いる。筆者も衛生研究所三河島分室に集まる多数のド

ブネズミの腸内容から畑虫卵，鞭虫卵を見出している。

山口（1953）は四国でネコ，イタチ，犬等を調べてい

るが，一部吸虫卵を証明し，人の姻虫卵等は証明してい

ない。叉吾々の所でも 139匹のネコの腸内容を調べた

が同様吸虫類卵を一部認め，人の姻虫卵は検出出来な

かった。

筆者は人糞を喰う家鶏及び犬について，之等の動物

が姻虫卵撒布者として如何なる意義を有するやについ

て検査を行って見た。

実験方法

1）家鶏についての実験

白色レグホン種♀5匹に，豚畑虫卵（受精卵〉の新

鮮な濃厚浮遊液をピペットで2,0ccづっ鶏口に注スし

た。卵浮遊液に予め食紅で着色し，卵が鶏消化管内を

通過排、准するのを観察するのに便ならしめた。

椋査成績

姻虫卵を与えてから12～15時間後に排世され着色し

た鶏糞を採取，塗沫，一部集卵で検査した結果，阻虫

太田浩

池沢茂

卵は殆んど何等の損傷を受くる事なく排出された。叉

之を瓦培養によって12-15日で完全に仔虫に発育する

のを認めた。 （第1表〉

第 1表鶏糞の検査

開番号［実験動物｜型車盟諸虫調培 養

19521 1 
9.28 白色レグホシ♀ 丸Occ「需野

12-15仔日虫
殆んど

II 2 ／／ ／／ ／／ ／／ 

／／ 3 ／／ ／／ ／／ II 

／／ 4 ／／ ／／ ／／ ／ノ

II 5 ／／ ／／ ／／ ／／ 

2) 犬についての実験

犬が新しい人糞を喰うことは良く知られる処で，人

糞中に姻虫卵が含まれていれば当然犬の消化管にスる

訳である。犬の体内に摂取された阻虫卵が如何なる状

態で排征されるか，叉東京都内の野犬が人の岨虫卵を

保有しているや否やについて，都内で

犬の腸内容，及び、者E内で見出した犬糞の一部を検査し

て姻虫卵の検索を行つた。

実験方法

1) 姻虫卵を多数保有せる小児の便をパシにスれ犬に

与え，一定時間後排j世された犬糞を検査，之の一部

を瓦培養して発育を観察した。

2) 三河島中央野犬抑留所で‘薬殺した野犬の腸内容を

採取検査した。

3) 街路で見出した犬糞を採り検査した。

椋査成績

犬に姻虫卵を与え，排准した犬糞を検査した結果， i掴

虫卵は一部蛋白膜を欠除するが殆んど損傷を受くると

となく犬の腸内を通過，之を瓦培養した結果，約15日

で大部分仔虫に発育した。 グ

野犬抑留所で薬殺した犬の腸内容を70頭の犬につい

て検査した結果，犬鈎虫卵36匹，犬鞭虫卵15匹，犬畑

虫卵12匹を認めたが，人の畑虫卵と思われるものは検

出出来なかった。 （第2表〉

c 69 ) 



第2表薬殺した野犬の便検査

検査月日｜犬の番号｜ 犬 鈎 虫 NP 犬 鞭 虫 N8 犬 自国 虫 卵

1952 
1号～10号 4号， 7号， 10号 3匹 4号， 5号， 7号， 10号 2号， 7号2,23 

3. 2 11号～20号 11号， 13号， 14号， 19号 4匹 18号 15号

3. 9 21号～30号 22号， 28号 2匹 22号， 24：号， 27号 22号

3.16 31号～40号 36号， 39号， 4:0号 3匹 38号， 40号 36号， 40号

3.23 41号～50号 47号， 48号 2匹 48号 41号， 44号

3,30 51号～60号 51号， 53号， 54号， 57号 4匹 55号， 57号 51号， 53号， 55号

4,13 61号～70号 ~~号号: ~~号号: ~~号号: ~~ 号号 8匹 62号， 67号 68号

註・・・・・・数字は検査した犬の番号。

街路で見出した5個の犬糞中犬鈎虫卵3個，鞭虫卵 となく之等動物の消化管を通過し，糞と共に自然界に

1個を検出した。 撒布され，仔虫卵に発育することが実証きれ，之等の

結 語 動物も亦自国虫卵j散布者として意義が為るものと思考さ

以上の検査成漬から犬及び鶏が畑虫卵を含む人糞を れる。

喰った場合は，畑虫卵は殆んど何等の損傷を受くると 女 献－－－－－－略
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XlI 八丈島における姻虫の感染について

細菌部寄生虫課今 園 義 盛

入丈島三根小学校蛸井 きく江

緒百

八丈島は年聞を通じ気候温暖で且つ雨量多きため，

多期でも野菜，草花等が栽培されている。土質は火山

岩からなる砂質で：7j＇（分の吸収よく，風が強い割に殆ん

どはとりが立たない。島民の大部分は農業で一部半農

半漁を業としている。土質の関係で末吉村のー官官を除

く外，米麦等の収穫は殆んどなく，一般に甘藷が多く栽

培され叉之が多く食べられている。衛生状態は必ずし

も良好とは思われず，掌童の栄養体格等も一般農村に

比し低下にあったが，最近栄養その他生活改善の指導

によって漸次好転しつつある。

1. 皐童椋｛更

三根村で第1回昭和27年1月全校学童の検イ更を行っ

た。検査方法は塗沫法で行った。

成績は第1表の如く畑虫最高3年2組の74%，最低

6年3組の43%で可成高率を示した。直ちにサントニ

ン錠（1錠o.02g）低学年1～3年2錠宛2回，高学年
3錠宛2回服用させ，再検使を同年2月行った結果表

の如き成績を得た。即ち最高4年l組の64%，最低3

年1組の30%で前回より明かに低率であったが満足な

第 1表

学級名｜｜昭1和27年月 ｜｜駆虫｜｜昭2和27年月 ｜｜学級名｜｜昭5和28年月

1～1 63% サ 64% 

1～2 70% ン 39% 2 78% ト
2～1 64% － ー 52% 3 63% 
2～2 69% ン 53% 4 74% 

3～1 71% 2錠2 30% 2～1 78% 

3～2 74% 回錠 50% 2 58% 

4～1 64% 3～1 55% 

4～2 68% 同3 50% 2 74% 

5～1 63fo 50% 4～l 51% 

5～2 剛警 32% 2 54% 

5～3 間% 回 52% 5～1 54% 

6～1 60% 2 39% 

6～2 釘% 6～1 54% 

6～3 43% 2 46% 

る結果は得られなかった。此の理由は服薬の際充分な

る注意が行われなかったととと，下剤を使用しなかっ

たために駆虫効果が現れなかったものと考えられる。

即ち各学童に自家に持ち帰らせたために夕食後直ちに

服用した例等があった。続いて昭和28年5月第3回の

検便を行った結果第1表の如く最高1年2組と 2年1

組の78%，最低6年1組の39%で1ヶ年で殆んど駆虫

前と同様の寄生率を示し，再感染が著しく速くかっ高

いことを知り得た。もっとも此の内高率を示した 1年

生は新ス生でー前年度駆虫を行わなかったものである。

一方八丈島における姻虫の感梁経路を知るために学

童の爪垢，教室其の他の塵挨，漬物等を検査した。

2. 爪掘の検査

1年より 6年迄122名の手指爪を各自 1人宛切取り，

10%のアンチホノレミン液で爪垢を溶解検査した結果，

全員陰1生であった。検査が1月であった為，児童が土
壌にふれるととの少い時期であったので，特に少かっ

たのかも知れない。

3. 教室の塵挨の検査

教室の外31ケ所の塵挨検査中3ケ所に7個の畑虫卵

と， 5個の！廃車卵を認め，他の小学校教室に比し著し

く少い。この事から八丈島においては姻虫卵が雨水や

流水叉は風塵履物等によって広く撒布されない事実を

知ることが出来る。

4. 漬物の検査

漬物は食べる直前のものを検査しなければ意味がな

いので，予め学童に予告することなく，昼食に持参し

た弁当内の漬物を集め検査した。検査は漬物を水にゆ

すぎ出し，遠心沈澱して検査した結果， 21名中5名に

15個の畑虫卵を認め，特に3名の漬物からは仔虫に発

育したものを見出し， 1名からは6個の仔虫卵を検出

した。漬物はキャベツ塩漬3名，菜葉塩漬（一夜漬〉

2名であった。（第2表〉

5. 畑土壌の検査

人糞を施肥した事の明かな畑土を検査した。甘藷畑

150瓦の土壌中畑虫卵22個（単細胞16個，桑実期2個，

仔虫卵4個〉馬鈴薯一部なつぱ畑土100瓦から計15個
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第2表 （昭和27年5月〉

番号｜学年｜漬物品名｜目方 l成 績

1 2年 キャベツ塩漬 5.0g 姻虫卵（単〉 2個

2 ／／ 大根味噌漬 7. 0 II （－〉
3 ／／ 大 根塩漬 10.0 II （－〉
4 ／／ 福 神 漬 3. 0 II （－〉
5 4～1 キャベツ塩漬 10.0 II 自国虫卵（仔〉 1個

6 ／ノ ナツ葉 ／／ 7. 0 II (-) 

7 ／／ ／／ ／／ 14, 0 II 畑虫卵（単〉 4個
8 ／／ II ／／ 1. 5 II （ー〕
9 ／／ 大根葉根共M 5, 0 II （－〉

10 λy II ／／ 7. 0 II （一〉
11 ／／ ／／ ／／ 2.0 II （ー〉
12 ／／ ノ／ ／／ 1. 5 // （一〕

13 ／ノ ／／ ／／ 2.0 // （一〉
14 ／ノ キャベツ ／／ 12.0 II 畑虫卵（不受精卵）1個
15 ／／ ナツ葉 ／／ 5, 0 II （一〉
16 ／／ 3.0 II （－〉
17 II 

18 ~6～2 大根塩漬 14, 0 II （一〉

19 II ／／ 6.0 II （一〉

20 II ナツ葉 が 12. 0 II （一〉

21 II ／／／／  3. 0 II （一〉

第 3表 八丈島で年間栽培又は販費されて居る野菜

野菜干重類

きゃべっ
小松な

大根
白菜

ほうれん草
ねぎ
1J1 bl .)'. 
人参
牛芳

なす

きうリ
とまと
馬鈴薯
甘薯

の姻虫卵（単細胞14f固，仔虫卵1個〉を検出し，畑，

菜園土壌には多数の姻虫卵を含有している事を知る。

5. Z根村の里子葉

三根村で主として栽培され，使用されている野菜は

第3表のとおりで，キヤベヅ，大根葉，なつぱ，ねぎ，

かぶ等は殆んど年間を通じて見受ける事が出来る。そ

の他人参，ごぼう，玉ねぎ，馬鈴薯等も多く使用され

ている。之等のうち大根葉，小松菜，キヤペツ等は塩

漬，一夜漬等にして盛に食べられている。肥料は主と

して自家の人糞を使用している現状である。

結語

以上の成績から八丈島三根村附近における姻虫の感

染は主として，野菜、漬物からなされると考えられる。

即ち尿尿処理の不充分，加えて気候温暖且つ降雨多き

ため野菜は年間栽培され，且つ畑虫卵は年中感染可能

な仔虫卵に発育出来，其の上水の不足で野菜洗j僚の不

充分，生活環境の不潔等からして感染は尚更高率に且

つ速かなものと考えられる。

女献，.....略
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X][ 昭和28年度臨床試験諜の研究業績について

細菌部臨床試験課、柳 沢 文 正

昭和28年において当課の行った業績は下記のとおり

で，其の研究の主体はカルシウム及びマグネシウム代

謝である。その測定法は既に前年報で報告した，余の

作製した柳沢法を用いて行ったものである。本法は海

外においても追試され1953～1954米国 Frederation

Proceedings において Carson氏等により発表され，

その正確さが立註された。

1. 「鉱水 e食品の Ca及び Mg簡易新定量法」

第24回日本農芸化学会大会〔於東京大学農学部・ 4

月4日〉

柳沢文正りつ

工．鉱 7jl(

柳沢法を用いて比色計を用いず大略の硬度を知る方

法で~る。

試礎

1. 0. Oll＼在グロ｛ノレブエノーノレアヅジオキシナフタリ

ンジスノレホン酸ソ｛ゲ溶液

2. lN NaOH溶液

3. 硬度 D.H.5度の標準溶液（ lml中Ca33.04γ〉

4. 代用標準溶液（フグシン 0.3gとメチレシプラ

ウO.lgをアルコ｛ノレに溶しlOOmlとする。更にとの

lmlをアノレコ｛ルで 150mlとする。

貴施

試薬（1)lmlを試験管にとり試薬（2）を lml加

え全量を蒸溜水でlOmlとする。標準溶液lmlを加

えると赤くなる。他の試験管には同様に試薬（1))(2〕

を加えてう被検水を赤変するまで比較しながら加える。

計算

硬度＝ 一三一一一一
加えた被検水量

尚代用標準液を用いると，槌色しないので便利であ

る。

JI.食品の Ca及び Mg定量法

法の如く食品を友化して，稀塩酸で溶解し，その稀

釈j夜を用いる。との場合 O.lml中 CalOy前後にな

る様稀釈する。

試襲

1) 2.5×10-4Mグロ｛ルフエノ｛ルアヅジオキシ

ナフタリ L，ジスノレホン酸ソ｛夕、、溶液

2) 0.2N NaOH溶液

3) lON NaOH溶液

4) Ca及び Mg標準：容液（lml中 Ca2,0γ，lml 

中 MglOr) 

費施

標準溶液を用いて予め標準グラフを作成する。即ち

lml中 Ca20γ液 0)0.1, 0.2, 0.3, 0.4, 0.5ml宛

試験管にとり p 全管 0.5mlになる如く蒸溜水を加え

る。更に（1〕の試薬を2ml,(2）の試薬を 2.5ml加え，

零濃度のものを盲検液として比色計により各管の透過

率を求め片対数紙を用いて標準グラフを作成する。

（フヰノレタ ~620m11,)

測定後再び各管に被検液を返し， lONNaOH溶液

0.25ml宛加え暫く放置後，同様に測定し標準グラフ

を作成する。 Mgも同様に行う。

食品の測定は9 前述の被検液O.lmltこ蒸、溜水O。4ml

を加える。盲検液は蒸溜水 0.5mlを用うる。以下標

準グラフ作成の場合同様に実施し，標準グラフにより

簡単に数値を求めるととが出来る。

2. 「カルシウム及びマグネシウム代謝（第3報〉

抗生物質を投興した場合の血清透析i性 Ca及び Mg

の謹動」

第25回日本生化学会総会（於東京大学理学部。 4

月26日〉

柳沢文正・永瀬喜代子・小笠原公別〉

第2報においてピタミシ Ksを家兎に静脈注射した

場合，血清透析性 Caが持続的に増加し，結合型Ca

が獄少するととを報告した。とのととは従来ピタミン

Kにいわれてきた血液銀固因子の~つであるプロトロ

シピシ生成を促進するという考えを新たにし，一つの

新作用機序が怠るものと考える。

生体内のピタミシKは腸内細菌により合成され胆汁

酸に溶解して吸収される。しからば抗生物質により腸

内細菌が抑制された場合は，当然ピタミンKの吸収が

滅ずるものと考え，健康家兎を用いて，オ｛レオマイ

シン，ペニシリン等を注射或は佳口投与し，その血清

につき分析した結果，第1図・第2図に示す如く，明

らかに血清 Ca特に透析性 Caが低下する。 との場

合は腸内細菌数も著明に滅少し，前図の結果と全く平

行する。

c 73 ) 



第4図〉。

即ち家兎に抗生物質を投与すると血清透析性 Caが

獄少する。

抗生物質を投与した家兎にピタミンKを注射すると

血清透析性 Caが低下せず，かえって上昇する。

第3図オー｜ノオマイシン.SOmgを家兜lご技与后
ビタミンl<3~20mg 静脈注射をした場合

第1図オーレオマイシン50m9を家兎に授与した場合
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とのととから腸内細菌とピタミンK合成の量的割合

に密接な関係があると思われる。しかし抗生物質を内

服した家兎に，ピタミシKを注射すると，血清透析性

Caは低下を来さず，かえって上昇する。 （第3図・
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3. 「水質硬度超械量新定量法」

第2回日本分析化学会（於東京工業大学。5月8日〉

柳沢文正5)

従来水質硬度測定には石鹸法， 最近では Schwar～ 

ze:nbach氏の E.T.A。法が行われている。 しかl_

硬水を軟化する方法の吟味として，此等の方法より感

度の高い正確な方法が要求されている。余は先年 Ca

及び Mgの新宮量法を発表LD これが生化学・食品・水

質硬度等の定量に使用されている。向研究の結果事！？定

量法を応用して水質硬度の超徴量定量法を考案した。

方法

試薬 1. 2.5×lQ-41¥在グロ｛ルフエノ｛ノレアヅジオ

キシナフタリンジスノレホン酸ソ｛グ溶液

（プラスモコリシスB （住友化学） 0.1298 gを少量の

稀塩酸で溶解して，蒸溜水‘でlOOmlとする。この10倍

i夜を用うる。〉

2. アルカリ経街液

Sodium Diethyl Barbiturate 1 gを少量の蒸溜

7.Kで

蒸溜水で全量 lOOmlとする O

3. Ca及び Mgの標準溶液

CaC0:1 及び MgS04•7H20 を用いて， Ca 及び Mg

共に 5ml中1γ を含むもの。

標準グラフの作り方

試験管に Caの標準溶液 0,1, 2, 3, 4, 5 ml宛

とり蒸溜水で各管5mlとする。 これは 0,0.2, 0.4, 

o.6, o.8, 1.0γ のCaを含む。とれに試薬（1),(2) 

を各lml宛加え光J電比色計の吸収管に移し，零濃度

のものをガノレパノメータ｛の50%に合せ 620111μ のフ

ヰノレタ｛で3分後各管の透過率を求める。 Mgも同様

に行う。その結果第5図に示す如き標準グラフが作製

出来る。

第 5図の標準グラフを基として，第6図の如き硬度

(CaCQ3 p.p.m.及び D.H.）の標準グラフができ

る。
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費施

被検7.K5mlを試験管に採り，之れに試薬（1),(2) 

各lml宛を加える。以下標準グラフ作製同様にして

透過率を求め，之より硬度を測定する。とれによると

CaC0.1 3p.p.m.では O.Olp.p.m。まで， D.H.は 。6月11日〉
0.0006度まで測定可能である。 ‘ 小笠原会日〉

4. 「動物の血清無機物質について（第I報〉 多くの研究者により動物の血清無機物質の定量が行

主として血清摺Cae綿Mgおよび血清題桁性Ca われ， e中でも血清 Ca測定について多くの報告がある

。透析性 Mg量についてJ が，血清Mgについては 2,3の報告があるに過宮な

公衆衛生院創立第15周年記念学会〔於公衆衛生｜提 い。しかもこれ等は総量のみで，透析性 Ca,Mgに

( 75〕
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ついては未だ発表がない。余は先年発表された血、清透

析性 Caおよび Mgの事！？定量法（柳沢法〉による，

各動物血清の分析結果を報告する。

分析した結果s血清総Ca~こおいてはラモルモツ 1- 9 z<" 

イコグネズ、ミ，イシガメはヒトとほぼ同｛直のlOmg/dl

で，ハツカネズミ；ガマはイ1¥ぃ。ウマ，ウシ，プタ，

ヤギ，メンヨ‘ウ，イヌ，ウサギ、等は 11.2～12.3mg/dl

でヒトより高値である。ニワトリの特：に産卵鶏は高値

であり，スッポン，フナ，カラスへピ等は高い。血清透

析性 Caにおいては，特にスヅポハフナ等が高く，他

の温血動物の約2倍以上である。血清総Mg，透析性

Mg共にスツポシが高値を示す。血清無機Pはプタ，

産卵中のニワトリ，ブナ等が高値で，スッポン，イシ

ガメは低い。特にニワトリにおいて雄鶏叉は休産中の

ものに比し産卵中のニワトリが高値をとるととは晴乳

類と異る点で興味がある。

以上の分析した結果，血清透析性 Caと血清i Ca 

の量比において，ガマの如く例外もあるが，一般に体

温の高い動物は低くラ体温の低い動物は高値を示して

いる。即ち体温の低い動勅程 Caのイオン化が大であ

る。血清透析性 Mgと血清総 Mgの量比ではCaの

場合と逆な結果がいいうる。

5. 「Nitromin静注の血清無機物質の鑓動とビタ

ミン Ks静注の影響について」

第12回東京都衛生局学会（於東京医師会館.6月

19日〉

;WU沢文正・小笠原会7〕

最近異性組織新生病に対する緩和買I]としてナイトロ

ジ、エンマスタ｛ド製剤が臨床的に使用され，我が国で

もナイトロミンと言う新化合物が作られている。との

ナイトロミンの作用機序として，これが腫：傷細胞に障

碍を与えるのはヌグレイン酸に優先的に変化を起きせ

そのために原形質合成を阻害するとされている。余等

は家兎にナイトロミシを注射して，柳沢法により血清

成分，特に Ca及び Mgの変動を検ベ，且副作用緩

和の意味からもピタミン Ksを同時に注射しその結果

を検索した。

第7図・第8図は，ナイトロミン注射により血清齢、

Ca ・透析性 Caが低下するのを示す。 との場合尿中

Ca量は著明に排j世が増加となる。血清Mgは低下する。

第9図はナイトロミンとピタミシ K3を同時に注射

した場合で，血清 Caは低下せず逆に上昇する。即ち

ピタミンKは悪性腫；J}Jjに効果がある報告がらもとの両

者併用がよいと思う。
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第 9 園
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6. 「カルシウム及びマグネシウム代謝」（第4報）

ビタミン D2.投輿の．血清透析性 Ca及び Mgの撞

動」

第70回目木生化学会関東部会（於東京医科大学講

堂。 6月27日〉

柳沢女王＠小笠原公8)

健康家兎にピタミシ D2 （カノレチフェロ｛ノレ〉を投

与した場合の血清総 Ca。透析性 Cae血清総 Mg.

透析性 Mg.無機P及び蛋白の変動を報告する。

ピタミン D210万国際単位では血清透析性 Caが多

少増加するが， 20万単位になると著明に増加する。血

清無機Pは逆相関で怠る。

CaCI2を服用させると血、清Caの変動はあまり変化

ないが，同時にピタミン D2を与えると血清透析性Ca

が増加する。

即ちピタミン D2を投与した家兎の血、清透析性 Ca

は明治、に上昇するが， CaC12を投与した場合は変化が

認められない。しかし CaCI2 と同時にピタミン D~ を

投与すると明らかに上昇する。

7. 「カルシウム及びマグネシウム代謝（第5報〉

尿中の Caイオン及び Mgイオン量について」

第70回日本生化学会関東部会（於東京医科大学講

堂。 6月27日〉
柳沢女正。藤井嘉寿9)

fi~ll沢法により尿中 Ca 及び Mg イオシ量を測定し

た。その結果食物により変動するが，一般に正常尿総

Ca平均 20mg%, Caイオシ7.5mg%，総 Mg7.2 

mg%, Mgイオン3.3mg%であった。

妊婦尿では Caイオシと Mgイオンの量比よりし

て， Mgイオン量が増加する傾向であり，癌患者尿に

おいても同様のととがいえる。叉子供の尿においても

Mgイオン量が高値である。女性尿においては月経前

から月経中にかけて Mg イオン量が増加の傾向で~

－~ 0 
8. 「季節。韓温による血清Ca及びMg量の鑓動」

第8回日本公衆衛生学会総会（於岡山大学・ 9月

9日〉

柳沢文正・新井養老。川路利JI民・小笠原

藤井嘉寿1のの

公・

季節による血清Ca量の変動については，すでに多

くの報告があるが，その論ずるととろ寒暖のいずれが

高値であるか確定されず，血清 Mg• 血清透析性 Ca

e血清透析性 Mgについては，なおさら明にされて

いない。

余等は家兎239羽を用いて，年余に豆り血、清 Ca及

び血清 Mgと血清無機Pを測定した。 その結果これ

等の無機物質が季節によって変動する結論を得たので

報告する。

実験方法は年聞を通じて同一固定飼料を与え飼育条

件の一定下にある健康家兎の静脈採血による新鮮な血

清を用い，また採血は朝食前とし採血条件を一定なら

しめた。 測定方法は血清総 Ca－血清透析性 Ca－血

清総 Mg. 血清透析性 Mg は~~a沢法， 血清無機Pは
Fiske and SubbaRow j去によった。

実験結果は，血、清総、Ca及び血清透析性 Caは夏期

に低く冬期高値で，春秋は平均値に近似値である。

血清給、 Mgおよび血清透析性 Mgは夏期高値で冬

期低く，春秋は平均値に近似である。

血j皆無機Pは夏期5～6月高値で多期はやL低く，
血滑透析性 Caと逆相関，血清Mgと相関である。

9. 「カルシウム及びマグネシウム代謝（第6報〉

血糖と血清 Ca及びMg・ との関係について」

第71回日本生化単会関東部会〔於東邦大学医学部

。11月14日〉

~01l沢文正・藤井嘉寿・小笠原公・霜田さと子11)

疫痢＠低血糖症・自家中毒症・小児肺炎等の疾病の

際，血糖の低下と共に血清Caの誠少するととが報告

されている。余等は血糖と血清Caとの聞に関連があ

ると考えとの両者を検索し， 同時に血、清 Mgをも追

( 77〕



求し興味ある知見を得た。

実験方法は家兎を用いて葡萄糖。インシユリン。ァ

ロキサン＠アノレコ｛ノ］；等を注射した血清につき，測定

方法はi~ll沢法を使用して行った。

結果 1) 20%・40%葡萄糖を首位した場合，血糖

の上昇と共に血清透析性 Caが上昇し両者は共に相関

を示す。

2）・インシユリン皮下注射の場合は血糖低下と共に

血清透析性 Caも蹴少する。

3) 20%アノレコ｛ノレを静注すると， 30分後血糖と血

清透析性Caは相関となる。

4) アロキサン250mg。300mg静注では，葡萄糖。

インシユリンの：場合とは逆の結果で，血糖と血清透析

性 Caは逆相関となる。

10. 「カルシウム及びマグネシウム代謝（第7報〉

Parotin •異種蛋自注射による血清 Ca• Mg及び

白血球の関係」

第71回日本生化学会関東部会（於東邦大学医学部

11月14日〉

制収支正。小笠原公・藤井嘉寿12)

東大緒方。伊藤教援は唾液腺分協中に含まれるバロ

チンがg血清蛋白・血清Caを低下することを認めた。

余等は之を追試し且パロチン中に含有される異種蛋白

の影響をも検べた。

実験方法は第6報に同じである。

結果 1) 2kgの健康家兎にラパロチンを注射した

結果，血清総Ca・ 透析性 Ca。無j幾p0蛋白共に低下

ぢE

1) 制収支正： 新潟医学会雑誌， 66,12, 837, 1952, 

ずる。

2〕 バロチシ注射4時間後の血情透析性Caの低下

率は，パロチン注射量に比例して低下する様である。

3) 牛血情。人血球注射の場合は9血清Ca及びMg

の変動は不定であるが，すべて血清透析性Caと無機

Pは逆相関である。しかるにパロチン注射の場合に共

に低下するととはう化骨促進作用を行っていると解さ

れる。

伊藤教援がパロチン注射により特に血清無機Pにお

いて，粗製のものは変化ないか叉は増加し，精製のも

のでは逆に低下することを報告し，余等も同様の結果

を得た。両者の作用が具るのは異種蛋白があるためと

解される。

の血清透析性Mgは一時低下後上昇がみられる。

との増減と白血球数とは相関を示す。とのととはナイ

トロミン或は塩化 Mg注射・の場合にもいえるととか

ら，両者に密接な関係があると思われる。

結 語

以、上の研究報告は概要のみを記載したので，その詳

細な点については原著を御高覧下さい。なおこれらの

研究は継続されているもので，未だ発表されていない

ものもあるが，その点は御了承願いたい。

なお本年夏，日本分析化学会主催の光電比色分析法

講習会が東大で開催され， 「生化学領域への応用」を

講義した。叉昨年発表の水質硬度測定法門，及び血清

Mg及びMgイオン測定法14〕， 2篇がJapanScience 

Review Medical Sciencesに掲載されたととを報告

する。

献

2) 柳沢文正・藤井嘉寿・大藤節子： 新潟医学会雑誌， 67,11, 1061, 1953. 

3) i~ll沢文正。永瀬喜代子・小笠原公： 日本臨床， 11,5, 418, 1953, 

4）柳沢交正 e永瀬喜代子・小笠原公： 食糧と栄養， 7,2, 13, 1954. 

5) 柳沢女王： 新潟医学会雑誌， 67'4, 387' 1953. 

6〕小笠原公： 医学と生物事， 29,6, 250, 1953. 

7）柳沢女王・小笠原公： 日本臨床， 12,5, 79, 1954. 

8）柳沢文正・小笠原会： 食糧と栄養， 7,2, 14, 1954. 

9) i~ll沢文正・藤井嘉寿： 食糧と栄養， 7'3, 4, 1954. 

10）柳沢文正＠小笠原公・藤井嘉寿： 医学と生物単， .30,3, 130, 1954. 

11）柳沢文正。藤井嘉寿＠小笠原会・霜田さと子： 食糧と栄養， 7,3, 7, 1954. 

12）柳沢文正・小笠原会 e藤井嘉寿： 食糧と栄養， 7'3' 10' 1954. 

13) YANAGISAWA F.: Jap. Sci. Rev. med. Sci. 65, 1953. 

14〕 YANAGISAWAF.: Jap. Sci. Rev。med。Sci.66, 1953. 
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XIV 空中細菌試験法に闘する研究（第 1~2 報〉

斎 ＼蔭 功

小 手本 正 武

生活衛生部環境課大 坪 IE 

内容目女

王 研究方針と研究経過について

II 研究方法

回 都一法予備試験成績

耳 各法の示す細菌数について

1）事務室内の試験成績

2) 当研究所内の試験成績

3) 回層積過法（者I＼三法〉について

のヘヅセ法について

5) D E法について

6) 通気速度乃至通気量と細菌数

v 各法測定管の捕直状況

(2測定管連絡試験成績〕

VI 細菌数の測定誤差

附落下菌数算定と供試シヤ｛レ枚数

百 各法測定管の器差

四 通気による菌捕集液量の蹴少について

IX 培養時間数と集落発生率

x 37°菌数と22°菌数との比較

XI 定量法菌数と落下菌数との比較

盟 各法の優劣と標準的方法について

Xill 総括並に結論

工 研見方針と研究経過について

空気感染乃至空気殺菌の問題は，既に早く Fl臼gge

以来注目されていることであるが，近年欧米において

はあらためて再び喚心を呼ぶに至った感があり町従

って空中細菌試験法も，新しい方法が種々登場するに

至つため。

空中細菌試験法としては，簡易な落下法が現在最も

広く用いられており，これについては一応の検討がな

されているがl-o），これは半定性的試験で，一定容積中

の細菌数を直接示さない。それで落下法と共に空気一

定容積中の細菌数を示す定量的試験法（以下定量法と

略秘するととがある〉が求められるのであるが，定量

両 角 清

中 山 袈 裟 F血

法には色t々 の理由からっ従来種々の方法があって刊し

かも各法の実地比較試験は従来余り行われておらず，

特に各法の全般的比較試験は内外共未だ行われていな

いようである。よって先ず各法各種の測定管を規格の

如く試作し，可検箇所において若干の予備試験を行っ

てみたととろ，各法の示す細菌数には相当の大差を来

す場合が少くなく，その差は同一法の数本の測定管の

聞に起る器差的差違よりも遥かに大であり得ることを

知った。とれは必す、しも予想しなかったことであるが，

我等の今回の研究の主目的は，現在提示されている細

菌定量各法中最も信頼性ある標準的方法を見出すにあ

ったので，以上の予備試験成績に鑑み，先ず各法の比

較試験を行うこととした。

なお研究続行中菌捕集管を若干考案試作し C後述す
る都ー，二，三法各測定管），従来の各法と共に供試

した。

比較試験は機会があったので先づ某大ピル内事務室

で行い，次に研究所内の菌数の多い宣言J物舎と，菌数の

少い研究室とで行った結果，各法菌数の間に可成の差

異があるととを確認し，次に各法の集落数の比較，各

法の捕菌率及び器差，長短z操作の難易煩簡，菌数の

誤差範囲，培養時間数と集落発生率との関係，通気速

度乃至通気量と捕集菌数の関係の考察等を行って標準

的方法に関する考察を行った。

この研究は何分研究対象が多いので，充分精細なる

を得なかったところも少くないが，空中細菌数試験法

のー総括的研究としてs大方の参考に供したいと思う。

E 研究方法

被検場所は某大ピノレ内諾会社事務室及び当研究所の

研究室（細菌少数〉及び動物合（細菌多数〉である。

細菌試験法は各定量法と落下法とを併試した。被検定

量法は液層i慮過法ではミヅケノレ（Miquel〕氏法8)11)~エ

ンメリヒ〔Emmerich）氏法8)~オ｛ケループロ［ム

(Oker-Blom）氏法門秋葉一風間氏法10），都研第二法

c 79) 



〈弐下をiLぞ：tミ，ヱ・＇＊＇ ：大需， 都二法と略記〉， 殺の 1分， o.5mmの簡を通過したものS分を混合して

困層（細粒層〉源過法としてペトリ〔Petri)氏11）乃至 用いた。伺培養は原法は粒子をそのま L培養基と混ず

t?t~尾氏法U）を厚手合式等に変改した都問：第三法（都三法 るが，著者等は粒子の生理食塩水洗糠液を用いた。菌捕

と略記），インヒ。シジヤ｛を使用する衝撃捕菌法11)（街 集被としては各法共生理食塩水を用い，捕集液量はエ

撃法と略記〉，培養管内を通気するヘヅセ（Hesse）氏 法及びミ法は20cc，秋葉法lee，オ法2～3滴（約0.2

法3)（へ法と略記）， ラッキーシユ（Luckiesh〕氏等 cc）ぅ都二法0.3cc，衝撃法50cc，都一法lOccぅ各法の操

の二連型電気吸着式菌捕集器法（General Electric 作法は原法に準じ，通気速度及び通気量はエ法ll／時

Ducllex Electrostatic Bacterial Air-Sampler，以 で 1l, ミ法は通気にエ法の如く長時間をかけるのを

下 DE 法と略記〕の外，水流ポンプ類形の噴霧洗気に 避け，秋葉法に準じ 0,4！／分で51，其他オ法，者＼I二法は

よる都研第一法（者［I一法と1a各記〉等で，者＼＼二法はオ法 共に約2.5l／分で5l，秋葉法0.4l／分で5l，衝撃法30l

菌捕集管を少しく変えたもの，都三法は松尾法菌捕集 以上l分で 300！以上，都三法はペトリ氏及び松尾氏法
管（2管より成る）を4管に分解し各部を皆磨り合せ の各 5～lOl／分で 50～1001，及び0.51／分で51の同種，

接続とし，サイズは原法通りとしたもの，管の内径を へ法0.5l／分で6l，都一法は10～15！／分で100～150！を

小にし l.3cmとし，長さは増して菌捕集管を7及び 標準とした。培養基は普通寒天培地を用い， D-E法

15cmとし，対照管は5cmとしたもの _I,.3種（それぞ 及び落下法以外は，平板混釈培養とし，菌培養温度は

れ原型，小型，大型と呼秘〉で，鴻過層粒子としては 37° 及び 22QCの2種類5 培養観察期間は7日間とし

ょく水洗した普通の細砂で0.25mrriの簡を通過したも公 た。

JI[ 都一法予備試験成績

都一法菌捕集管につき通気量を 1001と一定し，落

下法を併試して予備試験を行った。当時使用すべき吸

気用モ｛夕｛が1個しかなかったので，第1試験終了

後引続きその比較試験を行った。との阿試験の所要時

間合計は普通20～30分であり，従ってとの間試験時間

中の空中細菌数には余り著しい差はない筈と推察され

るが，とれは対照落下細菌数に普通大差がなかったこ

とからも凡そ推定し得る。予備試験の結果木捕集管の

捕集、液量を5,7, 10, 15ccとすれば， lOccと15ccの

場合は略拍集菌数が等ししそれ以下では菌数が滅少

するとと，通気速度は 20l／分では菌数や L減少するよ

うであるが， 5～15！／分位の範囲ではう大差ないらしい

とと， 2木の捕集管を連結した場合，平均して第2管に

は第1管の1.8%の菌数しか検出されないこと等を知

ったので， ~1志木捕集管は試用の価値~るものと考え，

捕集減量lOcc，通気速度約四～15！／分，通気量100！以

上とじて今後の試験に用いてみることとした。

百細菌定量各法の示す細菌数

以下に示す各法の細菌数は，特にことわらない限り

総てlm:i中の菌数に換算したものである。なお37°C

乃至22°C培養の時の菌数をそれぞれ37° 菌数， 22°菌

数と呼ぶこととする。

1) 事務室内試験成積

秋，春，夏3回に亘る同ーの某大ピノレ内諸会社事務

室における成績である。毎回細菌剤験の外温度条件，

炭酸ガス，塵挨，照度，気積等の一般環境試験も行わ

れた。先づ初めの秋の試験においては，ミ法，衝撃法

（旧型イシピシジヤ｛使用〉，落下法について6日間に

豆り29箇所で句比較試験を行ったc この時の測定管はミ

法は球部の小さい，菌捕集液量lOccのもので，とれ以後

の20ccのと異っており，インピンジヤ｛も旧型を用い

たのは木回丈で，他は改良型を用いた。試験遊行中の

都合により通気速度はミ法0.23～0.43l／分，通気量5

～7l，衝撃法は通気量は100～318！の聞とし，通気速度

は試験箇所の電庄差に従い多少増減したが約27l／分と

c 80 ) 



一定にした。成績は試験箇所により可成違いが島り， 必ずしもよくなかったが，成績を平均値で示すと（表

概して衝撃法が他より菌数変化少く，叉各法の対応は じ，

i 試 験日並 L こ聞の…〉 ｜ 
第 1日（5回〉｜第2日（4回）I第3日（5回〉（第4日（5回〉即日（5回〉｜第6日（5回〉

法 I 4, 136 I 3, 340 I 2, 340 I 3, 035 I 2, 656 I 3, 360 
法 I 1, 345 I 1, 445 I 2, 032 I 2, 164 .¥ 2, 093 I 2, 340 
法 I 12 I 27 I 22 I 9 I 13 I 38 

以上の如くミ法が衝撃法より菌数多いが，更に詳細 合をCで示すととにして，衝撃法通気量や対照のミ法

にミ法と衝撃法の菌数を比較し，衝撃法菌数がミ法よ 菌数との関係を求めてみると（表2）~ 

り少い場合をA，差が無いと見られる時をB，多い場

I 衝撃法通気量
1抑以下（

表

細
菌
数

法

撃

下

験試

ミ

街

落

A I 17 例 I 3 例 I11 例 I 23sz I 1, 102 I 3, 765 
B¥ 11 例 I 7 例 I 4 例 I 111z I 2, 201 I 2, 273 
c I 1 例 I I 1 例 I 267l I 2,498 I 1,837 

以上により Cは菌塊か何かの影響による例外である 長境試験と共に行った。とこに，ミ法並びに秋葉法は約

ことが分るが，通気量が少く，換算倍率が大きい時は 0.4:l／分，通気量約5l，都一法はlOl／分ぅ通気量約四Ol

lm'3中の菌数は相対的に多く出る傾向があるようで と何れも略一様にしたが， 衝撃法は通気速度 13.2～

ある。 42. 6l／分，通気量132～937！の範聞の成績を観た。

次の春の試験においてはミ法，秋葉法，衝撃法，都一 試験成績大略を平均値で示すと（表3）~ 

法，落下法の比較試験を6日間に豆り30箇所で一般環後

対照ミ法

菌数平均
平均細菌数平均通気量

200！以上

29 

数例2 

全
例
中

表

回
一

0

1

5

3

一

、】一

Q
U
F
U
－b
1
ム一

t
一

4

9

4

一

日
一

1

1

一

戸

O

一

一

〉了空
1

1

1

1

1

1

十

数
一
匹
一

0

7

6

0

一

司↓一

3

一

Q
U
F
O
7
1
一

h

い「一
E

・、一

d
佳

n

U

1

ム

一

験
一
町
一

L
L
L

一

試

二

刊

一

一

の
石
川
l
一

｜

I
l
l
i－
－
一
〉

法
一
回
一

0

0

6

9

一
4
一

‘
：
一
：
p

一Q
U

に
U

A

A

一土自

各
一
パ
い
一

J

J

8

一
G

f
l
、、一コ
J

一d
ι
I
q
Q

一
］

一
r
t

一

一

マ

〆

一

一
4

一

一

あ

に
平
悌
｜
「
｜
1
1
1
1
1
1
1
1
一
で

一γ
i
i

日

一

一

〉

円

J

V

－
1

－E
一
0

0

1

3

一：

下ノ一

3

一
6

2

8

1

一
l
d

t
一
f

一
J

1

5

一
の

一
日
一

3

2

一
下

並
一

3

一

一

－

一

第

一

一

一、
l

ノ

一

↓

＋

品

目
一
回
一

4

9

7

7

一
剰

一、｝一
q
u
q
u
n
d

ワ
h

M

M

L

一f

一8
6

2

需

験
一
町
民
一

A
1
L

一
叫

一
2

一

一

と

試

一

第

一

一

数

－

0
7
l
i
l
i－－

1
1
1
1
一
薩

恒

一

白

河

ω

日
一
一
は

ど
一
一
円
。
只
U

ヴ
4

一週ヌ

町
一

5
，

久

一

隅

1

上

一

一

プ

し

第

一

一

凱

一
法
法
法
法
法
一
気

浩

一

一

明葉

撃

一

下

一

法一撃

I
一

一

一

菌

t
一
ミ
秋
街
都
落
一
ち

ま
廿

I
l
i
l
i－－

I
l
l
i－－

l
一
ぷ
ノ

一
細
菌
数
（
平
均
）
一
日

3 表

一
一
浩
一
口

7

日

5

一

一

一

町

一

一

一

一
均
一
ぃ
「

一
一
長
一

6

5

3

0

一

一
平
一
期
一

m
m
m
刈
一

一
一
’
市
八
一
q
A

－
9
山
守
ム
ー
ム

一
数
一
王
一

一
菌

J
A
一

ν日
川
一

一
叫
ポ
J
h

↑
円
ム
作
μトロ
O

f

一

照

一

ト

一

以

8
、川一

副
知
一
一
卓
伝
一
，
，
f
k
e

・

官
一
対
「
一
1

i

t－
－

－

一

問
中
一
一
法
一

ωω
川
町

速

一

一

一

J
A
J
U

蹴
一
一
ミ
一

4
4
M
7

一

郎
一
｜
引
｜
一
市
U

勺
江
沼
一

量

一

平

一

E

R

N
川
町
出
一

気

一

数

一

1

一

唱

一

菌

一

F
d
 
抜
一
1
1
1
1
1

副
「
同
岡
剛
「

望
日
予
一

f
p

一
F
O
l
t

、7
》
J

一

衛
一
一
加
数
一

1

4

一

一

日

回

一

日

日

一

一
食
寅
一
3

ヨ
6

ヨ一

E

一
関
関

7
～
占
引
い
引
一

若
「
｜
｜
一
防
防
防
防
一

一

量

一

問

削

叩

却

一

一
気
一
～
一
～
一
～
一
寸
一

一

i

一
0

8

4

2

－

一
百
昌
一
Q
U
q
J
M
n
u
q
o

－
i

一
7

4

2

1

一

一

段

分

一

一

；

c

J

J

一

一

μ

υ

7

2

一

一

6

1

5

一

一

一

・

円

。

1
ム一

一

一

必

～

～

－

一

一

～

4
．
2

一

－

Q

u

o

u

q

ο

一

一

一

円

。

ヮ

ω

1

ム一

通気速度

少し従ってlm8への菌数換算倍数が高い時は，相対

的に総菌数は若干多く算出されるものと考えられる。

次の夏の試験にては秋葉法，落下法を対照とし，ミ

法，衝撃法，者I~一法との比較試験を， 3 日間に亘り 15

c 81〕

以上によると，’秋葉法及び落下法菌数と衝撃法菌数

は略増減相反している。秋葉法，落下法は一定状態で

試験したのであるから，前の旧型インピンジヤ｛の場

合と同じく，改良型インピンジヤ｛の場合も通気量が



ケ所で行った。本回は通気時聞を一様に12.5分とし，

通気量は秋葉法ぅミ法は共に 5l，衝撃法及び都一法は

電庄差其他に影響されて衝撃法はお3.3～328。 6l ，者［~

一法は 138.3～24δ.5lとなった（表5）。

表 5 I 試験日並に（儲！~）
｜第1日｜第2日｜第3日

試験法｜〔5回）｜〔5回〕 l( 5回）
細｜ミ 法十2,960!
高｜秋葉法 I 1, 0001 1, osοI 1,04:0 

数｜衝撃法｜ 1 733 

平｜都一法｜ I I 1,029 

ぎ｜落下法 i 叫 121 8 

なお本回の試験の各試験箇所における各法菌数の対

応は必ずしも悪くなかった。叉都ー訟の捕直状況は上

の範囲の通気量の変動（従って叉通気速度の変動〉で

吃〉 各法の菌数は多い方からミ法，秋葉法，者＼＼一法，

衝撃法，ずっと下って落下法のJI聞となるが，秋葉法と

都一法とはIU各同様であるとと， 3) 衝撃法では，通

気量が少く lm0中の菌数への換算倍率が大になると，

通気量が多い時よりも，菌数が若干多く表示される 0

4〕 者I＼一法は上の範囲では通気速度通気量に余り影響

きれないと観られたとと等である。

2) 当研究所内試験成績

以上の事務室試験によって，各法細菌数には可成の

差があるらしいことが愈々明瞭となったので，この点

：を追究しつ L研究を進行させることとした。それで菌

数の多い場合と少い場合とを比較検討するため，対象

として当研究所内動物舎並に研究室を選び，試験日乃

至試験時刻を変えて各訟の同時的反覆試験を行った。

綜合成績を都一法の一定範囲の各菌数を基準（1.0）と

は，殆んど変化ないものとみられた。 して得られた他法の菌数平均比率（但し落下法のみは

以上3回の試験成績を通じて略明瞭なことは， 1) 比の逆数〉を以て示せば，表6のとおりで，各法の菌

各法細菌数には，可成の差を認めざるを得ないこと，長 数は著しく違う場合が多い。

表 6 各法細菌室立の都一法菌数に対する平均比率〔昭28.11. 30～昭29.1. 22) 

菌数範囲と i者＼＼一法｜衝撃法｜ェ 法｜ミ 法｜ オ＼ 型 法 ｜落下法
〔試験回数） I I I I ！秋葉法｜オ 法｜都二法｜
(37° x22°) I 37° 22° I 37° 判 37° 判 37° 22°_1 370 制 37° 制三日矛I37° 22° 
100 001～ I I I I I I I I I 1.0 I 0.4: I 2.1 I 0. 2 I 0.1 I O. 2 I O. 2 I 569 
200, 0001 I I I I I I i 

(1回）（ 1回）I i. o I o. 5 I 1. 5 I o. 9 I o. 3 I 0.1 I o. 4 I 334 
50 001～ I I I I I I I I I 1. o I 1. o I 5. 8 I 1.1 I o. 3 I 0.4 I o~ 5 I 254 
100, 0001 I I I I I I I 

(3回）（ 1回）I 1. o I o. s I o. 1 I o. 1 I o. s I o. 3 I o. 1 I 402 
20 001～ I I I I I I I I 11。o I o. 7 I 5. 6 I 1. o I o. 7 I o. 3 I 1.1 I 191 50, 0001 I I I I I I I 
σ回〉（到里〉｜ i. o I o. 6 I 3. 9 I o. 4 I o. 4 I o. 2 I o. 5 I 1sg 
5,001～ ｜｜｜｜｜｜｜｜  I 1. o I o. 7 ・ I 6. 3 I o. s I o. 3 I o. 3 I o. 3 I 123 10. 0001 I I I I I I I 
〔1回）（ 1回）I .i. o I o. s / 4. 4 I 1. 4 I o. 3 I o. s I o. 4 I 63 
1 001～ ｜｜｜｜｜｜｜｜  

I 1. o I o. 7 112. 6 I 3. 2 I 2.1 I 1. 4 I 2. 2 I 68 5,0001 I I I I I I I 
(5回）（10回）I 1. o I i. 1 I 15. o I 4. 3 I 3. 3 I 2. 2 I 1. 9 I 52 

1,000以下 Ii. o I i.1 12i. 9 110. o I 4. 3 I 4. 2 I 3. 5 I 36 

Q.Ql型工生田）I 1. o I _ -1. 1 I 生亙1 9.3 l 一一竺~_L~－~竺三2-1 2.4 I 2空－｜
註，初めの欄の各細菌数区間の下に記した 2つの（〉内の数字は試験回数を示す。前のは37°，後のは22°

のそれである。

研究室及び動物舎における各9回の実験成績概略は， 違による菌数の差のみがう著しく有意である。更にどの

総括すると表7のようである。 方法の聞の差が有意であるかを検討するとう α＝0.5%

表7によりエ訟の lm:i中に換算された菌数は，肯 以下でエ法，ミ法は他の各法と差が認められ，ェ法と

に他法より蓮に多くなることや，菌数の多少によって， ミ法との間にも同じく有意の差がある。次に秋葉法，

各法の菌捕集状況は異なるととが分る。 オ法，都二法聞には有意の差がないが，とれ等lと者＼＼ー

研究室内 37°菌数，及びその各平方根に対ナる要因 法，衝撃法との差は有意である。都一法，衝撃法聞の

分析表は表8のとおりである。（平方根をとったのは 差は有意でない。同様にして動物舎の場合を検討して

空中細菌数の頻度分布を Poisson型と想定したから みると，との場合日差はやはり有意ではなかったが，

である〉。 各法の差及び時刻差は有意となった。この場合もエ法

即ち本例では日差， H寺刻差は有意でなく，試験法の は他の各法と有意の差があるのは勿論であるが，多い
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師免

註 Z1 10時30分， Z21時30分， Z34時．

上の各平方根についての要因分析表

変因｜ s s ,D.F./ v 
T 4:81. 5 2 240.8 

z 112.8 2 56.4 

M 60,266.4 6 10,044.4 

T×Z 15117.4: 4 279.4 

T×M 2,700.9 12 225.1 

Z×M. 758.6 12 63.2 

T×Z×M 2,468.7 24 102. 9(VE) 

TZM 

F 

2.34: 

0.55 

9.76 

T及び Zの FくF§4( 5 %) 

M のF>Fむ（0.5%) 
方からエ法に次いで都一法，ミ法，衝撃法の順となるが，

とれ等3法聞には有意の差がない。然し都一法はミ

法，衝撃法以外の各法とは有意の差がある。これ等に

次いでは者＼＼二法が多く，ミ法，衝撃法，都二法問~jには有

意の差がない。次は秋葉法，オ法となり，オ法は最少で

秋葉法以外の各法との差が有意，秋葉法はオ法，者＼＼二法

以外との差が有意となった（α＝517至。。5%以下で）。

以上により各法の菌数には明瞭な差違があり，且つ

各法の菌捕集状況は被検個所の菌数の多少によって異

なることが明らかにされた。

3) 困層積過法（都三法〉について

本法は街、小硝子砕片層通気によって，空気中の菌を

硝子粒子層中に抑留しようとするもので，一応確実な

方法のように思われる。我々は上述の如く松尾法を更

に改良して三段腔合式とし，操作に使でかつ， Ficker

法15）の長所をも兼ねたものとした（都三法菌捕集管〉。

実際供試してみると，都三法各型（大型，小型，原

型〉は略同様の成積を示し， 3.[1気速度略5～lOl／分の

場合は通気速度や通気量の或程度の変動によって菌数

に多くの変動なく，且つ第2管（対照管〉の）菌数は第

1管（富捕集管）の普通10%以下に過ぎない。然し通

気速度 0.5l／分位の遅い場合は，成績に相当変動の大

きい場合があり，第2管菌数は第1管の！ij各20%以上が

普通で，原則的に第2管菌数をも合算しなければ不充

分と考えられる。叉5～lOl／分と 0.5l／分とでは，~中

( 83 ) 



都三法各型管の捕集菌敷（昭。 29)

実験日時 i10時～10時時（ 2月15日〉 ｜ 約1時 0分合雪22日〉 ｜ 約3時～31131青22日〉 l 
通気状況｜ 1叫時 I 2ooz 16. s分 110町山分 I200仰 7分 I1州 2.4分 I200仰 2分 j

I~ 管［大型（C) I 小型（C) I大型（E) i小型（E) I 大 型凶｜小型（A)I 
l第1管 l第2管｜第1管｜第2管障1管i第2管｜第1管｜第2管局工管局2管障1管局2管｜

菌 I s1° i 24:, 300 i i20 I 23, 960 I 20 I 1, 41.ol so I 9101 30 I 1, ssol so I s20 I 40 I 

数 I22°178,18θI 380 I 74, 040 I 1so I 2, 1301 120 I 1, 1201 160 I 2, 0701 120 I 970 I 160 I 

対 i秋葉淵 24,800 (86,-400) 8, 400 (62, 000)1 2, 000 (3, 600)1 3, 200 (3, 600)1 2, 000 c 4, 4,00)1 2, 400 c 4, 000)¥ 
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表 10 都三法と他法との菌数比率（卒均〉
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数を算．定し得た 22つ培養のものも対照の秋葉法の 1/2-3 言う如く略近似している。叉吸気時聞は何れも10分前

以下の集落数に止ったので5以後多く検討しなかった。 後がIQ各適当なことが知られる。

とに角本法は非拡散性集落形成菌株に関する実験に供 よって各法とDE法との同時的対照試験を表12の如

すべきである。 く行った。表に見る如くDE法の蔵相j集数は従来の各

5) D E法について 法より遥かに少数である。特に菌数の多い動物舎では，

木器の空気流ス速度は， 115v' 60サイグルで2殴 その差が著しい（表12）。
気孔何れも毎分0.5ff3，計lffl（ニ28.3！）と標準化さ 更に者I＼一法，衝撃法，落下法と対照しながら，細

れている。著者等はとれを50サイグル100～115Vで実 菌数の特に少い場合（石英紫外線殺菌灯附無菌室内〉，

！験したので，約15%減少して毎分24.llと想定した。 又は研究室，動物合等において実験を反覆したが，常に

この想定は，排気孔前5cmの風速が，熱線風速計乃 D E法菌数は都一法，衝撃法に比し遥か少数な場合が

至カタ寒暖計で毎秒約3.6乃至4mと測定されたこと 多かった。なお空中細菌数がとの位少い時は，落下菌

から， I略近似的と考えられる。但じ風速ではlOOVと 数は培地を5分露出しても20分露出しても余り変化が

115Vで差は殆ど認めなかった。先ず予備実験の成蹟 見られない。成績概略を表13,14に示す。

は表11のようである。 6) 通気速度乃至通気量と細菌数

表 11 液穏過各法の細菌数（lm3中〉の相違は，通気速度

細菌数l 乃至通気量（下表では通気時間数で示した〉による処が
多い。 ミ法，秋葉訟の通気速度をエ法同様1l／時とす

れば，これ等三法の菌数は略等しくなる。（表15,16) 

以上の外成農の掲出を割愛したが，表16(2）と同

じ要領で，動物舎で都一法，秋葉法， i i虫， オ法，

D E法，落下法の同時実験を行ったJilZ積も，都一法と秋

葉法， ミ法の関係共他が表16(2）と略同様の傾向を

示したことを附記する。表16を見ると，秋葉法と他の

諸法とは，菌の増減程度を異にし，秋葉法は通気量変

動による細菌数の変動が最も甚しく，表16(3）に見

る如く，通気量が倍になるだけでも細菌数は可成減じ

〉外に約5～101／分の場合の値を示した。〉内に通気速度o.5l／分の場合，

3,151 

2,779 

2,406 

873 

1,192 

1,079 

｜吸気時間l集 落

動舎物

30秒 38 c → 20~ －18〕
1分 67 〔＋ 37~-30) 

2分 113 c +48~ -65) 

研究室

1分 21 c +10,-11〕

2分 56 c +32,-24) 

3分 78 ( +40, -38) 

回数，比率共（註

集落数はシヤ｛レ上の実測表面集落数，

細菌数は従前通り lm8への換算数である。

以上を見ると，陰，陽シヤ｛レの集落数は原著者の

( 85 ) 

註



試験場所｜躍！日｜衝撃判明暗！ェ判叫秋葉法｜オ法｜者同 D E 法｜落下法
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1) 上にオ弓し、て’上段には lm8中に換算した菌数，下段には（ 〉内に実際に計数された菌数を示した。

2) ＇研究室の試験は 2時55分には都三法とDE法及び落下法， 2時35分に都三法以外の各法全部を試

験した。

D E法及落下法では2時35分の成績をめ， 2時55分の成績をめとして示した。

3) 者＼＼三法にては第l, 2管の菌数合計で示している。第2管の菌数も無視出来る程少数でなかった

からである。

め研究室の落下法シヤ｛レ10分露出の菌数は， 37°C

fこ。

(4月〉教薗議問す刀Zの法各12 表

Ii付

。121,2) 90であ勺1) 81, 2) 76, 22°C 

lm8への換算
倍数
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2,000倍

400倍

400倍

400倍
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動菌品目内室菌無13 表

刻

験月日

i時験

試

法

l凶
1183 10ov~255 

者日

29 60 

8( 6) 

4( 4〕

52 

5分 I10c 7)1 nc 6) 

落下法 I~~： 113( 1川町わ｜町

20分 114（初〉｜駅間｜ I I 1c 4)l 8( 6〕1
時間／ 20分 I20分 I1扮｜時 I20分 I20分｜

4) 

9) 

8( 

6( 

7) 

7) 

4( 

5( 

7)1 10( 8) 

288 115V 
法D E 

20分

註 D E法の1.00V,115Vは実験時の電源電庄を示し，落下法の 5分～20分は培地露出時間を示す。細菌

数は37°菌数で示し， 22°菌数は（ 〉内に示した。表14も同様である。
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表 14 c昭 29)

！試験月日（ 4 月初日

！試験箇所｜動物全！研究室

:t~~オ隔向坦丙片山：
！通気時間 I7分 I7分｜時 I10：分 i
I I衝撃法 I43, 96sl n 963! 1 s41/ 1 41oi 
i蕗！ ' ｜一一一一＼＿ 三 I - I 一一一~＇
i I 1100 VI 2. 7971 I . 11951 
; ID E法l ーI , I I , I 
: I I 115VI I 3, 7691 I 1, 367 

数｜落下法1 781 Ll2：つ円 56
註 との場合通気速度はDE法は24.ll／分，衝撃法

は動物舎，研究室それぞれ40.ll／分， 34.3l／分Jで

あった。

表 15 温気濯度と細菌鞍

1 l／時の実験時間内のものである。

表16(1) 遁気量と細菌動（研究室〉
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表16-2も同じである。

表16(2〕 温室主量と細菌動〔研究室〉

通気時間数i30分｜泊分！時 1 5分｜ 2分
衝撃法I37°1339( 67)J4,53( 68)11014（お）｜側（25)19幼（15)

I 22° J59o(u引729（山）Jl001(79)J1169(45)J1256(20 ), 

i都一法13パm叫01(59) 
I I 22° !934(197)1557( 82) 

版刷 37°げ34(2)1 750( 3) 
I I 22° jlOOO( 6)j1000( 4) 

同制（296):273（日2)

I 37° I 11 I 9 
落下法沼0I 12 I 6 

註 とこの落下法は培地5分間露出の時の値である。

細菌数の（ 〉内の値は出現集落実数である。

実験は30分の場合を最初とした。

表16(3) 温気量と細菌数（秋葉法）（動物舎）

通気量 i5zf10~
通気持間 I 12.s分 I 25 分

I 37° i 37 200¥ 23 soo1 
No。1 I I ’ i 

I 22° I 53, 200¥ 33, 400 

! 37° I 15 6001 10 400 No. 2 i I ’｜  
I 22° I 26, 8001 ' 17, 600 

I 37° I 16 sο01 5,600 No. 3 I I I 
I 22° I 52,4ο01 18, 800 

I 37° I 2s 6001 14, 0001 No. 4 I I I 
I 22° I 竺~I 31,8叫

註 これは何れも 2本の菌捕集管を並べて，

同所で同時に肢気を開始， 1管は12。5分

で吸気を中止し，他管は更に12。5分間殴

気を継続したものである。

た計算となり，又表16(2）の実際の捕集菌数は37°菌

では通気時間の長短に関せず殆ど同じである。秋葉法

以外では実際の捕集菌数は，通気時間が長くなるに従

い増加しており，これ等諸法は傾向的に類似している。

表13,16から実験開始直後は，以後より菌数が比較的

多いととを知る。実験時間中の突在空中菌数を知り得

ないので，決定的な判断はなし得ないし，叉空中細菌

数の或程度の経時的乃至局所的変動は案外頻繁らしい

から，測定結果に差違を生じた場合，その原因乃至意

義の推定は充分慎重に行われなければならないが，前

の事務室試験成績及び表13～16から都ー訟の菌数は他

法に比し比較的細菌数（lma中〉の通気量の増減に伴

う変動が少く，秋葉法，エ法等の単純な液踊過法は，

本節及び後記の所見から通気量乃至通気速度の如何に

c 87) 



より i＇~I~集菌数の変動が大，且つ苗捕集も甚だ不定，不

確実であって， lm:iへの換算倍率も甚だ高く， 要ナ

るに単純な液穂過法の示す菌数は多分に計算的なもの

で，都一法等の示す菌数に比し実際性が少いと言い得

ると思う。

V 各法制定管の捕菌献況

c 2測定管連結試験成績〉
各法の捕菌状況の概略を推定する為，各法の苗捕集

管2本を直結して試験を行った。この試験の結果，都

ー訟と衝撃法では第2管では第1管の数%以下の菌数

を検出し得るのみであり，従って捕菌には1管でよい

ことが明らかとなった。然るにとれ等以外の諸法にお

いては第2管が第1管と同等以上の菌数を示すととさ

えあって，第1' 2管の菌数比率は試験の都度大きく

変動して一定せず，第1管の少くも10～20%以上の菌

数が第2管からも証明きれた。

VI 細菌載の測定誤差

~中細菌数は局所的乃至経時的の変動が大であり，

叉我等の培養子技を以てすれば，例えば同一菌液から

同量の液を耳支出して数枚のシヤ｛レに分け培養に附す

る場合，可成注意しても各シヤ｛レの菌数には若干の，

時には相当の，差を生ずるととも避け困難い事実である。

それで測定値の大小を比較する場合，凡そ何%位迄は

測定誤差と考えてよいかを知るととは甚だ必要である。

然し菌数一定の場所を得ることが出来なかった為，持

特測定誤差を次の如き方法で想定した。

我々はコ測定値を比較する場合，時に各測定値の37° ¥ 

菌数の大小と， 22° 菌数の大小とがJ反対で，何れを菌

数多いとするかに困ることがある。空気中の37° 菌と

22° 菌との組成も局所的，経時的の変動が可成あるら

しいので，かかるととも有り得ぬことではないが，然

し同一場所，同一時刻においてかかるこつの値を得る

ことはそう頻回あることでなく，種々の測定誤差に起

因するととが多いと推定して先づよいであろう。それ

で37°菌数の大小と22°菌数の大小とが相反する下の如

き一対の測定値を，昭28.11. 30.～昭29.1. 22に至る

126個の測定資糾中，同一日の同一試験法の繰返し試

＼＼＼資料｜ ！ ｜ ｜ 
，，~~：：；；；；ミベ· • I No.11 No.21平均値｜誤差（%〉
細菌数＼＼＼｜ ｜ ｜ ｜ 

炉菌数［24,68帆叫6,54011, 860( 7.的l 、
22° 菌数＼592加139200149, 240110, 0幼（20.4%)

j, , ！’ l 

！験成績間の比較，及び同一日の同一試験時刻の異なる

各試験法聞の比較によって探し出して， 35組を得，こ

れ等から誤差を求めた。誤差の求め方及び表示法は，

上の如き一組の資料の37°乃至22°菌数の各平均値を求

め，平均値と原数との差乃至との差の平均値に対する

%を以て誤差とした。上の如くして求めた誤差の度数

分布等は下のようである。

I ! !5.1～ 110.1～ 115.1～沼0.1～！25.1～ i30.l～ I ! I 
誤差（%） 10.1～5・ 0J 10. ol 15. o! 20. o! 25. o! 30. o~ 35. ol35・ 1以上｜中位値i平均値
炉菌数｜ s I 10 1 6 I 3 I 2 I 2 I 3 ¥ 1 I 9. 3 Iロ

22。菌数i16 I 9 J 2 I 1 I 2 i 1 I 2 I 2 I 6. 3 J 10. 3〆
以上により測定誤差標準を37°, 22° 共に平均値の約

10%と想定するとととした。

附－，落下菌数算定と供試シヤ［レ枚数

現在落下菌数の計測は，可検場所に普通寒天平板培

地を容れたシヤ｛レ 2～3個を置き， 5分間露出後

37°C, 48時間培養して発生集落数を算え，各シヤ｛

レの平均値を以てその所の落下菌数とするのが普通で

ある。との供試シヤ｛レ枚数と平均値との関係を求め

てみた。実験は動物舎と研究室の各中央部で，シヤ｛

レば4枚とし， 1日3回，各8日間宛行い？計各24組（検

討シヤ｛レ数合計各96枚）の資料を得た。 37°C,48時

間培養後 1}4枚の各シヤ｛レの発生集落数Cこれを
仮に， a,b, c, dで、表わす〉を算定し，更にわ 4枚

／ α＋b十c+d、
1租のシドレの平均値（n仏 (m＝一一τ－）
3) 4枚中の任意の3枚のシヤ｛レの組合せの各平均株

I a+b十円 G十b+d a+c+d b+c十d
長値（一一一一一 一一一一一
¥ 3 ’ 3 ’ 3 ’ 3 

4個〉， 4) 4枚中の任意の2枚のシヤ｛レの組合せ

／α＋b G十.c a+d b+c b十d
の各平均値十豆一，－2 ’万一，－2-,-2・ 

1空の6個〉を求め，更にとれ等の各シヤ｛レの集
落数乃至各種の平均値（これを zで示す〉と平均値

（川崎山に対する%（咋山川を算

出した。とれを上の24組の各資料毎に行い，最後に全

部をわーのの各場合毎に一括集計した。

その成績概要は次頁表のようであって，菌数少い場

合は平均値との差が一層大であり，平均値との差の%

は，シヤ｛レ1枚増す毎に前の略 l/2となることが分

る。
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！ ｜落下｜平均値との差（問

｜菌数［ c1)!C4)1c3)
i司 l最小値｜ 3 I 01 01 o 

I判中位値｜ 引20.01円 5.5
j平均値｜ 12 I 22.41 13. 31 1. 41 
室 I i 21 I I I 
｜最大値 I c 43)1 1i. 4I 66. 11 33. 3 
時｜最小値 1 32 I 1. 21 o[ o 
I ~JI 中位値（ 91 I 9.4J 6.oi 3.4 

I TN  I平均値 l 136 I 12. 31 7. 21 3. 9 
J 企 I I 263 I i I i「最大値 I (569)¥ 60. 6己ち 18.2
註落下菌数の最大値は他よりかけ離れて大き

かったので（ 〉して次位数と共に示したo

Vil 各法制定管の器差

71'~置換吸気式のものは数本の測定管を同時に同所に

て試験し，吸気にそ｛夕｛を使用する都一法と衝撃i告

とは，特定管を対照として他管と組合せ，反覆実験し

比較した。都一法，衝撃法，エ法，都三法以外の諸法

では試験を2回反覆した。平均値に対する10%程度の

蕗数の差を誤差範囲として無視することにすれば，都

一法では4管の聞に特に差を認めなかった。衝撃法に

おいても 4管の聞に有意義な差違はないと言ってよし、

ょうであるが，他より多少捕菌数が少くなり易く見え

るものが1管あり，全体的に都一法よりやや不揃いの

感がある。然し以上2法の測定管の器差は，測定上殆

ど問題とするに及ばないようである。

以上の2法以外ではミ法の測定管が比較的器差が小

で， 5管供試したが，特に第2回試験の22°菌数では

有意義な差が認められなかった。然し37° 菌数では，

平均値との差の認められない管と差の認められる管と

が，第1回試験と第2回試験とで丁度反対となってい

る。

ミ法以外のエ法， オ型諸法（秋葉法， ォ法，都二

法〉及び都三法では器差が可成大きく，平均値との差

の無視し得ない管が多い、特にオ型諸法では器差の著

しい場合がある。これは前記の測定管連結試験の成績

からも当然予想せられる結果であり，ミ法等も時によ

り器差の可成大になる危険を包蔵しているものと思わ

れる。

V匹語気による捕菌液量の減少について

通気中菌捕集管内の捕集液が飛散しそれが排気と共

に捕集管外に逸出することを考えられるが，とれは実

際は微量で問題でない。液層漏過法では1～2%以下，

衝撃法で 2～ 3%，者I~一法で 4～ 5% と考えられ，菌

数誤差範囲の可成大きい場合が多い空中細菌数定量試

験では，との位の捕集液量変化は殆ど考慮、の要を認め

ない。

IX 培養時間散と集落設生率

1) 集落発生率90乃至80%以上を示ずに必要なる培

養時間数

Y見耀培養では集落発現の遅い菌株が多く，特に 22°

培養の際はそうである。 168時間培養時発生集落数を

100%とする時，定量法各法30回前後，落下法60回前

後の実験結果につき観察して以下のととが知られた。

全試験回数の半数以上が集落発生率が90%を示すに

要する培養時間数は定量各法では96～120時間であっ

て，同じく集落発生率80%以上を示すには72～96時間

を要する。落下法では同じくそれぞれ72時間乃至48時

間を要する。 22° 培養のi擦は更に各々に241時聞を追加

した培養時間数を要する。しかも以上に含まれないも

のにおいては， 96時間に至るも倫相当発生率の低い場

合もあるのであって，以上により空中細菌全数を混穣

培養で知るためには， 37° 培養では少くも 3～4日，

成可くは4～5日以上，落下法では少くも 2日，成可

くは3日以上， 22° 培養では更に各1日を追加した時

間数丈継続培養する必要がある。

2) 各培養時間に対する集落発生率

a) 37°培養の場合： 混躍培養法では2.4～72時間で

は区々で一定しないが， 72時間では発生率増大して，

60%以下は例外的となる場合が多く，（秋葉法，者1；二

法，都三法〔小型〕は発生遅〈必ずしもそうでない〉

叉全例の半数以上が80%以上の発生率を示す場合も屡

で々ある。 96時間においては全例の半数以上が80～90

%以上の発生率を示し，発生率70%以下は殆んどない。

120時間においては発生率90%以上の場合が過半数と

なり， 80%以下は秋葉法及び都三法（小型〉以外では殆

んどない。 144時間においては90%以下は例外である。

落下法でも傾向的には混樺培養の場合と類似している

が， 96時間以上では発生率90%以下の場合は皆無に近

く， 48時間でも80%以下は少いが， 24時間では不定で

ある。

b) 22°培養の場合： 傾向的には 37°C培養の場合

と類似しているが，発生率は 37°Cの時より低く且つ

区々である。従って混耀培養法で全試験回数の半数以

上が集落発生率80%以上となるには， 120時間以上，

同じく90%以上となるには144時間を要するのが一般

である。 144時間で‘は諮生率90%以下の場合は一般に

は少数に過ぎない。然し全集落数把握には厳密に言え

ば7日以上観察しないと不安がある。落下法では混耀

培養の時より集落発現早く， 120時間以上bでは一般に

c 89 ) 



90%以上の諮生率を示すが， 96時間以下では区々であ 持たものである。22° 培養の際は，同じく発生率90%以

る。 上の場合は都一法では120時間以上7 共他では総て1.44

3）各法の集落発生状態 時間以上，発生率80%以上の場合は各2-i時間を減じた

集落発生状態は落下法が最も早く，定量各法聞には ものである。

大差はない。これを全試験回数の半数以上が集落発生 玄 37°菌数と22.0菌数との比較

率90%以上を示ナに要する培養時間数を以て比較すれ 試験成績を見ると37°菌数と22°菌数は先ず一致せず，

ば， 37° 培養の際， 96時間以上のものは，都一法，衝撃 大体は前者が後者より少い場合が多い。それで37° 菌

法，エ法，ォ法で， 120時間以上のものはミ法，秋葉 数を1.0とし，との両者の菌数比率を各法毎に求めて

法，都二法，都三訟である。発生率80%以上の所要培 みた。

養時間数は，上記90%以上の場合から各24時間を被じ持 その一部を示すと，

I 22°菌数＼
表 17 37° 菌数と 22° 菌数との平均比率（一一一一一）

¥ 37°菌数／

研 究室 ［動物舎

都一法i衝撃法 エ法lミ 法 J秋葉法l者ト法！衝撃法！エ法lミ 法l秋葉法
l~＿L6 I 1。5I i.2 I三竺上土空Jl・9 I i. 7 I 2. o I i. 6 I 2・0

以上の如く平均値では各法共22°菌数が3'1°菌数より

多い。倍率は多少各法相違するが，とれが本質的な差

かどうかは疑問である。それよりもはっきμ りじた相違

は，動物舎の方が研究室より各法共多少宛倍率が皆高

く，且つ研究室の方には時に22°菌が37°菌より少い例

があるが動物舎ではこのような例は殆ど無いととで，

とれは結局前者が比較的22° 菌の割合が多く，後者は

37°菌が多いことを示しているもので1あらう。

XI 定量法菌載と落下菌室立との比較

落下細菌数に対する各法細菌数の倍率は，可成甚し

く動揺して一定範囲には止まらないのが一般である。／

とれを一応平均値で示司会ば次のとおりであるが， l例！

としてその内容を菌数l,001～5,000の範囲の都一法と

秋葉法の 22° の場合について示すと下のようである。

都一法平均値56( 8例の平均） (19.5 33.6 38.0 

48. 0 48. 5 51. 9 62。2 146.5) 

秋葉法平均値122(16例の平均） (8.8 19.3 72.l 

76.9 82.8 112.5 124。1 137.1 137.1 145. 5 

148,l 152,4 1'16,0 177.8 186.7 200.0) 

下去を見れば，各j告とも対落下菌数倍率は菌数の多

い程高まり，菌数が少くなる程低下してくる。とれは

落下法菌数は実在菌数との対応性が定量法に劣るとと

を示すものを考えて大過ないであろう。液体積過各法

は低下率が低く，者I＼一法，衝撃法，都三法は低下が顕

著である。

五百各i去の優劣と標準的方法について

これについて，ごく要約して述べると 9 次のようで

ある。

空中細菌試験は大別して単純な液謂［jf&法（ヱ，オ，

ミ，秋葉，者＼＼二の各法〉，困層何回粒層〉蹄；）＠法（郡三

法〉，噴霧洗気式の者II一法， インピシヂヤ｛使用の衝

撃法，電気吸着式のDE法，へ法及び落下法等に分け

得るが，とのうち落下法以外は一定容積中の空中細菌

数を定量しようとするものである。

とれ等のうち，我国においては液稿過法の一つであ

る秋葉法が，代表的菌数定量法とされる場合が多いよ

うであるが，上に述べたように液櫨過法は通気速度を

大にすることが出来す＼従って通気量少く，その菌数

(lm~ 中〉は換算倍率が高くて現実性の乏しい計算数

の観があり，培養上，操作上の誤差が起り易く，叉脱

出ナる菌が少くなくて1管のみでは不安がある。然し

とれ等のうちから選ぶとすれば，エ法以外の何れかを

とるべきであろう。とれに対し都一法，衝撃法，DE法

等は通気にモ｛夕｛を使用するので，通気操作は一定

し且つ却って手数がかからす＼短時間内に大量を通気

し得，換算倍数は小さく，従って菌数は略実在菌数に

近いものと考えるととが出来，且つ2管直結試験では

数%以下の菌の脱出を認めるに過ぎないから， 1管の

みで充分である。とれ等3法中都一法は衝撃法より毎

常:f"R~集菌数も多く，変動も少いようであり，供訣液量

も1.0ccで，全液培養も不可能でないから，一応標準法

として推奨したい。 DE法は操作最簡易で後培養の手

数もないが，菌数が他法より少い。おそらく本法にお

いては菌塊からの窟の分離が行われ難いのも菌数の少

い一因であろう。

固層穏過法（都三法〉は通気速度に問題があり，叉

緩速では菌捕集は本来の捕集部のみで足らず，対照部

をも合計しないと不安があり，急速の時は対照部を略

無視出来るようであるが，何れにせよ準備及び培養の

手数が他法より大である。多数回の繰返試験には特に
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表 18 各法細菌載の落下細菌数に対する平均情率（曽研現所内〉

細菌数範囲
日 l衝撃法｜ェ法｜ミ ［ オ型法 （都三法

法秋葉法｜オ法｜都二法 大型｜小型

37° 判37° 吋37° 判37° 判37° 判37° 判37° 22°137° I 2判37° 22° 

同協l
'000 334 575 821 

(1回） (3回） (2回） (2回）

5oigg~～間） .~J~品 ~P~）
f 324 

l(i:) (id箔）
kl回4;(1回） 回）

'000 4 153 225 285 321 592 
(1 (1回 (2回） (3回） (1回） (6回） (4回）

20,001～ 1（~：） ~~）1（~品開f ~J~：） 1（~11 I（；朗
197 

回）回） (10回） (8回） (6回）
50, 000 115 778 （~4回0) (il回1） 

137 160 325 
( (3回） (4回） (2回） (2回） (5回）

I＇~~ ~）I J ~6 ~r~ d＇~t~ ~Jl叫(3回） 7回） (2回） (10回） (3回） (2回） (1回） (4回）
20,000 6 72 137 50 55 116 

(6回（3回（3回（2回 (2回） (1回）
[ 64,6 

組（正副

5,001～：（1回） (2回） (4回）
何回） (2回）(14 10,000 I 63 

(15回1): （~1囲9） 54 86 
(1回） (1回） (1回）

1'5 "p~ 8~J2: 4:iP~~i,iii: ~；Ji~~~~ij ¥'i国 1104 r6 1（~21 1,001～（5回） (2回） (7回） (13回） (12回） (5回） (2回）
5, 000 56 183 86 83 41 

(8回） (4回（5回）
(13回附阿l

1,000以下 1(8~） 1(1~ゐ 1'2~） (l~~）I 1(2包(1回）
’ 36 34 50 

(4回） (8回） (1回）

註； エ法の〔 〕の値は通気速度を標準より早めた場合である。

用い難い。 は第2管に第1管の少くも10～20%以上，甚しい時は

次にへ法は菌集落の拡散が頻繁で用い難い。 第1管以上の直数を見出した。

落下法は最も変動性が大きく，その菌数は，培地曝 4) 定量法帝国菌数の技術的測定誤差は， 37° 菌数と

露時間乃至実在高数の増大と共に比較的には低下する 22° 菌数とが大＼小相反する一定条件の資料から，平均

と考えられるが，簡易に菌の消長の概要を知るのには 値の約10%以内と想定された。叉落下菌数の供試シヤ

適している。 ｛レ枚数に伴う差違を見ると，菌数が多い場合の方が

XIII 締括並に結論 少い時より差違が少く，シヤ｛レ1枚を増す毎に平均

1）空中細菌数定量各法を落下法と併試した。検討 値との差（%〉は，前の略l/2となる。

した定量法は液層穂過法〈エ法，ミ法，ォ法，秋葉法， 5) 各法菌捕集管の器差は，都一法，次は衝撃法を

都二法〉，国（細粒〉層糖、過法（都三法〉，都一法，街 除いた他の各法では無視し要性い大いさを示した。

撃法，へ法， DE1去の各法である。都ー～三法は著者 6) 通気による茜捕集液量の変動は各法共問題でな

等の考案乃至改作したものである。 い。

2) 大ピノレ内各事務室及び当研究所内研究室及び動 7) 37° 菌数算定には少くも 3～4日，成可くは4

物舎における瓦覆実験の結果，各定量法菌数間に有意 ～5日以上，落下法では少くも 2日，成可くは3白以

の差があるのみでなく，菌数の多少によって各法の菌 上の観察期日を要ナる。 22° 菌数算定には各1日宛を

捕集状況にも変化を生ずるととを知った。 追加する必要がある。

3) 各法車；捕集管の産捕集率を 2捕集管直結言実験に 8) 37°高数は22°菌数より一般に若干少い。

よって，うかがってみると，都一法，衝撃法では第2 9) 落下法芭数と定量法細蕗数との比率は一定しな

管に脱出する蕗数は第1管の数%以下であるが，他法 い。ただし定量法菌数が増せば倍率も高まるが，高ま
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り方は液稿、過法では小で，都ー，三法，衝撃法等は大 れ難い。よって現状としては，標準的定量法として，

である。 一応策ーに都一法，次に衝撃法を推奨するが，簡易法

10）液穏過法の菌数（lm3中〉は，通気量及び通気 としては落下法の利用が考えられる。

速度の増大によって減少を示す。要するに液穏過法菌 終りに，本研究に対しては，厚生省より厚生科学研

数は現実性の乏しく，且つ不安定な計算上の菌数と思 究補助金を受けたととを附記する。

はれるのみでなく，捕集管にも上述のような欠点を免 叉東大土肥一郎氏の御協力に謝意を表する。
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紫外線並びにオゾン殺菌灯の殺菌効果について
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供試培地は菌種に応じそれぞれ普通寒天，血液葡萄

糖寒天，レブレノレ血清培地， Czapeck-Dox合成培地

等を使用した。供試菌は一般に37°c' 18-20時間培
養，淋菌は37°c' 28-30時間培養，糸状菌は25°c' 
6日間培養した固形培地上の菌乃至胞子を採り，とれ

を滅菌生理的食塩水中で所期濃度に均等に稀釈し，そ

の所期量を培地表面乃至供試水中に投じ，均等に分散

させ，殺菌灯に曝露した。理容器具に生菌を附着せし

むる時は，同じく犬シヤ｛レ内に所期濃度の生菌蒸溜

水均等浮遊液を作り，とれに器具を浸して引上げ，附

着液をよくきって殺菌箱内に納め，所定時間殺菌灯曝

露後取出し，適宜生理的食塩水で、湿らした滅菌芳、｛ゼ

小片にてよく払拭し，とのガ｛ゼ片を更に生理的食塩

水中に投じ，との食塩水を普通寒天培地と混釈培養し

た。菌数算定は37°c' 48時間（糸状菌は25°Cl20時

間〉培養時発生集落数を以て生残菌数とした。淋菌培

養には，茨酸ガス含有培養瓶を使用した。次に室内試

験は当研究所及び都内会社，官庁等の事務室を主とし，

殺菌灯は天井乃至周壁等の適当箇所に適当数（施工者

の判断による〉取付けた場合である。細菌数試験法は

落下法によったが，細菌数定量法及び塵換試験を併試

した時もある。

c 賓駿成績
工 至近距離勲燈の場合

1 大型賓駿箱内の成積

第1図に示す如き実験用に考案した木枠附硝子箱

（縦×横×高さ， 60cm×4・2cm×50cm）で，底部は浅

底の抽出とし，抽出上国は気密な出入自在の硝子板と

してある。実験に際しては薄手のシヤ｛レを抽出に入

れ，次に硝子板を引出して培地を露出し，箱の天井に

装置した殺菌灯を点灯して培地上の菌に対する殺菌効

果，オヅン濃度，紫外線強度等を検討した。殺菌灯放

電管とシヤ｛レ上国との距離は約 30cmである。

( 93〕

Eヨ

紫外線並びにオヅシ殺菌灯は，空気，各種室内乃至

倉庫等の消毒や，食品の保存等に広〈応用の見込ある

ものとして，環境衛生上我国においても注目をひくに

至り我々も諸方面から屡々照会に接したことがある。

とれに関ずる内外の実J験報告乃至参考文献 1）ー14）は既

にかなりの数に上っている。我々はかねてから各種環

境の適当な衛生消毒法について関心を有しているが，

との種の殺菌灯に関する今までの我々の実験結果を一

応とりまとめて報告する。

B 費駿方法

工 供試殺菌灯は大型（B型〉小型（A型〉のオゾン

殺菌灯（以下支障ない限りオゾン灯と略記〉と，特殊

硝子乃至石英放電管製紫外線殺菌灯（それぞれ以下支

障ない限り硝子管灯，石英管灯と略記〉各種である。

何れも新適格品を用いた。

五 実験は殺菌灯から30cm以下の至近距離の場合と，

室内空中細菌に対する場合とに三大別される。至近距

離の場合は，ケ｛ス内の場合と，ケース外の場合とに

ついて実験したが，ケ｛ス内の場合は大小3個の実験

箱を用い，箱の天井に殺菌灯を装着して，平板培地表

面及び井水中の菌に対する影響を検討し，ケ｛ス外の

場合は，平板培地表面及び井水中の菌に対する影響を

検討した。供試菌は大腸菌及び白乃至黄色葡萄状球菌

（以下支障なき限り球菌と略記〉としたが，さらに淋

菌， 肺炎菌（工型〉， ヂフテリア菌， 糸状菌2種

(Aspergillus niger及び Penicillium），空中細菌

2種（有芽胞菌及び双球菌〕等を追加したとともある。

以上のうち病原菌及び E.coliは当研究所徴生物課及

び水質課より，糸状菌は国立衛生試験所細菌部より分

与されたものである。葡萄状球菌其他の空中細菌は何

れも空気中より分離して供試した。
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第 2表ケース内オゾン濃度の自然低下

芳 1図 一 （大型オゾン灯〉

大型実験箱による
実験装置 。42rn l連続点灯時間数｜ 3 時間 I 5 時間

百｜ ｜広岡野｜五同開
j i消灯直後I29.ψ2.61 861 88.必［2

③③②）、Ill「M 1時間後 1-16.831 8戸.65?…「云i 
③③R＇ ¥ lltOcr口 iII 2時間後 l4吟2.1] 86[ 16.却！却1j
ト V ひ竺亡11(. I II 3時間後［ 1咋2.2: s61 I / 

8 1 

u I 113時間的後i1中2.2：同 I I 

i オゾン殺菌灯の成績

殺菌灯は大型，小型を適宜供試した。箱内オゾン濃

度は第1図の如く箱内に挿入した硝子管に土り，シヤ

｛レ上面に近い部位の箱内~気を吸気瓶内の水と置換

してサイフォン式に吸出し，通気管内の2%沃化カリ

液と反応させ，析出する沃度を0.0004N亜硫酸液で適

定定量した15）。 被検空気はオヅン定量の時は過マン

ガン酸カリ液，酸化窒素定量の時は二酸化マンガン層

を予め通過させたが，酸化窒素は徴量で『問題でなかっ

fこ。

オゾン灯のケ（ス内オゾン発生量は状況によって異

なるが，大型ならば数分，小型ならば約10分の点灯で

数p.p.m.となり，数時関連続点灯すれば数寸－p.p.m.

に達し，平衡状態となって以後増量しなくなる（第1

表〉。※

｜ ／ノ 3時間半後｜ 山：22.2:ば ｜ ｜ 

菌灯点滅を反覆しながらオゾン濃度調節に努力した

が，なお定濃度保持不充分で怠った。それで実験中の

オヅン濃度は平均値で示した。

この実験の供試菌は大腸菌と黄色葡萄状球~，培地

は普通寒天平板で怠る。菌の90%以上を殺すに必要な

時間と，オヅン平均濃度との関係は第3表及び第2図

のようである。殺菌時間の常用対数をとれば，回帰曲

線は第2図の如く直線化される（大腸菌ではオヅン平

均濃度lOp.p.m.以下の場合〉。即ち殺菌時間の常用対

数はオゾン平均濃度に逆比例する。大腸菌では凡そ10

p.p.m.を境として， lOp.p.m.以下では殺菌時聞が大

1［屈に延長し，特に 1p.p.m.以下では 7時間作用させ

ても完全殺菌ができない。球菌は大腸I芸より更に殺菌

不良である。殺菌時間には可成の変動性があり，叉温

第 1表オゾン灯のオゾン及び二酸化窒素殻生量
湿度にも若干関係がある。即ち第1表

殺菌灯｜ 大 型

μ活時計出燃ι寸評j撚
30 分 16.55 I I 27. 4 I 86 ¥ 20. 23 i 27.4 I 84 

j点
1時間 j22.321 / 21.6 ／田I34. 85 I 27. 5 I I 

灯 2時間 I2s.11 ¥ I 27. 6 I 87 J 40. 89 I 27. 4 i 85 

後
2時間半｜ I 44. 51 [ 21. 3 ! 86 

3時間 j29.96 / o.92 [ 2s.o / 871 42.65 [ 21.4 / 85 

からも高温低湿の時は殺菌所要時聞が

短縮される傾向が看取されるのである

が，この傾向は更に低温な16°c＇湿

度約77%の時の実験で確認された。即

ちこの時は気中オゾン濃度で22p.p.m.

で，大腸菌ち球菌何れも90%以上及び

100%殺菌時間がそれぞれ45分及び75

分であった。

この実験において一般に実験箱内気

温は室温と大差ないが，湿度は培地露

出後間もなく室内より12-30%高まり，

※然し一度発生したオゾンも，常温の普通の明さの室 その状態が持続する。供試菌数は約200-700としたが，

では自然分解が速い〔第2表〕 との範囲では菌数の多少は殺菌時間に影響が余り明瞭

殺菌実験中のオグン濃度は数分以内の短時間にも可 でなかった。

成変動するととがあったので， 15分毎にオヅン量を測

定しつつオゾン量の増獄に応じ 30秒ー数分間隔で殺
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第 3表オゾン殺菌灯の培養基上の菌に対する殺菌力

大 腸 菌 の 場 メロミ 葡萄状球菌の場合

実験中の気 オヨ〔！被一間除；f"' Ill< r p 0) 
温，湿度 平均濃 X) （守系J封）11附｜国 温， 湿度 i平均濃度シ(X) （~）~オ誌もj1州国数
. lilli~s~~； I 0. 48p. p. m. J四分〔2.019 )I ~0~1咋9.185~8~；/ocI 0. 48p. p.国ト加分間9)1~I到阻

88～90% ソ 12005)-(2.301)1 ~到叶sg;;~g~~cI o. ss ／／ ｜山判官l427 
グi則氏1吋吋 3251幻 2山立 J 3.15 

II F明 22)]filorl 276 
25. 2° c 

" ] 20分間1)1吋判83% 

84～86% が！ 20一作司醐128.0訳語~c] 6.94 ｜腔I570 
75～76% グ 12扮（1.301)1叫4
86～88% !/ 14：扮（1.653)1 J問外

グ 12山 01)1吋付 26.4° c 
／／ 160.53-(1.叫~~ 1636 73～74% 76% 

グ］ 105}(1.回0〕l叫叶
γ 件I;}1t 778)] ri5t. I硝

80～82% 
／／ l却0-1573128.2-28.~＇. Cl26. 01 80～82% " 1~円九0)1 却分 I 437 

85～88% 34. 29 ／／ I Jog"l 7081 85～88% ノ：，29 ,, 110分川

回
y = a - b x 

f語
lOp.p.m.以下の場合

。；1司b；~.2＇ーi~~i~lβ3士0~ ） 1.01, Y-=2. 241-0. 0412 x 
;J:I℃ Sb=O. 00573, t（β＝0)=7.20，γxy＝ー0.954

e注以上の成績中殺菌時間の欄の00分以上と書いたものは， 00分以上の検討を行わなかったもので，
黄色葡萄状球菌の場合には殺菌率90%以上の欄にもこれがありXを附してある。 00分においての殺
菌率はX188。8%,X~79。 5%, X38・4. 5%である。

嘉込2 ii 紫外線殺菌灯の成績

（菌、［ 芳2図ケース内オシ、治政殺菌時間句関係 供試殺菌灯は硝子管灯，反射笠付15W型~ 2537 A線
ii,つo;n~：：~. ! ．（フ「νン殺菌珂実験成績、一 • 
…~－ 11~ ~ I I I 1苅易菌す｜
200 2.Q~t~Jぺ 1 J 1理菌ピJ

150 1.5 
〉ぞ、、

100 1.0 

ーー『0寸ーー・・ー－

so 0.5 

10 15 20 25 30 35 

03濃度RP. M. 

車日射エネルギ｛密度550～6601;,w/cm¥min. （反射笠

無しの裸管ならば約200μw/cm¥mi吋， C 30cm直下

にて〉。

培地上の曹の殺菌は第4表の如く迅速で大腸菌，球

菌何れも照射30秒で99%以上殺菌され，完全殺菌所要

時間は大腸菌3分，球菌5分以内でJI＿）る。

第4表に見る如くち発生オゾン量は徴量で，石英管灯と

は比較にならない。との際ケ｛ス内気温は相当上昇す

る。石英管灯のオ、yン発生は仲々多量で，一種のオゾン

灯の観がある。オゾン試験結果を一括して第5表に示ず。
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第 4表 大型実験箱内紫外浅草量菌灯実験成績

(1）大腸菌の場合 （特殊硝子製15W型〕

、戸項＼〉＼下～試民一イ~ 
殺 菌 灯 曝 射 もιー の 関 係

射前曝 曝I射後直
曝 射 後

30秒 I1分 I2分 I3分 I5分 j7.5分 I10分＼ 1s分 I20分

帝国 菌 数 I 4881 。！ 。

実
箱錨（C。）i型吋I 

/ 30. 8 J 3o. s [ 31. o I 31. o I 31. 2 J 31. 6 / 31. 6 I 32. 2 / 32.4 

験 / 28.41 28.4 / 2s.6 j 28.8 29.2 / 29.s j 29.s / 30.o I 
中
内湿度問｜ 82 

(!) 

温 1気温乾球［ I 30 6 I 30. 6 I 30 6 I 30 6 I 30. 6 / 30. 6 I 30. s I 31 o / 30.8 

湿
箱（Co）湿球i｜ 

J 21. o t 21. o I 27. o J 27. o I 27. o I 27. 7 J ぉ.s j 26. s j 27.0 
度 外
湿度（%）！ I 71 I 71 I 71 I 71 I 71 I n I 68 I 70 

I fix I 8.0 8.5 

オヅン発生量（p叫 0.53 

(2) 

弐試；；験一＼項、＼関目＼～験時＼刻
殺 菌 灯 曝 射 と の 関 係

射前曝 身ち曝後」ょ 曝 射 後

30秒 I1分 I2分 I3分 I5分 I7.洲崎｜時＼ 20分＼ so分／ 45分

京国 ]it;j 数 I4881 。

実 手官
気温！乾球｜ I 31. 2 I 31 2 I 31 2 I 31. 4 I 31 6 I 31. s I 32. o I 32 4 / 32. 6 I 33 2 I 33. 4 

i段 (Co)' I ! 21.s j 21.9 [ 28.o j 28.4 I 2s.s) 29.o J 29.2 ¥ 29.6) 29.s j 30.2 j 3o.4 l湿球
中 内
湿度（%）1 J 1s J 73 / 74 / 75 I 77 I 11 J 77 I 78 l 781 76 J 76 

の

温 手百サ吋 I 31 o I 31 o I 31.。＼ 31 o I 31. 4 ¥ 31 6 [ 31. 4 I 31. 6 I 31 6 I 31. 4 I 30, 6 

湿 湿球｜ [ 26.6 j 2s.6 j 26.6 [ 26.s j 26.6 ¥ 26.6 ¥ 26.s [ 26.4 I 2s.2 ¥ 2s.4 ¥ 26.4 

度 外
湿度（%）！ I 66 ¥ , 66 I 66 ¥ 67 I 63 I 62 I 64 I 60 J 59 / 62 [ 66 

室粘皇 l！~~I 以8.5 
7.5 

オゾン発生量（pp111)

（註〉 紫外線強度は中央気象台式MCL紫外計の検知管を用い，実験箱内硝子板上（シヤ｛レ上面〉において

計測したもので，上記の値は3秒間照射の際における検知管の発色程度を，該当する標準比色管の番号

を以て示したものである。
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第 5表紫外鴇殺菌灯のオゾン稜生量

実験番号 l No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 

殺菌灯｜石英管 15w ｜石英管 15w ｜ 石英管 30w ！ 硝子管1仰木

μ笥1~巴｜携｜ょ淵搾〉｜務｜伝的恵｜務［よ国lr~I 撚
0 分 I3i.11¥19.7 I 631 46.26 I 15.7 ¥ 681 24.77119.41 60 I o.74126.6 I 57 

1時間 I23.121山 I 631 38.13 J 19.1 J n J 23.76 ¥ 2i.o I 59 / o.46 / 37.o I 51 

後 3時間 I23. n I 20. o I 12 I I I ¥ 36. so I 22. s / 57 I 印 144.51 29 

註 1) No. 1, 2は大型実験箱内， No.3は大型木箱〔124cm×29cm×50cm（高さ〉］内， No.t1は小型実

験箱2号（第3図表照〉内の測定値である。測定は一般に連続的であるが， No.2だけは不連続である。

2) との場合室内温湿度は一般に余り変動なく， 30分及び3時間の値を記すと， No.1,16. 5° C, 16. 8° C及

び90%,No. 3, 14.0。c'16.0° c及び73%,69%, No. 4 , 13. 6° C, 16. o。C及び58%,71%, No. 2 

では30分は14.1°c.' 73 % ' 2 ' 3時間は同一で均何れも16.2°C,73%であった。

2 小型実験箱内の成績
た1' 2号2個の殺菌箱内に，数千乃至数万の生菌を

把り以外の部分に附着せしめた理容器具（剃万，櫛，

パリカシ，皿〉等をスれ， 8糎の距離から紫外線照射

を行う。 1号箱は単なる木箱で， 15W硝子管汀裸管工

木を装置し， 2号箱は同じくlOW裸管3本を装置，箱内

面は反射用アノレミ板を張る。成績の一部を第6表に示

したが， 95%以上の殺菌時間は2号箱は総て2ー5分

第 3園 小型実験箱（紫外線殺菌箱〕

！号 2号

23cm 

以内， 1号箱は大腸菌で2-10分，球菌で2-30分，

完全殺菌は器具を縦に置いた時1, 2号共大腸菌30分，

球菌60-120分，締，パリカンは剃刀より殺菌され難

第3図に示すような箱の天井に紫外線殺菌灯を装置し く，器具は縦が横より殺菌されやすい。

第 6表紫外観殺菌箱理容器具殺菌所要時間

1. 器具を縦に置いた場合

供試菌｜ 大 腸 菌 葡萄状球菌

イ型不菌数 I 2～ 3万程度｜数 千 程 度｜数百程度 Iz～ 3 万程度 l数千程度
殺菌箱種類I1号箱 I2号箱 I1号箱 I2号箱 I1号箱 I1号箱 I 2号箱 12号箱

殺菌率｜「百悶悲2盟l100叫例百艶関2盟［10叩0叩0叫百鈎盟1叩附%利l 主艶悶2盟｜山m削20叫吋百髭艶~il削附%オi 百髭関1吋2盟＇.／1加%利｜百閉2盟｜ 10附賀艶凶2盟.J11附
弘そす 叫判州 2ゆ10～号｜判 I I m分i割明州分｜ 扮 j2c分
lみそす｜ ｜州制州 I l 州 105}1 吋～~I J s判 60 判 30分

く し｜州 6州州ω ｜判 3均 120～ま｜州制60~1~1 州 6051-I!

バリカン｜州 3州判州 ［州判吋 1州制 1九？（
皿 l 刈0～~I I I I I I 

註① 殺菌率95%以上とは95%乃至それ以上で100%以下の場合を示す。 100%は生残菌0を意味する。

①葡萄状球菌の時殺菌率95%以上の欄に5分とあるのは， 5分以下の場合は検討しなかった。
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2. 器具を横に置いた場合

供試菌｜

供試菌数｜ 2 

大 腸 菌

4 万程度 I 2 

葡萄状球菌

3 万 程 度

殺菌箱種類 I 1 号箱 I 2 号箱 I 1 号箱 I2 号箱｜

殺 菌 率｜例以上 I 1州 195%以上 I 1附／ 9明以上 I 1附｜附以上 J 100% I 

表 12分 12～30分 15分 120分 12分 160分 15分 間分｜
西洋かみそり 裏｜ 5分｜ 60.分｜ 5分｜ 40分I10～加分I60分以上｜ 5分｜ 100分｜

表 12分 110分 15分 140分 12分 160分 15分 ISO分｜
日本かみそり 裏｜ 2分1 60分｜ 5分｜｛ 60分｜ 10分I60分以上｜ 5分［ 120分｜

表 12～10分 160分 110分 間分 110～30分 160分 間分 ISO分｜
く し裏 I 2～10分i 60分｜ 1073-I 90xi'-・I 10～30.分 60分以上I I 5分I 120分i
（註〉 2号箱の場合95%以上の殺菌所要時間の試験は， 5分以下は検討しなかった。

第 7表繋外線殺菌箱内器具附着生菌輩（大腸菌〕（器具を横に置いた場合〉

西洋かみそり 日本かみそり く し

19 ::no 3開。｜幻 000 I 4,500 
紫照射外直線前 24内.6°C 2外4,.2°C 

75% 68% 

I ~1~~~ c 24。2°c 70 

5分後
4,0 I 69 2~~~ I 210 

1.0分
3L6°C 24.6°C 

紫 2~ I 70% 6~~ I 120 

15分
33. 8°C 24:. 6。C

外
裏｜

88% 7~~ I 一

線 20分
- 42. 6°C 25. 2°C 

61% 6~~ I 

照 30分
46。6。C 26.4°C 

58% 6~~ I 

射
40分

46.0。c 26.0。C

裏｜
57% 6I~ ¥ 10 

後 50.0% 26.4% 
1時間裏｜｜ 58% 66§g I 。

出半表裏｜｜ 62% 67~ I 

酎照試験〔大腸菌〉（無照射のバリカン〉

試 l 験 開始後の経過時間

O分直後I20分 I40分 I1時間 I2時間 I3時間 I4時間 i5時間！ 6時間！附間 I24時間
竺割三孔100［仰州必，叫 36,
（註〉 くしの欄に実験箱内，外の気温，湿度を併記した。
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2号箱殺菌実験の1例を第7表に示す。箱内気温の 3 培養基上の諸菌i二対する紫外線t殺菌灯殺菌力（30

上昇が第5表よりさらに甚しい。なお対照の単に器具 cm下〉

を放置した場合は，初め菌数漸減するが12時間以上で 供試殺菌灯は反射笠附・2ow硝子管灯，成績は第8表

は復活現象を呈して増菌を示す。球菌でも同様でt－＞：＞つ に示した。

fこ。

第8表培養基上の菌iこ劃する硝子管灯の殺菌力（室温16～18°C)

医＼草戸色種J岡田淋株 1半商田株 ~中細菌

（カピ戸｜
芽胞菌｜双球菌（ 球 菌

一一一一 犬腸菌
As ¥ Pe 工型

リア菌

67 / = / ＝卜，015/ 18 
10秒 l

I 49 ¥ 100 I 210 I 。
91 381 97 / 0 

3 I 16 J 42 I 35 I 。
3.5分！ o I 20 I 。
5分｜ 26 ! 。
7・5分 i 。
l 附 l
（註〉 カピの Asは Aspergillusniger, Pe は Penicillium,＝は略2,000以上の意

4 ＊に対する紫外線殺菌灯の殺菌力

水槽内の水…・・・恒温槽〔575cm×31cm×29.5cm

（高さ〉〕に飲料適の43°cの井水401をスれ（水深21
cm），水面上30cmに上記の20W碍子管jげを点灯する

と，菌数10万／ccで5分， 832/ccでは45秒以内に殺菌

された〔室温15.0～16.8° C）。 ／ 

ii殺菌堀内の水

第4図に示す如き内佳8.0cm，長さ31.5cmの硝子管

両端に栓をし，栓中央に15W裸硝子管灯を貫通し，両

端に硝子管を挿スし，井7.k(18° c) を流ス出させて

実験した。流出速度0.2-2l／分，菌数数百一数万／cc

とすると，何れの組合せでも大腸菌，球菌何れも99.8

%以上の菌は7kの瓶内通過中に死滅する。完全殺菌は

大腸菌で『は菌数352/ccで流出速度1.5 l／分， 4,360/ccで

o. 5 l／分， 46,200/ccで0.2 l／分まで可能であり，白色

葡萄状球菌で句は436/ccで0.5 I／分まで可能であるが，数

千以上／ccではo.2 l／分でも困難で怠った。この井水中
にアスパラギンをlOp.p.m.に投スした場合は， 99.9

%以上の菌は何れの流速でも殺菌されるが，極少数の

菌は，大腸菌でも， o.2 l／分でも生残する。

第4園紫外線殺菌瓶略国

単位＝ Cm

[ 力、づス円筒 ,I 

d他幽ジ ー町一一三ヂ7ー下守秘
と立一一一一一ーイヨー－0 ~ ~ ~ -1-f-_i;ぬ鴇－
~二一殺菌防 吋N よ7 7史認グ
ク父万うウ＇／／／／，ウラケ／ん引ん汐うケツノ γ／／／／／／ン＇／.＇／， , 円 ー・； __Jー 、』、』Jιw>'

トl石に二ごE了。2 叫5ド Tー／一一 一
' ' 白 巴
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JI 室内点灯の場合

オゾン灯装置個所3，硝子管灯装置個所4，石英管

灯装置個所1を試験したが，点灯日と非点灯日の細菌

数間には一見して明らかな程明瞭な差は一般に見られ

ず，変動を分析して差の検定を行ってみても，有意の

差の認められる場合と，否らざる場合とが，紫外線灯

でもオヅン灯でも相半していた。

然し床面積2mヨ位の密閉小室では，反射笠付20W型

硝子管灯1本，下向照射で略無菌に保ち得る。勿論こ

の場合人は紫外線防護無しに長時間在室は困難で，防

護具をつけても，換気不良で不快である（第9表〉。

第 9表空中細菌に謝する紫外線的殺菌力

a）被検室説明略園

床面積 2. 05m~ 

高さ 2.24m

気積 4.32m

平面図

b〕被械室内落下細菌監（室温14.2°C)

I＂＂開IJI胸中｜ 照射後｜＼間数｜照射し一一一一1一一一一
試験＼｜前 110 I 20 so 110分間分：so分11時11時期f2時
鴨川 15} UiJ分除後険！間後山！間後｜
No. 1 I 11: 01 OJ 11 5! 1! Of 3/ 2J 13 

No. 2 ＼判＼ 1[ of of of 5J 1J 1J 16 

次に第四表の某銀行1階事務室， 〔床面積112m~ ，

周壁に15W硝子管灯10灯点〉は，菌減少効果の認め

られる例で怠る。

木表でも各時刻別々に点灯， §1¥0:点灯を比較したので

は，測定値自身には何れも有意の差がなく，測定値の

平方根を採れば，工時のみは α＝5 %以下で漸く有

意となるが，他の11時， 41守は有意とならない。

次の策11表の某会社（床面積44.6m＇，周壁に 15W硝

子管灯4灯）は，点灯，非点灯の差の認められぬ例で

ある。

次に当研究室内オ、yン灯，ゴ1：：点灯，窓開，閉各2日

の繰返し試験，計8日聞の対照的試験成績を第12表に

示す。

第12表の落下法を除いた定量3法の各測定値の平方

第10表某銀行内落下菌室主（室温19.5-21. 5°C) 

試｜試｜ 試験日（T)
験｜験 l / 
時｜個｜非点灯｜点灯
刻｜所 I . I 

(Z) f(P) I 10/12（水〉｜叩2（金〉｜ロ／12（水）：19/12（金〉

1 I 51 I 33 I 40 I 28 11 I -;; I ;:, I I I 
2 I 54 I 31 I 35 I 31 
3 I 73 I 57 I 72 I 33 

時 I § I ~~ I ~~ 1 認［認
1
2
3
4
5
 

時

34 I 26 
49 I 23 
45 I 26 
62 I 40 
63 i 52 

33 I 31 
38 I 34 
47 I 53 
78 I 95 
117 I 67 

1,399 

1 

ー
ム
ワ
ω
円、

υ
A
ニhu

時

4 

上の分散分析表〔測定値の平方根につき〉

変因 1 s s r D. F: 1 v f F 

T 27.37 1 27.37 11.17 ：＞~ 3」:(0.5%〕
z 27.99 2 13. 99 5. 71> (1 %) 
p 36.76 4 9.19 3.75> 30(2.5%) 

T×Z 3.56 2 1. 78 
T×P 11.43 4 2.86 
Z×P 26.58 8 4.42 
T×Z×P 

18. 71 8 ~： ~~ :VE R(TZP〕 73,48 I 30 

TZPR 

根をとると，変動分析結果は右表のようで，点灯，非

点灯の差が有意となり，点灯の効果が認められる。然

し第四表の測定値自身を用いての検討では，点灯，非

点灯の差を認めるととが出来ないが， 10時の細菌数を

除外するか， 10時の細菌数を1.00とし，それ以後の細

菌数をとれに対する比として表して行った検定では，

点灯効果を認めることが出来る。

本成慣では一般に平方根をとる方が，測定値自身を

用いるより有意になり易いが，とれは少数例ではあっ

たが，著者の行った細萌数の分布の検討で， Poisson

分布に近い傾向を窺うことが出来たことと関連するも

のと思われるが，この点の検討は更に機会を待って行

し、fこし、。

なお上表でたε一法だけ，たとえば都一法だけの成

績では，窓開閉の差は勿論，点灯，非点灯の差も時刻差

も有意でない。叉全体として窓開放時は点灯，非点灯
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某曾社内落下菌室主

試験時刻｜ 1 1 時 1 時 3 時

1 2 ;) ，、 4 2 3 4 1 2 。，、 4 5 
試験個所

1 I 9 55 33 , 15 8 I 23 50 42 30 5 I 21 28 30 
2 15 34 18 25 26 24 53 17 21 17 23 61 10 11 63 

手口 248 282 259 

メ与、
口場の灯J点

第11表

ロH
l

ゴ
プ

時3 

5 4 
，、。2 1 

41 
48 
13 
63 
10 
15 
7 
9 

31 
35 

場

時

5 4 3 

25 
31 
14 
12 
16 
14 

272 202 

(4月中室温約17-21°C) 

の1げJ点

1 時11 

2 1 5 4 3 2 1 

9 
10 
36 
35 

25 
78 
38 
22 
21 
21 
6 
9 

36 
31 

試験時刻

試験日

287 内

μ
z
h
T
 

重立

ヌH豆d、 開 放 時（W1) 労，~ 閉 鎖 時（W2)

1；義、M主）~事主験V時空b刻＼〕I 1時 114時 116~ 11時 110時 112時 Ii4時｜時 I1時I I 10時

非灯点 I部一割1m1
3810 I 2105 

2385 845 1235 2830 1965 725 970 3865 3375 

衝撃荘1m1
1536 

2540 699 1536 2551 1738 1100 3209 3497 

日秋葉法1m1
2000 

3200 1600 1200 380 1800 1200 1600 1600 4000 4600 

(T1）落下剖； m1 38 46 
24 33 14 40 

F一刻印｜ 1640 
1335 2145 4430 2530 1250 755 1535 2445 935 

点衝撃法I~！~ I 8221 2~~~ : 1306 
7682 1320 4291 2736 1080 1518 535 

灯秋葉 ［-1二、I（~~ I 5000 1800 2400 1800 1400 1200 2200 2800 800 

日落下向1m1 ~~I 28 50 25 10 

(T2＼オp.ゾp.ンm量.）1m1 ［痕0跡.01I痕0跡.01l痕0跡.01I痕0跡.01I 0.08 
0.15 0.32 0.31 0.16 

菌車田中9'i:! よZユ内
.... 一、

2三"*" Yしm 第12表

附着の菌に対しては， 2号実験箱では2-5分以内じ

95%以上の菌が死滅した。

普通室内空気に対しては，在室者が紫外線乃至オゾ

シ防護具を用い得る場合は別であるが，用い得ない場

合はさほど顕著な菌‘減少効果を発揮せしめ難い。然し

後者の場合でも，殺菌灯の適当な使用により一般空中

細菌数を或る程度獄少せしむることは可能である。

なお石英管製紫外線殺菌灯のオゾン発生量は，ケ｛

c 101) 

聞に差を認め得ないが，窓閉鎖時は差が認められる。

D 偲括並びに結論

オゾン乃至紫外線殺菌灯の殺菌効果は至近距離にお

いては顕著であり，オゾンの培地上の菌の90%以上を

殺菌するヒ要する時間の対数をとれば，とれはオゾン

濃度と反比例する〔大腸菌においてはlOp,p.m.以下

の場合のみ〉。 紫外線灯巳おいては，培地上の菌や水

に対する殺菌効果は従来の成積と大差なく，理容器具



上の分散分析表（測定値の平方根につき〉

変因 Is s Ju.F./ v J F 
註 a) 点灯日の10時の細菌数は，オ、yン灯点灯直

前のものである。

T 1235 1 1235 5.68>F~。（2.5%)i
w 23 1 23 0.1 く~；時品~o（＇点（~ %) z 3725 4 931 4。28> .5%) 

h在 365 2 183 。。84< %) 

T×Z 685 4 171 
T×羽7 2775 1 2775 
T×M 116 2 58 
W×Z 1129 4 282 
羽T＞く瓦在 37 2 19 
Z×五在 161 8 20 
T×W×Z 443 4 111 
T×w×M 84 2 42 
T×Z×五在 135 8 19 
w×Z×h在 23 8 ぞa， 

IT×W×Z×M 87 8 11 
R(TWZM) 13046 ~o 217 

TWZMR 

ス内にては可成多量で，この点では一種のオゾン殺菌

灯の観をも呈する。

点冬りに本研究に対する東大土肥一郎氏の小援助に謝

意を表する。

支 献

b〕試験日について：（1）は窓の開閉に応じ，そ

れぞれ11月4日及び6日，（2）は11月5日及び

7日，（3）は10月21日及び7日，（3）は10月21日，

及び26日， （4）は10月23日及び28日を包含する。

落下法以外は空気 lm＇中の細菌数を意味す

る（細菌定量法〉。試験日の室温は略20-25°

C，湿度は44ー75%，気動は窓開放時はO。063

～0. 203m. sec-1，窓閉鎖時はO。024～0.090m

sec-1の間にあった。

。M.Luckiesh : Application of germicidal erythemal and infrared energy. (1946）・
2) 穂坂圭蔵：日医大誌 19,(12〕.1448. (1952）。

3) 河端俊治他：照明学会雑誌 36.(3)' 89. (1952) 

4) 入国貞善他：東京医事新誌 67;(9), 29。（1950)

5) 田中恒男：公衆衛生 13,(6〕， 87.(1953)

6) 山口勇郎他：公衆衛生 13,(6), 94.(1953) 

7) 大平俊男：東京都衛生局事業月報 57.7,(1953) 

8) 北海道衛生部環境衛生課：衛生獣医資料 3.(1951)

9) 島田硝子株式会社：低オゾン殺菌灯応用資料・（1951)

10) w。D。Forfythe& Q. Adams : Fluorescent and other gaseJus Discharge Lamps. 
11) K, F. I¥在axcy: Rosenau Preventive h在edicineand Hygiene. 7th Ed. (1951) 

12) Frazer and Stallybrass : Textbook of Public Health, 12th Ed。（1948〕

13) Topley and Wilson : Principles of Bact. and Immun. I. 3rd Ed. (1947) 

14) Jameson and Parkinson : Synopsis of Hygiene。9thEd. (1947) 

15) 斎藤功：オゾン試験法（註解〉，公衆衛生年報〔1954）掲載予定．
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XVI 某新聞社内夏季環境並びに実感調査成績及び本成績

への著者の空気判定標準の適用について

生活衛生部環境課斎 藤 功

環境測定と実感調査の対照は近年殆ど報告を見ない

が，なお検討を要ナる問題である。恕限度，労働心理，

空気の衛生適否判定標準制定等に，かかる研究は寄与

するところが多い。私は前に某新聞社内各季環境につ

いて，いささかかかる調査を行い報告1）したととがあ

るが，とこに同趣旨の夏季の調査成績に対し，著者の

昼気判定標準を適用して，いささか興味ある知見を得

たので，とれを報告する。

(1) 調査時期及び調査人員数

昭和27年8月15,18, 20日3日間〔何れも晴）， 380 

名，調査時刻は成可く在室者の多い多忙時（一般には

午後〕を選んだ。

(2) 調査項目

付） 環境条件……気温，気湿，カタ冷却力，気流，

感覚温度，照度，塵挨数，落下菌数，茨酸ガス量，

1部必要個所の気中錯含量等測定個所数合計，室

内52，外気3

（ロ） 実感調査…ー調査当日午前，午後，夜間の実感

を調査表により調べた。調査項目は温度感覚，疲

労状態，不快臭，騒音，挨りっぽい感じ，食慾等

の，後に記する如き13項目である。

(3) 調査成績概要

本社は適宜送風換気を行っているが，冷房はしない。

社内は出版局，編集局等の事務室と印刷局，営業局等

の工場乃至発送作業等の多い所とに大別されるが，後

者も幾分精神的作業を伴う軽度乃至中等度の労働であ

る。

付） 環境条件……季節的に特に気温が高いのが問題

で，窓開放や扇風器等のため，室内としては相当

の気動を認める所が多かったに拘わらず＼一般に

カタ冷却力も少さく，感覚温度は高く，温度条件

が悪かった。塵挨数や炭酸量は一般に少かったが，

落下菌数は比較的多かった。判定標準と対照する

と，温度条件だけから不適乃至準不適（｜市｜で

示す〉とする個所が全試験個所の半数余ある位温

度条件不良のため，結局室内52ケ所中41ケ所が不

適乃至｜空副となった。各項目別に記すると。

(a) 気温（C)…・・工場の一部に気温の高い所が

c 103) 

18日2個所， 20日6個所あった外，他は大差は

なかった。 15日（外気29.3° ）は事務室16個所

29.4～30.2°,18日（外気30.3° ）は午前は事務

室5個所28.6～29.4°，午後は工場乃至その関

係の事務室 13個所で，熱作業である鋳造，紙型

2｛！問所がそれぞれ33.0,32.1°でるった外，29.2

～31. 8°, 20日（外気31.7° ）は工場乃至その関

係の室18ヶ所で，そのうち熱作業で、ある活字鋳

造大釜附－近や錯肢作業，電気室，輪転作業等の

6ケ所は32.6～36.7°，他は30.6～32.6°で，以

上特に高温と認められる 8個所は大抵作業の性

質と関係がある。

(b) 水蒸気張力（mm.Hg）…－－気f!fil.の高低と必

ずしも一致しない。 15日（外気20.39)19。08～

21. 20, 18日〔外気21.87) 19. 22～包囲80,20日

（外気23.15) 21. 55～25.49 

(c）湿度（%）…・・15日（外気67)59～68, 18日

（外気6,7)60～74, 20日（外気66)55～72。

(d）乾カタ冷却力・…・・15日（外気2.8)2.0～2.9, 

18日（外気3.2）前記高温2個所は0.82,1.3, 

他は1.4～37,20日（外気2.7）前記個所中大釜

附3丘及び錯阪作業は小さ過ぎて測定不能，その

他の4個所は0.9～1.2，其他一般は1.3～2.7 

(e）湿カタ冷却力……可成り区々で， 15日（外気

14.2) 9.5～14. 0, 18日（外気14.8）は写真製

版の15.2を除き8.2～12.2, 20日（外気15.5)

6.0～13.5 

(f）感覚温度（。F.E.T.）……これは比較的差が少

い。外気は15日；及び18日は78,20日は80である。

15日は78～79,18日は写真製版75を除き78～82,

20日は高温6個所中大釜附近は87，他5個所は

84，其他一般は80～830

(g）気流（m.sec-1）・…・・窓開放や扇風器等のた

め相当区々で， 15日（外交0.225)0.076～0.391,

18 日（外気0~640) 写真製版0.601を除き0.007

～0.331, 20日（外気o.810) o. 006～0.681 
(h）炭酸ガス量（。ん。）……一般に少く， 1C'f.Joを超

えたのは4ケ所のみである。



(i) 塵挨数（偲／cc)・・・・・・一般に中等度， 500を超え 吋ロ） 実感調査…・・調査票を各局部課の各作業場所を

るのは3ケ所（その中1個所は1000以上〉のみo , 単位として集計し，訴数が全回答数の50%以上に

(j) 落下菌数（ 5分間露出〉・…・・やや多く， 75以 達しているものを重要項目， 45～49%のものを準

上は14個所，特に発送作業に多い。 重要項目， 30～40%のものを要注意項目として観

(k）照度（Lux）・…・ 100以下の所が相当ある。 察した。作業単位数は計30あり，各単位所属人員

(1) 気中錯量…・・労基法恕限量を超過した所もあ 数は一様でない。

った。特 成積概略を第1表に示す。

第 1表実感調査成績

〔訴者数の金調査者難c380名〉に対する%〕
調 査 項 日 並 び 訴 数 % 

暑く 汗 暑 伝｛

感暑街を亡｛ 

体 11Ji ~1;1: 宗治疋主真:; 騒音 食 慾て 1う1
FうE 痛

感をな旺普
苦 し だ fう1 カミ カミ

し
出る ［｜ い ｜ ｜ い な

る す すすぽ

し、 し、 し、 る るるい

午後I（雨）四回）I3・41 6.81~12口 J n.61 2. 91唖）／ 24.51~125.31 8.2 J~ 
1午前I35. 3 I (57~3) I国 3.7/ 7.4, 33.71 9.2 / 6.1 / 1.3 ／岨 1!1s.71 （~131.8 / 5.8同
夜／ 31.1 J 4i.3 J （＿~~） I 5.o / 4.2131.6 / 11.6 I 7.6 / 1.3131.6 / 15.3 / 40.3 / 9. 71 9.5 J：型
附表中数字をO，口で囲み，叉アシグ｝ラインして，それぞれ重要項目，準重要項目，要注意項目なる

を示した。

上表により明らかなととは，先ず、訴数が午前，午後，

夜で可成違うととで，午後が最も多く，午前と夜は差

が少い。

表をよく観察すると，色々示唆される処が多く，興

味がある。そのー，こを挙げると，重要項目乃至それ

に近いものは，やはり暑さに関するとと，だるい，挨

っぽい感，騒音等であるが，これ等は相当によく相伴

っており，特に暑くて苦しいのと，だるいのとは午前，

午後，夜間何れで『もよく相伴っているのが観られる。

これは上記第1表においても数字的によく合致してい

るが，作業単位別及び個人的に検討してみても可成よ

い相関を示している。然し反面ごく少数ながら涼しい

乃至暑涼を感じない人が，合計約10%位は各時刻共存

在するのにも注目せられた。かかる人達の中にも，だ

るいと訴える人が少しあった。なお頭痛はだるい乃至

暑くて苦しい感じと略随伴している。

的 実感と環境測定値との対照…υ 最も相関が大き

いと思われるのは気温乃至感覚温度と暑い乃至暑

くて苦しい，或はだるい感とで，とれ等が第1,

2日の試験個所からも相当訴えられたのから考え

ると，気温約30°C，感覚温度78～79°F.E.T.，特

に 31°C,80°F. E.T.以上では，過半数の執務者

は暑気に苦しむものと観られる。との時乾カタ冷

却力は約2.0乃至それ以下位で， 2,5以上の所は割

合訴が少く O.2m. sec-1イ立の気動があっても余り

実感を緩和出来ない。

頭痛に対しても暑さと略同様のととが言えるよ

うである。挨っぽい感は塵挨数と余り関係なく，

結局仕事の性質上紙片が散乱しがちなのに誘発さ

れている場合が多いのでないかと思われる。

(4) 空気試験成績への著者の空気判定標準の適用

判定標準 2) は現在本課で使用している下の第2表

のようなもので，日本薬掌会空気試験法小委員会の討

議による多少の補正を経たものである。

空気試験成績に本判定標準を適用すると， 15日は16

個所中良4,IU3'I亙／3，不適6,18日明所中
優1，良2，可1,I不適15，不適9,20日は18個所中

国型12，不適仇ア五五。結局合計優1，良6，可4,
E手110，不適31となり（不憾の訴えられた所を不適
とすれば更に不適数が増す〉，との内温度条件各種の不

良だ山内乃至i司となるべき個所持19及
び9，計28個所ある。前述のように塵挨，炭酸，細菌

等は一般に大したととはなかったから，との不適原因

が直接間接に主として、温度条件にあるととは明かであ
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第 2表普温室内空気判定標準

普通室内盛気は不快な臭気を有せず， Eつ下の判定標準表により判定する場合，綜合成慣が少くとも可（なるべくは良〉以上でなければならない。但し綜合成績の如何にかかわらず，特に

不良な項目が一定数以上ある時は，下の判定標準表の規定に従って不適と判定する

瓦ι主千三l A B c D E 
左による昼気試験成績評点法及び判定法

1) 標準適用期間

夏（6～8月〉多（12～2月〉

春（3～ 5月〉秋（ 9～11月〉
2) A, B, C, D, Eは探点区分で温度条件では各項

5点満点とし，其の他のものは20点満点とす。

採点は次の如くする。

～~jABCDE 

5点満点の場合 I5 4 3 2 1 

20点 II ¥ 20 16 12 8 4 

3) 成績判定は綜合得点率にて示し

t優〔綜合得点率 85以上〉
適i良（ II 84～75) 

t可（ II 74～65) 

不適（ II 64以下）

但し

綜合得点率＝ 各項の得点合計 ×100 
90（＝各項の満点合計〉

4) 綜合得点率の如何に拘らず次の場合には不適と判

定ずる。

イ〉温度条件以外のものを1項目以上含む場合は
Eカa 、

D又はD以下が2ト項目以上ある場合－
C又はC以下が4'

ロ）温度条件のみについては
E1う~ 3 ) 

（項目以上D叉はD以下が5 トiある場合
Eが2及びC叉はC以下が4J ~ 

5) 最下位数字は四捨五スずる。

6) 上の4の不適に近いものは準不適とし｜歪通｜で示

す。特に炭酸ガス，塵換，細菌が準恕限値を示して

おり，他が上記不適の判定の条件に合している時は

判定は準不適とする。

夏
気 温

／（乾球温度〉｜春・秋

（。C)
多

温 湿
(%) 

度｜気流

(m/sec) 

冒
4担ユ．

春・秋

ペ一U
l
一七ー夏

感覚温度

、（。F.E.T.)
春・秋

冬

茨酸ガス量〈括） l 
塵挨数｜
（労研式塵挨計） （個／cc) I 
〔イシピシジヤ｛〉 (mg/mり ｜ 
細 菌数｜
（落下法〉｜
普通寒天5分間露出 ｜ 
37°C 48時間培養 ！ 

25 

22 ～ 23 

20 

50 ～ 60 

0.40～0.50 

0.30～0.40 

0.20～0.30 

6.0～ 7.0 

18,0～19.。
70 ～ 73 

67 ～ 69 

64 ～ 65 

0.70 以下

200 以下
(2以下〉

30 以下

(26 ～ 27 
24 ～ 23 

(24 ～ 25 
21 ～ 20 

（紅～ 22
19 ～ 17 

¥0.51～0.74 
0.39～0.25 
(0.41～0 57 
0.29～0.17 
(0.31~0.45 
0.19～0.12 
(7.1～ 9,0 
5,9～ 5.0 

(70 二 7~

（~~二位

201～ 499 
(3～4) 

31 ～ 74 

Q
U
A
U
円

i
Q
U

四

D

H
M出

q
h
M
q
G
T
ム
ホ
む

～
～
～
～
ぉ
～

8

2

6

9

6

 

q白

q中
ワ

臼

1
ム

1
よ

J
r

’a
‘、、ノ
J
E

－－、、
J

’at
、、

(o. 75~1.09 
0.24～0.10 

(0.58～0.82 
0.16～0.08 

(0.46～0.65 
0.11～0.06 

(9.1～11.0 
4. 9～ 3.5 

(73～ 7r 

(5～ 8) 

75 ～ 150 

（鈍

（ω～0:6~ ， 

(80 ～ 82 
63 ～ 61 

(76 ～ 78 
60 ～ 58 

(72 ～ 74 
57 ～ 55 

1.41～1.99 

700～ 999 
(9～14) 

151～ 299 

2.00 

上
下
上
下
上
下
一
上
下
一
上
下
上
下
上
下
一
上
下
一
上
下
一
上
下
上
下
上
下
一
上

以
以
以
以
以
以
一
以
以
一
以
以
以
以
以
以
一
以
以
一
以
以
一
以
以
以
以
以
以
一
以

1.000 以上
(15以上〉

300 以上

補足； 以上の外必要により下記諸項目の試験を行った時は，以下の如く判定する。

1. 一酸化炭素； 0.01%以上検出してはならない。 2. 生体寒暖計冷却率； 3～4でなければならない。

3. 生体寒暖計温度； 23～26でなければならない。 4. 5気イオシ；屋外空気に比べ著しく少数であってはならない。

註 1. 上記C階級の左端は衛生学的恕限値である。炭酸ガス，陸段，細菌においてはとの恕限値より10%以内の差は準恕限値とする。

2. 塵撲の数と量とは，必ずしも増獄相伴うものではない。特に普通室内においては特殊の場合（主に繊維性発塵の多い場合等〉以外は数は 1000/cc以上でも量はぜいぜい3～4

mg/1討を超すことは少いので，数的試験が重要であり，量的試験は省略しても普通の場合には大過がない。数，量両方試験した時は，不良な方の成績を以て判定するq



る。叉15,18, 20日と漸次不適数が増しているが，と 長と漸次高まって行ったととに主因があると思われ

れは試験個所が初め事務室で漸次工場に移ったととよ る。判定例を第3表に示す。

りも，寧ろ外気温が前記のように29.3°'30. 3。，31.7°持
第 3表調査成績に対する判定

主！（宮駅間1~：1~1E~t.1：／収拾I~＝~~~1~~1~m·I閤
1 13P.41川4.111fol f ~l1i 51 Po lぷ両ムト孟 I~01 l~c~2~ 
2 J 3P.3 J 25.4 I 21.判 r:61:.sl ri IふI0~31 fg5 I ~ I 541 
3 13~6 I 26.4 I 2s. nJ g I f sl f.21 Pi ] o.~26 
一：l主； I~ド；；s2!-~ ] 1~s! f. o］足同恥；吊1s ］~ 178! 
5 J sf. s ] 2s. 4 I 2i.11] to I :. 0J1f. 2J Po l。三件
以上1は温度条件のみからは不適とならないが，細

菌がCで，とれが組合って判定表から不適（内容不適〉，

2は温度条件だけでD以下が 5あるので，温度条件だ

けで不適， 3は温度条件から丈でもl不適lであるが，塵
挨糊限値であ山空／4は函条件だけから

も不適であるが，綜合得点率からも不適（内容不適且

つ綜合不適）， 5は内容も不適に該当せず， 綜合得点

率76で良となる。なお本調査に・ては気温32°C以上，

(5）網括

某新聞社内52個所の夏季の調査を行った。環境状態
は，温度条件以外は一般にそれ程問題がなかった。実

感調査（380名〉で訴えられたのは， 暑さと倦怠感が
主であって，特に気温31°C，感覚温度80°F.E.T.以
上では過半数の勤務者は暑くて苦しい。著者の判定標

準を適用すると， 52個所中31は温度条件不良が主因
となって不適となった。気温32°C以上，感覚温度83°

感覚温度83°F.E.T.以上，気動0.09m. sec-1以下，乾 F.E.T.以上，気動O.09m. sec-1以下，乾カタ冷却カ
カタ冷却力1.9以下，湿カタ冷却力9.0以下の何れの場 1.9以下，湿カタ冷却力9.0以下の何れか一つがあれば，
M ，温度条件だ日不適胞団となる。対 本判定標準では温度条件叩ミら不適時不適とな
応的に他の温度条件も不良となるからである。 るのが見られた。

女 献

(1) 斎藤功： 某新聞社内各季環境並に実感調査成績，東京都衛生局学会誌，第10号， 109.c昭27).
(2) 同 ： 公衆衛生.16. c 6 ). 4:2. (1954). なお近く公衆衛生年報 JIc 2）に註解掲載予定。
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XVI 家畜類の脳髄質部及び皮質部の組成について

新
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各種動物の生命現象の重要な役割は脳によってなさ

れる。

脳は頭蓋腔内にあって大脳，小脳，延髄などからな

っている。乳白色の軟かい器管で表面は軟脳膜に被わ

れている。

ことに大脳の内部は白質，外部は友白質からなり，

友白質の表面に複雑な鉱がある。この友白質を大脳皮

質と云う。とこで思考，判断，記憶等の精神作用が行

われる。

叉各種の感覚運動の中枢もあって感覚器からきた刺

戟を感じたり，：或は筋肉に収縮の命令を発ずる作用を

営む。

脊髄は延髄の続きで細長く脊髄膜に保護されて，脊

准管内にあって内部は友白質，外部は白質から成って

いる。

白質部は脳と躯幹四肢との間に刺戟の伝わる通路と

なり，友白質部は膝蓋反射その他排尿，脱糞等の反射

中枢をなし，頭から下の血行や発汗にも与っている。

その組成の構成成分についての資料は極めて乏しい。

而も従来行われている動物の成分分析は，栄蓋物とし

て可食音~を主とし脳及び脊髄躍などの特殊の部位につ

いては蛋白質，脂肪，無機質等より成る程度以外は殆

んど不明の領域が多い。

叉近時食品中に含有するカルシウムの再検討が吟味

され，その生理的必要量などについても再確認されつ

つあるのに鑑み，上記の枢要器管の栄養分布とその機

能を知るために，先づ家畜類において各動物聞に如何

なる具同を示すのか，その関連性を追究しようとした。

藤津

奥山

正 τと
口

俊 之

試料は脊椎動物時乳類中，唱歯目かいうさぎ，食肉

目いぬ，偶蹄目うし，偶蹄目ぶた，奇蹄目うまの5種

類について，それらの脳の髄質及び皮質部の成分分析

を行った。

なお犬については雌雄における脳以外に脊髄及び躍

についても比較検討を行った。

1. 試験方法

(1）試料

試料は豚，馬，牛，犬堆，犬雌，兎の6種の大脳

（皮質及び髄質〉と雄犬， t惟犬の脊髄及び躍である。
豚，馬，牛の各々は品川屠殺場より，堆犬，雌犬，

兎の各試料は都立衛生研究所の飼育動物を用いた。

(2) 試料の処理

各種動物の脳は脳膜をピンセットを用いて剥離し，

髄質と皮質とを分離して乾燥し粉砕して供試料ーとした。

雄犬，雌犬の脊髄はそのまま乾燥し，粉砕して供試

斜とした。

雄犬，雌犬の艇はl，附着せる筋肉をメスを用いて分

離し，乾燥して粉末とし，供試料とした。

(3）試験方法

水分，蛋白質，脂肪，2足分，隣の各々は東京大学農学
部農芸化学教室編「実験農芸化学」に依り試験した。

カルシウムは，食糧研究所，久保，堤氏の尿素法を

用いて試験した。

(4）試験期間

試験期間は昭和28年1月から同29年1月までである。

2. 試験成績及びその概括

以上の方法に依り行った試験の成積は次表のとおり

である。
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表績成験試〔第 1表〕

P(mg%) 

320.97 

269.70 

312.30 

277.30 

230.95 

242.48 

176.16 

316. 75 

132.43 

315.07 

361. 80 

443.29 

238.50 

282.88 

72.58 

69.12 

Ca( mg%) 

13.36 

21.19 

10.02 

20.51 

12.39 

24.58 

97.08 

55.39 

94.07 

93.57 

173.05 

235.54 

117.75 

120.42 

77.09 

75.76 

友分（%〕

1.41 

1. 76 

1.87 

1.31 

1.06 

1.60 

1.57 

1.50 

1.70 

1. 50 

0.91 

1.21 

1. 33 

1.57 

0.77 

0.98 

脂肪（%〉

11.61 

8.25 

16.86 

8.14 

12.61 

7.21 

12.18 

7.12 

12.73 

8.14: 

12.86 

6,80 

15.32 

17.85 

2.13 

2.19 

蛋白質（%）

10.55 

10.25 

12.55 

10.52 

9.59 

10.17 

11. 73 

11.75 

11.23 

12.03 

10.30 

10,35 

10.29 

10. 70 

29.32 

29.24 

水分（%〉
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8
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7

7

7

7

8

7
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豚髄質

皮質

馬髄質

皮質

午髄質

皮質

犬合髄質

皮質

犬♀髄質

グ皮質

兎髄質

皮質

犬合脊髄

犬♀ H

犬舎 腿

犬♀が

なお，上記成績表を官官位別に取纏めて表示すれば，第2表以下，第3，第4，第5表のとおりである。

部位別試験成績表（髄質）〔第 2表〕

P(mg%) 

320.97 

312.30 

230.95 

176.16 

132.43 

361.80 

255.77 

Ca( mg%) 

13.36 

10.02 

12.39 

97.08 

94.07 

173.05 

66.66 

友分（%）

1.41 

1.87 

1.06 

1.57 

1. 70 

0.91 

1.42 

脂肪（%〉

11.61 

16.86 

12.61 

12.18 

12.73 

12.86 

13.14 

蛋白質（%）

10.55 

12.55 

9 59 

11. 73 

11.23 

10.30 

10.99 

水分（%）

76. 76 

68.50 

74.10 

74.07 

74.19 

76.55 

74.03 

髄質

II 

II 

／／ 

合

♀

豚

馬

牛

犬

犬

兎

平

均値

部位別試駿成績表（皮質〉〔第 3表〕

P〔mg%)

269.70 

277.30 

242.48 

316.75 

315.07 

443.29 

310.77 

Ca( mg%) 

21.19 

20.51 

24.58 

55.93 

93.57 

235. 54 

75.22 

友分（%〉

1. 76 

1.31 

1.60 

1.50 

1.50 

1.21 

1.48 

脂肪（%〕

8.25 

8.14 

7.21 

7.12 

8.14 

6.80 

7.61 

蛋白質（？の

10.25 

10,52 

10.17 

11. 75 

12.03 

10.35 

10,85 

水分（%）

80.73 

80.62 

80,99 

79.17 

78.57 

81.69 

80.30 

皮質

／／ 

ノ／

ノ／

合

♀ 

豚

馬

牛

犬

犬

兎

平

均値

部位別試験成績表（脊髄〉〔第 4表〕

P(mg%) 

238.50 

282.88 

260.69 

Ca( mg%) 

117.75 

120.42 

119.09 

2足分（%）

1.33 

1.57 

1.45 
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脂肪（%）

15.32 

17.85 

16.59 

蛋白質（%）

10.29 

10.70 

10.50 

水分（%〕

犬合脊髄 l 73.00 
犬♀ H I 6s. 10 
平均値 01 70.85 



〔第 5表〕 部位別試験成績表〔髄〉

水分（%〉 蛋白質（%〉

犬 合 腿 68,18 29.32 

犬 ♀ ／／ 67,29 29.24 

平 均 値 67,74 29.28 

以上の成績を概括すれば，先づ第1表について，豚，

馬，牛，雄犬，雌犬，兎の6種類の動物の実験成績

は，脳の髄質と皮質とを比較するに，その水分は， 6

種類共全部皮質の方が約4～12%程多く，蛋白質にお

いては， 6種類中，豚，馬の2種類が皮質より髄質の

方が，各々 0.3%,2.03%だけ多く，他の4種類即ち

牛，雄犬，雌犬，兎は何れも皮質の方が0.02～0.8%程

度多い。

叉脂肪においては， 6種類共髄質の方が皮質より約

3～8%程度多い。

次に友分について見るに， 6種類中，豚，午，兎の3

種類は皮質の方が約0.3～0.6%程多く，馬，雄犬， jf惟

式においては，皮質より髄質の方が0.07～0.6%程多

し、。

Caにおいては， 6種類中，豚，馬，牛，兎の4種類

は髄質より皮質に多く，雄犬，雌犬の2種類は髄質の

方が含有量大である。

Ca含有量において特に注目すべき事は，豚，馬，

牛の含有量に比して雄犬，雌犬，兎のそれが目立って

大である点である。

即ち，豚，馬，午ではその含有量は，約10～25mg%

であるが，犬（~~，雄〉においては約55～100mg%の含

有量を示し，兎においては更に多く，その髄質 173.05

mg%，皮質 235.54mg%の含有量を示している。

次にPにおいては， 6種類中，豚，馬の2種類は皮

質よりも髄質の方が多く，他の4種類は皮質の方が多

し、。

更に第2表は，以上6種類の髄質の比較表であるが，

先づ各種類の水分について見ると，豚髄質76.76%が

最高を示し，馬、髄質の68.50%が最低で，平均74.03%

である。

蛋白質では，馬の髄質12.55%が最高で，牛の髄質

7.57%が最低，平均10.99%である。

脂肪においては，馬の髄質16.86%が最高で，豚の髄

質11.61%が最低である。その他は大体12%台を示し，

平均13.14%である。

友分について見ると，馬の髄質1.87%が最高で，兎

の皮質 0.91%が最低，平均 1.42%である。

次にCa含有量について見るに，豚，馬，牛の3者

脂肪（%〕 2足分（%〉 Ca( mg%) P(mg%) 

2 13 0.77 77.09 72.58 

2.19 0.98 75.76 69.12 

2.16 0.88 76.43 70,85 

の髄質は約10～13mg%程度であるが，堆犬，雌犬の

髄質においては，各々 97.08mg%, 94. 07mg%の高

い含有量を示している。叉兎の髄質では更に多〈，

173.05mg%の含有量を示している。

Pにおいては，兎の髄質361.80mg%が最高，雌犬

の髄質132.43mg%が最低，平均255.77mg%である。

第3表は以上6種類の脳の皮質の比較表であるが，

水分においては， 兎の皮質 81.69%が最高で，雌犬

の78,57%が最低，平均80,30%である。

蛋白質においては，雌犬の12.03%が最高で，牛の

10. 17%が最低，平均10.85%である。

更に脂肪においては，豚の皮質8.25%が最高で，兎

の皮質6.80%が最低，平均7.619るである。

友分においては，豚の皮質1.76%が最高，兎の皮

質1.21%が最低で，平均1.48%である。

Caにおいては，馬，豚，牛の3者の各皮質の，含有

量は略々同程度であるが，兎の皮質のCa含有量は，

他の5種類に比して特に多く， 235.54mg%を示し，

平均値75.22mg%の約3倍である。雄犬，雌犬の皮質

は各々55.93mg%, 93. 57mg%で，午，馬，豚に比較

して約2～3f音大である。

Pにおいては，兎の皮質443.29mg%が最高で，牛

の皮質242.48mg%が最低，平均は310.77mg%であ

る。

さらに第4表は，犬の堆と雌の脊髄の試験成績であ

るが，水分においては，雄犬が73.00%，雌犬が68.70% 

で，雄犬が4.30%多く，平均値は70.85%である。

蛋白J貰では，雌犬が10.70%，堆犬10.29%で，雌が

0.41%多く，平均10.50%である。

又脂肪では，雄犬が15.32%，雌犬が17.85%で約

2.5%程多く，平均16.59%である。

更に友分においても，雌犬の1.57%が多く，雄犬は

1.33%で，雌犬の方が0.24%多く，平均1.459るであ

る。

Caでは，雄犬117.75mg%，雌犬120.42mg%で，

雌犬の方が2.67mg%多く，平均119.09mg%である。

Pは雄犬が238.50mg%，雌犬2~2.88mg%で，やは

り雌犬の方が44.38mg%多く，平均260.69mg%であ

る。
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更に第5表は，犬の雄と雌の腿の成績表であるが，

水分で『は，堆犬 68.18%，雌犬 67.29%で，唯犬の方が

0,89%多く，平均 67.74%である。

蛋白質は雄犬 29.32%，雌犬 29.24%で，雄犬の方

が 0.08%多く，平均 29.28%である。

脂肪は，堆犬が 2.13%，雌犬 2.19%で，雌犬の方

が多く，平均 2.16%である。

更に友分では，雄犬 0.77%，雌犬 0.98%で雌犬の

方が 0.21%多く，平均 O。889るである。

Caにおいては，堆犬77.09mg%で，雌犬75.76

mg%に比して1.33mg%多く，平均76.43mg%であ

る。

Pにおいては，雄犬72.58mg%，雌犬69.12mg%で，

雄犬の方が3.46mg%多く，平均は70.85mg%である。

3. 要約

有脊髄動物6種類，即ち，牛，馬，豚，犬（唯），犬

（雌〉，兎の大脳の髄質と皮質及び雄犬と雌犬の脊髄並

びに臆について，その成分を分析した。

(1) 各種類動物を通じての髄質と皮質との成蹟比較

家畜類の髄質と皮質の水分含有量は，各種類共皮質

の方が多く，各種類の髄質，皮質を通じて，蒐の皮質

81.69%が最高であり，馬の髄質68.50%が最低で，各

種類の髄質，皮質を通じての平均値は77.16%である。

蛋白質では，豚，馬の2種類は髄質の方がその含有

量多く，他の4種類は皮質の方が多い。各種動物の髄

質，皮質を通じての最高は，馬の髄質12.55%，最低

は牛の髄質9,59%，平均10.92%である。

脂肪では， 6種類共髄質の方が含有量多く，最高は

馬の髄質16.86%，最低は兎の皮質6.80%，平均10.38%

である。

友分では6種類中，豚，牛，兎の3種類は皮質に多

く，他の3種類は髄質に多く，髄質，皮質を通じて，

馬の髄質1.87%が最高，鬼の髄質0.91%が最低で，平

均1.45%である。

Caでは，雄犬，雌犬のみは皮質より髄質の方が含

有量は多いが，他は全て皮質の方が多く，最高は兎の

皮質235.54mg%で，最低は馬の髄質10.02mg%，平

均70.81mg%である。

叉， Caにおいて特に注目されるととは，兎の髄質，

皮質における Ca含有量が，他の各種動物に比較して

著しく大であり，各種動物の髄質，皮質を通じての平

均値の約2～3倍である。

Pにおいては，豚，馬の2種類は髄質の方が多く，他

の4種類は皮質に多い。髄質，皮J買を通じての最高は，

mの皮質443.29mg%，最低雌犬髄質の132,43mg%,

平均283.27mg%で、ある。

(2）各種動物を通じての髄質の成積比較

各種動物の髄質の水分含有量においては，最高は豚

の76.76%，最低は馬の68.50%であり，平均74.03%

である。

蛋白質においては，最高は馬の12.55%，最低は牛

の9.59%，平均10.99%である。

脂肪においては，馬が他の動物のそれに比して特に

多く最高で16.86%，最低は豚の11.61%，平均13.14

%である。
友分においては， 最高は馬の1.87%, 兎が最低で

0.91%，平均 1.429るである。

叉Caにおいては，豚，馬，牛は一般に含有量低く，

兎，雄犬，雌犬は前の3種に比較して含有量多く，最高

は兎の 173.05mg%，最低は馬の 10.02mg%, 平均

66.66mg%であり，兎の含有量は平均値の約2.5倍で

ある。

叉Pにおいては，最高は兎の361.80mg%，最低は

雌犬の 132.431百g%，平均 255.77mg%である。

(3）各；撞動物を通じての皮質の成績比較

各種動物を通じての皮質の水分において，最高は蒐

の 81.69%，最低は雌犬の78.57%，平均は80.30%で

ある。

蛋白質においては，最高は雌犬の12.03%，最低は

牛の 10.17%，平均 10.85%で島る。

脂肪においては，最高は豚の 8.25%，最低は兎の

6.80%で，平均 7.61%cある。
友分においては，最高は豚の1.76%, 最低は兎の

1.21%，平均 1.48%である。

Caにおいては，最高は兎の235.54mg%，最低は馬

の 20.5lmg%で，平均 75.22mg%で、ある。

皮質の Ca含有量で注目されるととは，兎の含有量

が，他の動物に比して著しくその含有量多く，平均値

の約3倍を示しているととである。

更にPにおいては，最高は兎の443.29mg%，最低

は牛の 242。48mg%で，平均 310.77mg%である。

(4）雌犬と雄犬の脊髄の成績比較

犬〔雌，雄〕の脊髄において，水分では雄犬の方が約

4%程多く， 73.00%，両者の平均 70.85%である。

蛋白質では，雌10.70%, 雄 10.29%で雌の方が約

0.4%多く，其の平均は 10.50%で島る。脂肪では唯

15.32%，雌17.85%で，平均16.59%である。

友分においては，雌犬の方が約0.25%多く，平均

1.45%である。

Caにおいては， 雌の方が約3mg%多く， 平均
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119.09mg%である。 両者聞の水分においては，堆が68.18%で，雌のそ

更にPにおいては，雌が約50mg%多く，平均260,69 れに比して約1%多く，平均は67.749るである。

mg%で司ある。 蛋白質においては，堆の方がやや多くて29.32%,

(5）雄犬と雌犬の腿の成績比較 その平均は 29.28%である。

第 6表蛋白質（髄質部〉含有量 蛋白質（皮質部）含有量
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脂肪においては雌犬の方が 0.06%多く， 2.19%で， Caにおいては，堆犬の方がl.33mg%多く，その含

平均は 2.16%である。 有量は77.09mg%，平均76.43mg%である。

友分においては，雌犬の方が 0.21%多しその含有 Pにおいては，雄犬の方が3.46mg%多く，その含

量は 0.98%，平均 0.88%である。 有量は72.58mg%＇で，平均 70.85mg%である。
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第 10表燐（髄質部〉含有量
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4. 家畜類の大脳皮質部及髄質部におけるアミノ 調製した検体は25%H2S04で定法により加水分解し，

酸構成 Ba(S04）で『中和し，中和液を遠心沈澱，稿、過，濃縮し

〔A〕検体採取及調製 たものを試桝として第一次元25%含水フエノ｛ノレ，第

すべて検体は屠殺後2～3時間経過せるものを使用 二次元35%含水ルチジン，コリジン等量混液で，定法

し，メスにて大脳の皮質と髄質部を可及的速かに分離 によりぺ｛パ｛グロマトグラフイ｛を行い，ニシヒド

したが，極めて若干の混スはさけられないものもあっ r リンで発色し成績を求めた。

た。 しかしニンヒドリシで発色しない程度の極徴量のも

(B）試験方法 のについては追試していなし、。

第 11表 家畜類の脳皮質部及髄質部におけるアミノ酸の構成

ア出~ul よ質 1™~質［ム 1~；，~l1脳μ質｜ム II l兎 I,, 
脳髄質 月前皮質 月前髄質

｛ロイシン 廿十 十十 十＋ 十十 十＋ 十十 十十 十ト ＋＋ 十十
イソロイシン
グプリン ”｜十 十十 十十 ＋十 十十 十十 十十 十＋ 十十 十＋

チロシン ＋ 十 十 十 十 ＋ 十 ＋ ＋ ＋ 

アラニン 十十 十十 十＋ 十十 十十 十十 十十 十十 十十 十＋

フ。ロリン 十 十 ＋士 ＋ ＋士 ＋ 十 十十 ＋ ＋ 

グリシン 十士 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 十 十 十十 十

セ リ ン 十 十 十 十 十 十 十 ＋ ＋ ＋ 

グノレタミン酸？ 斗一 十 ＋ 十？ 十？

メチオニン →一 →－ 十 十？ →－ ＋？ 十 十 十

十
ヒスチヂン
スレオニン 十 ＋ 十 十

（備考）州最多量， 十十多量， 十少量， 土徴量
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(C）試験成積について

試験の結果は第11表に示すとおりであるが，試料の

取り方，濃縮度等を一定にせず，所謂定性的なもので

ある。従って横欄においての量的関係はなく， 1種に

ついてのみ即ち縦欄関係のみの量的関係を示すもので

ある。第11表参照。

要するに皮質部は髄質部に比較してアミノ酸の種類

に富む。その中でもプロリンの含有量のみは皮質部に

特に多い。

ジアミノ酸のリジシ，アノレギニシ等は桓繊量のため

か，或は皆無なのか発色をみない。とのととは他の肉

質の概念からして一応注目の価値あるもののように思

われる。

5. 結語

家畜の脳の髄質及び皮質等の成分分析を行った結果，

お上そ次のような成績を得た。

水分は，髄質において皮質よりも多い。蛋白質は，

両者において著明な差違を見ず，大休10～11%前後を

( 113) 

示している。脂肪は，両者の聞に著明な差を示し，－－＇

般に髄質が皮質の2倍量を含有している。 2足分は両者
の聞で一定の傾向を見ないが，兎，豚，午では，髄質

では皮質よりも少い傾向を示し，犬，馬では反対であ

る。

カノレシウムは，犬を除く他の動物では，髄質の含有

量は，皮質におけるよりも少い。兎では，髄，皮質両

者のカルシウム含有量は，他動物のそれに比して著明

に多く，平均値の約2.5倍に達する。

燐は，豚，馬では随質に多く，鬼，犬，牛では皮質

において多い値を示した。

以上のような成績は，とれら動物の種類による脳機

能の差違，随質及び皮質における機能と含有物質との

関係などを究明する上に，有意義な示唆を与えるもの

と信ぜられる。今日までのととろ，なお例数が少いの

で断言を控えるものであるが，これを一つの土台とし

て更に進んだ研究をしてみたいと考えている。



XVJJI 動物蛋白腐敗時における

アミノ酸及びアミンの消長について

新 ダ十 養 老

酒 井 機

生活衛生部栄養課 H奉 沢 正 て口と

緒 言

腐敗の現象並びにその発現機構を論じ，或いは定義

づけるととはきわめて困難である。

一般に信ぜられているように，とれが，細菌の誘導

によって起るとしても，そとに招来されるであろうと

考えられる，細菌学的及び化学的変化は，まととに複

雑多岐にわたるものである。例えば，温度，湿度，

通風，採光等は勿論，食品の栄養源の在り方や質量，

pH等から更に変化に依って生ずる各種分解産物の種

類や分量に至るまで，すべて腐敗現象の生起，発展の

因果の鎖の一環を成すものと考えられる。

従って，これら関係事項の各々を究明するととは決

して容易な事ではない。

われわれは食品中毒との関連を考えて，腐敗現象の

一部分づつでも明らかにしたいと望みつっとの研究を

行った。もとより限られた条件下における結果である

が，腐敗の形式の一端を見ることは出来るかと思考し

て，ととに報告する次第である。

1. 費駿方法

(1) 材料及び試料の調製

材籾としては，鯖肉，鶏肉，牛肉を選んだ。死後の代

謝を可及的に防ぐ意味で鶏肉以外は，魚市場，居殺場

間 静 校

鈴 木 苦 イセ

より購ブ＼し，深自のシヤ｛レに採って使用に供した。

試験は2段に分け，第1回目には，鯖肉，鶏肉を用

い，第2回目には，牛肉を試料として行った。

(A) 予備実験

予備実験として，鯖肉，鶏肉を室温に自然放置した

ものを， 72時間毎に採取し，その稀アノレコ］ル水拍出

液と，加水分解液について，アミノ酸，アミンの定性

試験を行った。加水分解は，検体の6f音量の25%硫酸

で，常法に依り行い，水酸化バリユ｛ムで中和，遠心

沈澱，積過し，糖液を濃縮し，試料とした。遊離アミ

ノ酸は，検体を良く騨砕し，アノレコ｛ル，エ｛テノレで，

可及的に脱脂後，脱脂液を除去し，次いで稀アノレコ｛

ル水でアミノ酸を抽出し，抽出液について約5倍量の

アルコ｛ノレを添加， 1分間加熱し，含有蛋白質，ベプ

チツドの大部分を落し，そのj夜を濃縮し試料とした。

(B）本実験

次いで牛肉を用い，次の条件で自然放置したものを

24時間毎に採取，試験とした。

先づ検体lOgrを秤取し50ccの30%H2S04で20時

間分解，そのlfB量を取り Ba2SO• で中和，積過し，穂液

をleeに濃縮したものを夫々 O,Olce,0.006eeづつを

試桝とした。

、明 J 1 J 2 J 3 I 4 J s I 6 I 1 1 s I 9 I 10 I u I 12 I 3 
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遊離アミノ酸は，検体lOg:rを採取し，乳鉢に取り，

海砂を混じ充分に磨砕し， 50ccのアノレコ｛ノレエ｛テル

で可及的に脱脂後，脱脂液を除去し，次いで，稀アル

コ｛ノレ7.Kで， 2時間撹持しながら放置し，アミノ酸を抽

出，その1/5量を取り， 5f音量のアノLコ｛ノレを添加， 1

分間加熱し，含有蛋白，ベプチツドの大部を落し，語、

液を 1ccに濃縮し， 0,06cc,0.08ccづ、つを試料とした。

ラフイ｛を行い，展開されたアミノ酸，プミシ類のス

ポットの占める面積，濃度に依り判定した。

(2) 実験方法

1回目， 2回目共，一次元は25%含水フエノ，ーノレ液

に依り，二次元は35%含水ノレチヂン，コルヂン等量混液

に依り，展開を行い，ニンヒド‘リンのプタノ｛ノレ溶液

を｜噴霧，発色させた 0

2. 実験成績

調製された試料につき，東洋、t昔、紙No.52, 40cm2の
展開結果については，表示に依る作為でなく，むし

ろ写真板の如きものが良いではないかと思い，マップ

そのものを正確にトレ｛スする方法を採り，なお一定i慮、紙を用い，常法に依り，二次元ペ｛パ｛グロマトグ

第 2表椴液の 経時盤化

濃縮前後の検液の色相 遊離状蛋白ベプ ！備 考
加水分解液について 遊離について チツトの状態

1 l"U .. 'i締H湯川被色をしていI削日号－、相正血液色をしていI蛋い白質大きく側副多国同Fモる主く酬出
後… 〉黒づんだ朱色をし 後…澄色に少し赤味帯びる

2 隠1後・・濃赤い色朱ほ色とでんどなくなる ｜前後…薄1登し色赤器色の壁に泡生す、 同 上 上

中籍なくなり黄少色し蜘びるド｝授触色ののあよる薄州し臨
，①より … り 同 上 上

4 I前後…朱美fしtい黄色〔薄い色〉 ＼~：前f後主島．．貨貰F帯脚なび抑耽Mるfた沌吋，工泡色泡生す ｜胞古蛋には白く質蹟な色，る擬味，固蛋が少か白さ質りく量，な去同る、刺U」同 上

に1登色帯びる 同1後百……黄ほ色とんよどり薄無色い，と泡な生るず 同 上

6医師匠．．． [r後前・・・黄無色色にうすもっくなと苦る味，帯泡び生する ｜ ｜ 同 上 11i肉るな出来かななか〈悟な

7陣品ご麓 揃隙・無少色し責色味そ拾っ l蛋〈白，質叉量仲も少々凝な固くなペった｜ 同 上

8 医出事量…責燈f色'ftfl;濃bか度す少かなにある
くった l前後・・・無かす色かに黄色 ｜害白質量①上山なっ｜同 上

日間院圭”はEん綬ど無色色，＠となる 防陵・商無つ色
…やはり より薄い … て来た，薄い濃度 巨ドJ匠、日き質い凝む固量①より獄少， 問代。1合k腐る砕し易

10陣幹となるい1登色 陣高し酌た ［ って少し黄色，泡を生ず 同 上 上

11随｜後・や無や色黄に少色し黄な色る帯びる ｜剛警叩と山間島i同 上 上と 後・・・黄色帯びる

｜「「伊削lj宅君杭官うす許官庁責~J]色吋とL黄艶色づ叫し貯阿；滞帯質恥びのた量砂寅少色ゆ似〈ほな吋るる
後… なり

l前後⑫薄黄と色同じとなり ｜蛋探固白質も大の扱きくなくっなたる 上
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第 3表検体の経時蓄量化

；｜：［時品｜ 外 観 臭 気 備 考

1 12'118 ト1.811ム9伊l~O:: 表を帯面びはたし純なやか一で光鮮沢カあなる朱色制し I~~~拠出
218 lzil211281問酬なくなり色は一時くなった陣？にな叶

3191話料叩目的貯が出て前のしな的｜鵬十寸

｜ ド2岸鮮田附の相くなの蜘〈育地問mってくるとI輔にl昨官能日具よ一蜘増した
5 I中
61121咋＇6130.2：時間ぴ血液色山~：：：：. LiJ~tJ:v' l官能臭…＋ベ
'1 113121.判9い
81+3129H青黄色組しシいの中に駐日 ｜酸古~J味臭山臭し 可アルカリ性を是

十＋十十十＋ す

9ド5123卜11咋色刷って来た
10 H ヤ 1281①色町態一120阿部｜吋び古来た
1211+1221231調…3生えて〈品

十91ヤ円｜一面向カピが生え来」
の濃度において，検出しないアミノ酸，アミシについ

ては追試をさけ，検出し得るもののみを追跡した。

I［守に，第2段階におし、ては，検体の外観，臭等を併

行して行い，各時季におけるマップとの比較参考に供

した。

3. 綿括及び者按

本実験は全て，二次展開に依り分離，量的にも，一

定にしたため，各アミノ酸の態度，アミン類の消長に

ついては比較的明らかにし得たものと思っている。以

上の成績を総括すれば次のとおりである。

(1）新鮮な肉において遊離アミノ酸は，比較的少い

が，腐敗の初期において増加し，その進行と共に，急

激に被少して行く。併し鶏，鯖の腐敗例においては，

その紙少比は，それ程急激ではない。との事は，緒言

1~g臭＋寸寸寸＋＋ I ／／ 

1~より揺しなく｜る， 十十＋ ／／ 

十十十

だんだ官能ん臭臭味なくなlI 
る，十＋＋＋ ／／ 

＋ 

／／ 

iこう晶咋な臭［い， 臭十十
／／ 

において述べた如く腐敗形式が，関与せる酵素群に基

くものであり，そのパラシス，アンバラシス如何に依

り，蛋白より分解されたアミノ酸が消失し，蓄積する

のではないかと思われる。叉烏，鯖においては，初回

より，遊離アミノ酸は多いが，これは，検液の濃縮度

を一定にしないので，店頭買の関係か，或いは，自体が

遊離アミノi鞍の多いものかは不明であるが，何れにし

ても，一次物質より，二次物質更に三次物質への代謝

過程において，主導する菌が具るものであるか，叉も

し同一菌が主導を続けるなら代謝過程の甚しく政行的

なととを示唆するものである。

(2) アミノ酸の菌に依る二次物質への代謝は可成り

撰沢的である。

勿論との実験におけると附・言せねばならないが，少
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くとも，栄養源とし易いアミノ酸と，しにくいアミノ

酸が，明らかにあるように思われる。本実験における

それらの代謝消失を順位に並べると，

1. プロリシ

2. グ、リシン。セリン。スレオニン。 グルタミシ

酸。アスパラギ、ン酸。

3. r;i＇アリシ。アノレギ、ニシ。チロシン。

4. ロイシシ。アラニシ。イソロイシン。

5. ヒスチマシ。及びリヂンは逆に集積されている

ようにJ思える。

但し，とれには分解物中の各アミノ酸の量的関係が問

題となるものであり，生産されるアミノ酸量と，消費

されるアミノ酸量との比較をせねば，言及し得るとと

ではないが，それらの比較なしに，なお且つ多少の不

正確さの下に撰摂性を云い得るように思える。

(3）腐敗途次において， 8種のアミシが生成，消失，

蓄積されているが，とれらについては未確認である。

とれらアミン生成の機構は，アミノ酸脱カノレボシ酸酵

素系の作用がその中軸で，叉生成アミシが，アミシオ

キシダ｛ゼその他酵素に依り，アミシ消失の機構を形

成するものと思われるが，（2）と相関して，興味ある問

題である。

かく見れば，腐敗において J 各種細菌がそれぞれの

至適条件に応じ，活動を高め，叉は，低くしていると

とは，容易に考えられるととである。とれらが，その

stageの条件に依り， stageを変化させ，平衡から，

平衡へと移りつつ，細菌相の推移による代謝の消長を

続けて行くものと思える。

なおとの報台は，引続いて腐敢途次において，生成，

消失せるアミシ類の確認，検索に当っているものであ

る。

第 4表アミノ酸 H.f値表

＼アミ＼ノF酸＼＼煤J2明合水｜｜s.~~J?y干2.4
フエノ｛ル ルチヂン同量混液

グリ シ ン 0.40 0.33 

アラ 一 ン 0.60 0.41 

グア リ ン 0.74 0.53 

ロ イシン 0.86 0.65 

イソロイシン 0.87 0.62 

フロ リ y 0.89 0.41 

セリン！ 0.35 0.37 

スレオニシ 0.47 0.42 

チロ シ ン 0.66 0.74 

タウ リ ン 0.39 0.50 

シスチン 0.13 0.20 

アスバラギ、シ酸 0.12 0.14 

グルタミン酸 0.20 0.16 
メチオニン・ス 0.84 0.33 
ノレブオキサイド
リ ジ てノ 0.43 0.14 

ヒスチヂシ 0.70 0.34 

アノレギニシ 0.48 0.14 

オノレニチン 0.41 0.13 
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第 園

牛肉加水分解液 0.014cc(1) 牛肉加水分解液 O.014cc (4) 

くミ圭二つ 。

牛肉加水分解液 O.014cc (2) 牛肉加水分解液 0.014cc(5) 

／つ

苛司
ζフζ〉。 。

牛肉加水分解液 0.014cc (3) 牛肉加水分解液 O.014cc (6) 

。 。
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第園

牛肉加水分解液 O.014cc (7) 午肉加水分解液 0.014cc帥

グ 0 {J 

cど三コ二ア。0 
pc=Y' o~ 

Cフζ〉 」 Jにア~ 
。。

牛肉加水分解液0.014cc (8) 牛肉加水分解液 0.014cc凶

。 。

牛肉加水分解液 O.014cc (9) 

ρQ c:::::J 
し〉

包り宮cjJ
にごフζ〉

。

( 119) 



牛肉遊離アミノ酸 O.08cc (1) 
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牛肉遊離アミノ酸 O.08cc (2) 
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牛肉遊離アミノ酸 0.08cc(4) 
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牛肉遊離アミノ酸 O.08cc (6) 
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XIX 糠味噌漬のカノレシウム強化について

新

生活衛生部栄養課？酉

甲

十
下
」
斗
ノ

ヰ

寸

ノ

辺

渡

緒雷

最近米国では各種のピタミンを配合したピタミン剤

やピタミンの強化食品許りでなく，更に各種の鉱物質

を強化した栄養斉ljが盛んに造られ，とのような栄養強

化は新しい問題として登場している。

栄養素をととさらに製薬叉は食品加工に応用し始め

たととには，それだけの理由があり，その主な点は完

全栄養の期待とその必要性とにある。もともと食品を

徒らに加工して，自然にもつ諸成分を破壊してしまい，

後から附加するととは感心すべきことでない。

天然自然のま Lか，或は出来る限り手を加えないで

自然のもつ風味や，栄養を損はないことが最も望まし

い。そして現段階では凡ゆる食品が，まづ栄養的で，

且つ経済的に得られるととを要望されている。

従来から無機塩類は，生理，病理，臨床，栄養等の

観点から重要視されて来たが，最近Caは特に一般の

関心を集めて来た。既に厚生省の国民栄養調査におい

ても， 日本人の食餌の欠陥のーとしてCaの摂取量の

少いととが指摘されている。

苦々は日常摂取する食品成分中で不足勝なCa含有

量のl再検討の結果，食品の成分は同一名の食品でも，

品種，産地，季節，分析方法等によっても差違がある

ととを追究してきた。ことに発育途上の子供や推産婦

等にあっては， Caは， ビタミン類などと共に，極め

て大切な栄養素である。

叉骨精はCaの貯蔵庫であり， 血液や休組織にCa

が不足してくると骨からそとへ移動する。

きて日木人の食生活では必要量（平均1日1g）の

1/8以下しか摂られていないと云う結果からみて，今と
の不足のCaを補うため，比較的多量に之を含んでい

る食品を， とれまでに吾々が測定した結果（100g中

Ca量〉からみると，牛乳lOOmg，脱脂粉乳1,200mg,

煮干970mg，大根葉190mg，京菜140mg，昆布80lmg,

はぜイ困者、60lmg，あみ佃煮、990mg等である。

従って若し仮にとれらの食品から， 1日にCalgを

接取しようとすれば，牛乳5.5合，脱脂粉乳83g，煮

干l03g，大根葉525g，京菜700g，昆布125g，は

養 近藤 うも老

機

子

之

｜椴喜一郎嵯

奥 ；也
1.::x.. 之Ill 

ぜ佃煮166g，あみ佃煮110gを必要とする計算になる。

牛乳は Ca補給源としては最も理想的なものである

が， 1人1日当り 5.5合を摂取することは，都民では，

量の点でも家庭経済の点でも難色がある。野菜や小魚

類についても同様である。

日本人は必要以上にPをとっているが，之が排、世さ

れる時，序にCaまで一緒に持ち出してしまう。物に

よってはむしろ Caを添加するととによって相互間の

不均衡を増大するととも考えられる。また Caの吸収

を妨げる場合も少くない。

とのような次第で，食品にCaを添加するととは，

決して無意義のものではない。

而してCaの強化食品にはパシ，菓子，清涼飲料，

納豆，味噌など種々あるが， Caを加えるととによっ

て，味が変ったり，製法が技術的に困難だったりして

は，利用面が少い。

そとで各家庭で出来る食生活中， Caの不足欠陥を

是正するに安価で而も味に余り影響のない一つの Ca

強化方法として糠味噌漬がある。

そこで吾々は糠味噌漬のCa強化剤として，（1）塩化

カノレシーウム，（2）；炭酸カノレシ・ウム，（3）乳酸カノレシ・ウム

の3種を用い，材料漬込後， 2日目， 4日目， 6日目，

8日目毎に試科を取り出し，糠味噌漬に如何なる影響

を及ぼすかについて試験を行った。

1. 試験方法

(A) 糠味噌の床の作り方

糠3升（1.350kg），水1升（1,800cc），塩3合（450g)

の割合で，先づ水に塩を加え一度沸騰させ，冷まして

後糠と充分に混ぜ合せ，その1iM,3日開放置する。 3

日後漬込材料重量の0.2%のCaを加え充分に撹持し，

との時野菜を一緒に漬け込む。

(B) 漬け込み方法及び材料

試験期間は昭和28年5月から同29年1月に豆り，キ

ャベツ，かぶ，きうりの3種で，キヤペヅは1/s割り，

きうりは縦2つ割，かぶも 2つ割にし全量でlkgの材

料を漬け込んだ。
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添加したカルシウムは，塩化カノレシーウム，炭酸カル

シウム，手L酸カルシウムの3種で，との3種の塩類中に

含まれるカルシウムそのものの量が野菜重量の 0.2%

に相当する様に加えた。

り2.73倍を。 4回目にキヤペツ2.73倍，かぶ1.94f苦，

きうり3.86倍を。 68目にキャベツ3.06倍，かぶ2,28

倍，きうり4.05倍を。 8日目にキャベツ3.53倍，かぶ

2.29f吉，きうり5.18f告で，きうりの吸収率がもっとも

よい。（第1・4表参照〉2. カルシウム定量法

カルシウムの定量は，すべて農芸化単カノレシウム定

量法によった。

3. 試験成績。

(B) 炭酸Caの野菜別による Caの吸収割合をみる

に，漬込2日目にキャベッ1.04倍，かぶ1.45倍，きう

り1.27倍を。 4日目にキヤベヅ0.75倍，かぶ1.72倍，

(A) 壇化Caの野菜別による Caの妓収割合をみる きうり1.89倍を。 6日目JこキヤベY0.93倍，かぶ0.72

に，漬込2回目にキャベツ2.15倍，かぶ2.16倍，きう 倍，きうり3.87倍を。 8回目にキヤペツ0.96倍，かぶ

第 1表 盟化カルシウムを糠味噌漬に添加せる場合CDCa吸収率

~·~~ .. ~ ..... ~J 生材料｜即日目 I ,, 8日目l試験期間帯
第

52.38mg% 102.24mg% 問伽判 190,30mg%247.13mg% 5.1昭8和～~~2年5日 21°C 
キャベツ

100 195 300 363 472 
1 

.49. 72mg% 67,08mg% 112.15mg% 157.03mg% 160.04mg% II II 

回 か 五ゐ3個、2込、

100 105 226 316 333 

第
36. 76mg% 113.87mg% 95.89mg% 94：。17mg% 99.04mg% 8.昭26和～29~年2日 24°C 

キャベツ
100 310 261 256 269 

2 
21.29mg% 43.09mg% 82.27mg% 86.19mg% 110.22mg% ／／ ／／ 

回 きうり
100 202 386 405 518 

第 キヤペヅ
12.21mg% 17.06mg% 31.44mg% 36.07mg% 38.85mg% 1.1：昭1和～.~~1年8日 l1°C:i
100 140 257 300 318 

3 
26.02mg% 77.39mg% 42.37mg% 33.77mg% 32.75mg% ノ／ II 

回 カ〉 品%、、、

100 297 163 130 126 

下欄の数字は生材料の Caの分量を100と見倣し，漬込後の Ca量の増獄を示した数値である。

第 2表 炭酸カルシウムを糠味噌j責に添加せる場合の Ca吸収率

＼＼｜生材料l即日目lII 8日目｜試験期間f器骨
第

1 

回

第

2 

回

第

3 

回

32.50mg% 60.38mg% 32.29mg% 58.26mg% 40.43mg% 10昭.1和92～8年
キヤベヅ

100 186 I 89 179 124 10.26日

15.86mg% 32.29mg% 43.90mg% 95.52mg% 77.29mg% ／／ 

き うり
100 204 277 602 487 

49.68mg% 29.64mg% 27.88mg% 23.68mg% 10.30～ 
キャベツ

100 60 56 48 11.4日

20.89mg% 10.51mg% 21.0lmg% 36.02mg% ／／ 

き うり
100 50 101 172 

49.33mg% 33.llmg% 34.36mg% 25.46mg% 33 .. 56Ing% 11.16～ 
キャベツ

100 67 70 52 68 11.23日

95.38mg% 139.00mg% 164.00mg% 68. 78mg% 59.12mg% ノ／

力、 J;、z、ゐ
100 145 172 72 62 

下欄の数字は生材料の Caの分量を100と見倣し，漬込後の Ca量の増肢を示した数値である。
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0.62倍，きうり 4.87倍で，きうりの吸収率が最もよ きうり3.1倍を。 6回目にキャベツ 1.48倍，かぶ0,59

い。（第2・5表参照〉 倍，きうり3.73倍を。 8回目にキヤペツ1.89倍を，き

(C) 乳酸Caの野菜別による Caの吸収割合をみる うり5.83倍で，きうりの吸収率が最もよい。（第3・6
に，漬込2回目にキャベツ1.45倍，かぶ0.75倍，きう 表参照〉

り2.20倍を。 4回目にキャベツ 1.48倍，かぶ0.6倍，

第 3表 乳酸カルシウムを糠味噌漬に添加せる場合の Ca吸収率

I~ ~~~~J 生材耕｜漬込2 日目 I ,, 4日目 I,, 6日目 1 8日目｜試験期間官
第キペヅ 47. 79mg%肌 50mg%以伽凶 90.79mg%肌 27mg%駅ご名 24°C
ヤ 100 212 236 190 314 8・ 

1 
12.56mg% 38.67mg% 54.55mg% 65.54mg% 102.46mg% ノ／ ／／ 

回 きうり
100 220 310 373 583 

第
45.63mg% 35, 77mg% 27.67mg% 49.05mg% 29. 72mg% ／／ 

13°C キャペツ
100 78 60 107 65 12.2～12.9日

2 

回 台、 山＂吉、、
100.22mg% 74. 77mg% 60.34mg% 59.41mg% 

100 75 60 59 

下欄の数字は生材籾の Caの分量を100と見倣し，漬込後の Ca量の増肢を示した数値である。

更に之を各種野菜別による塩化Ca，茨酸Ca，乳酸 カノレシウム添加剤に上る野菜の吸収割合は，きうり，

Ca添加の際のCaの吸収率をみるに，漬込2回目にき キヤペヅ，かぶの順で，きうりが最も良い。

うり1.83倍，キヤペヅ1.55倍，かぶ1.45倍を。 4回目 以上の場合において，野菜に対するカルシウム添加

にきうり2.95倍，キャベツ1.65倍，かぶ1.42倍。 6盟 剤の吸収率は，塩イじカルシウムが最もよく，次いで乳

自にきうり3.88倍，キヤペ／＇ l.82倍，かぶ1.18倍。 8 酸カノレシウム，茨酸カルシウムの｝I買である。

自国にきうり5.29倍，キヤペ／＇2.13倍，かぶ1.45倍で各

第 4表 野菜別による盤化カlレシウムの吸収割合

｜瓦瓦＼～～～ 6日目 I II 8日目

キ ヤ ，、ミ、ー ！ツ 100 215 273 306 353 

か ゐゐ3・、ス、 100 216 194 223 229 

き う り 100 202 386 405 518 

平 均 100 211 284 313 367 

第 5表 野菜別による最酸カルシウムの吸牧割合

一種～＼瓦＼～一J生材料｜漬込2日目 l／ノ 8日目

キ ヤ 〆、、号 っr 100 104 75 93 96 

カ〉 必.. 、＂＇、 100 145 172 72 62 

き う り 100 127 189 387 487 

平 均 100 125 145 184 215 
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第 6表 野菜別による乳酸カルシウムの吸収割合

1~~十一［生材料 ；一日I!! 6日目 ｜ ／／ 8日目
キ ヤ ~ ちF 100 145 148 148 189 

ヵ、 品＇五、、 100 75 60 59 

き う り 100 220 310 373 583 

卒 士宅］ 100 147 173 193 386 

第 7表 野菜別による Caの吸収率比較

／／ ノ／ 8日目

155 165 182 213 

カミ よ： 100 145 142 118 145 

きうり 100 183 295 388 529 

平均 100 161 201 229 296 

4. 結語

以上を要約するに，塩化Ca，炭酸Ca，乳酸Caを

添加せる糠味噌漬において，生野菜材料重量の0.2%

程度のCa量では，風味に格別の影響を及ぼさず＼む

しろ美味であるとさえ思われる。

普通糠漬は夏季においては漬け込んでから早くて半

日，多季においては2日目位が食べ頃であるが，との

実験においては，糠味噌床を，その度に新らしく作製

した為，漬き方が遅く，夏季は2日目，多季は4日目

頃が食べ噴であった。 Caの吸収率からみると， 2日

目， 4日目， 6日目， 8日目まで日数を経る程吸収率

は大である。食味， Ca量の両面からみてとの強化漬

物は4日目噴が食べ頃ではないかと思われる。叉多季

気温の低い時は，漬床の温度も l1°C前後で官接酵も極

めて緩慢であり，漬込2日目は殆んど生野菜の状態で

良く糠味噌に馴柴んでいない。

なお温度， pH，材料，漬床，ピタミシの消長関係

及び添加 Ca等についての不明の点はさらに検討を継

続しているので，次の機会にいたしたい。

もL漬物として， 1人1食に副える適量を仮に30～

40 gとすれば，漬込4日目の Ca吸収率の全平均より

みて（第7表参照〉
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に相当する。日本人1人1日当りの栄養要求量中， Ca

量を1gとすれば1食330mgとなり，以上の摂取量で

その1/o量をキャベツ，かぶから，きうりから約1/3量を
供給するととが出来る。

カルシウムの吸収を野菜別にみると，きうりが最も

よく，キヤベヅ，かぶのJI債である。

更にカルシウムの添加剤の殴収率は塩化カルシウム

が最もよく，乳酸カルシウム，茨酸カノレシウムの順で

ある。（第7,8, 9表参照〉
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糠味噌j責に添加せる~Ca 別の吸収割合第 8表
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xx 強化食品の現況について

近 藤 光 之

酒
生活衛生部栄養課

井 機

緒言

食品における強化の起源は， 1935年米国に食糧栄養

審議会が設立されて主要食品の栄養改善に関する問題

が取りあげられ，先ず食塩に沃度を，人造パタ｛に＇ __ _ 

Vitamin Aを，ミノレグにVitaminDを強化したことに

始まる。 1938年には小麦粉にVitamin及び無機塩類

を強化する事が各州の法律により定められ，叉1940年

英国でも小麦粉に VitaminBを強化する事に決定し

た。 我が園では昭和24年以後強化食品に関する研究

委員会が主体となって研究を行い， 昭和26年6月に

Vitamin委員会で， Vitamiι:nB1の白米に対する強化

について討論が行われた結果，国民栄養の現状では後

に述べる如く， VitaminB1, B2共に中等度に不足して

いるので，強化食品を具体的に採りあげるべしとの結

論に達した。そして強化食品に関する研究委員会の広

範囲な研究試験の結果，昭和27年7月に成立した栄養

改善法の中に強佑食品を含む特殊栄養食品に関する事

項が認められるに至った。なお研究期間は大体昭和27

年、をもって一応終りを告げ，関係業者の協力を得て現

在では実施期にスっている。

我が国の現在における栄養状：侃を厚生省の栄養調査

の結果からみると，昭和27年度の全国平均は熱量2109

Cal，蛋白質70g，脂肪20gであり，無機質及びピタミ

ンでは，カルシウムのO.37g, Vitamin A 2700L U.ラ

Vitamin B: 1.14 mg, Vitamin B2 O. 66 mg, Vita-

min C 77mgで，標準量に比して著しく不足してい

るのは， VitaminA, Bi及びCaである。 Vitamin

B1, Cは計算値の上では標準量をこえているが，材

料によって計算されている食品が多いので，調理加工

による損失を考えると標準量以下と推定される。そこ

でCaは現在の3倍， Vitaminは現在の2倍程度に増

加する必要がある。我々日本人の食餌構成をみると動

物性蛋白の撲取量が少い為，動物性食品を主な給源と

している VitaminLの不足は避け難く，叉主食品が

高度に精白されている今日では，VitaminB1の不足も

叉不可避なととである。従って強化の対象を考える時，

塚 越 ヤ 3屯

石 積 憲

主要食品，或いは常用食品である事が必要なわけであ

る。米，味噌，小麦粉，パン，人造パタ｛，乳製品，

ジャムなどがその対象となり，次に納豆，福神漬，及

び菓子，飲料などのI脅好品も考えられる。

強化による価額の変化であるが，此れは Vitamin

化学の発達に伴い化学的合成法が進歩し，大工場にお

いて大量に生産出来る域に達しているので，添加して

も価額には殆んど影響をみないようになった。

昭和28年度に取扱った主なる強化食品の Vitamin

B1,B2について検討してみると，添加量と実測値の開

きは，その食品により叉は製造方法，貯蔵などにより非

常に異る。添加量は製造業者の報告による数値で，予

め損失率を見積って添加量より少くいう場合，叉は試

験的製造のため，添加量が少くO.lg以下のVitaminを

計るのに上皿天秤を使用したとか9 或いは混合不充分

な為大きな誤差を生ずるとか，種々の原因により正確

な損失率を知る事は困難であるので，此の点について

は更に究明したい。

1. 強化味噌

味噌は醸造食品で強化が技術的に容易であること，

味が複雑で風味にあまり影響がないこと，一般によく

使用されることなどで，先づ味噌が選ばれる。味噌は仕

込後少なくとも 3ヶ月は熟成させる必要がある。この

期間には Vi胞団inの損失は殆んどないと報告されて

いる。味噌の強化量は1人当り 1日の消費量30gとみ

て，この中に VitaminB1, B2 O. 5mgを含有する様に

じ，製品100gにつき VitaminB1, B2共に 2mg程

度が適当であり，この程度では味噌の風味に影響する

ようなととはない。

第 1表強化味噌中の VitaminB1富有量

＼＼ ビタミン I I I 

＼＼ズ含有量｜強化量γ｜実測値γ｜両者の差%
食品名＼＼＼｜ ｜ ｜ 

強化球ロ曾CA)I 100 I 854 I （十） 22.0 
強化味噌CB)I 2000 I 1980 I （ー） 1.0 
強化味噌cc)I - I 1539 I 

( 127) 



第 2表彊化味噌中の VitaminB2吉有量

＼＼＼ ビタミン I I・ I 

＼＼戸墨｜強化量γl実測値γl両者の差%
食品名＼＼｜ ｜ ｜ 

強化味噌CA)I 100 I 817 I （十） 16. 7 
強化球噌（B ) I 2000 I 1380 I （一） 31.0 
強化味噌（C)¥ - I 1945 

強化味噌cD) I 1200 I 1222 I ( +) 1. 8 
(A）においては理想的強化量より VitaminB1, B2 

共に不足して居り， 1日30gの消費量とすると，いづ

れも0.25mg前後である。実測値が強加量より多い点，

強化量の誤りか或いは味噌本来に含有されていたもの

かは不明であるが，、おそらく前者ではなかろうかと考

えられる。（B）においては強化量は適当であるが， B2

の損失率が大きい。これは製造操作の不完全によるも

のと推定する。

2. 5毘イじ市富市申i査

福神漬のように汁に慢漬するものでは製造の際煮詰

める物と異り，比較的に Vitaminの損失量は少いが，

強化したものは強化しないものに比して，徽や酵母の

繁殖が盛になり，保存性の悪いのが欠点である。

福神漬の強化量はその味及び副食物としての立場か

らみて大体味噌と同程度にすべきであろう。

福神漬はその検体の採取法を普通摂取する状態の物

について試験した。故に汁の方には第3表よりいづれ

も多い。充分浸潰されているものの VitaminB,, B2 

第 3表強化幅紳漬中の VitaminB：含有量

一＼＼ ヒタミン ｜ ｜ ｜ ｜ 

＼＼戸有墨l強化量γ｜実測値γ｜両者の差%｜
食品名 ~~I I I I 

福神漬（A)I 1500 I 1247 1(-) 16.4 
福神漬cB ) I 1100 I 951 I （一） 13.6 
福神漬cc ) I 1200 I 1112 I （一） 4.8 
の実験値は多く，叉浸漬j夜の多いものは必然的に安測

値が下る。いづれにしても福神漬の損失率は汁の中の

も含めれば少いということがいえる。

第4表 5量化幅紳j責中の VitaminB2含有量

＼＼ ビタミン I I I 

＼＼＼合有量｜強化量γ｜実測値γi両者の差%
食品名 ＼＼｜ ｜ ｜ 

福神漬（A)I 1500 I 1355 I （一） 9~6 

福神漬cB ) I 1100 ! 1067 ｜（ー） 3.4 
福神漬（C)¥ 12οo f 1114 I （一） 7.1 

3. 5量イじジャム

パン食の普及と共にジャムの需要は急増して来た。

ジャムは甘味な曙好品に属するもので，糖質がその主

成分である。 従って過剰の糖分の代謝には， 多量の

Vitamin B：を必要とする。叉ジャム自体を完全な食

品に近ずけるためにも，ジャムに対する強化は適切な

ととである。

1食のパシにジャム約35gをつけて食べるとすれば，

Vitamin B1, B2共に製品において100g中1.5mg位

必要であるが， B2はジャムの場合色，味の関係上，

100 g中lmgを適当と考えられる。

斎藤進氏の研究によれば，強化ジャム製造中の損失

はその pHを適正にする事により，損失量を最少に防

止することが出来るといわれる。そのpHは3.1～3.3

が最適であり， VitaminB1では約20%, B2では約

15%の損失に止め得ると報告している。なお強化ジャ

ムの長期貯蔵中の VitaminB1, B2の変化については

目下追試験中なので後日報告したい。

光による VitaminB2の破壊は既知事実であるが，

殊にこれに加熱が加わると，その損失は著しい事が高

田亮平氏によって明らかに与れている。従って Vita-

minの強化は熱に対して比較的不安定な B1はいうま

でもなく，ジャムの仕上げの最後に強化し，煮詰釜は

蓋で被覆し，混和後はなるべく早く冷ま附一べきである。

第5表，第6表より推察してみると，強化栄養ジヤ

第 5表強化ジャムVitaminB1含有量

~ ；~ ン含有毒l 「1~ ＼＼＼ ｜強化量γ｜実測値γ｜両者の差%
食品名＼＼＼｜ 十 ｜ 

リンプジャムCA)I 1000 I 838 I(-) 16. 2 
lリンゴジャム叫 1200 I 950 I （一） 20.8 
｜リンプジャムcc)I 1200 I 938 I （ー） 21.8 

にム（D~！叫 291H川リンプジャム（E〕1 1500 J 1239 I（：一） 17.4 

リンプジャム（F) ¥ 1200 I 924 I ( -) 23. 0 

ムの VitaminB1の損失量は20%前後， B2においては

10%前後とみて差支えないと思われる。（A）と（E)

は同一業者の製品にかかわらず，後者は B2の損失量

が非常に大きい。 (A）は強化方法指導の下に製造さ

第 6表強化ジャムの VitaminB2含有量

ピヨプ量｜ 1~ lfi4 ;1 ＼＼＼ ｜強化量γ｜実測値γl両者の差%1
金品~~1 I I I 

リンプジャムcA) I 1000 I 910 I （一） 9.0 
りンプジャムcB ) I 1000 I 896 I （一） 10.4 
リンゴジャムcc) I 1000 I 913 I （ー） 8.4 
リンプジャム（D)J 2⑪oo I 2000 I o , 

リンプジャムcE) I 1000 I 7 46 I （一） 25.4 I 
リンコ、、ジャム〔F)I 1200 I 1085 I （一） 9.6 I 

れ，（E）においては独自にB1の強化を増して依頼して

来たものである。叉第7表，第8表は同一業者の製品
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第 7表強化ジャム中の VitaminB1宮有量

＼＼＼ピタミシ含有量｜ ｜ ｜ ｜ 

＼＼＼  ｜強化量γ｜実測値γ｜両者の差%！

j孝一品名一二三~J＿ー___j_一一一一｜
リンコ令ジャム（A)I 1600 I 651 I （ー） 59.3 

リンプジャム（B ) I 1800 I 893 I （一） 50.0 ' 

イチプジャム（A)I 1600 I 498 I （ー） 67.s I 

イチプジャム（B)I 1soo I 1022 I （一） 43.2 I 

第8表強化ジャム中の VitaminB2富有量

＼＼＼ビタミシ合有量 l I ! 

＼ ＼  ｜強化量γl実測値γ両者の差%！
食品名~~~－－－ I I ¥ 

リンプジャムcA) I 800 I 420 I （一） 47.5 
リシプジャム（B ) I 1000 I 823 I （一） 17.3 

イチゴジャム（A)I 800 I 375 I （一） 53.2 

イチゴジャム（B ) I 1000 I 837 I （一） 16.3 

であるが， B1,Bz共にその損失量は非常に大きい。

(A）は最初依頼されたものであり， (B）はその

後，強化方法を考慮されたものである。 VitaminB2 

の損失量は少くなっているが， B1は依然として大きい。

4. 強化パン

パンの強化にはその主体である小麦粉を強化する方

法と，製パン時に強化する方法，及び製パン時に麦芽

エキス，酵母などを加えて強化する方法などがある。

小麦粉を直接強化する方法は簡単ではあるが，強化

小麦粉が必ずしもバン用に使用されるとは限らず，麺

類や菓子類に使用される量も可成り多いので，実際に

は無駄になることも考えられる。よって製パン時に強

化する方が正確でもあり，この方法が広く実用されて

いるなおバン強化用の錠斉ljが， 2' 3の会社からも市

販。されている。

強化パンの強化基準量としては食糧庁強化パン規格

案に依ると，小麦粉1袋につき（22kg)Vitamin B1 

99mg～llOmg, B2 77mg～88mg，燐酸カノL シ・ウム

2100mg～2200mgとなっている。との規格案に依ると

小麦粉100gにつき VitaminB1 0. 5mg, B2 0. 4mg程

度となり，我々が1食にコッペバン 1ケを食べるとす

ると小麦粉130gに相当するので，理論上VitaminB1 

0. 65mg, B2 O. 52mgを補給するととが出来るわけで

あるが，実際の損失量を考えるとB10.5mg,B2が，

0.4mg程度となるであろう。

第9表は標準量を強化したもので（A）では食パン

1斤の重量が390gである。故に1斤中の VitaminB1 

含量は1.556mg,B2は1.498mgで理想的数値である。

(B）より（F）は全てコッペパンであるが， 1ケの

重量が150g前後なので， もしも業者の強化割合が正

( 129) 

第 9表強化パン VitaminB1, B2含有量

戸値γBI 'Ji'lA~fi1lr B, 
食パン（A) I 399 384 

lコーン（B ) I 381 I 312 I 
コッペパンCc ) I 321 I 27 I 
コッペパン（D)I 347 I 240 

コッペパン（E ) I 303 I 264 
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重量に非常な差があり， 1ケ106g～157gの聞であっ

た。規定量含まれていたものはVitaminB1では先づ

3検体， B2では2検体， B1,B2共に僅かに規定量に達

しているのが1検体に過ぎなかった。とれは強化量の

不足か製造方法の不手際のためかは不明であるが，寧

ろ後者に原因するのではないかと推察される。製造方

法を考慮するととにより強化パンの VitaminB1の損

失量は30%以内， B2は10%イ立に止める事が出来るよ

うである。故に強化食品としてバシを選ぶととは意義

があり大いに奨励されてよし、と思う。（第10表中Vita-

min B1の数値は本研究所湯本，田窪氏の協力による〉



5. 5$.化納E

納豆の強化法としては煮大豆に納豆菌を混合する時，

同時に Vitaminも添加し醗酵させるのであるが，強

化量はVitaminB1 l. 5mg, B2 l. 2mgが適当ではない

かと思う。強化納豆の特徴は Vitaminの添加により

菌の発育が良く醗酵時聞を短縮し叉アミノ駿の生産量

も多くなるので味が良くなるが，同時に酵素力も強く

なり，自己分解を起し腐敗し易い欠点を持っている。

第11表，策12表の成積から推察すると，納豆に強化す

るととは極めて合理的であるが，腐敗の点に十分留意

すべきであろう。

第11表強化納豆中の VitaminB1含有量

＼＼  ビタミン ｜ ｜ 

＼戸量｜強化量γ 実測値γ｜両者の制
食品名~.＼ I 

強化納豆向l2200 1 1987 I （一） 9.7 
第12表強化納E中の VitaminB2富有量
＼＼ ピタミン ｜ ｜ 

＼＼含有量｜強化量γ｜実測値γ両者の差%
食品名＼＼＼｜ ｜ 

強化納豆CA)I 1600 I 1647 I(+) 3.o 

強化納豆（B)I 12οo I エ216 I(+) i.1 
強化納豆（C)I - I 461 
強化納豆（D)I - I 437 

以上各食品の Vitamin強化径の処理について加熱

されるものと，全然加熱を加えないものとについて，

その損失量を比較してみると 1, 2の例外を除き，概

第13表強化後加熱して仕上げる食品

＼食＼＼品＼ビタ名＼ミン損＼失重＼量IB1損失量%｜I B2損失量%

食パン（A) 20.3 4.6 

コッペパン（C) 25.9 20.4 

コヅベバン（D) 20. 0 30. 8 

コツペノ4ン（E) 30.0 23.8 

コヅペパン（F) 25. 9 23. s 

平 均 22,2 18.9 

ジャム（A) 16.2 9.0 

ジャム（B) 20.8 10.4 

ジャム（C) 21.8 8.7 

ジャム（D) 16.7 。
ジャム（E) 17.4 25.4 

ジャム（F) ~3.0 9.6 

平 均 19.3 10.5 

総平均 20.8 14.7 

して加熱による損失率は，加熱しないものに比較して

Vitamin B1, B2共に， 2倍程度の損失率を示してい

る。叉以上の成績から食品中の Vitaminの安定度は

B2は B1に比して大であり，殊に加熱する場合には此

の傾向が大きい。

以上の成績により Vitaminを強化するー場合，加熱

する食品においてはVitaminB120-30%, B2 l0～20 

%，加熱しないものにてはVitaminB1, B仏、づれも10

%程度の損失量を見越して強化するのが適切である。
勿論これは強化方法を充分考慮しての数値である。

第14表強化後加熱しない食品

J干ケI B1損失量%1B損失量%

味 噌（A)

味 噌（B) （ー） 1. 0 （一） 31.0 

福神漬（A) (-) 16.4 （一） 9.6 

福神漬（B) （一） 13.6 （一） 3.4 

福神漬（C) (-) 4.8 （一） 7.1 

志向 豆（A) (-) 9. 7 (+) 3.0 

高向 豆（B) (+) 1.1 

平 均 5.8 

平味噌A除均外 7.8 

この成績の強化量は前記のようにあくまで製造業者

の良心的の報告によるもので，とれにより損失率を批

判ずる事は明か早計であるかもしれないが，現在行わ

れている強化食品中の一部についてその概略を報告し

参考に資する次第である。
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XXI 清涼飲料としてのオレンヂジユース

の築養慣について

新 井 養 老

近 藤 うも 之
生活衛生部栄養課

1. 緒言

清涼飲耕7.Kの中でオレンヂジユ｛スはその特殊な風

味が吾人の噌好に適するためか，栄養価の高いものと

して過大評価され，生産と需要は増加の一途を辿りつ

つある現状に鑑み，その真相を把握する目的で，衛生

局及び厚生省の協力を得て，この試験を行い，いささか

得るととろがあったので，その一端を報告する。多少

なりとも参考の一助とならば幸甚の至りである。

ピタミンCの試験方法は，インド、フエノ｛ノレ法，及び

ニトロペシヅ｛ノレ法を併用し，還元型ビタミシCの試

験を行った。

試験の結果は98検体の中で10mg%～13mg%のもの

が3検体で全体の3.0%，とれは特にv.cを強化した
もので，容器に表示してあった。次にlmg%～4mg%

のものが 8検体で全体の8.2%，との中にはv.cを強
化したものと天然のままのとがある。痕跡のものが，

15検体で15.3%，検出しないものが73.5%，即ち70%

以上のものが全くv.cを検出しなかった。
そとではたして天然果汁を使用しているのか否かと

考え，ペグチンの宏性試験を行ったととろ， 7検体は

ペグチン反応が（一〉であった。のって大部分は多少

なりとも天然果汁を使用しているものと想像される。

それではv.cが何故検出されないかと云う疑問に
対して追試してみると，バノレフ。状に濃縮した天然果汁

を極めて徴量に使用し，それにオレシヂフレパへグラ

ウデイ拘橡酸及び砂糖，人工甘味質等を加えたもので，

最初から余り含有されーていないものが多いようである。

食品衛生法では80°C30分以上の加熱が規定されて

いる。よってアスコルピン酸を用い，オレシヂジユ｛

スと大体同じPHにして80°C30分の処理を行ってみ

ると，アスコノレピン酸は9.7%～11.8%位破壊されたo

’即ち比較的多量に天然果汁を使用したものも，熱処理

によって相当多量のv.cが破壊されるものと考えら
れる。

酒 井 機

塚 越 ヤ フ、

E会社の製品では製造直後18mg%のものが， 1ヶ月

後には13.2mg%，即ち約30%の獄少をみている。

検体のなかには天然果汁を多く使用し，人工色素や

甘味質を用いず， 80°C30分以上の加熱をしないもの

でも，そのv.c含有量が大体このような理由で特に
強化したものでない限り，オレシヂジユ｛スからは，

V。Cは期待できない。

第 1表還元型VitaminC富有量及び

ベクチン友騒

官井手 称 j Vitamir+ C j含割合有量分布 Iペグチ
含有量 mg% ン反応

L Orange 13 10mg%以上 （＋） juice 
K ／／ 10 30% （＋） 

M ／／ 10 （＋） 

F Pineapple 1 
lmg~ 

（＋） 

T Apple juice 3 ～ mg% （＋） 

s ／／ 1 8.2% （＋） 

N Grape fruit 2 （＋） 
I Orange 1 （＋） )UlCe 
L Grape juice 4 （＋） 
P Orange 

1 （＋） JUI Ce 
R ／／ 1 （十）

15 検体 ｜痕 15.3% 

65検体 ｜町｜ 73.5% 
7 検体 （ー）

次にv.c及びペグチンの有無と友分の関係につい
て調べてみた結果， V.C lmg%以上含有しペグチン

（＋〉のものでは，その平均値は0.07%で最高を示し，

v.c痕跡，ペクチン（＋〉のもの及びv.cは検出しな
いが，ベグチン（＋〉の平均値はいずれも0.04%であ

った。叉v.cもペグチンも検出しないものの平均値
は0.03%で最低で、あった。との結果からみて友分の多

いジユ｛スは，比較的多量の天然果汁を使用し，その

上v.cも含まれ，オレンヂジユ｛スとして比較的良
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第 2表 Vitamin C及びベクチンの有無と茨分との闘係

ペグチシ（＋）｜ペタチン（十）｜ペグチン川｜ベグチン（十）｜

Vitamin C 1 mg%以上lVitamin C 痕跡 / Vitamin C 含有せず lVitamin C 含有せず
L Orange juice I 0 09 A Orange juice 0 06 1 Orange Ade 0 07い Pine柳川de0 04 

五在 II 0.04 B II 0.03 2 II 0.02 ろ Orange juice O. 03 

F Pineapple 0.10 c ／／ ’O. 04 3 Orange juice O. 04は ／ノ 0.02 

T .Apple juice 0.07 D ¥f：~：， juice 0.03 
s ／／ 0.16 

E ea pp le 0.03 

N Grape fruit 0 05 F Orange A~i~e 0.04 
I Orange juice 0.04 G Orange juice 0.05 

L Grape juice 0.12 H Orange Ade 0.03 

P Orange juice 0.07 

R ／／ 0.06 

メ口主、 計｜札nI ！日｜

｜平 均 j0.01 j J o.o4 j 

品と思われる（第2表参照〉。

さらにオレンヂ、ジユ｛スの主なカロリ｛源である含

7.K茨素は大部分駕糖であるが， 41検体中で10%～14%

のものが， 15検体で全体の36.6%, 5 %～10%のもの

が， 14検体で34.1%, 1%～5%が11検体で26.8%,

徴量のもの1検体であった（第3表参照〉。

含水炭素と v.c及びペグチンの有無等についての
第 3表含＊最棄の富有量

含有量｜検体数｜分布割合

10%～14% 15 36.6% 

5%～10% 14 34.1% 

1%～ 5~る 11 26.8% 

徴 量 1 2.4% 

4 ／／ 0.05 に ~fK~on 1~ice 0.03 
5 ／ノ 0.04 tま neapp 0.03 

6 ／／ 0.04 へ Orangej~~c: 0.01 
7 Orange Soda 0.06 

8 Orange Ade 0.03 

9 ／／ 0.04 

10 ／／ 0.03 

11 Orange juice 0.03 

12 ／／ 0.02 

13 ／／ 0.02 

14 ／／ 0.04 

15 Orange Ade 0.04 
I 

16 Orange juice 0.03 

17 ／／ 0.05 

｜日｜

｜州｜

関係をみたが，何等関連性は認められなかった。

一般成分をみるために比較的有名なオレシヂジユ｛

ス3検体について試験した結果，第4表に示ナ如くで

Lオレシヂジユ［スは天然果汁を比較的多量に含み，

Eつ， v.cを強化したもの， Rオレンヂジユ｛スは
天然果汁を比較的多量に用いたもの， Bオレシヂジユ

｛スは多少は天然果汁をスれているもので，大部分の

オレンヂジユ｛スは， Bオレシヂ、ジ、ユ｛スに類するも

のと思われる。との3検体の平均値は水分88.1%，粗

蛋白0.09%，粗脂肪0.21%，含水茨素11.27%，友分

0.06%, V.C4.9rng%，比重工.0513，熱量47ヵロリ

F である。

以上を要約するに試験の結果からみて殆んどのオレ

シヂジユ｛スからはv.cは期待出来ないことが判った。

第..4表 Orangejuice の一般成分

［名 称 l水「~j!ll 組nr,~fi<明友会 I ！汀ぶ

：。ウui臼 I：~：：~＼ ~：~ ~： ~~I ~~：~ ~J l~： ~i 3.1 
(132) 
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叉他の成分においても栄養価値は問題でなく，結局は

砂糖水か人工甘味質を混合Lたものを飲用していると

第 5表果責類の還元型 VitaminCの含有量

見倣してもよい。 種 類 産 地

更に参考までに果実中の還元型v.cについて試験
した結果，蜜柑の果実では4,5mg%程度のv.cを含有
し，その皮では95.5mg%で『あった。故に摂取したv.c
が全部利用されるとすれば，中位の密柑1ヶャー成人工

日に必要なv.cを補給するととができる。柑橘類は
いづれにしてもv.cが多い。なお柑橘類はもとより，
その他の果実類についても産地，採取時期？成熟の程度

によって相違のあることを考慮し，とれらの諸問題に

ついてさらに検討を進めている（第5表参照〉。

蜜
／／ 

柚 子埼玉産（11月〉

／／ 千葉産（9月〉

ざ 日ま ん千葉産（9月〉

1登 II ( 9月〉

ナ ？三 ち 徳島産（9月〉

れ も ん 愛媛産（11月〉

／／ ／／ 

林檎（紅玉〉 長野産（10月〉
／／ ／／ 

μ （ゴーJレデシ〕 ／／ 

II （紅玉〉 青森産（11月〉

／／ ／／ 

葡萄（本チfil) 山梨産（10月〉

梨（20世紀〉 奈良産（11月〉

柿（富有〉 ／／ 

岐阜産（11月〉
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果皮｜果 肉

Vitami日
含有

／／ 

93.5mg% 43,8mg% 

44,8 II 

62. 7 II 38.5 ノ／

37. 7 II 

53,0 II 

59.6 II 

4.5 II 58.1 II 

50, 9 II 66,3 II 

88,4 II 
果混2皮.1と果H合肉

一 3.7 II 

一 0.3 II 

3.8 II 2,1 II 

1.0 II 痕 跡

一 0.6 II 

一 1. 7 II 

163,0 II 9.4 II 

一 9, 7 II 



XXI 東京都における築養掃取股況 （第7報）

都立保育置における築養撮取朕態について

新井養老 近藤うも之 酒 井 機

筒井政行 嵯 l股喜一郎 古内正孝
生活衛生部栄養課

JI[ 端 猛 渡辺甲子 塚越ヤス

藤沢正吉 野崎正次

緒言 3) 対象の数は各保育園毎に，その収容園児数の1

との調査の目的は多期における園児の体位の向上と 割程度とした。

発育に不可分の関係をもっ食生活の実態を把握するた 調査対象園児の総数は男子128名，女子114名，計

めであって，民生局児童部の協力を得て収容人員，環 24:2名にして児童の食事に比較的留意する家庭のもの

境等を考慮にスれ，都立67ケ所の保育園中，各区工ケ 及び児童の食事に無頓着か或は家計不如意の家庭のも

所即ち23ケ所を選定し，昭和28年1月下旬から同3月 のと 2区分に分け，との選定は保育園に一任した。

下旬にわたり調査を行った。 4) 成積は園児の持参弁当，給食及び間食の3種を

その結果を要約すると次の如くである。

調査した保育園

江戸川区平井保育圏 中野区野方保育園

荒川区三河島保育園 中央区勝関係育園

港 区白金保育園 千代田区鶴町保育園

板橋区板橋保育園 新宿区東戸山保育園

渋谷区渋谷保育園 文京区久堅保育園

大田区羽田保育園 江東区住吉町保育園

墨田区江東橋保育園 目黒区 上目黒保育園

練馬区中新井保育園 台東区玉姫保育園

足立区千住保育園 品川区品川保育園

葛飾区本田保育園 世田谷区駒沢保育園

北 区豊島町保育園 豊島区椎名町保育園

杉並区杉並保育園 （！順位不同〉

調査期目

昭和28年1月21日から昭和28年3月26日

調査針象

昼食を目標として，園児の家庭よりの持参弁当，保

育園において給与する給食及び間食。

調査方法

1) 園児の持参弁当はその内容を食品別に区分し，

衛生的処理に細心の考慮、を払い，調査に遺憾なきを期

して精確に秤量して記載した。

2) 給食と間食は保育園の成案による献立を基礎に

して調査を行った。

保育園毎に3日間連続で調査し，蛋白壁3脂質，糖質及

び無機賀（Ca,P, Fe），ビタミン A,B, B2, Cの10

成分につき，栄養成分分析表により各栄養素の算出を

行い集計したものである。なおとの算定に当つては日

本食品標準成分表を主として用いた。

基準の算定

算定の方法は国民食糧及び栄養対策審議会決定によ

る「日本人年令別，性別，労作別栄養所要量基準」に

より， 2才～6才までの男子並びに女子の各年令別の

所要量及び之を合計して，その平均値を定め，叉その

l／＂量を昼食時における 1食分の基準とした。すなわち

次に示ナとおりである。

熱量は男子合計7,4,50Cal，女子6,950 Calで，その

所要量の和は， 14,400Cal，平均は1,MOCal，その1ん

量は480Calである。

叉蛋白質においては男子合計 260g，女子250gで，

その和510g，平均は 51g，その1/:i量は17gに相当する。

しかし調査した23ケ所の園児24,2名の年令構成は，

2才のもの7名， 3才のもの28名， 4才のもの47名，

5才のもの91名， 6才のもの69名で，年令的には5才

のものが最も多く，次いで6' 4' 3' 2才のJI買で2

才の園児は割合に少数であった。

本調査においては一応2才より 6才までの園児の1

食分の栄養所要量平均基準をもって検討した。すなわ

ち，
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策養成分表

園名｜翠臨時開｜時制糖 Z〕片品）I！＇~~~ 包lピタミ？いミいミンg) A (LU.) (mg)B~ (mg) C (mg) 

渋谷保育園 3 3.70 6.60 3.94 66.23 342 22.86 254.32 7,95 193 0.204 0,081 1.0 

千住保育圏 4 3.15 5.21 2.47 55.78 279 15.10 205.10 10.90 358 0.170 0.080 4:. 0 

本田保育園 4 3.86 7.62 6.70 70.20 387 32.27 254：・.51 12.21 210 0.158 0.156 1.6 

麹町保育園 4 3.05 6.75 4.32 68.30 351 26.32 237.60 8.33 240 0.144 0,0821 2.1 

東戸山保育圏 4 3.30 6.40 4.66 61.85 328 26.80 246.40 7.67 392 0.168 0.065 0.6 

玉姫保育園 4 2.80 7.90 4:.80 70.90 369 25.60 287.00 10.60 146 0.08 0.04 3.6 

椎名町保育園 4 4.80 5.91 3.86 60.39 319 15.00 281. 00 9.00 1,072 0.19 0.20 2.0 

平井保育園 5 3,46 8.72 5.39 76.01 401 49.90 344.60 13.50 1,211 0.19.4 0.081 2.6 

三河島保育園 5 3.89 5.99 3.65 57.98 304 25.65 281. 00 9.65 439 0.118 0.114 2.6 

白金保育園 5 5,62 6.13 4.56 71.06 372 38.16 354.63 10.94: 646 0.219 0.096 1.1 

板橋保育園 5 3.54 6.45 2.80 66.71 332 24.57 296.35 10.28 819 0.201 0.130 6.0 

羽田保育園 5 3.61 6.60 3.82 69.25 352 29 4む 347.70 16.50 281 0.230 0.080 0.3 

江東橋保育園 5 3.16 6.84 5.66 65.12 351 26.70 314.20 12.90 468 0.180 0.090 5.1 

中新井保育園 5 2.42 7.46 4.60 72.50 371 34.20 251.10 24.40 175 0.180 0.070 2.6 

豊島町保育園 5 5.12 6.53 4.88 67.64 361 25. 70 309.41 11.29 351 0.203 0.100 6.0 

杉並保育園 5 4.00 9.12 5.28 80.96 424 26.40 356.401 11.4:0 ~》Bミ（:J、E，、) 0.209 0.093 1.3 

野方保育園 5 2.94 7.33 2.91 70.94 351 34.30 302.20 9.74 517 0.197 0.105 1. 7 

勝関保育園 5 2.73 4.99 2.37 59.18 289 16.59 249.36 17.27 81 0.107 0,092 2.2 

久堅保育園 5 1. 77 7.42 3.62 72.82 361 17.46 257.40 9.67 731 0.115 0,057 1.8 

住吉町保育園 5 5.72 5.82 5.16 57.83 324 47.66 301. 81 19.83 94:4 0.191 0.121 4.8 

品川保育園 5 1.86 7.15 5.06 56.74 309 36.00 243.00 6.60 103 0.05 0~04 1.8 

駒沢保育園 5 4.28 6.55 4.06 63.65 334 25.00 334.00 10.00 395 0.09 0.07 4.0 

上目黒保育園 6 4.88 7.51 6.65 70.63 392 35.65 333.25 11.64 208 0.180 0.900 0.5 

持参耕曽園見第 l表
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保育園名｜翠問調書鍔［脂息｜糖E〕｜熱（晶）I！首 色｜ピタミ伊ヤミシ｜ビタミンg) A (I.U.) (mg) B2 (mg) C (mg) 

渋 谷 3 2.14 141 17.3 156.3 3.7 3,233.。｜ 0.19 0.08 20.0 

千 住 4 1.55 6.68 17.29 145 24.9 104.6 1.8 817.0 0.11 0.04 10.5 

本 田 4 1.68 1。00 6.88 51 26.8 99.2 1.8 767.0 0.08 0.04 7.0 

麹 町 4 2.30 0.78 4.22 8.53 84 100.3 346.0 5.0 1,038,0 0.11 0.22 8.3 

玉 立臣 4 11.47 5.74 16.74 36.20 364 18.6 366.0 9.4 4.0 0.50 0.15 10.5 

i佳 名 町 4 4.26 1.65 3.35 60.40 286 51.0 178.0 3.2 620.0 0.09 0.07 21.0 

平v 井 .5 0.89 4.29 2.81 17.18 115 78.3 186.7 7.3 968.0 0.09 0.06 13.0 

一一 河 島 5 1.32 2.33 1.89 10.03 72 9.3 73.0 3.6 728.0 0.04 0.05 2.6 

由 金 5 3.65 -2 11 4.98 9.35 105 37.1 131.9 3.6 17.0 0,07 0.15 23.0 

板 橋 5 3.51 1.69 1.36 18.34 106 105.8 146.2 3.2 1,402.0 0.10 0.18 12.0 

羽 田 5 0.95 4.10 3.08 8.38 81 33.4 105.9 3.3 886.0 0.07 0.05 12.8 

江 東 橋 5 2.21 1. 52 2.41 8.89 72 18.8 159.8 5.0 2,512.0 0.10 0.10 31.4 

中 新 井 5 0.49 4.43 3.85 12.61 105 13.6 126.9 4.9 1, 881. 0 0.07 0.05 11.8 

豊 島 5 4.71 2 32 4.23 15.39 128 115.0 136.0 3.0 2,751.0 0 12 0.09 34 0 

杉ョ 並 5 3.89 1. 96 5.88 11.12 121 111.0 246.0 6.0 1,234.0 0.05 0.09 o. 7 
野 方 5 2.74 1.89 4.81 8.つ、Aつy 95 18.0 649.0 3.0 915.0 0.05 0.02 7.0 

勝 関 5 0.97 2.98 0.98 10.46 67 59.0 180.0 2.3 1.0 0.22 1.69 229.01 

東 戸 山 5 1.95 2.42 2.45 25.29 141 12.0 154.0 3.9 903.0 0.19 0.10 25.0 

久 堅 5 0.94 3.41 2.61 11.02 85 17.6 71.5 3.2 1, 191.0 0.10 0.07 14.2 

住 ＝口b 5 2.92 1. 93 5.5?3 13.30 123 99.8 133.3 5.0 2,833,0 0.09 0.05 19. 7 

品 JI[ 5 2.80 2.22 0.91 10.81 72 16.0 56.0 2.7 1,250.0 0.06 0.06 15.0 

駒 1尺 5 1.16 3.07 2.47 10.30 80 30.0 98.0 3.0 1,750.0 0.09 0.04 12.0 

上 目 黒 6 1.45 2.59 2.08 8.44 69 225.5 291.0 2.9 579.0 0.07 0.05 12.0 

総平均値 I4.31 
、．，．．． ‘....，－－圃恒．． ， 

3.9) 1，吋5.25 24 
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持参弁曽と給食合計策養成分表

園名｜翠［宮崎斡樹脂喜）｜糖喜〕［間）l!'c話｜ 包i「ピU一タれんミUンいミい十ミンg) A (I.U.) B1 (mg) B2 (mg) C (mg) 

渋 谷 3 5.84 8.05 86.96 40 410.65 3,426 0.39 21.0 

千 住 4 4.70 7.63 9.15 73.07 出 40 369.70 1,175 0.28 0.120 14.5 

本 回 4 5.54 9.64 7.70 77.08 59 353.71 13.99 977 0.24 0.196 8.6 

麹 町 4 5.35 7.53 8.54 76.83 436 127 584.00 13.27 1,278 0.25 0 300 10.0 

玉 ま臣 4 14.27 13.64 21.54 107.10 734 44 653.00 20.00 149 0.58 0.190 14.1 

4佳 名町 4 9.06 7.56 7.21 66.85 399 66 459.00 12.20 1,692 0.28 0.270 23.0 

平 井 5 4.35 13.01 8.20 93.19 516 128 531. 29 20.75 2,179 0.28 0.137 15.6 

一一 洞 島 5 5.21 8.32 5.54 68.03 376 35 354.03 13.23 1,167 0.155 0.159 5.2 

白 金 5 9.27 8.24 9.54 80.41 478 75 14.55 663 0.287 0.246 2生.1

板 橋 5 7.05 8.14 4.16 85.05 438 130 442.58 13.51 2,221 0.324 0.310 18.0 

羽 田 5 4.56 10.70 6.90 77.63 434 63 453.60 19.80 1,167 0.300 0.130 13.l 

江 東 橋｜ 5 5.37 8. 8.07 74.01 424 46 474.00 17.90 2,980 0.28 0.190 36.5 

中 新 井 5 3.91 11. 8.45 85.11 480 48 378.00 29.30 2,056 0.25 0.120 14.4 

豊 島 5 9.83 8. 9.11 83.03 141 445.41 14.29 3,102 0.32 40.0 

杉 並 5 7.89 11. 11.16 92.08 

：：~ 
137 602.00 17.00 1,627 0.26 0.180 20.0 

野 方 5 5.68 9. 7. 721 79.27 52 951. 00 1,432 0.25 0.120 9.00 

勝 関 5 3.70 7. 3.35 69.64 354 76 429.36 19. 82 0.32 1. 780 231.2 

東 戸 山 5 5.25 8. 7.11 87.14 469 39 400.00 11. 0.36 

久 堅 5 2.71 6.24 83.84 446 35 328.50 12. 1,922 0.22 0 130 16.0 

住 ＝口と 5 8.64 7.75 10.74 71.13 4.47 148 435.15 24 2,777 0 20 0.170 24.5 

ロ口ロ Jlj 5 4.66 9.37 5.97 67.55 380 52 299. 00 9. 1,353 0.11 0.1仙｜ 16.8 

駒 沢 5 6.53 73.95 415 55 432.00 13.00 2,145 0.18 0.110 16.0 

上 目 旦三 6 6. 8.73 79.07 461 261 624.00 14.50 787 0.25 12.5 

平均値 I4.31 
、－『，－・e

1ベ15. 76 27.0 
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表

育園名｜翠陣管障樹脂~）I 糖割問〕l！~：~1 主｜ピタミシ院:ii~ピタミン！ピタミシg) A (I.U.) B2 (mg) C (mg) 

渋 谷 3 6.36 1.27 1.90 25.87 155 215 189.6 2.03 4,, 0.050 0.280 1.0 

千 住 4 8.67 1.09 0.36 35.61 185 290 285.7 5.10 ,LS 0.070 3.800 1.2 

本 田 4 6.36 1. 66 2.4:1 26.28 159 211 181.3 3.5 0.050 0.280 1.0 

麹 町 4 6.36 2.00 2. 73 28.96 174: 2.21 191.0 4。85 670.0 0.095 0.280 14.2 

玉 ま臣 4 6.36 1.57 2.99 37.72 209 221 191.0 8.0 3.5 。。050 0.280 0.88 

I佳 名 町 4 6.36 1.25 2.09 25.25 150 211 183.0 2.1 5.0 0.050 0.290 1. 7 

平 井 5 6.36 2.27 り＇－＇・に、J、つ_, 30.87 182 211 183.3 5.65 パo: 0.053 0.282 10.88 

一一一 河 島 5 6.36 0.4:2 1.64: 20.58 124: 214: 178.6 1.51 4: 0.053 0.282 0.7 

白 金 5 5.69 2 24 0 87 30.24 161 203 202.9 1. 20 536 0.103 0.266 11.45 

板 橋 5 4.24 1.39 1.35 25.24: 136 144 147. 7 1.20 4 0.037 0.193 2.0 

羽 回 5 18.06 0.89 1.0-4: 269 602 505.5 0.70 11 0.180 0.800 2.4 

江 東 橋 5 6.51 0.42 1. 72 22. 133 213 183。5 1.10 6 0.060 0.290 2.2 

中 新 井 5 6.36 0.50 2.68 20. 134: 212 178.2 3.20 3。5 0.060 0.280 0.9 
長」歪包王 島 5 6.36 2.17 2.23 203 219 252.0 3 0 7.0 0.120 0.140 1.0 

杉 並 5 6.36 2.55 3.64: 37.07 218 218 238.0 6.0 35.0 0.050 0.280 0.9 

野 方 5 7.07 0.60 1. 58 19.17 122 217 146.0 1. 8 363.0 0.110 0.320 11.9 

勝 関 5 6.36 1.17 1.72 25.21 146 221 179.0 3 05 6'70. 0 0.080 0.300 14.0 

東 p 山 5 6.36 1.21 2.27 23.80 145 212 184.0 2.10 ・LO 0.050 0.610 0.9 

久 堅 5 6.36 1.20、 4:.66 33.31 205 233 220.8 1. 911 1, 333. 5 0.120 0.280 30.-2 

住 ＝口士宮 5 6.36 0.70 l. 75 23.15 136 221 193.8 3. 06 336. 8 0.07 0.287 7.5 

ロロロ JI¥ 5 6.36 1.74 2.23 183 216 226.0 3.5 6.0 0.11 0.290 8.80 

駒 沢 5 6.36 1.19 1.95 19. 125 214 203.0 2.1 3.5 0.05 0 280 1.0 

上 目 .m 6 6.36 0.81 2.79 159 181 212.0 2.60 2号.0 0.60 0.300 8.0 

産品躍）I 4.3 ! 
、一ーゾー－

8.21 5.5 
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第 4表

区 名

保育園名

（順位不同〉

基準雪白質量と園児持器購雷と給食の合計雪白質量との比較附・間食の熱量と蛋白質量

fil~ l港1:1:1:1:1:1:1:1北 I: I : I : I ~ I : I : I : I : I : I : 111 :・1平
: I i I : I : I : I. : I 1 I i I : I : I ! I : I : I : I : I ! I ~ I ! I i I : I : I : I ! 1 均

開（雪官官判明ベベ 4771 ぉsi4831ベベベ 4，ベ 48915451. 4461 3561 4351 刊 44614471 4611 7331 3811 4141 州 466

鰐（哲吉野列車｜吋ー17.51115.19115. 52115. 261吋吋吋日18118.68118. 97114. 901吋12.88114.肝113.吋16.431吋…5.06116. 62115. fll 
草鑓許平l竺l十鉛l刊一31一4十31一イ刊一31-561一421+ 91 +651 
接i5；‘轄f；主 1~~1 正361王471よ日11…811王481王743.211山201吋Ls~ 正681正971正101正331正121よ9313.461 正611ぶ57110.
？日平均（3日l顎I1821 12.11 1611 1361司付 13311341 1851 司 20312181 1221 1伺iベ 1461 却51司司判 18311251 刊 16 6 

間会J伽町3日l開s.631 6. 781 7. 931 5. 631 7. 631 ls. 061 6. 931 6. 861 9. 761 8. 021 8. 531 8. 911 7. 671 7. 531 8. 361 7. 571 7. 561 7. 061 7.171 7. 931 s.101 7. 551 1. 611 s.16 
計熱量｜王l 判刊刊ベベ 70~ 判付州判例 7621 5681刊刊 6151引58316201 9421 5641サ7551632 
言蛋白質量Ig 125.99 11叫o.82123. 151…3 32120. 66122. 661吋23.20
1食分の基準熱量と総計 I4so 
熱量との比較 I Cal 
1食分の基準蛋白質量と I1ヴ作
総計蛋白質量との比較 ｜ム15

主181+ 201石81+ 941 4i581 -t;221～r1却Ii291 i11I -t;121 -t;82I + 881 + 221 i291 is51 inl io31 i401 ~621 + 841 + 591 -t;751 i52 

店991叫仏｜ふF叫
備考 {I 480Cal 0 山

基準熱量 基準蛋白質量 E 基準fり超過・基準ょ7も不足｝
第 5表 基準蓋と各食。無議室生ぴビタミン平均宜との比較

（都内23保育園3日間平均値1人1食当り〉

＼＼手＼て八＼ 
無 1畿 質 ビ タ 、、、 シ

Fe c 
町lg 町lg 立lg mg 

基 準 量 0.3 3 800 0.2 O。3 12 
給 食 0.05（一） 181 4(+) 1, 233(+) 0.14（一） 0.15（一） 24(+) 
園児持参弁当 0.03（ー） 289 12(+) 451（一） 0.16（一） 0.13（ー） 2（一）
給持参弁食当ロム弘川 0.08（一） 471 16(+) 1,680(+) 0.3 (+) 0.28（ー） 26(+) 
間 食 0.23~.一〕） 211 3 174~ー〉） 0.1 ~ー〕） 0cfs~~J 6~→〉） (100%) (22 (50 

ii•格b、． 計 I o.31(+)/ 682(+)1 叫）／j日制＋）｜ 州十）Io.74(+)/ 32(+) 

備考： ぜタミン類は生鮮物の含有量を基準として算出した9



xx亜 ONTHE TWO NEW MYXOSPORIDIA, 
Chloromyxum musculoliquefaciens sp. nov. AND 

Neochloromyxum crucif or mum gen. et sρ. nov., 

FROM THE JELLIED MUSCLE OF 

SWORDFISH, Xiρhias gladius Linne, 
AND COMMON JAPANESE SEA-BASS, 

Lateolabrax jαponicus(Temminck et Schlegelア

Koichi h在ATSUMOTO

Directed by Dr. Yoro ARAI (Director) 

(Tokyo-to Laboratories f.or Medical Sciences) 

In 1953 the writer reported a note on a new Sporozoa, H exacapsula neothunni gen. et sρ. nov., 

from the jellied muscle of the yellowfin tunaっNeo ，~hunnus macroρterus, caught at the Bunda Sea. 

In the report the writer stated that the jellied cJ:ndition of the fish muscle is observed in some 

other fish such as the halibut, turbot, swordfish and tunafish. But, so far as we know, literature 

which deals in detail with this phenomena or analogous conditions of .the fish muscle is scanty, 

except for the report by M’Gonigle and Leim oロjelliedswordfish and papers on wormy and mushy 

halibut by Davis and Thompson. ・Furthermore, the detailed studies on the“boil disease " of 

European freshwater fish by Pfeiffer, Keysselitz and Thelohan, etc.~ seem to be closely c:mnected 

with the investigation of this phe:q.omenon. 

In the summer of 1953, the writer had an opportunity to examine samples of jellied swordfish 

at Kesennuma, one of the most famous fishing ports on the North-east (Pacific) coast of Japan, 

and discovered numerous spores of Myxosporidian parasite in the jellied muscle. 

Later on he discovered the Myx:osporidian spore of a quite different shape in a similarly jellied 

condition in the common Japanese sea司bass,Lateolabrax japonz"cus, caught in Ibaragi Prefecture. 

These two Myxosporidia seem not only to be new to science, but as in the case of the other 

species already reported also present an interesting and important problem for the investigation 

of the jellied condition of fish muscle. 

The present paper is a preliminary presentation of some biological observations of these two 

Myxosporidian spores, even though the relatio1 ship between the jellied condition of the fish muscle 

and these organisms has not yet been made clear. 

Before taking up the subjects in detail, the writer wishes to express his gratitude to the Rev. 

J. A. Schere町 Dr.Kiyoshi Asa:numa, a member of the Research Institute for Natural Resources, 

and to h在r.Mitsuyuki Kondo, Chief of the Livelihood Sanitation Section of the Laboratory, not 

only for their kh1dness in reading the original manuscript, but also for their continuous encourage-

me:nt and interest. His thanks are also due to Mr. Hidemi Seno, P:cofessor of the Japan Woman 

University, for his kindness in making available to him the histological preparations used in this 

study and to Mr. Ryuzaburo Mikumo, Chief of the Food and Veterinary Section of the Laboratory, 

for his assistance with points of Latin grammar. 

Furthermore, the author is obliged to express his most sincere gratitiude to the Japan ExpJrt 

* Footn叫e: (Summaries of these works were presented at the Annual Meeting of the Japanese 
Society of Scientific FisheriesぅTokyo,April 1954.) 
From“the Bulletin of the Japanese Society of Scientific Fisheries. Vol. 200, No. 6, 1954." 

c 139) 



Frozen Marine Products Inspection Corporation for their kindness in offering him the facilities 

for carrying out this work. 

Note on Chloromyxum musculoliquef;αciens sp. nov. 

1. Materials and Methods: 

A completely liquefied whole body of the jellied swordfish and two pieces of frozen steak from 

the slightly infected swordfish were prepared for microscopic examination at Kesennuma on July 22~ 

1953. 

The former was unloaded the same day and was 227. 5 pounds in weight. It was caught five 

to seven days before unloadingぅ aboutthirty to forty miles off Kamaishi. The fish was quite 

fresh in external appearance but was rather less elastic than normal fish when touched on the 

surface by fingers. Even though the cold sto:rage conditions were adequate and the internal tem-

perature of the fish body was sufficiently coldぅstillit became clear when cut just after the public 

auction that the whole body except the head was infected and that all parts of the trunk muscle 

tissue had disintegrated completely and become liquefied. But there was no abnormal odor due t。
ordinary spoilage of fish meat. 

The latter two samples were the remainder of a slightly ・infected fishi the uninfected portions 

of which were prepared for frozen steaks. These two samples were cut from the dorsal portions, 

and the hive-like infection which is considered the beginning stage of the jellied co:nditioh was 

observed. The detailed data on these two samples were not available. ' 

After the writer’s return to the laboratory in Tokyo, two slightly infected steaks of frozen 

swordfish were sent to him from Kesennuma. 

NemeczelピShanging drop preparatb:ns were made from these five fresh materials and ex:a-

mined microscopically according to normal methods. 

The histological preparations of the samples brought from Kese:nnuma by. the・ author were 

kindly made available by Mr. Hidemi Seno~ Professor of Biology at the Japan Woman University. 

In the advanced stage, numerous Myx:osporidian spores of simUar shape were observed in the 

liq:uefied substance of the muscle tissue in both the fresh preparation and the histological prepa:ra-

ti on. 

In the histological. p:reprations of the muscle in the beginning stage of liquefaction9 the 

masses of numerous spores were observed in the muscle fibres. 

2. Deseription of species : 

Chloromyxum musculoliquef.αciensεp. nov。
Spore-The shell valve of the spore is C)m.posed of two pieces of similar shape and subspheri同

cal. The spore is slightly compressed parallel to the longitudinal plane so that it seems to be 

shaped like a mandarine orange. Four slight grooves :run from the anterior to the posterior end 

of the spore~ equidistantly spaced, two in mid-center of each valve and the other two on the 

sutural line. Hence the anterior and posterior views suggest a four petaled flower, such as flo-

wers of the mustard family (Brassicaceae). 

The shell surface is smooth and has no remarkable projection,, ridge or striation. The sutural 

line is straight and divides the shell valve into two pieces of similar shape along the groove 

line9 though the division is not distinct。Fourspherical to ovoid polar capsules are found at the 

anterior end5 two in each valve. 

The polar capsules are very remarkable. Coils of polar filament are rather distinctly observed. 

The sporoplasm is finely granular and fills all of the spore not occupied by the capsule. There is 

n。evidenceof the presence of a:1 iodinophilous vacuole. 
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In the fresh state, the spore measures 5. 32-7. 28 microns in sutural diameter by 7.42-9. 94 

microns in breadth and 7. 00-8. 96 microns i:n thickness. The polar capsules are subspherical to 

ovoid with the largest diameter of 1. 68-2. 80 microns by the smallest diameter of 1. 68-2. 52 microns. 

The details are compiled in Table 1. 

Fig. 1: Spores of Chloromyxum musculoliquejαciens sp. nov. 

a) Anterior view, b) Front view 

a b 

Table 1 : Measurements of Spores of C. musculoliquefaciens sp. nov. (In mic:l・Jn) 

j Numbers I i / I Range I Mean I S. D. easured 1 1 1 

I Length I 100 I 5.32-7.28 I 6.23士0.-01 I 0.14士0.007
Spore I Breadth I 100 I 7. 42-9. 94 I 8. 35±0. 01 I 0.15士0.007

I Thickness I 100 I 7. 00-8. 96 I 7. 88士o.009 I 0.1.3土0.006
-I Length I 100 I 1. 68-2. so I 2. 12士o.002 I o. 04±0. 002 

Polar capsule /- I ト一一 一一 ｜一一一 ｜ 
I Breadth I 100 I 1. 68-2. 52 I 1. 9ヴ士o.002 I o. 03±0. 002 

Nemeczek’S hanging drop preparations were prepared from fresh materials and measured 

by ocular micrometer. 

3. Mode of Parasitism and its Effects upon the Host : 

The present species is a muscular parasite of the swordfish and seems to be a type of the 

Histozoic Myxosporidian parasite which subsists by diffuse infiltration. 

Only sporulating trophozoites were found in the histologial preparations examined by the writer. 

The spores seemed to be forming only within the muscle fibres. Surrounding the mass of spores 

is a thin layer. of ectoplasm. Within the ectoplasm can be seen numerous mature spores and 

pansporoblasts in different stages of development. The preparations were made on materials in 

which the disintegration had already begun, therefore only the :"comparatively late stage of 

development was observed. Presence. of the earlier stages of sporulation was not confirmed. 

The diameter of the infected fibres was about O. 7-1.82mm, while that of the uninfected fibres 

was about 0. 42-1. 26mm.. The diameter of the sporulating trophozoites was about O. 49-1. 26 mm  .• 

When the trophozoites were small of the sporulation was in a comparatively early stage, no 

change was observed in the surrounding sarcoplasm of the infected muscle fibre. But in the 

advanced stage of liquefaction, the fibres were swollen and the spores appeared free of the fibres, 

with the infected fibres disintegrating gradually. In the more advanced stage, the fibres were 

completely disintegrated and numerous spores were observed in the liquefied mass of the muscle 

tissue. 

Had the fresher materials from the fish in which liquefaction had not yet apparently taken 

place been prepared for examination~ the earlier stages of development would probably have been 

observed. But this is quite difficult to confirm, as no external change in such infected fibres 

can at present be found. 

Infection in the other organs has not been studied yet. 
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Though the spores are formed within the muscle fib’:res and are free from the infected fibres 

in the later stage, it is not yet clear whether they ca：日 onlybe released passively by the disinte-

gration of fibres due to the death of host, or whether they can actively cause liquefaction of the 

fibres after the death of the host or while the host is alive. 

In view of the abov.e mentioned fact, the present species seems to bear some imp~rtant causal 

relationship with the jellied condition of the fish muscle as in the case of certain other species 

of this group already reported, such as Unicapsula muscularis, Myxobolus pfeifferi and Hexαc ipsula 

neothunni, etc. 

It is of further interest to note that although a number of Chloromyxa are known to occur 

in organs such as the gall-bladder or urinary bladder of various species of fish, few species are 

found in the muscle, and no species except the present one is known to enter the muscle fibres 

and bear a specific relationship to the jellied cJndition of fish rq.u.scle. Therefore the prsent 

species appears to be unique among the Genus Chloromyxum. 

4. Comparison and Discussion: 

The present Myxosporidia parasites in the muscle fibres of the trunk of the swordfish and 

seems to have a close relationship with the jellied condition of the fish muscle. 

Spores are subspherical and quadri-capsulated divergently at the anterior end. Shell valves 

are composed of two pieces. Sutural line is straight but obscure. Sporoplasm has no ioピlinophilous

vacuole. 

According to the characteristics of the spore mentioned above, this parasite apparently 

belongs to Genus Chloromy.'l;itnz. 

To dateぅ morethan thirty species of this genus have been recつrdecl.But most of them are 

recorded as the coelozoic type and some histozoic types occuring in fish muscle are known t~ 

form a remarkable Myxospo:ridia:n cyst, such as Chlot'Dmyxu1n bora, C.funduli, C.clujうeidaeand C. 

quadratum, etc. 

The mode of parasitism and the remarkable figure of the spore character・izedby four grooves 

distinguish the p:resent species from all the species of Genus Chloromyxuni hitherto recJrded. 

M’Go:nigle and Leim have already reported o:ti the jellied c:mdition of the swordfish and they 

have refer・redthe condition to a species of Genus ChloroniJxum. But as they have not described 

its characteristics scientifically, the writer can not C~)lnpare the present species with the o日edis-

cove:red by them. 

Therefore, the writer is obliged to consider this present species to be new to science. He has 

provisionally referred to it as a new species, Chloromyxmn musculoliquefaciens sρ. nov .. The 

specific trivial name comes from the remarkable characteristics of the parasite which seem to 

cause liquefaction of the muscle tissue of the host fish. 

Note on Neochloromyxum crucif or mum gen. et sp. nov. 

1. Materials and Methods: 

In December, 1953 and January, 1954 two co1111i1on Japanese sea-bass, Lateolabrax japonicus, of 

Which the trunk muscle were slightly 'jellified like a honeycοIηb, were brought to the writer by 

Mr. Seiji Nakamura, a fish dealer in Tokyo. 

Both were caught in Ibaragi Prefectu:re on the pacific coast of Japan and were about forty to 

forty-five centimeters long. 

1司Thenthe fish were dissected, numerous cavities filled with liquefied substances，εib::mt ten 
milimeters in length and about five milimeters in diameter, were observed to be scattered 

throughout the trunk :muscle of h::>th of them. 
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NemeczelどShanging drop preparations were made from the. jellied cavities and the microscopic 

examination was done according to the normal methods. 

2. Description of Species : 

Neochloromyxum cruciformum gen. et喧p.nov. 

Sp'.)re-Spores are quadri-cuspidated asterisks flattened parallel tοthe longitudinal p~a:ne so 

that they seem to be the twノotypical spores of Genus Cerato;nyxa crossed in center of each. There-

fore the spores seem to be comp:)sed of four laterally expa:1decl C)nical shell valves, attached 

divergently at the base. 

It is interesting to note, however, that one of the conical valves is somewhat enlarged so that 

the spore seems to be a cross composed of four cones attached・ at the base. 

Four elongated ovoid polar capsules appear at the anterior end dive1・ge:ntly, o:ne of which, 

situated i:n the enlarged conical valve, seems to be enlarged remad王ably.

The other three capsules are of a similar shape. 

A straight sutural line divides the asterisk into each of two cones attached obliquely, but :not 

distinctly. 

The shell surface is smooth and has no remarkable ridges or striations。

Sporoplasm is finely granular and has no ioclinophilous vacuole. 

Then冶 asurementsof spores and polar capsules in the fresh state are compiled in Table 2 and 

Fig. 3. 

Fig. 2 : Spores of Neochlorom 抑制ncruciformum gen. et sp. nov. 

a) Anterior view, b) Sutural view, c) Front view 

b 
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Table 2 : Measurements of Spores of N. cruciformum gen. et sp. nov. (In micron) cf. Fig. 3 

I Mean I Unbiased ] Ra峨（α＝~mean
estimate 05) 五在ax.

I Thickness 15.1 2.22 15.8二三M与14.4 13.6 16.8 
Breadth 16.0 1.81 16.6~M~15.4 14.0 18.2 
Length 7.6 1.00 8.1二三M二三 7.1 7.0 9.1 

Spore 12.6 0.75 13.0二三M二三12.2 11.2 15.4 
AC 9.7 0.76 i~：；二二三三~二二三三 ~：~ 8.4 11.2 
AE 9.9 1.43 8.4 11.2 
DE 11.4 0.71 11.8二三M二三11.0 9.8 13.0 
GH 7.4 0.13 7.6二とM二三 7.2 6.3 8.4 

Macro- Length 6.3 0~76 6.7二三M二三 5.9 5.6 7.8 
polar p. c. Breadth 3.1 0.08 3.2二三M二二三三 ~－ 0 2.5 3.6 
capsule h在icro- Length 4.0 0.09 4.1詮M .9 2.8 4.9 

p. c. Breadth 2.1 0.05 2.2二三M二三 2.0 1. 7 2.8 

Nemeczek’S hanging drop preparations were prepared from fresh materials and measured by 

ocular micrometer. 

3. Mode of Parasitism and the Effects of the Parasilts upon the Host : 

The locus of infection of this parasite is the trunk muscle of the common Japai1ese sea-bass, 

Lateolabrax jaJうonz'cus,and numerous spores were found in a state of diffuse infiltration in the 

jellied substances of the trunk muscle. 

According to the fish dealer, this jellied condition of the host fish is not rare in the hauls 

from Ibaragi Prefecture from autumn to the beginning of winter. 

In the comparatively early stage of liquefaction of the muscle tissue, a fine white thread 

about ten milimeters long by O. 2 to O. 3 milimeters wide is observed parallel to the muscle fibres. 

This is considered to be the muscle fibre infected by the trophozoite of the parasite. The histo-

logical studies on this thread are being investigated. 

Infection in the other organs has not been studied yet. 

The record of this parasite strongly resembles the former species in being closely connecfed 

with the jellied condition of the fish muscle. 

4. Comparison and Discussion : 

The present Myxosporidia has been discovered in the jellied trunk muscle of the common 

Japanese sea司bassin a state of diffuse infiltration. 

Spores are quadri-cuspidated asterisks and quadri-capsulated at the anterior encl divergently. 

One of four capsulesぅtogetherwith the projection of the asterisk in which the capsule is situated, 

is a good deal more enlarged than the other three of them. 

Spores are composed of two shell valves and the surface of the shell is smooth. Sporoplasm 

has no iodinophilous vacuole and is finely granular. Sutural line is straight but not clear. Coil 

of polar filament is observed in each of capsules. 

According to the classifcatio:n of this group adopted at this time, the present species may be 

definitely placed in the Order M yxosporidia, because of the well developed spore and filamented 

polar capsules. But some of the above metioned characteristics are quite distinct from those of 

the hitherto recorded species. 

Though this species seems to be placed in Genus Chloromyxum because of the four capsules 

situated at the anterior end and the absence of an iodinophilous vacuole in the sporoplasm, the 

shape of the spore and the differentiation of the polar capsules are quite distinct and do not 

accord with the Suborder sρhaerosporea in which the genus is placed. Therefore, it seems to 

the writer that it is proper to establish a new genus.梓
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Hence, the writer proposes here to designate a new genus, Neochloromyxumうandto refer the 

present species to that genus as the: type species, Neochloromyxum cruciformum gen. et sρ. nov .. 

The specific trivial name. comes from the shape of the spore which sugge4ts a cr.:::>ss composed 

of four cones. 

Neochloromyxum gen. nov. 

The distinct characteristic of this new genus is the shape of the spο；re, which does not agree 

with the definition of the Suborder Sρhaerosjうareain which the Genus Chloroniyxum is placed. 

Species which are quadri-capsulated and have no iodinophilous vacuole, but differ remarkably 

from the 'definition of the Suborder Sphaero中areaon the point of the shape of the sp:::>re, will be 

placed i:n this genus. 

The spo:re is quadri-capsulated diverge：’ntly at the anterior end and the shell is C・)mposed of 

two valves. Sutural li:ne is straight. Sporoplasm has no iqdi:nophilous vacuole. These characte-

ristics agree with the definition of Genus Chloromyxu1払

More advanced taxonomical study depends upon further i:nvestigatiつnto determine whether 

a new family or suborder is to be made, or the definition of the Suborder Sρhaeroゅoreaand 

Family Chloromyxidae are to be revised to include this new genus. 

Type of the genus: Neochloromyxum crucんformum sρ. nOL'. 
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Explanation of Figures 

Plate 1 

Fig. 1: Jellied swordfish, the whole body of which was completely liquefied. The picture was 

taken on July 22, 1953 at Kesennuma. 

Fig. 2: Jellied swordfish (steak) showing the beginning stag;e of liquefaction (honeycomb infec-

ti on). 

Fig. 3: Jellied common Japanese sea-bass (slice) showing the beginning stage of liquefaction. 

Fig. 4: Infected ~muscle fibre of swordfish showing the stage before the liquefaction begins. 

Enlarged about 660 times. 

Fig. 5: Infected muscle fibre of jellied swordfish showing the beginning stage of liquefaction. 

The fibres are being disintegr叫 ed. Enlarged about 660 times. 

Fig. 6: Disintegrated muscle fibre of swordfish. Numerous、spores・of the parasite are scattered. 

Enlarged about 660 times. 

Fig. 7: Spores of Chloromyxum musculoliquefaciens sp. nov. 

Fig. 8: Spores of the same. Further enlarged. 

Fig. 9: Spore of Neochloromy.x:um cruciformum gen. et sp. nov. Anterior view. 

Fig. 10 : Spore of the same. Oblique anterior view. 

Fig. 11 : Spore of the same. Front view. 
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XXIV 食品に用いられる多糖類系安定剤の

アントロン試薬による反応について

一 τ弓エ三三・ l野き手色乙 一 長E一
松

食品獣医部食品課
ヲ干 多

従来，食品に安定斉lj或いは濃調剤としてアラピヤプ

ム，トラカ、、ント，アルギ、ン酸ソ｛タ＼寒天， j殴粉等の

天然多糖類系のものが用いられているが，近年c.
M.C.-Naのような繊維素誘導体が用いられるよう

になってきた。 C.M.C.-Naは最近食品衛生法に

規定され，使用範囲，使用量も限定されているので，

これの分析法が必要となってきた。

食品中からこれ等の天然多糖類系安定剤を検索する

方法については多くの文献中1）ーのに見られるが，何れ

も無機塩類による沈殿状態の観察に重点を置き，多糖

類であることは加水分解により還元糖をペネジグト試

薬等で証明している状態である。そとで我々は近年浸

水化物と特異的且つ鋭敏な呈色反応をなすアントロン

反応がアメリカの文献に見られるようになったので，

本反応が上記の多糖類系安定剤に応用し得るかどうか，

検討を試みた。

沼草

この反応は1946年DREYWOODりにより多くの炭

水化物と反応して緑色を呈するととが初めて発表さ

れ，との反応の実用性をたかめ，その後，豆類中の澱

粉の定量叫洗剤中のC.M.C.の定量日〉，メチノレセノレロ

｛ゼの定量10），血清中の炭水化物の定量11），血糖の定

量12），ペシト｛ゼの定量1勺，ケト｛ゼのぺ｛グロに

おける顕色剤17）等に応用されているが，との反応を

Iden tif ica ti on に用いた例は見られなかった。

そとで我々は前述の多糖類系安定剤についてとの反応

を試み，更に本実験を基礎的に検討するためイヌリリ

ン，単糖類8種， 2糖類2種を加え，BECKMAN分光

々度計DU型を用い分光学的考察並びに反応形態を調

べたところ，糖型により系統的な差異があるととがわ

かった。

なお，この実験中にKOEHLERによってアシトロ

ン反応率，呈色度に関する報告14）を見つけたが，我々

の得た結果と略々一致したものであった。

西 土亘

直 井 家 寿

以下我々の得た結果について報告する。

実験の部

(1）試料

アラピヤプム末1

進

太

トラガント末 ）（何れも試薬特級及び日間品〉
寒天 i 
アルギン酸ソ｛ダ…（一般市販品及びとれをアルコ｛

ノレ沈澱法で‘2回精製したもの〉

搬粉・…・・（日局馬鈴薯澱粉〉

C.M.C.-Na …（日本糊料製，置換度（D.S.)1. 64，・，

及び1.31のもの〉

セルローズ…（市販の脱脂綿を精製することなく用い

た〉

薦糖…（日局の白糖〉

乳糖…（日j司のもの〉

D－グノレコ｛ゼ， D－フルグト｛ゼ， Dーマンノ｛ゼ， D-

ガラグト｛ゼ、， L－アラピノ｛ゼ‘， D－キシロ｛ゼ‘， D

－リボ｛ゼ， L－ラムノ｛ゼ，イヌリン（以上は和光純

薬から注文してとりょせたもの〉

(2）試薬

a) アシトロン試薬

ORGANIC SYNTHESISの方法で製したアントロ

ンを 0.1%(GJVOL）になるように，試薬特級濃硫酸

に溶解し調製したのち， 3～24：時間以内のものを使用

した。分析の直前に硫隊濃度が60v－%になるように蒸

溜水でうずめ，冷水で室温まで冷却したものを使用す

る。

b) 60v－%硫酸（試料溶解用〉

特級試薬を用いて製する。

(3）操作

試料をlmg/ccの濃度になるよう 60v－%硫酸に溶

解させる。大体1～3時間で完全に溶解するので， 3

時聞を経たものを検液とした。検液0.5cc（ペント｛ゼ

類，ラムノ｛ゼは2cc，アルギン酸ソ｛グは10.0cc)

を 50ccネスラ｛管〔ガラス共怪付）にとり，
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とれにアシトロン試薬30ccを加え，更に60v－%硫酸で
全量を50ccとし，充分に振議したのち，；怪をゆるめて

沸騰水浴中に，表1記載時間加熱反応させ，直ちに室

温になるまで流水で冷却し， BECKMAN分光々度計

DU型で1×lcmのセノレを用いて400～700m,u間吸収

曲線を作成したととろ，その最大駿収帯は，表1の

に示したとおりであった。また吸収曲線の一部を図

A.B.C.に示しておいた（呈色物は緑色～青禄色であ

る。） 60 

表1. 墨色物の最大吸収
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Agar 

Starch 

Cellulose 

Inulin 

Sucrose 

Lactつse

D-Glucose 

D-l¥在a日nose

D-Galactose 

D-Fructose I 11 I 

Tragacanth ¥ 630m,u ¥ 5 , 10分

Acacia I 630m,u I 11 

Algin ・・. I 650, 635, 625m,u I 5 , 10, 15分

D-Xylose I 600,610,610m,u j 2.5, 5, 7.5分

n.:.Rib_ose I 610,615,615m,u I 
L-Arabinose ! 615m,u I 11 

L-Rhamnose I 640, 630m,u I 7. 5, 10分

註：：加熱反応時間が3種で最大阪収波長1種のものは反

応時間により，最大阪収の移動しないことを示す。

同様に反応時間3種に対し，最大阪収3種のもの

tはそれぞれの時間において最大阪収の移動すると

とを示す。

／／ 

2. 5, 5 ' 10分

15分
／／ 

5, 10, 15分

なお，との実験中に各物質によって呈色速度を具にす

ることが肉眼的に観察されたので以下の実験を試みた。

反応操作は前述と同様であるが，検液は0.5cc（ベン

ト｛ゼ類は1.0cc）を用い，加熱反応時間は， 2.5,

5,7.5,10,12.5,15,17.5,20分の 8段階に分け，それぞ

れの時間に反応液の一部（約5cc）を駒込ピペットで

小試験管に分取し，できるだけ速かに流水を用いて

室温に冷却し，冷後30分～1時間以内に BECKMAN

分光々度計DU型で1×lcmセノレを用し、625m,uの波

長（大体目的とした多糖類の最大吸収は本波長附近
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図A 吸牧曲線 1x1 cm cell 

40 

20 
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→λ 771)1 

註・吋昆l~~~~~e）の殴収曲線はGluc)se の吸収曲線
と略々同型のため省略。
2. InulinはFructoseの駿収曲線と略々同型である。

図B 吸ll女曲線 1×lcm cell 
?/oT 

80」ー
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40 

20 
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→：＼. 771)1 

註； 「XyloselはArabinoseと略々同型の駿収曲線
LRiboseJ 
を示すため省略。



図C 日友牧曲線
%7 

IJO 
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40 
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500 

ー＋入

1 Xlcm cell 

600 700 
局μ

註CMC,Acacia, celluloseはstarch,Agar, 

Tragacan thの駿収曲線と略々同型であるので
省略。

であるため，とれを用いた〉を用いて60v－%硫酸を

BLANKとして，以上8段階の反応液の%TRANCE-

MITTANCEを測定し，加熱反応時聞を横軸に，%Tを

縦軸に目盛って図1～4に示しておいた。

結果と検討

表1に見られるように， C.M. C. -Na, t殿粉，繊維素，

寒天，イヌリン，乳糖，藤糖は625mμ，に最大阪収をも

ち，同様に葡萄糖，果糖，マンノ｛ゼ，ガラグトーゼ

も 6~51立／J, に最大吸収をもっている。

従って625mμ，に最大吸収をもつものはヘキソ｛ゼ、

類，及びとれを構成単位とする寡賠類，多糖頬・…・・Hi1

ちへ今ソ｛ゼ型糖類の特徴とすることができる。

またトラガント，アラピヤプムは 630mμ,Iこ最大i反収

をもっている。とれ等は複合多脚類であるの・で，これ

等に含まれるメチルペント｛ゼ，ペント｛ゼ，ウロン

酸，ヘキソ｛ゼ等に互に影響されることは明らかであ

るので，ラムノ｛ゼ，キシロ｛ゼ，アラピノ｛ゼ，リ

ボーゼ（ウロン酸は実験中入手できなかったので検討

できなかった〉について検討したととろ，ラムノ｛ゼ、

は 640～630m1),（加熱時間により最大阪収のずれを来

たす）， キシロ｛ゼ610111,J,，アラピゾ｛ゼ，リボ｛ゼ

615111μ，に最大阪収をもつことがl判った。以上の結果か

らラムノ｛ゼのようなメチルペント｛ゼに影響さ．れヘ

キソ｛ゼのみのものより，いくらか赤外部にす、れたと

ころに最大吸収をもつことが推察できるが，実際には

とれ等の物質は相当量のペント｛ゼ・類を含むので，最

大阪収はこれにも影響さ－れるべきであるが，後述する

ようにベント｛ゼー類は他の糖型に比べて弱い呈色を与

えるし，且つ，！加熱反応時間を長くすると，非常に速

かに槌色してしまうので， 1これによる影響は非常に少

いと考えられる。これに反してラムノ｛ゼは他の糖に

比して非常に強い是色を示し，その呈色物は加熱反応

時聞を長くしても大した槌色は見られないため，これ

による影響は大で島ることが考えられる。トラガント

中にはL・フコ戸ゼを含みラムノーゼは含まないとされ

ているが， Lーブコ｛ゼもラムノ｛ゼと同型のメチノlペ

ント（ゼであるので，これによる影響が大であるとと

が考えられる。

ポリウロナイドであるアノレギ、ン酸ソ｛グは加熱反応

時間により，その最大吸収は650111μ，ド付近から600m1J,[Y付

近まで移動してくる。また本品は他の何れのものに較

べても非常に汚い緑色を是し，且つ墨色の強さは他の

ら～10分の1位であった。

フノレプラ｛ルについてもこの反応を試みたととろ，加

熱反応時間5分のものについて最大限収をしらベた結

果650mμ,[I付近であったことも附記レておく。 （呈色は

非常に美麗なインク様青色であった〉。

次に加熱反応時間と呈色度の関係についてであるが，

園 1.Aldohexose型 Ketohex，コse型 at625m,u 
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園 2.Pe:nto e 
Uro:nic Acid含有型 at625mμ 
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国4.Pentose型（単糖類）
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加熱反応時間→ 加熱反応時間ぅ

園 3.AldJhexose型 Ketohexose型（単出類） の相関曲線を示している。
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at 625mfl. アノレドへiキソ｛ゼ型に属するC.M.C.-Na，澱粉，繊

維素，乳糖，葡萄糖，マンノ｛ゼ，ガラグト｛ゼ：は夫

々図1，図3に見られるような類似曲棋を与え，ケト

ヘキソ｛ゼ型のイヌリン，果糖は図工，図3に見られ

るように前者と異る曲線を， アラピヤプム，トラガ

ントは図4に見られるラムノ｛ゼ及びペシトーゼ・類の

影響をうけ，前二者と異る曲線を与えている。ととに

アノレギ、ン酸ソ｛〆がペント｛ゼ類似の曲糠を与えてい

るが，との原因は， SATTLER,ZERBAN等15）並び

にHENLY.C. ~ BLACK. JR等めが述べているよう

に，との反応の機構が，硫酸溶液中で加熱することに

より，各糖類はフルフラール及び．その誘導体を生成

し，とれがアントロンと青緑色の呈色をなすという説

から説明するととができる。

即ちペント｛ゼ及び炭素6個のウロン酸は，酸性溶液

を加熱するととにより，共にフノレプラ｛ノLを生成する

故に，ポリウロナイドであるアルギ、シ酸は，ペシト［ゼ、

乙5 5 7.5 /() 125 15 17.5 20分 と同様な曲線を与えるととが考えられるdまたアノレギ

加熱反応時間ーチ ン酸ソ［ダが他のものに比べて非常に感度が悪いのは，

図1～4に見られるように，その関係曲線は大体糖型 KOEHLER.の検討14）に見られるように，呈色の滅少

によって3種に系統的に分類されることが判った。。 は，e 炭水化物中の不活性成分に定量的に比例するため，

（との点において，前にのベたKOEHLERの報告14）と， 木品中の－.COONa基は酸性溶液で脱炭酸をなし，茨

我々の得た結果は略々一致したものであった。〉即ち 素5個となり。ペント｛ゼとして作用する故に，単位量

アノレドヘキソ｛ゼ、型，ケトヘキソ｛ゼ型，アノレドペン ではペンド F ゼより弱い墨色をなすからだと思われる。

ト｛ゼ型の3基本型に分けられ，複合多糖類はこれ等 また寒天は天然ガラグタンの代表的なものであるか
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ら，アルドヘキソ｛ゼ型の曲線を与えるべきであるが，

異った曲線を与えた。しかし最大股収の位置は，ヘキ

表 2.友応時間と墨色度の関係曲線の載字的者察

物 質 障害品I~三割問 Kl君主
Aldohexose－型

Starch 12.5分
最のM ~大g値% % 最の大~46値% 7.6 46 

Cellulose 15分 7.5 48 

Cl¥在C(DS1.31) ／／ 1124% 95 6.6 56 

CMC(DS 1. 64) ノ／ 33% 94 4.0 67 

Lactose ／／ 29% 96 6.8 52 

D-Glucose 12.5分 30% 96 6.8 49 

D-1¥在annose ／／ 37% 93 6.0 56 

D-Galactose ／／ ノ／ 96 6.0 55 

（特徴） 12.5～15分 4以0下% 以90上% 4以
上

Pentose, Uronic Acid含有型

Algin 5～7.5分
最7の0大7～5値~ 最の7大888値% 0.6 92 

Tragacanth 5分 1～2 69 

Acacia 7.5分 65% 88 2.5 60 

※Agar ／／ 85% 82 1～2 47 

D-Xylose 2.5分 100% 44 。30 
D-Lybose 5分 81% 52 1.0 49 

L-Arabinose ／／ 55% 44 2.1 53 

L-Rhamnose II 96% 78 0.6 20 

※Sucrose 7.5～10分何上~ 92 0.61 40 
（特徴） 5 ～ 7. 5分 6以0 以90下%4 以下

Ketohexose型

Inulin 2.5分 100% 最~大＇i%の% 。25 
D-Fructose ／／ 100% 。23 
（特徴〉 ／ノ 100% 72% 。

註：反応液50cc中物質500rを含む〈但しベント｛ぜ頬
はlmg)

K=  （最大%T）一（~.5分%T)
反応液500cc中物質mg数

※は適当な位置がないので一応この欄に記スした。

女 献

ソ.....ゼ類の特徴で‘ある625mμであるので，他に具る成

分を含むなら，ケトへキソ｛ゼ型の糖類であるととが

考えられる。

そこで我々は，果糖と葡萄糖を当量含む薦糖につい

て関係曲線を作成したととろ寒天と類似の曲線を与え

た。 （図2に見られるように寒天より単位量では強

い色を呈した。〉従って寒天（我々の実験に用いたも

の〉中に或る程度のケトヘキソ｛ゼを含有するのでは

ないかと考え，常法に従って，寒天を水と煮沸し，水

解し稀硫酸で加水分解後， Ba(OH)2で中和し，縮、液

を濃縮し，とのシロップをペ｛グロにかけたが，ケト

ヘキソ｛ゼのスポットは見つけられなかった。しかし

寒天中にケトヘキソ｛ゼ，ウロン酸類を含んでいると

とを抄録している文献lのもあるので，機会を見て原報

を追試して見るつもりである。

なお表2に，以上の関係曲線の数字的考察を挙げて

おいたから参考にして貰いたい。

また本反応は L－アスコノレピン酸， ニトロフラヅ｛ン

に対しでも陽性であったことを附記しておく。

結論

との実験は，あくまで基礎的な検討を目的としたもの

で，実際に食品から，種々の文献の方法で抽出された

多糖類系安定剤について，直ちに応用し得るものでは

ないが，加熱反応時間と墨色度の関係曲線からC.M.

C.-Naをトラガシト，アラピヤプム，寒天，アルギン酸

ソ｛ダから区別することは容易で，またアルギン酸ソ

｛〆を感度の点で他のものと区別するととも容易であ

る。また他のもめも，関係曲線の数字的考察から推定す

るととも可能できうる。結局との反応は，他の文献でな

されているように，炭水化物の定量に応用した方が実

用価値があると思われる。また最近の文献，17）によると

ケトへキソ F ゼのベ｛グロ上の顕色剤に用いられ，興

味ある呈色反応として色々な方面に応用される可能性

をもっている。

1）“Method for identification of common gums“ 

Ind. Eng. Chem., Anal. Ed., 3, 210 (1931) 

2）“Meat & Meat Products., Detection of Gums“ 

A.O.A.C吋 6th.Ed., 431 (1945）……本文献の P.340も参照されたい。

3〕“Reporton Gums in Catsup and ralated Tomato Products“ 

Jour.A.O.A.C., 35, 354 (1952) 

4）“Report on Gum in starchy salad dressing“ 

J our. A. 0. A. C. , 35, 358 (1952) 
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5）“Identificati:n of stabilizing Agents“ 

Anal. Chem., 24, 1460 (1952) 

6）“Gums in Mayonase and French dressing'' 

A. 0. A. C. , 6 th. Ed. , 448 (1945) 

7）“Qualitative Test for Carbohydrate b在aterials“

Ind. Eng. Chem., Anal. Ed., 18, 499 (1946) 

8）“Determination of starch and Amylose in Vegetables“ 

Anal. Chem., 22, 1156 (1950) 

9）“Determinati引1of CJ¥在C-Nain Detergent Mixture By Anthrone Method“ 

Anal. Chem. 1, 23, 1792 (1951) 

10）“Colorimetric Determination. of Methylcellulose with Anthrone" 

Anal. Chem。， 23,1795 (1951) 

11）“Use of .Anthrone Reaction for Determination of Carbohydratedrate in the Presence of Serium 

Protein“ 
.Anal. Chem., 24, 1844 (1952) 

12) 

日本化掌総覧， 23,318 (1949) 

13）“Quantitative Determinatiοn of Pentose with .A:nthrone“ 

Anal. Chem., 24, 2004 (1952) 

14) GGDiferentation of Carbohydrates by Anthrone Reaction Rate and C.::>lor Intencity“ 

Anal. Chem., 24, 1576 (1952) 

15）“Limitation of the .Anthrone Test for Carbohydrates“ 
]our。Am.Chem. Soc. , 72, 3814 

16) 有機化学の進歩．，第二輯.313. 

17〕“Newspecific Reagent for Keto-sugarぜ‘

Nature. , 172, 956 (1953) 
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xxv 昭和 28年東京都に愛生せる狂犬病の検査成績

食品獣医部獣医衛生課嶋 回 幸 治

まえが lき

東京都における狂犬病の流行は昭和25年の256頭を

最高として，その後は年々衰兆を示し，昨27年は流行

以来の最低71頭に獄少したので， 28年も関係当局の引

続く防疫施策の強化と相まって更に減少するものと予

想し，発生の推移に期待していたところ，とれに反して

再び流行の現象を示し，ついに128頭の発生を見るに

至り，本病がいかに根強く浸潤せるかが窺知されると

共に，その防疫のいかに至難なるかを痛感した。昭和

23年以来本病の流行状況を観察するとその多発地域は

年々移動しており，本年は都の北部及び東部の各区に

多発し，しかもその地域内においても部分的に限局し

て続発した傾向が認められた。なお狂犬病の大部分は

依然無登録犬及び野犬でるるととは例年と変りなく，

とれらの犬が本病流行の主たる原因をなしているとと

は疑う余地がない。この際さらに徹底した防疫対策を

樹立実施し，一日も早く木病の撲滅を望む次第である。

当研究所においても本病流行の兆に応じ要員，器材の

整備に努めると共に，本年から新に補体結合反応によ

る検査法を追加し，一層診断の迅速確実を期した。以

下はその検査成績であるが，これが木病防疫上幾分な

りとも参考になれば幸甚である。

l. 検査材料

都内各保健所，捕獲犬抑留所などから疑似狂犬病と

して送られた検体で，犬359頭，猫18頭，計377頭をか

ぞえ，そのうち狂犬病と決定したもの犬124頭，猫4頭，

計128頭で，受付数に対する陽性率33.9%に島たり，

昨年（32.0%）よりやや高い。なおとれらの検体は自

然へい死又は殺処分（薬殺，撲殺，銃殺，絞殺，際

死〉せられ屍体として送られた例が大部分であり，そ

れも屍体そのままのものと，狂犬病予防員，開業獣医

師などが一応現場で解剖し，一般臓器を検査した後，

頭部のみ送附されたものとの二種である。その受付状

況は第1表のとおりである。

加藤多右衛門

上 木 英 人

大 石 純

村 上

第1表疑似担犬病棟体受付頭重量

内 訳 検査成績受付
受陽に付対性頭す率数る

頭数 長引犬頭｜猫
月別

123456789muu 
12 9 2 2 10 16.6% 

14: 10 。，、 1 5 9 37.5 
30 26 4 8 22 26.6 

24: 23 1 C1 15 37.5 

31 24 5 2 10 21 32.2 

39 30 8 1 17 22 43.5 

55 50 2 r。、 22 33 40.0 
44 a’＇.：） f『， 10 1 16 28 36.3 

止I~3~ 
7 s 、 11 27 28.9 
5 1 12 22 35.2 

28 3 1 10 22 31.2 

22 2 6 18 25.0 

481_ 181判判 33.9 計

2. 検査方法

受理検体については一応検体送附曹と照合して臨床

症状，その他の参考事項を調べてから順を追い，剖検，

組織学的検査，動物試験，補体結合反応による検査な

どを行い確実を期したc すなわち剖検により脳を採り

出すと共に，一般臓器を検査してその一部を，深夜10%

Formalin水に貯蔵した。無菌的に採出した脳は両ア

ンモン角から各々 1片を採り，無水酒精に固定，さら

に各2枚づっ押捺標本をつくり，余等の考案した染色

法によって Negri小体を検査し，叉先に無水酒精に

固定したアンモン角からはパラフイン切片標本をつく

り， HaematoxylinEosinによるか叉は必要に応じ

て Mann氏 p Lenz氏染色を行い Negri小体を検

査した。アンモン角採取後の脳から更に動物試験，補

体結合反応用材料， 及びスタムを採り， 残余の脳は

10% Formalin水に貯蔵した。叉毎例アンモン角に

おける Negri小体の検査と同時に延髄における非化

膿性脳炎傑も検査し診断の補助とした。補体結合反応
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には脳材料5瓦を秤量磨砕して40%乳剤を作り，とれ

を40°C温浴中に1時間浸漬後12,OOOr.-p.m. 15分遠心

してその上清を抗元とし，とれに既知狂犬病毒で高度

に免疫したそノレモツトの免疫血清と， 2充単位の楕体

を加え37°C温浴槽中に2時間収め，さらにとれに溶

血系（ 3単位の緬羊溶血素血清と3%緬羊血球浮溶液

等量加えたもの〉を加え，前記温浴槽中に30分間収め

て特異的免疫反応の有無を検ベた。動物試験には市販

マウスを1検体に5匹づっ用い，これに検体脳の10倍

乳剤0.03ccづっ脳内に接種後25～30日間観察し，その

聞艶死マウスについては脳の切片標本により Negri 

小体，非化膿性脳炎像などを反復検査するか叉は補体

結合反応により分離病毒を同定し，狂犬病か否かを確

認した。以上の諸検査の成績をそう合し，いずれかに

おいて狂犬病の病徴を所見したものを陽性とした。

3. 狂犬病の叢生朕況

( 1) 月別，季節別発生状況

第2表に示す上うに年間を通じて毎月発生した。す

なわち3月頃からまん延の兆が認められ， 6月に至り，

が然爆発し 7月にスるや益々猛威をふるい，本年最高

22頭の発生を示し， 8月以降は漸次被少したが＇ 12月

第2表月別狂犬病麓生国

第2表、月別狂犬病発生図

口
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引
一

μ
一
川
一
川
一
け
一
川
一
げ
一
バ
一
月
一
げ
一
八
八
一
川
一

9
一3
一ア一

6
一5
一4

中においてもなお6頭の発生を見た。昭和23年以来の

発生状況を見ると毎年5月が最高で6～7月まで多発

し， 8月は低調であったが，木年は6～8月が最盛期

で，多発の時期が1～ 2ヶ月遷延したととは特異な現

象で島る。なおとれを季節的に区分すると第3表のと

おりで，夏季を最高とし，秩季，春季，多季の)I債でお

おむね例年と同じである。

第 3表四季別狂犬病瀧生表

ご九 l多季｜春季｜夏季｜秋季
区＼ミ~~＂ I I I I I計
一ぶぐ｜（丸山）I (3. 4. 5) I (6. 7. s) ¥ （叩.11)

例数I 13 I 27 I 55 I 33 I 128 

1－－－－~－］ 102 l 21.11 ~~戸5:LJ
(2) 地区別発生状況

第4表に示すとおり，木年は都の北部から東部〔隅

田川以東〉にわたる各区に多発し，旧市内及び南部，

西部の地区には全く発生を見なかったか叉は散発の程

度で怠る。すなわち葛飾区の29頭を筆頭に，板梗区16

頭，江東区10頭，江戸川，墨田両区各々 9頭，北区 p

北多摩郡各7頭，足立，豊島問区各6頭などが主なも

ので，無発生地区は渋谷，台東，中央，潜，品川など

の各区である。なお多発地区における発生状況を F見る

と，葛飾区においては 5月初発以来主に金町骨造と市

川街道に挟まれた葛飾保健所周辺町内と荒川放水路に

沿う木根川周辺及び金町柴又方面（新宿保健課管内〉

の3地区に，板橋区においては3月から旧中仙道に沿

い板橋町6～10丁目に豆り，豊島区は椎名町1～2丁

目（現長崎保健所管内〉のみに，北区においても王子

保健所管内の志茂町，岩淵町に，墨田区（向島保健所

管内〉も吾嬬町東7丁目，同西6～・9丁目tなど，諮生
はほとんど同一町内又は隣接した周辺町内（区を異に

しても〉に限局して続発したが，おおむね大きな道路

や河川に沿いまん延するととが認められ，本病の伝染

経路をうかがい知ることが出来る。なお同一町内及び

その周辺地区に2回以上発生した地区をひろって見る

と，第5表のとおりである。
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第 5表 同一町内及びその周辺地直における狂犬病殻生調査表

五扇町 2 I 3 I 4 r 5 I 6 1 
練 馬｜谷原町 1 I I I I 
杉並（西） I把専 l I I I J 

板 橋｜ ｜主唱i I I I 
号現繭子l I I I I 1rさ~I
q 向 島（寺島1I I l主宿罪｜ ｜ 
深川l l官官 1 I I I 
王子l I I I 崎臨｜
江戸川l I T～す l I I I 
小岩｜ ！？～雪 1 I I I 
葛 飾 l小谷野町l I I I I 
新宿保健課｜ ｜ ｜轡ずl I I 
千 住Ji＊中居1 I I I I 
青 梅！西多摩村｜ I I I I 

(3) 年令，畜籍，性との関係

第6表に示ナとおりであるが，さらに解説する。
(.a.）年令

狂犬病と決定した128頭のうち，猫4頭を除き， 124

頭につき調査すると，生後1.5ヶ月から5才までに及

んでいるが， 1才未満が69.3%で過半数を占'cb, 2才

第’6表狂犬病年令別，畜籍別，性別調査表

年令別制作什
例数 I21/ 651 2s 7 211 1J 
% j16.仇仇6/5. 6! 1. 6j o. sj 

主E主ヨ主 互無登録不ぺJI 5) 5) I I l同弘日
籍

161 371 81 9 1[ ~ (52.4%) 
EU 
野犬I51 23¥ 15 51 1/ 附努）

h性 合｜ロI411 151 51 (62.9%) 

EU ♀ I 4,1 24/ 131 2/ 2/ 1J仰努）
備 g~ 録る木のも表籍犬のをはEかj犬示中ら生すの3 みれヶ。の月た未数仔犬で満1のか11i無~奄確は録実除犬なく飼。と主は無の登あ
考

が22.5% とこれに次ぎ~， 3～5才は僅少で合計しても

.8 %に過ぎない。これは都内の犬の年令層の絶対数に
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一応じ1～ 2才の犬に狂犬病も多いととは想傑されるが，

いずれにしても本病予防の重点をこれら1～2才犬にお

かなければならないととはうなずける。なお1才以下

の犬のうちには現在狂犬病予防法の適用外である生後

90日未満の幼犬21頭（16.9%）も含まれており，本病流

行の一因をなしているととが考えられるので，とれが

適切な処置についてはさらに考慮、を要する問題である。

(b) 畜籍との関係

従来狂犬病が無登録犬及び野犬に多発していること

は毎年の成績で立証されており，とれが整理は本病撲

滅の根本をなすことは明かなととであるが，本年の発

生状況を見ても依然この部類に属するものが大部分で

91.9%を占め，畜犬は僅かに8.1%に過ぎない。 とれ

を昭和24年以来の成積と比較すると，第7表のように

第7 表芸~~~~~；霊畜籍別狂犬病殻生表

芯ご｜斎 犬｜時犬｜野
犬

24 23.5% 31.1% 

25 22.0 50.4 27.6 

26 18.7 4:7.3 34.0 

27 8.6 52.9 38.5 

28 8.1 52.4 39.5 



無登録犬の発生は年々大きな差異は認められないが，

畜犬は著しく滅少し，野犬の発生は漸次増加しつつあ

ることが認められる。

(C) 性との関係

猫4例については♀3合1例で♀が多く，犬124例

については合78例（62.9%）♀46例（37.1%）で合が

断然多い。昭和24年以来都内に発生した狂犬病（犬の

み〉について性別を見ると，第8表のように毎年合に

多い。との事実は都内における合の数が♀より多いた

自昭和24年
第 8表 性別狂犬病室主生表

歪昭和28年

i~＼ 合 ♀ 計

24 I 101 I 76 I (58.5%) (41.5%) 
183 

25 I 142 I 112 I (55. 9%) (44:.1%) 
254 

26 I (57. ~ta) i (42J;) 112 

27 I (58.~~ ） I (41.~~1]) I 70 
28 I (62. z;) I (37. i~） 124 

事11. 本表は犬のみとす。
め狂犬病もとれに比例して合に多く発生しているもの

と推論を下していたが，それ，のみならず合の性質，発

情期における遊動性などから考えても，合は♀より感

染率が高いように恩われる。

4. 臨床的観察

当所において受理する検体はほとんどへい死体であ

るため，臨床的には何も見ていないので判然としてい

第 10表潜伏期

ないが，検体送付書につき参考となるような臨床所見

を集録すると，次のとおりである。

( 1 ). 臨床症状

第9表に示すとおり臨床上狂犬病の症状顕著のもの

過半数を認めたが，他の約半数は症状軽度か又は全く

認められす＼各種の検査の結果狂犬病と決定されたも

ので，結局狂犬病は臨床診断では困難であり，且っこ

れのみに頼ることは危険で『あることを立証している。

第 9表臨床症扶分類表

臨床区分 l例数｜%
狂犬病の症状顕著のもの I 12 / 56. 3 

症状軽度で単に具状のあっ 1 31 I 24.2 
たもの I I 
症状全く認められず（単なる｜ 17 I 13.3 
佼傷犬か又は狂犬と同居） ｜ 
犬痕熱（脳症状〉らしかっ
Tこもの

3.1 

弓ミ 予（記載なし） I 

竺J100.0 
3.1 

計

(2）潜伏期

狂犬病と決定した 128頭のうち，発病前明かに他犬

（おそらく狂犬〉に皮傷さわたもの14頭について潜伏

期を調査した成績は第10表のとおりである。すなわち

受傷から発病までの潜伏期は大体14～60日イ立であり，

自然感染の場合は従来唱えられている受傷部位と潜伏

期の相関性は必ずしも並行せず，むしろ侵ス病毒の強

弱，傷の大小深浅，固体差などの要素により潜伏期に

差を生ずるように思われる。

調査表

暮gI 発生場所 ｜畜籍｜受傷月日 ｜ 受傷部位 ［発病月日｜潜伏期｜ f商 要

25 / 練馬区谷原町 ）野犬 1月下旬 右 鼻 2. 23 約30日 病皮んと決だ犬定は狂犬

62 豊島区椎名町2 無届 3. 10噴 首 4. 1 約23日

74 同区同町1 無届 4. 12 i吋30日 No.62と同居
99 葛飾区上平井 無届 4. 19頃 右外耳翼 5. 19 約30日

109 西多摩郡西多摩村 無届 3月下旬 腰 5. 27 約60日

120 江東区北砂町10 無届 5. 21 右耳，右胸 6. 4 15日

133 同区深川豊川、l町 無届 5. 25 鼻 端 6. 14 21日

166 江戸川区小岩8 野犬 6. 23 後肢関節 7. 7 16日

170 葛飾区本田木根川 無届 6. 20頃 不 詳 7. 13 約23日

216 同区新宿町4 無届 7. 25頃 眼の下 8. 7 約14日

249 同区青砥3 無届 8. 4噴 司ミ 詳 8. 25 約21日

270 板橋区板橋9 野犬 8. 20頃 居 9. 19 約30日

285 北多摩郡国分寺町 無届 8. 23頃 額 9. 23 約30日

34:9 世田谷区深沢 猫 9月下旬 不 詳 11. 15 約60日

備考 ｜ 受傷部位の不詳は検体送付書に受傷月日のみ記載し，受傷部位の記載なきもの。

c 157) 



(3) 発病からへい死までの転帰回数

臨床上狂犬病らしい症状を現わし，自然へい死に至

る転帰の判然としている39例について経過日数を調査

すると；，第11表のようにおおむね3～ 7日で，そのう

ち3～5日が79%を占めている。しかし野外における

第11表設病からへい死までの経‘過回数

日数［ 3J4¥sl6[1[s＼合計

例数 f10 f 14 I 7 1 6 I 2 1 o I 39 
狂犬病は前駆症状を見逃しがちであり，通常人畜を皮

輝期にスってからの日数と想像される。したがって大

多数を占める3～5日に前瞳期の1～2日を加え4～

7日の転帰日数が至当と思われる。

5. 検査成績

( 1) 病理解剖学的検査成績

剖検上主な変状を摘記すると，第12表のように，臓

の潤濁，湿潤及び肝腎のj図濁，欝血などが多く認めら

れた。月時の貧血は，少数例ではあるが，し、ずれも幼令

のものであり，その他の変状については従来の成績と

大差がないようで忘る。なお胃の変状，胃内異物など

傷するか，叉は狂暴性を現わすことにより狂犬病を疑 は大いに参考となるので詳細に検べたが，その状況は

う場合が多いので，木表の大部分も，己に極期叉は麻 第13,14表のとおりである。

第 12表狂犬病病理解剖皐的問見一覧表

~I調濁｜穆血｜視潤｜便利膨 f品！費量！貧血｜壁掛陣脹｜闘い他｜
月同 55 9 39 一 一 一 4 一 一 1 

肝 34 4:3 9 一 一 一 一 4 。，、 一

腎 32 34 11 一 一 一 一 一 一 8 一

牌 一 10 一 一 一 一 一 6 一 一

醇 5 5 一 一 一 一 一 一 一 一 一

肺 1 17 ,J ，、
一 一 一 一 一 一 1 10 

{;' 15 一 一 一 一 一 一 一 5 一

跨 I光 一 一 一 一 21 一 一 一 一 一

皮膚（下〉歯牙 一 一 一 一 一 7 一 一 一 一 4 

腸 一 一 一 一 一 一 一 9 一 24 1 

大 腸 一 一 一 6 一 一 一 一 一 1 

その他 一 一 一 一 一 一 2 一 一

第 13表胃の割検問見 覧表

I~＼餓同ムI ＋「十十 ~I －~~~1~0~1~~ ！ 
第14表胃内異物調査表

｜芯~~＼吋’砂｜ 毛 ｜木片lその他
？と19I 11 Iペリ二

(2) 組織学的検査成績

(a) アンモン角における Negri小体

本年決定した128例（犬124例，猫4例）のうち脳腐

敗のため Negri小体検査不能2例あり，結局検査実

数126例のうち，押捺及び切片標本により Negri小体

陽性 115例，すなわちその検出率91.3%に当り，昭和

23年以来最高の検出率を示した。

(b) 延髄における非化膿性脳炎保

脳腐敗のため検査不能3例あり，検査実数125例の

うち陽性119例で，陽性率95.2%を示し，昨年の成績

94.3%よりやや高い。との病変のみをもって狂犬病を

診断するととは出来ないが，本年の例においても叉従

来の成績に徴しても，この病変陽性例は動物試験にお

いても，大部分狂犬病陽性成績を示しているととから

非化膿性脳炎傑の検査は，狂犬病診断上重要であり，

且つ補助診断としての価値が大きい。
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(3）補体結合反応成績 し，陽性率98.4%を示した。なお陰性2例は組織検査

組織検査不能2例あったが，補体結合反応は128例 不能の検体で，腐敗脳材料を用いたためマウスが接種

全部に応用し得られ，そのうち陽性119例で，検出率 後1～2日で‘へい死し，病毒分離不能のものであった。

92.9%を示した。本検査法は昨年研究に着手以来多数 又 Negri小体陰性11例中補体結合反応，動物試験共

の実験例に徴し， Negri小体及び動物試験の成績とお に陽性のもの5例（3.9%）及び Negri小体陰性，補

おむね並行した検出率を示し，しかも短時間で成績が 体結合反応疑似叉は陰性で，動物試験のみ陽性で狂犬

判定し得られる利点があり，新しい狂犬病診断法とし 病と決定したもの6例（4.6%）あり，動物試験の確

て推奨し得るものと認める。 実性を裏書きしている。

(4）動物試験成績 以上組織学的検査，補体結合反応及び動物試験のそ

全例（128例〉に実施し，うち126例から病毒を分離 う合成績は第15～16表のとおりである。

第 15表狂犬病検査成積一覧表

月

検査E数且
組織検査 ｜ ｜補体結合防芭 動物試験 そう合陽性成績 判 定
ネグリ小体制k陰性脳炎 備 考

+I -1  +Iー＋｜士｜一 N+ rcF＋／動＋炎＋ 官ミl鵡J.iU 

1 12 2 一 1 1 2 一 一 2 一 2 2 2 ( 1) 2 10 

2 14 5 一 4 1 5 一 一 5 一 5 5 5 ( 4) 5 9 

3 30 7 1 8 一 6 1 1 8 一 7 6 8 ( 8) 8 22 

4 泊： 5 4: 9 一 7 1 1 9 一 5 7 9 ( 9) 9 15 

5 31 8 2 10 一 8 2 10 一 8 8 10 (10) 10 21 

6 39 16 1 16 1 15 一 2 17 一 16 15 17 (16) 17 22 

7 55 19 1 19 一 22 一 一 21 1 19 22 21 (19) 22 33 
組能検脳織査炎2検像不査能の不み1 

8 44 16 一 15 1 15 1 一 15 1 16 15 15 (15) 16 28 

9 38 11 一 10 1 11 一 11 一 11 11 I 11 (10) 11 27 

10 34 11 1 一 12 一 11 12 12 (12) 12 22 

11 32 9 1 10 ~ 10 ー 一 10 一 9 10 10 (10) 10 22 

12 24 6 一 5 11 61 ~ 一 6 一 6 6 6 ( 5) 6 18 

計 i即日到 8~十 9：~~1 Jl9~~~12. ~14. H~~i·I jl  115 I 119 I叫州国1却｜
第16表狂犬病検査成績綜合表

組織検査
補結民 体合応
動物

小ネグ体リ｜｜ 脳 炎 試験

＋ 十 ＋ ＋ 

＋ 一 ＋ ＋ 

十 十 ＋ 

十 十一 ＋ 

＋ 十 士一 ＋ 

＋ 十 ＋－  

不能 不能 ＋ 十

＋ 不能 十

計

計

105 

6 

5 

6 

2 

1 

2 

1 

128 

6. むすび

（主） 昭和28年中に疑似狂犬病として受付けた検体は

377頭（犬359頭，猫18頭〉でそのうち検査の結果，

狂犬病と決定したもの128頭（犬124：頭，猫4頭〉に

のぼり，結局受付頭数に対する陽性率は33.9%に当

りz発生数はおおむね昨年の2倍に増加し，陽性率

もやや高いなどの点から狂犬病の発生は再び逆行の

兆が認められた。

(2) 狂犬病は年聞を通じ毎月発生したが， 6～ 8月

が最盛期で，とくに 7月は最高の発生22頭をかぞえ

た。昭和23年以来毎年の最盛期は5～7月で中でも

5月に多発していたが，これに比較すると本年は発

生が1～2ヶ月遷延した。叉季節別にみると，夏季
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が最高で喝，秋季これに次ぎ，春季，多季の順で従来

とほぼ同様である。

(3) 地域的には都の北部から東部に亘る各区に発生

の重点が移動し，旧市内，都南，及び西部地区には

散発叉は皆無であった。すなわち多発地区ほ葛飾区

(29），板橋区（16），江東区（10），江戸川，墨田区

（各9），北区，北多摩郡（各7），足立，豊島区（各

6）などで，無発生地区は渋谷，台東，中央，港，

品川などの各区である。なお多発地区でも大ぎな道

路，河川などに沿っておおむね同一町内或は隣接周

辺町内に限局して続発の傾向が認められた。

( 4) 狂犬病と決定した犬を年令別に区別すると，生

後1.5ヶ月から 5才に及んでいるが， 1才未満が過

半数で69.3%を占め， 2才22.5%でこれに次ぎ， 3

～5才は僅少で8%に過ぎない。なお1才未満中に

は現在狂犬病予防法の適用から除外されている生後

90日以内のもの16.9%が含まれているので，との点

本病防疫上一考を要する問題である。

( 5) 畜籍別では依然無登録犬及び野犬に多発し91.9

%とその大部分を占め，畜犬は僅かに8.1%に過ぎ

ず，叉性別では合が断然多く，とれらは従来とほぼ

同様である。

( 6) 臨床的に狂犬病の症状顕著のもの約半数で56.3

%を占め，他は症状軽度か叉は全く認められなかっ

た。換言すれば狂犬病は臨床的に診断することの困

難性を立在している。

( 7) 自然感染狂犬病の潜伏期はおおむね14：～60日位

であり，叉自然へい死例について発病からの転帰日

数は大体4～7日である。

( 8) 剖検上主な変状は脳の潤潤湿潤，肝腎のj園南，

うつ血などで，脳の貧血は全部3ヶ月未満の幼犬に

認められた。叉胃内の異物は 55.3%に認められ，

その種類はわら片が多く，その他草，木片，石，砂

泥，毛などである。

( 9) 組織検査すなわち脳アシモシ角におけるNegri

小体陽性率は91.3%でp 昭和23年以来の最高率を示

し，延髄における非化関空脳炎像の陽性率は95.2%

で昨年の94.3%よりやや高い。

(10) 本年から新たに補体結合反応による検査法を加

え全例に実施して，陽性率92.9%の成績を示し，前

記 Negri小体陽性率よりやや高〈， 狂犬病診断価

値のすぐれていることを確認した。

(11) 動物試験も全例に実施し，その大部分から病毒

を分離して陽性率98.4：%を示した。叉 Negri小体

陰性で補体結合反応，動物試験共に陽性例3.9%,

Negri小体， 陰性， 補体結合反応疑似文は陰性で

動物試験のみ陽性例4.6%である。
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第 4表地直別荘犬病設生調査表
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XXVI 医薬品各種製剤中の生菌数について

化学試験部医薬品第一課新井養老

湯本芳雄

佐々木元

下平彰男

医薬品の変質，変敗は常に問題になるが，そのうち， 先づ製剤別にしてみると第1表のとおりである。

徴生物に原因するものが，最も数多く重要であろう。 第 1表健胃整腸消化翻

折角良質の医薬品を製造しても，工程中に侵入する各

種の細菌，かび，大腸菌等は，貯蔵中にどんな変化を

与えるかも判らない。

なお，薬事法第40条にも，「左の各号のーに該当する

医薬品叉は用具は，とれを不良医薬品叉は不良用具と

する」とあり，一項のイ，として「その全部叉は一部が不

潔な物質又は変質若くは変敗した物質からなるもの」，

ロ，として「汚染されるか，叉は保健上危険なものに

される虞れがある非衛生的条件のもとで製造調斉lj包装

又は取扱をされたもの」とあるが，とのととは，医薬

品が試験の基準に合格しさえすれば，それで上いとい

うのでなく，製造場の清潔を保ち，不潔から生ずる幾

多の保健上の危険を防ぐととが目的と考えられる。従

って，剖検基準に合格するものであっても，非衛生的

条件の下で製造されたものは， 「不良医薬品」と判定

される訳である。

「不潔」とか「汚染」とか「非衛生的条件」という

と種々の条件が考えられるが，われわれはまず第一に，

徴生物による汚染の重要性を考えた。

実際上，われわれが試験に当って有機性医薬品中，

度々発見するものは，異臭或は変敗臭の感ぜられるも

のである。われわれは医薬品製造が果して衛生的条件

に適しているかどうかを，実llる方法のーっとして，各

種製剤の雑菌による汚染度の調査を行ってみた。

東京都内13社の正規に包装された市販品の中，錠剤

を対象とし，これに滅菌生理食塩水を加えて均等の浮

遊液を作り，一般細菌数，かび，大腸菌を試験した。

但し成分中抗菌性物質を含む製剤は除外した。

試験法は主として食品衛生検査指針の細菌試験法に

基き，検体2gを滅菌したホモジナイザ｛のカップに

とり，生理食塩水20ccを加え乳化し，それより 1ccづ

っ3枚の標準寒天平板培地， 2枚のツアベヅグ氏平板

培地， B.G.L.B. 〆｛ラム醸酵管に植えて検した。集

落数 300を越えるときは稀釈法に基づいて再試験の結

果を記録し， B.G.L.B.培地陽性のときはそれより

E.M.B.平j友培地を用いて判定した。さて試験成績を
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一~I－主~~－－－－－＇か び｜大腸菌
No. I 標準寒天 lyアベック氏／BGLB/EMB

1

0

2

1

8

6

7

9

5

8

5

8

6

 

4

2

4

7

9

3

2

1

1

2

2

5

 

く 300

< 300 
く 300

く 300

310 

370 

390 

400 

900 

910 

2,210 

3,040 

28,500 

A
U
n
u
n
u
n
υ
A
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

寸
よ

d
吐

n
u
o
o

λ
佳

氏

U

（＋） 

4,260 I (+) 

1, 500 I (+) 

鎮痛鎮静鎮暖解瓢翻

生菌数 び l大腸菌
標準寒天 lベアペYグ氏jBGLB/EMB

55 く 300 一 一
88 く 300 一 一
31 く 300 一 一

17 く 300 一 一
85 310 。一
29 340 。一
46 590 40 一
16 740 40 一
26 920 。一
23 1,130 60 （＋） 一

2,160 2,100 一
2,230 10 一

51 2,650 30 一
4 3,220 1,090 一
6 12,020 7,140 一



ビタミン費t

生菌数 び l大腸菌
標準寒天 I；；アベヅグ氏［BGLBIEMB

14 I く 300

52 < 300 0 -

65 く 300 0 -

66 く 300 0 （＋）ー

77 く 300 。一
79 く 300 。一
90 く 300 。

一
92 < 300 。一
19 300 20 一
70 310 。一
30 340 。一
59 340 。一

I , 21 670 。
一

93 930 30 一
22 1,060 920 一
47 1,580 30 一
I 45 1,990 

メチオニン製翻

生菌数

標準寒天 I；；アベヅグ氏IBGLBIEMB

33 く 300 。
一

34 く 300 。
一

40 390 40 一
94 600 。

一
63 1,050 70 一

血圧降下剤

生菌数

標準寒天 I；；アベヅグ氏＼BGLB¥EMB

48 く 300 

62 く 300 0 -

64 く 300 0 -

37 310 20 一
91 730 10 一
87 940 10 一
32 1,860 610 一
73 3,000 20 一

( 162) 

JI陰イオン交換樹脂製剤2種

iホルモン斉lj6種
その他〈結核治療剤4種

｜強心利尿斉I]2種

、緩下剤4種

略す

備考：菌数は何れも試験品lg中のものである。

またこれを製造業者別にしてみると次の第2表のとお

りである。

第2表

A 
生菌数 か び 大腸菌群 ｜ 

群 標準寒天 ツアペツグ氏BGLBIEMB 

No. 
10 く 300 。
1 40,0 20 

9 400 。
2 550 10 
。，、 670 80 

8 940 。
7 2,160 2,100 （＋） 一
4 3,220 1,090 

6 12,020 7, 14:0 

B 
生菌数 ヵ、 び 大腸菌群

群 標準寒天 ヅアベヅグ氏BGLB[EMB 

No. 
14: く 300 。
17 く 300 。
19 300 20 

13 310 。
12 390 。
16 740 40 

15 900 。
18 910 400 

11 18,120 9,020 



c 生菌数 か び 大腸菌群 ｜ 
G 
生菌数 力、 び 大腸菌群

群 標準寒天 ッアベツグ氏 群 標準寒天 ッアペツグ氏

No. No. 
20 く 300 。 48 く 300 。
31 く 300 。 50 く 300 10 

29 340 。 52 ＜ 300 。
30 340 。 51 2,650 30 

27 390 4:0 

21 670 。
26 920 。
24 1,04:0 170 

22 1,060 920 

23 1,130 60 （＋） 日
生菌数 かび

32 1,860 610 群 標準ノ寒天 ツアペツグ氏

25 2,210 680 

28 3,04:0 4,260 （＋） 
No. 
55 く 300 。
57 く 300 。
60 く 300 。

菌数｜治1君主ト｜群｜ 標準寒天 …グ氏
61 く 300 。
62 ＜ 300 。
64: く 300 。

く 300 。
く 300 10 

35 19,510 2,090 

65 ＜ 300 。
66 く 300 。（＋） 一
67 ＜ 300 。
68 く 300 。
69 く 300 。
71 ＜ 300 。（＋） 一

E 
生菌数 台、 び 大腸菌群 70 310 。

群 標準寒天 ツアペヅグ氏
59 340 。
54 570 10 

No. 53 780 10 
38 く 300 。
37 310 20 

36 370 10 

63 1,050 70 

56 28,500 1,500 （＋） 

40 390 40 

39 410 40 

F 
生菌数 か び 大腸菌群

I 
生菌数 ヵ、 び 大腸菌群

群 標準寒天 ツアベヅグ氏
群 標準寒天 ッアベツグ氏

No. No. 
44: 300 10 74 く 300 。
46 590 40 85 310 。
43 1, 4:14 30 86 430 。
47 1,580 30 87 940 10 

45 1,990 40 73 3,000 20 一
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J
群

生菌数｜か び！大腸菌群

標準寒天 ｜ツアペヅグ氏fBGLB[EM~
No. i / 
76 I < 300 I 

79 I く 300

77 I < 300 

K
群

耕
一
切
一

院
記
1
一i
l
l－－

大
一
日
一
一

一
B

一

び
一
川
一

0

0

0

0

0

0
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o

m

却

一一一
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一
天
－

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
苧
吻
一
日
u
n
u

ハu
n
U

ハU
口
U

1
ム
ハ
U
円、

u

q

a

i
一
一
碧
一

3

3

3

3

3

3

3

6

7

9

1
一

準

一

；

町

；

；

；

こ

生

一

標

一

く

く

く

く

ど

／

一
O
D
O
Q
d
o
u

ワ

臼

円

。

ヴ

4

0

0

4

t

1

ム

q
a

一
N

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

菌 数

天襲準

生

標
他の
i
そ

No. 
41 I く 300

42 I < 300 
72 I < 300 

n
u
n
u
n
U
 

40•··-· 

その他 生菌数
台、 び

11 
標準寒天 ツアペヅグ氏

No. 
81 ＜ 300 。
83 t，〆、’ 300 。
F ＜ 300 。
五在 330 。
DD 330 。
80 370 。
84, 400 20 

フー 2,590 

82 5,500 2,100 

ピ 39,500 

レ 95,000 

閉山一

備考：菌数は1g中のもの

以上101種の検体を総合して一般細菌数を調べてみ

ると次の第1図の通りで菌数300以下が多い。

以上の成績によってはまだ結論を出すことが出来な

いが，われわれが始め考えていたよりも非常時こ成績が

よいのは甚だ喜ばしいことである。しかし試験品は工

場から製品となって出たばかりのものを集めた関係上

当然の成績かも知れない。今後浅された問題は時間と

共に菌数が増加するか否かということ， 7Jc分と生菌数

との関係，錠剤，糖衣錠の製造の際の温度等研究すべ

き問題は多々残されている。

製造中に混スされた細菌により少くとも患者の口に！

スる前に製品が変質していたならば因る問題で，これ

等の諸問題については今後研究を進めて改めて報告し

たいと思う。

第 l図
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XXVI 学校常備薬品の調査

湯 本 一万ι＋－ 雄

化学試験部医薬品第一諌

三円主主 相Jl 健太郎

で日と 'JJ¥( 武 {:fjι l 

JI[ 口 尽 子

小学校，中学校，高等学校などにおいては，生徒の

応急手当のために救急医薬品を備えているが，未だか

つてこれらの専門的調査は行われていなし、ょうである。

我々は此等の学校用救急医薬品について実態調査を行

って見た。その意図するところは

(1）学校に常備されている各種の救急医薬品を調査し

て繁用度に依って必備すべき救急薬を選摂すること。

(2）救急医薬品の貯蔵法その他取扱いの適否。

(3）医薬品の品質検査〈本質的良否及び経年変化〉な

どであるが特に（3）の品質については，我々は日常の業

務として行っている医薬品の品質的検に依って，市販

品中に少なからざる不良品を発見してし、る。従って此

等の不良品が学校常備薬品中にもスっているであろう

ことが当然推定されるので此に多大の注目を払った。

調査掌校数，都内各区に渉って高等学校，中学校，

小掌校を通じて3生佼を調査した。医薬品数1282件でそ

のうち外観検査に依って不良品と認められたもの 107

件（ 8%）であった。とのうち特に不良品の多かった

のは軟膏類で経年変化に依る不良化が主で，中には

「東京市何某製薬」の標示があるものが若干あった。

東京市が東京都になったのが昭和国年であるから，最

小限満10年は経過している訳である。従って変敗臭の

あるのさえある。此等は効果の無いのは勿論であるが，

酸敗したものは傷口を悪化させたり，つけると痛みを

生ずるものもあるであろう。叉最も多い学校では常備

薬数82種，最も少い学校では僅か10種という有様で一

定基準がなく思い思いに常備している。

医薬品数30種のちう外観検査で不良品10種というの

や甚だしいのは26種のうち22種の不良品のあった学校

すらある状態である。 （第1表参照〉。

次に医薬品の品目別に見ると第2表に示すとおりで，

オキシド｛ルの33を最高としてマ｛キユロ液の30，棚

酸，重曹の各27，アシモニア7.kの26，ノレゴ｛ノレ液の23

などである＇ 0 少いものとしては各校を通じて1品だけ

第 1表医薬品調査表

調査学校数

医薬品総数

34：佼

1389 ｛書 1282 
107 
92% 
8% 

No. I総数｜長品室｜

1 / s2 I 

2 Iη1 
3 I 67 I 
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6 I 56 I 

7 I 54 I 

s I 53トー－
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101 51 I 
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16 I 41. I 1 I I 
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のものが241種・ある。多いものとしてはオキシド｛ノレ

総数34校中33，マ｛キユロ液30，アグリノ，ール20など

で傷口消毒薬が王座をしめ，活動盛りの学童が負傷率

の多いことを示しており，且此等の消毒薬が如何に重

要であるかを物語っているように思う。叉学校用救急
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No.I盟｜ 医薬品名
1げ331；；万二レ
2J30トーキー液
31 27 I瑚酸

~： 1 27 苦曹（錠を含山む）

第 2表医薬

No.J同盟｜ ｜ = 医薬品名 ｜ 

21 I 12 lデルマト｛ノレ
22 J 12 lピラピターノレ
23 I 12 Iタ｛ルパスタ

24 [ 12 ｜目薬

I ~ 26 Iアンモニア水 25 / 12 I~化ナトリウ

26 J 12 Iグリセリシ
61 06 ｜グレオソ｛ト
｜“｜丸

sf 20 Iアグリノ｛ル

9[ 20 Iアスピリン

10J 19 ' ,,1¥ 'f ~ル石
判19 I健胃散
12J 19 lホウ酸軟膏
131 11 I稀ヨ｛ドチン
！占｜キ

14/ 11 I埋葬用アルコ

151 16 ｜ヒマシ油

161 15 I• ＝－シリン軟

判14 ｜ヨ｛ドチンキ
1sJ 14 1アノレコ｛ノレ

191 13 ｜酢酸錯

20J 12 ｜チング泊

21 I 12 Iワセリシ

2s [ 10 ｜硫酸亜鉛

291 10 1石炭酸水

30 I 9 Iよトジアス

31 I 9 ｜イグタモール

32 J 9 Iオリ｛ブ油

331 8 l仁丹
34, J s Iノ｛シシ

351 8 ［亜鉛華軟膏

361 8 1ミグレニシ

371 s I ：~タカンフア

381 s I醐銀

39 f 8 Jn.D・T・

1140 I s 1ハリパ軟膏 ｜ 

医薬品として果して必要か如何か疑問に思われるもの

も相当数ある。

次に極めて重要なことは無記名医薬品が相当多いと

とである。特に応急処置用に大瓶から小瓶に小分けし

たものに無記名が多く誤用の危険が島る。

慎重に取扱っている学校では専任者がいて腹痛を訴

える生徒には適当な薬を与え，負傷した者には応急消

毒をしてやっているが，中には生徒等の自治に任せ負

傷者或はその友人が勝手に薬をつけている学校もある。

消毒に関する知識のある者が行わないと思わぬ危険を

招く恐れがあると考えられる。

叉多いのは劇薬と普通薬の混置である。此れも注意

を要ナる。冷暗所に貯蔵すべき薬品についても何等顧

慮を払われていないので‘はないかと思われる。

きて次に各種消毒薬を試験室に持参して検査した結

品調査表

！…既習医薬品名 Ii~ 医薬品数
4,1 I 8 間工ドグ11－司－51ヨードホノレ
4:2 I s ｜プドウ酒 I I 62 I 4 l栄毒用石茨
4:3 

8 1 ：~ノ｛ノレガ｜

8 ｜昇宋錠

6 ｜サロメチ｛ノレ

6 ｜ホルマリン

6 ｜マグネシア

6 I乳糖

6 ｜紳ソウ膏

51 I 5 I石炭酸

152 J 6 Iベンジン

｜判 5 ｜ハッカ油

5 Iレスタミン。
コーワ錠

1631 4, I苦味チンキ

641 4, I亜鉛華澱粉｜

651 4 Iサントニン

4: ｜フエナセチン

671 4, I次轍蒼鉛

判 4 I…（ 
69 [ 4 ｜シツカロ｛ノレ

10 I 4, ｜不明液

門i
1ム

散

4 

n I 4, Iリグロイン

4 ｜ゲンチアナ根

74 [ 4 障レッテル軟

5 I蒸留水 I 751 4,・ 酸カ

5 ｜ピサチン錠 761 4 1ヨ｛ドグリセ
ローノレ

5 I涜腸剤 11 I 3 133種

5 ｜ホウ酸水 2 138種

5 ｜｜キカンフノレチン 1 1241種

5 Iジ、アスタ｛ゼl

果を示すと次のようである。

(J) アノレコ｛ノレ及び消毒用アルコ｛ノレ

検査したアルコ｛ノレは14件であるが，そのうち学校

側の了解のもとに，貰い受けて試験した数は5件であ

る。そ刀成績は第3表に示す。

検体の中適1，否4である。外観で既に不良のもの

3件，水を加えて白渇するもの1件で，さらに此等の4

件は含量不足，不純物の項で不良である上，内容量不

足のもの3件とし、う成積である。

次に消毒用アルコールであるが調査時検査した数は

17件で第4表に示す。

消毒用アルコ｛ノレ10件のうち適2，否8である。アルコ

｛ルの場合と具り含量不足のもの7件，メタノ，ール，ア

セトン含有のもの7件などが目立つ。此のうち含量が

最低基準に対して33.8%' 40. 8%' 78%などのものがあ

c 166) 



／適 120% 
第3表日本薬局方ア山一ル総数 5（否 480% 

No. l外観l溶状｜ ；｜長考｜草色震｜判？？予ト金属i塩イ抽｜咋量｜適否
｜適

｜白色慨｜ I si.s 1 95.4 I ｜＋｜ I ! 453 I否
｜ 白濁 ｜ ｜＋｜ 

｜浮遊物｜ I 77.4 ! 90.2 I 
I 5 I ゴミ ｜ 

局方基準 C2H30H . 85. 80～87.35% 

第 4表 圏民医薬品集消毒用アJレコール

総数 10（書 3認Z

No. I ~~ I : I 1~ I i I r I j Ii I適否
1 I [ 23.61ぉ.sJ +I I+ I I否
2 I " I 2s. 5 I 40. s I + I I I I否
3 I I 63. o I 90. 3 I I I I I否
4 I淡黄色I57. 4 I si. 2 I + I + I ｜必11否
5 I I 60. 9 I 78. o 1十 II I 4'201否
6 I 163. 51 90. s I + I I I叫否
1 ¥ ,=n I I I+ I I I I否

I 1_1_1 __ u u適
9 Iプミ I58. 7 I 84. o I I I I 475／否

基準 C2H30H69. 85～79.81% 

るがこれ等はとうてい消毒力は望めず，極めて危険であ

る。その外ホルマリン含有1件，内容量不足4件で甚

だ芳しくない成積で、左．る。

(2) ヨ｛ドチンキ及び稀ヨ｛ド、チンキ

検査したヨードチンキ14：件，稀ヨ｛ドチンキ17件の
うち試験したもの夫々 5件と 8件である。 （第5表）

＋｜＋｜ 
I 4:85 I否
I 466 I否

第 5表 日本薬局方，ヨードチンキ，稀ヨー

8（適 0100% 
＼否 8

1 I 2. 51 87/ 4. 11州吋 99¥+ I + I否
2 I 2. 31 7911. 81判｜｜＋［
31 I 12.6＼判吋 871+ I 
4 11. 61 551 2. 51吋 iI + I 

511.61田551判吋1吋Issi i l 否
612.6¥ I 

ュl~~i I Ii I I」l互
8 I I I I 否

表に示すとおり両者合せて13件のうち適2，否11件 局方基準 ヨ｛ドチンキ 稀ヨ｛ドチンキ

で，特に稀ヨ｛ドチンキは8件全部不良品である c両者 ヨ ー ド 5.8～6.3 2.9～3.2 
合わせて13件のうち主薬のヨー素の含量不足が10件で ヨ｛ドカリ 3.8～4:. 0 1. 9～2.0 
そのうち規定の約半量しかないもの2件，アルコ｛ル アノレコ｛ノレ数 6.6以上 6.7以上

c 167) 



1 I I I I 
引一一一「 ！ ｜ 適－1

3 I I I~ I適 1

i 4 I I 2. o I 95 I 
7 同時「－I I~ 
Jト~I 1-1 

γ！出~I I I 
B/ I 1, I 適

sr i I l適
10 I I 1. 7 I s1 I 
11 I I 1.~－ 7~互
12 I / i. 2 I 57 / 
13 I晴赤褐色 1 I I 適
14' I I I I 
局方基準 2.1～2.Ecc 

の不足のもの3件，不良アルコ｛ノレを原料として造っ

たためメタノ，ーノレ含有6件，アセトン含有1件がある。

(3) グレゾ｛ル石鹸液

検査したもの19件のうち試験したもの14：件である。
14件の中適10，否4という成積は市販品の不良率から
見て予想外に良い成績であるが，主薬のグレヅ｛ノレ？由

の含量不足のもの4件あり，そのうち最低基準の76%,

57%などのものは危険である。 （第6表）

(4) マ｛キユロ夜

検査数30件のうち試験したもの12件である。 12件全
部が国民医薬品集マ｛キユロ液の基準に合わない。策

7表に示？とおり含量が極めてまちまちで不足のものも

あれば多過ぎるのもある。特に含量が約半分のもの2

件，薄過ぎてi蛍光を発しているもの1件は危険である。

(5) オキシド｛ノレ

オキシド、｛ルは日常のわれわれの試験成漬から見て

不良品は極めて少いので，特に不良と思われるもの，

貯蔵，取扱いの悪かったもののみ6件について試験し

て見た。

検査数33のちう試験したもの6件，適2，否4であ

る。とのうち H202の含量が最低基準の24%，わずか
に0.2%などというのが2件あって危い。日光直射の
下に貯蔵したり，瓶中に脱脂綿や，プミの混スしたも

のがあり，取扱上の注意が望ましい。 （第8表〉

第7表園民医護品集マ一キユ口液 総数吋署品 100

ι担 具一 蒸発残澄 表示適否！ンE二：~~中｜刊2；中｜表示の%1
1 I I I + ! 389 I 87 I制 I 8L1 I l I 2% I否
2 I I I + I 252 I 56 I四 I 78 ／即／ ss J 2 % ／否
3 I I + I. + I 410 / 91 I 312 I 87 I 1678 I 93 I 2 % J 否
41 I + / + J 6831 113 J 5831 130 J 27651 126 / 2 % I否
5 J I + / + ~i 378 / s4 ／制l判 1565/ 89 / 2 % ／否
6 I I I + I I I I I 1965 I 109 I薬品話製｜ 否
1f I I+ I 4:04/ 店1/ 叫 142 / 1809 / 胤岸諸製｜否
8'.I 「l十 l叫 561 2判叫~／~／三瓦－［~ii-
d三三工円瓦門戸「7一一仁二「一市~I否
10 I I / + / 410 I 92 / 4,02 I 90 / I I 2 % I否

c 168) 

基準
水銀 lOOcc中

448～534mg 
臭素 lOOcc中

360～448rng 
蒸発残誼

lOOcc中

1800-2200mg 
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表

局6
薬
本数
回総

キ24
オ適否
方（＼

、γ

－%% 守、ーnd門t
tlqopo 

－V 

No. i w/v含%~ 饗量苦｜｜嗣且百
~ I I I適
2 I o.6 i 24 I否 l

3 I 0.051 0.2 （否

4 I 2. 3 I 92 I否

6 I 2. 3 I 92 I否

局方基準 2.5～3.5.w/v 

以上の調査及び

試験成績を総合し

て考察を加えて見

る。

1. 常備医薬品の

種類

常備薬の種類と

数に依って多い順

から見ると。

(1) 外傷消毒薬及

び塗布薬並びに打

撲傷に用いるもの

が庄倒的に多い。

即ち第2表から拾

って見ると，オキ

シド｛ル，マ｛キユロ液，瑚酸，アグリノ～ノレ，デル

マト｛ノレ， リパノ戸ルヌ了、｛ゼ，棚酸軟膏，ペニシリン

軟膏，亜鉛華軟膏，ハリパ軟膏，稀ヨ｛ドチンキ，ヨ

｛ドチンキ，ヨ｛ドホルム，酢酸錯？イグタモ｛ル，

サロメチ｛ル，紳ソウ膏などがある。との結果から見

ると活動盛りの学童が負傷，打撲することが多く消毒

薬類が最重要地位を占めていることが判る。

(2) (1）以外の一般殺菌消毒剤jが多い。即ち，グレゾ｛

ル石鹸液，消毒用アルコ｛ル，アルコ｛ノレ，石炭酸水，

昇宗錠，ホルマリン，石炭酸などである。学校が集団

生活を嵩む場所である以上，伝染病予防の見地からと

れらは是非共必要なものであろう。

(3) アスピリン，ピラピタ｛ノレ，ノ｛シン， ミグレニ

ンなどの鎮痛剤も相当多く，頭痛を訴える学童が多い

ためであろう。

(4）重曹，健胃散，ロ｛トジアス錠，仁丹などの健胃

消化剤も多い。

以上を総合して考察を加えると，学校常備医薬品と

しては，①外傷，打撲傷用医薬品，①伝梁病予防用医

薬品， e鎮痛剤， e健胃消化部jなどを骨格とし，とれ
に若干の必要医薬品を加えれば充分の様に思われる。

2. 常備医薬品の品質の問題

外観検査で1282中107( 8 %） の不良医薬品を発見

し，さらに品質試験の結果消毒剤に相当多数の不良品

を出している。中には効力皆無と思われるものすらあ

る。との事はわれわれは市販医薬品の不良状態から見

て既に予想していたととであるが寒心に耐えない。学

校に不良医薬品をスれないために特段の方法を講じな

くてはなるまい。

3. 経年変化による不良医薬品の処理

第1表のように既に外観によって著しく品質の悪化

したものがあるが，学校では予算によって購スLたも

のを少し位不良化しても無暗に捨てられないため，不

良品でもそのまま保存している学校が多い。変質した

医薬品は有害無益のものであ石から，直ちに蕗棄処分

をしなくてはならない。従って学校当局に連絡して学

校には絶対不良医薬品をスれないこと，不良化したも

のは直ちに処分してしまうことが大切である。との意

味で現在都立各校に非常勤公務員として配置してある

学校薬剤師に責任を持たすべきであろう。

4. 無記名医薬品

誤薬事件を起す最大原因は無記名薬品と，昼瓶に表

示と異る医薬品を入れて置いた場合である。つい最近

にも某小単校でロ｛トジアスダ｛ゼ錠の昼瓶に昇京錠

をスれて置いたため，教師がこれを誤って服用してし

まったとしづ重大な事件が起っている。無記名薬品は

絶対使つてはならないし，若しあった場合は惜しがら

ず捨てることが最善の方法である。向負傷の手当，投

薬などは生徒自身に任せることは危険であるから，医

薬品や消毒に関する知識ある者が当ることが是非共必

要であると考える。最後に学校に救急用として常備す

べき医薬品は今後この調査をもっと多数に渉って行う

ことによって自然的に基準が出来上るものと思う。

〔169つ



生薬の規格設定に関する研究（第6報〉

草果の精油成分（要旨〉

XIV][ 

郎

郎

雄村

泉

木 四医薬品第二課化学試験部

太

知の Pelargonicamid mp. 99° と混融し融点降下を

認めず， Pelargonicacidであることを証明した。

次で遊離酸を分離した中性油を7mmの圧下に再溜

するに各溜分並びにその組成は次のとおりである。

清

（ l組成収得量｜
｜（コ% I H9 {; 

~~：~：，， ~~：~~！ ~~：~； 
5. 971 77. 62! 11. 45 

2. 09: 77. 911 10. 91 

19.101 78. 301 9. 86 

6 871 79 101 9. 26 

7 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

125.21 

c 170) 

温号香

I

E

E

耳

V

U

草果は華南及び仏印に産ずる Amomummedium 

Leureiro (Zingibe:raceae）の果実を乾燥したもので

古来芳香性健胃薬に供される。

その生薬学的研究については，さきに日本生薬学会

(1953, 11月於静岡市〉に発表し別に詳報ずる予定で

ある。

われわれは今回先ず精油成分を分離し研究したので

弦にその概要を報台ずる。

草果の果皮と種子塊との重量比は2.5:7.5で果皮に

は全《精油を含まない。種子を粉砕して水蒸気蒸溜す

ると約0.7%の精油（草果油〉を得られる。草果1由は

特異臭を有する淡黄色透明の油液で強く冷却しても結

晶を析出しない。その物理的一般恒数は次のとおりで

ある。

比重 0.9322 (20°），旋光度（aJ;3>-3.5°, 

屈折率 Ngil.4810，酸価 14~5,
鹸化価 ・32.17，アセチノレ附加後の鹸化価

ヨウ素価 136.14 

本精油を常法によって炭酸ソ｛ダ液で脱酸すると，

約 2.3%の液状酸が得られる。との液状酸は沸騰点4:5

～80°C (lOmm），叉は52～93＂〔3mm〕で元素分析

及び酸滴定による分子量の測定の結果， Pelargonic 

acid C9H1s02に一致し，さらに酸アミドに誘導し，既



XXIX 薬用資源の研究（第2報）

サフランの栽培候件と αークロチン並びに
球根の増殖関係の研究（第3報）（要旨〉

化学試験部医薬品第三課木村雄四郎

西川洋

前年度（1952年〉サフランの肥粧の3要素ポヅト試 表に示すとおりであって，標準区，無窒素区，無燐酸

験を行った球根を， 1953年5月20日堀上げ約4ヶ月間 区，無加里区，無肥料区の順にその増量率が低下する

風乾した後，球根の増量関係を調査した結果は，第1 ことが認められる。

第 1表肥耕の 3要素と球根の増量関係表

日巴 ボ 植重同平 抜

均平同区

残

高

側根

吋時割~JI年十料
！ツ
付量 芽 芽 個明野l晶ト 区均

区 No. 球g g 数 数

1 19.1 一 5.3 一 2.3 一 1.5 一 2.6 一 2.3 一29.3 127.5 
標
2 18.6 4.0 2.3 2.3 2.8 2.3 31.6 137.5 

準
3 18.0 6.3 2.8 2.5 3.6 2.3 25.5 116.5 

区
4 17.8 18.4 4.8 5.1 2.3 2.4 2.5 2.2 3.2 3.1 2.3 2.3 27.4 122.2 

1 19.0 6.5 2.0 1.5 1.8 2.0 25.4 108.5 

無素窒区
2 18.0 3.0 2.5 1.0 3.0 2.3 27.4 121.5 

3 17.9 4.8 2.5 2.0 3.3 2.5 24.3 110.0 

4 17.5 18.1 6.5 5.2 2.0 2.3 2.0 1.6 3.6 2.7 2.0 2.2 118.5 

1 18.91ー6.0 ー 2.3 一

主
2.3 ~ 9.4 ー 94.2 

震酸 2 18.3 ー 4.3 - 2.3 0.8 2.3 ~10.5 ー 101.0 

3 17.9 ー 8.0 ー 2.5 2.3 2.5 ー 7.8 ー 87.2 

4 17.5:18.2 1.8 2.0 1.7 94.5 
一一一 －・E・－・4曲目E・E・－ ー－・E・E・－・E・－・『企 晶’E・E・－ー一一『－ 、ーー，－』ーー

1 18.9 ー 2.0 0.5 0.6 ー 2.0 -11.6 ー 95.0 

力旦無区n 
2 18.3 ー 2.3 1.5 1.7 ー 2.3 - 8.9 - 85.6 

1.5 2.3 3.3 ー 1.5 - 8.6 ー 73.6 

4 117. :118.1 1.8 1.91 0.8 1.3 1. lj 1. 7 1 8 :19 8jl2 1:10 3 89.0 

1 18.6 一 2.8 一 2.0 一 0.5 一 0.6 一 2.0 一22.0 一 9.8 一 90.5 一22.6 一

f肥料区匝 2 18.1 一 6.5 一 2.0 一 1.5 一 1.2 一 2.0 一15.6 一 7.8 一 67.4 一16.9 一
3 17.8 一 4.0 一 2.3 一 1.0 一 1.4 一 2.3 一16.5 一 7.3 一 71.5 一17.9 一

4 17.4 18.0 4.0 4.3 2.3 2.2 0.8 1.0 0.8 1.0 2.3 2.2 16.9 17.8 7.5 8.1 70.0 74.9 17.5 18.7 

総平均 18.2 5.1 2.2 1.6 2.2 2.2 22.6 10.5 99.1 24.8 

（註〉 表中の数値は1ポット4ヶの平均値を示す。

次に1953年においては前記の試験で得られた各肥料 前年度と同一条件の肥料区で試験した。

区の球根を使用しτ，次の2法に従って試験した。 (B）前年度各肥料区で得た球根に，同一標準肥料

(A）蓄積要素並びに新に吸収される要素が開花状 を与えて新に吸収する要素を一定にして，専ら蓄積要

況並びにαーグロチンに及ぼす影響を知るために，各々 素の影響を試験したq

( 171) 



〔試駿方法〕 ポット並びに培養土は前年度と同様 ｛に開花順に貯え，最後に豆酸化燐デシケータ｛に移

で，各肥料区に於て収穫した球根の内，大きなもの各 して，真空乾燥し精秤した後木村，西川法（薬事雑誌

区16球を選び，前記（A),(B）に各8球ずつを使用し， 73巻25c昭和28年〉〉により αーグロチンを測定した。
10月1日1ポツ下 4球づつを横付けた。植付方法，肥 〔研究結果〕 試験の結果は第2～3表に示す如く種

料の配合割合並びに使用肥料などは，前年度と同一条 球の重量が8～17.5gで比較的小球のため，各々40球
件である。開花の開始は10月31日で開花の終了は12月 中（A)（第2表〉においては無関花球21球、1花17球，
1 目で~る

後は40。Cを越えない温度で乾燥し，硫酸デ、シケ｛タ 花16球， 2花2球で乾燥柱頭の平均童量は（A)6.2mg,
第 2表 (A）試駿直における開花，収量及びαークロチン含量の関係表

ポ

均思量重華g 平同均区
開花数

均平同 均司区同乙
平雌重蕊均量同平均区

出ーグロチン
'/ 

肥料区分 ト 平均含一γ量I同区平均f % ｜｜平同均区 備考No. 

g 
ロlgロlg

標準区I~ I~！：！／ rn~I ~1 :1 ~ ~11 :::16~1 ~：：；：：い7.;[ ~：： 23.~ 

開区I~ I~~：~！品12~ ~ ~I =I ~11 ~： ~16~1ヰ~~~~： ~~1 叫：：：~－
糊叩旦叫 ｜医：：；：1:1 ~I =I ~I ~1 ；司：：~I ；詑立立訓：刻斗れ1札牛れ14加4伍叶5
I ~ I ~~： ~I 11:;! :t 什 ~1 ~1 ；：~Iγ吋村1無肥料区 2 11. 3 3 1 5. 0 6. 0 1451. 00 1596. 29. 26. 95 

総平均（ i f 13. 51 I I I I 1/ / 6. 2/ / 1孤剣 j 24・叫

!ii 1~~151唱 t~l!l!I事｜朝合tf~~Iγ｜事｜備
標準区片岡：；I141 ~I ~I =I ~I ~1 :: :15~1 ~~~：：~！I 1B65.示I~~：：123.~I~開慨
無窒素区片岡：：I1;;1二I:1 ：に~1lt ~16~1 ~：：： ~11518. ~1割五l
糊区I~ I ~~：：＼ 12二In 二~· ~1 ~1 ！： ~16二I ~~~： ~~11520.語I ＝： ~25；長
無力日里 そ1-1~:ru三1－~1－ ~1 で三15二11揃~1 凶斜6.~1づ竺l全繍開花
無肥料区I~ I 1山I:1~1 二l ~1 ~14~4二I 1ror.~1 叩097.五

考

q
G
 
nu － 

qδ 。白
(B) 5.6mg，αーグロチン平均含量は（A)24.96%, 必ずしも正確な判定を下ずに足らないが，（A),(B) 
(1545. 99y), (B) 23. 93% (1349. 96γ〉である。 共に標準区， 無窒素区に於て比較的αーグロチン含量

との成績は種球の重量を（A),(B）の各肥判区に 少く，其の他の肥料区間においては，特に有意の差を

おいて，同一条件とすることができなかったために， 認め難い。 とのことはαーグロチンの含量に関しては

( 172) 



第 4表肥料の三裏棄と球根の増量関係

目巴 ポ

植球均量付平重g 均平区
抜 区 残 区

数1！官官数｜閥幹l!!l＇鹿野岡龍平料
";/ 

芽 平 芽 平
ト

区 No. g 数 均 数 均

標ff 1 15.0 6.0 1.8 一－； - - 1. 8 -23. 3 -13. 3 12~1 ~3: ~190~ 23. 3 一
2 14.2 14.6 5.8 5.9 2.0 1.9 一一一一 2.0 1. 9 22. 0 22. 711. 0 88. 22. 0 22. 7 

一 一一 一
無窒 1 14.5 - 2.8 一 1.8 一 一一一 一 1.8 一20.8 一11.9 一 83.0 一20.8 ー
素区 2 13.7 14.1 2.5 2.7 1.8 1.8 1.8 1. 8 14.4 17.6 8.2 10.1 57.5 70.3 
一ー

無憐 1 11.4 - 3 .. 0 1.5 一一 1.5 17.5 11.7 70.0 
A 
酸区 2 11.3 11.4J 3.0 3.0 1.5 1.5 ,1.5 1.5 15.1 16.3 10.1 10.9 60.5 65.3 

無加 3.5 一 2.0 ~；o. ；！。司o.;!0.19 2.0 一 17.4 一

星区 2 11. 12. 3 3.8 3.7 2.3 2.3 7.7 13.8 15.6 

一一一 ー一一一
無肥 1 10.4 ー 2.8 1.0 伊ー・・・・a 』聞E・E・－ h圃園田開時 ．圃園田’胴． 1.0 - 9.6 9.6 

料区 2 9.710.1 1.3 2.1 1. 5 曲四回圃圃~ ・但胴－・4 h開園圃圃・4 ．司・ーーー・ 1. 5 10.3 7.3 8.5 10.9 10.3 
一一

総平均 3.5 16.5 ー9.9 16.5 

標準区
1 14.4 一

竺一円

-1o.5o -1.25 一 2.5 一27.4 一13.7 28.6 一
2 14.1 14.3 2.0 2.3 -0.23 ー0.63 2.0 2.3 14.8 21.1 7.4 14.8 21. 7 

一一
無窒 1 14.0 4.0 - 1.5 1. 5 20.8 13.6 20.8 

素区 2 13.1 13.6 2.3 3.2 2.0 1.8 ー 2.0 1.8 18.3 19.6 9.1 18.3 19.6 
一一一

無燐 1 11.3 1.8 - 2.0 一一 2.0 20;5 10.3 20.5 
B 
酸区 2 10.5 10.9 1. 0 1. 4 2. 0 2. 010.25 0.1310. 50 0.25 2.0 2.0 17.6 19.1 10.1 18.0 19.3 

無力日 1 3.8 一 1.si - ’園開・ー・鴫 －・－ー ・回開園・ー. ．，ーーーー・‘ 1.8 一13.4 一 94.0 一~11~ 旦区 2 11. '.11.8 4.3 2.1 1.8 1.8 - ... ・圃圃司噂 ・ー・四国－ ．，圃圃圃圃咽 1.8 19.2 8.5 11.0 59.5 76.8 
一一一，一一一

無肥 1 9.9 - 2.0 1. 8 ー ・ー－・・ ，ー・園周回・ ・－，ーー・ ．，圃圃司園町e 1.8 7.6 53.5 

2 9.5 9. 7 1.3 1.7 1.8 1.8 。竹o~:r町 1.8 12.0 7.8 7.7 42.5 48.0 10. 612.1 

12.1 3.0 18.2 10.2 73.3 -18.4 

Aは3要素肥料試験 Bは完全肥料施肥試験

3要素以外に徴量要素などの影響があるのではないか その成績は第4,5表に示す如＜， (A), (B）中の

と考えられる。 各肥料区の増加率はやや併行し，（A）においては標準

2年間の試験成績を総合するに開花数及び柱頭収量 区が最大で，次で無燐酸区，次に無窒素区と無加里区

は種球の重量に正比例し， さらにαーグロチシの含量 は同一で無肥料区では殆んど増加し，ていない。 (B) 

は，柱頭の重量と正比例するととが認められ，球根の では無燐酸区最大で，次で無加里区，標準区，無窒素

増量には3要素を完全に配合することが必要条件であ 区，無肥料区の)I買に低下している。（B）区の（A)

る。 区に対する綜合増加率は125.54%である。

なお本試験の追試及び3要素以外の徴量要素の影響 との研究に当り協力された高林広次，宮沢貞雄両君

については，次年度の栽培試験にまちたいo • 及び研究費の一部は，文部省科学試験研究費によるも

次に試験後の球根は5月12日掘り上げ，風乾後7月 ので併せて謝意を表する。

24日秤量した。

( l,73) 
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xxx市販粉末生薬の検査成績概要

木村雄四郎

平岩通夫
化学試験部医薬品第二課

小泉清太郎

西川洋

粉末生薬を製するには，若干の手数と目絞りとを生

ずるにかかわらず，しばしば原生薬より安価なものが

市販されている実情に鑑み，都薬務部に協力し，東京都

内に市販される粉末生薬23品目， 52件についてー買収

去を行い粉末生薬の検査を行った成績の概要を報告し，

薬事監視の参考に供する。なお粉末生薬の検査規準は

第6改正日本薬局方に初めて収載されたものである。

検査成績概要一驚表。量目は各製造業者原封の梱包に標示された 500g

に対する実量である。

2) 局方適の粉末は何れも規格の範囲内にあるため詳

しいデ｛タを省略した。

また不適理由は主なものを示すに止め，外観，性状

及び顕徴鏡検査の所見などを省略した。

3) 局方生薬で粉末の規定のないものに日本薬局方0

0末とするととは標示に違反するから注意を要する。

め業者名は都合上略号を用いた。

生薬名 ｜量目 g ｜ 不適理由 l判定l業者名｜住所
ゲシチアナ末｜局方 I 542 

II I II I 538 

II I II I 520 

II I // I 527 

リシドウ末

II I II I 532 

／／ 

／／ 

セ ンブリ末

／／ 

／ノ

II 

＝ ガキ末

オウレシ末

I/ 

II 

オ ウバグ末

II 

,/ 

ケイヒ末

II 

／／ 

II 

／／ 

II 

／／ 

II 

／／ 

／／ 

／／ 

II 

／／ 

／／ 

／／ 

ノノ

428 

520 

510 

502 

500 I 澱粉著量

オウパグに起因する硬膜センヰ
著量

7

8

2

7

4

4

4

9

5

3

 

9

9

0

0

0

9

9

8

9

0

 

4

4

5

5

5

4

4

4

4

5

 

ベノレペリン1.33%
（規定 4%以上〉

ケイヒ末に非ざる柔細胞を僅か
に認める
精油0.25cc(50 g中〉
（規定 0.4cc以上〉

c 175) 

適

／／ 

／／ 

／／ 

／／ 

ノ／

否

適

／／ 

否

適

II 

／／ 

II 

否

適

ノ／

／／ 

’／ 

否

I I大阪

N I II 

I I II 

Q I II 

I I II 

I

K

O

N

 

II 

／／ 

fl 

II 

N 

0 

II 

II 

N l ♂ H 

S

O

N

O

O

T

 

東京

大阪

／／ 

II 

II 

II 



生薬名 ｜量目 g｜ 不適理由 i判定 l業者名｜住所

ケ イ ヒ 末 局方 500 適 N. S. 大阪

／／ II 500 II s 東京
／／ II 500 ／／ N 大阪

II II 500 ／／ 。 ／／ 

ショウキヨウ末 II 490 
精油0胞O掲：~規cc変〔定〔し：陳日日~－旧中中0品〕回）と以認上め） 否 K ／／ 

II II 502 精油油細 る II 。 ／／ 

iな 皮 末 ／／ 490 2足分4.68%c規定 4%以下〉 ，， I ／／ 

II ／／ 530 2五分4.15% ノ／ s 東京
／／ II 415 購1カ正分ピ4読に許6由量9来~3す附る胞（規子定著量附以下〉 ／／ I 大阪

カ シ 皮 末 ／／ 436 ／／ I II 

オ ~ プ 末 II 520 友分7.01%c規定 5%以下〉 1』 H ／／ 

大 黄 末 ／／ 520 
殆蛍友光分ん反1ど3広和向.3著大5%黄明（末，混l上で甚定酸あ石る1友3%集以晶下小） 

II 。 II 

大 黄 末 ／／ 502 II N II 

セ シ ナ 末 II 481 適 I ／／ 

／／ ／／ 514 II K ／／ 

今 キヨ ウ末 II 510 友ワ分ラ9屑.~6% （規定 4異%以物下少〉量
モミガラ等の 否 s 東京

甘 草 末 ／／ 486 適 N 大阪

／／ II 494 ／／ N II 

II ／／ 496 II I II 

コ ロ シボ末 ／／ 504 友分10.04%c規定 9%以下〉 否 I II 

／／ II 502 友分11.86% II I II 

当 薬 散 局方製剤 453 適 K II 

芳 香 散 ／／ 500 II 。 II 

II ／／ 507 配合成分の外の木センヰを認める II s 東京

ウイキヨウ末 局方外 515 精油1.0（規cc定50 ；中.5~c以上〉 否 s II 

／／ ／／ 500 精泊1.Occ (50 g中〉 II 。大阪
麿 大 寅 末 ／／ 508 適 N II 

ケ シゴ子末 1’ 514 ／／ 。 II 

ゲシノショウコ（末〉 ／／ 500 
酸下屍鍛友友る〕体分不分粉ワ溶·~粒を：：ラ性認を1屑3含：めFモ%分4むるミ~·規規ガ6物定定ヲ：等根（規の：〕定外を：以昆以混1下下虫有%以す） の〉 否 N II 

てず オ ウ 末 ／／ 505 ／／ H II 

II II 498 

分友細めエ分1胞るプ5エを~2.認4エド〔~規めフリ6ワ9定ェるシ昔ラ0澱ド：6粉リ~モ§bン粒9ミ~－を以ガ3僅上8ヲ%〕かの，表に認次皮
II I II 

I II 502 ／／ K II 
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結論

検査の成績を結論すれば次のとおりで成鏡はきわめ

て不良であった。

なお主なる不適理由を要約すると成分含量不足， 2足
分署量，異物の現有，乾燥「戯量著量による変敗などが

挙げられる。

また標示並びに内容量においても違反があり，注意

を喚起したい。

(,177) 

品種別

局方粉末生薬｜

局方粉末生薬製剤｜

局方外粉末生薬l
計

収去 成 績

件数 適 ｜｜不適！｜不適%品日日

41 I 25 I 16 I 39. o 

3 I 3 l o I o 

8 I 1 I 6 I 75. 0 

52 I 29 J 22 I 42. 3 



XXXI 麻薬類の微量鑑識法（亜〕

麻薬類のぺーパークロマトグラフイー

化学試験部 医薬品第三課田 村

谷

健夫

哲也

工緒言

ペ｛パ｛グロマトグラブイ『 （以下PCと略す〉を

麻薬の分離確認に応用するととはその簡易性から極め

て理想とするところであるが，麻薬の試験が殆んど法

的の鑑定に属するため分離能，再現性等の点に多くの

問題があり未だ実用に供するにいたっていなし、。

しかるに近年の麻薬取締法の改正に伴い，阿片アル

カロイド中麻薬から除外されたものが少くなく，とれ

等の非麻薬及び従来から麻薬に混スされる恐れのある

非麻薬との分離法が，麻薬相互の分離法とあいまって

要望されている。

以上の観点から，われわれは麻薬並びに非麻薬の20

数種について PCによる系統的分析法を意図し，前

報1）に引続き装置，顕色剤並びにそのための基礎展開

資I］について検討し，かなり満足すべき結果を得たので

報告する。

第

j二1

II 賓駿方法

(1) 装置並びに展開方法

穏紙は前報1）と同型のスダレ穏紙（東洋 No.131) 

を使用し改良すべき点を認めなかった。しかしながら

Rfの恒数性について考察するときは温度， 湿度等の

変動は従来から誤差要因として重要視されているが，

との他に展開時間と展開距離とが一定に保たれないと

きは，単一展開槽内における標準物質との聞において

さえ，誤認のおそれが生ずる。とのためには穏紙の溶

媒に対する浸漬距離を一定にする必要があり，既製の

装置にはとの点注意が払れていない様に思われる。

従って第1図に示す様な幅lmm，深さ 2mmの溝

を等間隔に有するステシレス製の櫨紙掛を試作し，こ

れを上下に使用するととによって，各櫨紙を同ーの状

態に保持するととが出来， 24種の試料を無理なく単一

展開槽内で展開することができた。（第1図〉

園

I－－.、～～一一－－－－I ト！50rn~
試料は 50mgを含水プタノ｛／レ叉は水の4ccに溶解 鑑定には30～40-yで可能で『ある。展開剤浸漬距離0.5cm,

し，ミクロピペットで0.005cc ( =62. 5y）を採取した。 展開距離 30cm，展開時間20～22時間，展開温度20～

なお展開削選択のためやや多量を採取したが，実際の 25°である。展開終了後は約70°でただちに乾燥した。

c 178) 



(2）検出方法 として確認できることが認められた。

顕色剤については第1表に示Lた。即ち展開距離及 次に顕色剤として Doburo,Kusaful恨めによって

び蛍光性物質の位置をマ｛グするため蛍光ランプ（ミ 使用された塩化白金ヨウ化カリウム液（10%PtC141 cc 

ネラノレライト使用〉のもとに観察した。との中 Apo- + 4 9るKJ25cc+Aq24,cc）を用い追試したがとのもの

morphine. は SL-2537で？鮮明な紫色の Spotとして 単独では Narcotine,Papaverine等は不鋭敏であり，

検出され，穂紙上に肉眼で緑色の Spotを認めないと 又Caffeineにいたっては全く呈色しない。しかるに

きでも確認することが出来る。しかしこれ等の蛍光性 前述の燐酸処理の後顕色するときはとこに使用したす

物質はあらかじめ20%燐酸をスプレ｝後70° で注意し べての試料を発色させるととが出来た。（第1表〉

て20分加温すればChinine,Cinchonine, Narcotine, なお PC上の確認には多種類の顕色剤を組合せて行

Papaverine等をはじめとして何れ！もはるかに蛍光の うことは当然有利となるので，他の顕色剤についても

強度を増し，特に Dibucaineは，はじめて蛍光性物質 検討したが一般に鋭敏度がやや低く，ただちに PCの

第 1 表

Sample Fluorescence PtC14+KJ 

No. Name Abrreviated Word Fluorescence (HsP04) (HsP04) 

工 Morphine-HCl MO (V) ＋ BG ttt 
2 Codeine-HsP04 COD (V) 十 BV 竹十

3 Hydrocodeine-HsP04 HCOD (V) ＋ BV ｛十十

4 Ethylmorphine-HCl DIO (V) 十 BV 廿十

5 Diacethylmorphine-HCI He v 十 B 性十

6 Cocaine-HCl coc v 十十十
7 Tropacocaine-HCI TO v 村十
8 Scopolamine-HBr sco BV 村t

9 Procaine-HCI PRO B W 士 (Br）・十 BV ttt 
10 Atropine司H2S04 AT BV 朴十

11 Narcotine-HCI NAR BW  ttt B ~附叩）） v （（｛通日榊｝） 12 Papaverine-HCI PAP YW  廿十 v v 
13 Caffeine CAF B 

14 Dibucaine-HCI DIB BW  （附） BV 制十

15 NEo Mochin (-HCl) NEO v 廿十
16 Chinine-HCI CHI BV t十 B （訴™； v 制－17 Cinchonine-HCI CIN BV + v BV 刊十

18 Apomorphine-HCI APO v 件十 v 計十 v 十十
19 Cotarnine-Hcl COT YG YG ！廿 BV 性十

20 Homatropine-HCI HOM BV tt+ 

21 Aminopyrine AM  (V) 十 v 
出22 Anti pyrine AN  (V) 十 v 

23 Ohton. (-HCI) OTO (Br) 十 v 廿十

註 V=Violet B =Blue G =Green W =White. Br=Brown Y =Yellow 

（ ）…蛍光消失として認め得るもの
間 最も鋭敏なもの）
出H ・H ・鋭敏なもの 何れもPCにおいて使用可能

＋十 やふ銃敏でない「

＋・・・…鋭敏でないもの
何れも穂紙点滴反応において使用可能

士……疑わしいもの

0・・・…HaP04処理によ‘って著明となるもの
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顕色剤とするには未だ充分な結論が得られなかった。 れとは別個に実施したものである。

しかしながら麻薬類の呈色反応ほ硫酸を溶媒とした 1%フノレオレスセイシ（50%アルコ｛ノレ液〉の少量

ものが多く，とのため従来から穏紙上での実施例も甚 をスプレ｛するときは黄色の地色に桃色乃至は白色の

だ少いので一応漏紙点滴反応として第2表にあげた。 Spotがあらわれ，更にプロムガスに曝せば前に白色

即ち1%重グロム酸アシモニウム液ではスプレ｛後 又は陰性（即黄色の地色と同じ〉のものの中で桃色に

70°に20分加温すれば Apomorphine,Aminopyrfoe, 変色するものがあり，とれ等は蛍光下で一層明瞭とな

Morphineはそれぞれ呈色ずる。本塁色は童グロム酸 る。木呈色はかなり鋭敏であるが試薬の噴震量その他

カリウムを使用したのでは著明ではない。 外的条件に左右されやすいから，対照試験並びに試料

プロムガスの使用は単に糖紙を試薬瓶の口にあてが の溶媒を用いる盲験を必要とする。木墨色の機作につ

うととにより呈色させることが出来る。とれによって いては分子化合物の生成或は指示薬としての変色が考

大部分のものは始b黄色となるが，この中消失するも えられるが，定性的の応用面からも検討の価値がある

のと，しないものが認められた。 Caffeineは全く墨色 と思われる。 2N-HNOsのスプレ｛の後'70°に20分加温

しない白色の Spotとして検出され，叉 Ohtonは澄 すれば特定のアルカロイドは褐色叉は黄色に墨色する

黄色に墨色して特異的で，試験管内の反応より鋭敏で ととが認められた。何れも余り鋭敏ではないが蛍光下

ある。なお時を同じくして木下，森山町立Aminopyrine, Chinine, Cinchonine, Ohton等はかなり著明であ

AntipyrineのPCの顕色にプロムガスを使用Lたがこ る。（第2表〉
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(3) 展開剤

木報における「展開剤の選択にあたっては，次の条件

を満足することを目的とした。

( i ) 麻薬類の系統的分離を目的とした場合，麻薬

と非麻薬とが出来るだけ数ケ所にまとまって分

離されるとと。

( ii) tailingが小さく濃縮された Spotとして分

離されるとと。

(iii) 酸塩の PCにあたり，酸塩の解離して出来た

遊離塩基と未解離塩による2筒の Spotを生じ

ないこと。

従って前報1）で使用した親水性展開剤は，以上の点

を充分満し得ないので，以下トプタノ｛ノレを主体とす

る疎水性展開剤について検討した結果を報告する。

第3表にあげたものは n－プタノ｛ノレ（BuOH〕，酢

酸（HAC），水（Aq）の混合溶媒の使用に際し， そ

の中の HAC含有量が分離能と tailingに如何に影響

するかを調べたものである。との中HAC24:の展開削

は刈米教授等のによって一般アルカロイド等の PCに

使用されたものであるが（本報の目的では〉一般にRf

値が高く ci ）の条件を満し得ない。このため HAC
含有量を順次低下させるときはさらに Rf値が聞きー

第 3 表

プタノりレ・酷酸系展開剤（BuOH120: HAC x: Aq 96）における酷酸 （x）が及ぼす分離能と Tailing

の状態

No. 
HAC(x) 

24 6 3 1. 2 。
Sample Name Rf Value 

1 五在O 40～52 (1司 25～40的 20～35的 17～29仰 12～30 18 

2 COD 47～62的 27～38凶 20～37⑪ 15～32 R 5～33 28 

3 HCOD 50～65帥 30～40帥 25～35帥 18～30 0司 2～25 23 

4 He 67～78但） 49～印刷 45～56凶 35～46但） 45～60 15 

5 DIO 58～73陶 40～55悶 33～50⑪ 29～倒的 33～56 23 

6 coc 67～76 (9) 48～印刷 40～56⑮ 33～47但） 38～58 20 

7 TO 76～86帥 55～70的 52～64 (1司 40～58⑮ 40～61@ 

8 sco 53～62 (9) 28～39但） 26～33 (7) 19～28凶 21～48@ 

9 HOM 58～66 (8) 29～40凶 28～39但） 21～32同 27～37帥

10 AT 67～74 (7) 45～56但） 33～46 Q3) 14～35@ 18～40@ 

11 DIB 82～92附 75～90的 60～91@) 60～82@ 70～94@ 

12 PRO 55～59 (4) 33～42 (9) 28～37 (9) 20～35的 23～42⑬ 

13 Al¥在 75～85帥 77～84 (7) 81～88 (7) 81～88 (7) 80～94 (14) 

14 AN  76～87但） 80～85 (5) 80～87 (7) 75～84 (9) 74～94 R 

15 NAR 78～85 (7) 71～84帥 70～81 (11) 79～87 (8) 88～94 (6) 

16 PAP 72～82帥 68～82側 61～78⑪ 45～87@ 58～89⑮ 

17 COT 58～印刷 31～44 Q3) 25～38倒 20～35 15 18～32 (14) 

18 CHI 70～83 Q3) 63～84@ 63～84@ 45～75 R 41～88 R 

19 CIN 72～82帥 51～84@ 51～84 R 53～73 R 62～90@ 

20 CAF 60～68 (8) 63～72 (9) 63～72 (9) 55～60 (5) 54～64 (14) 

註 Rfvalue ×100として表わし，各 Spotの上端と下端をとった。

（ ）及び O 内は Rfvalueの差

見分離能が大となるものの様であるが， tailingも叉 は出来ない。（第3表〉

大となり， さらに含水プタノ｛ノレ5）に至つては2箇の そこでHACの全部又は一部分を蟻酸，プロピオン

Spotを生ずるととがあり cii) (iii）の条件を満足し 酸， iso－ワレリアン酸等にかえて行ったが，特にすぐ
得ない。 れた効果はなく，叉 BuOHのかわりにペシゼン，エ

即ち分離能と tailingとは， HAC含有量に対し逆 ｛テノレ系統のものについて検討したが，原点に一部が

相関の関係にあり，必要以上に HACを増践すること 残害する傾向が強く（iii）の条件を満し得なかった。
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しかるにフエノ｛ノレ（POH）のみは以上の酸類と異

りいたずらにRf値を上昇させることがなく，叉HAC

との併用（例えば Bu0Hl20+HACl. 2+ POH2+ Aq 

96）によってcii) (iii）の条件もかなり満足される
ととが認められた 0，しかしながらとの系統の展開剤は

調製から使用までの放置時間等の影響をうけやすく，

再現性の点で句は甚だ劣フている。

良好な結果を得る原因としては POH,BuOHの一

部が Acetyl化を受けるととが考えられ，さらに無水

酢酸（Anhy・HAC）を混じたものについて検討し，
その結果Bu0H120十HACl.2+ POH2+Anhy0HAC 

1. 2+Aq96が最もすぐれており，調製分離後60～70°

1 で約20分放置すれば安定する。

展開にあたっては櫨紙を展開剤に浸漬ナるととなく

展開槽内に20～30分下垂した後実施した。

木展開剤の加温処理の影響をみるにそのまま使用し

た場合より明に良好な結果を得，特に tailingの縮小

が認められた。（第2図〉

叉本展開剤は，組成がやや複雑であるので POH,

HAC等を加えないものについて行ったが，現在まで

実施したところでは何れも良好な結果を得られず，特

に POHを加えなかった展開剤では第3図に示す通り

Morphine, Procaine, Apomorphineは，明にその

第 2 圏

BuOH120+HAC1. 2+Anhy・HAC1.2+POH2十Aq
96における加温処理

Rf Vafae(X!OO J 

0 10 20 30 40 50 60 7(}_ 80 90 !OC 

A I o－っす椛＇OD Q--;,rOTO 
ζ〉’，＇ c:::二），＇
0 ・ d

註 A.調製分離後60～70°C20分加温

B.調製分離後直に使用

c.調製後分離前にAと同様に使用
第 3 園

BuOH120+HAC1. 2+Anhy・HACl.2十Aq!16による
PC 

的
一
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但し H3P04処理による塩化白金ヨ｛ドカリの

顕色

一部がアセチノレ化を受けたと考えられる二箇の鮮明な

Spotを生ずる。との場合同時に行ったCodeineに変

化がなかったととろから Morphine,Apomorphine 

はそのプエノ｛ル性OH基が，叉 Pracaineは NH2

基がアセチノl化を受けるものと推定された。

( 4) 麻薬類の族別につしJて

前記の加温処理した無水酢酸添加の展開剤を用いて

試料のRf値から次の様な族別を行った。即 Caffeine,

Cotarnineの各 Spotの前端をそれぞれ指標とし

てCaffeineより上方に来るものを第一族， Caffeine

とCotarnineの中間に来るものを第二族，原点から

Cotarnineまでを第三族として第4図を得た。

ことで第一族はAminopyrine,Antipyrine, Perea-

mine, Narcotine, Papaverine, Chinine, Cinchonine, 

Oh tonで麻薬ほ僅かに Ohton一種のみで他はピラ

ゾロ｛シ，ペシジルイリヒノリシ，キヌグリジン核を

有する非麻薬である。第二族は Heroine,Dionine, 

第、 4 園

BuOH120十HACl.2+ Anhy・HACl.2+ POH2+ Aq 
96による分離と族別
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Cocaine, Tropacocaine, Apomorphine及び Seo-

poramine, Homatropine, Atropine, Procaineであ

るが，との中 Scoporamineをはじめとする後者の塩

基は，Cotarnineに接近しており，Rf値もやや移動し

やすいからその存在が推定されるときは第三族との分

離には注意を要する。第三族はMorphine,Codeine, 

Hydrocodeine, Cotarnineである。（第4図〉

E 結論

装置，顕色神］を改良し叉 tailingのほとんどない鮮

女

明な Spotと適当な Rf値を得る様な展開剤を見出し，

系統的 PCの第一段階として各塩基の族別を行うとと

により簡易性と再現性を与えるととが出来た。なお統

計的考察，各族の細別化，顕色却jの拡張については今

後の検討にまちたい。

本研究に際し御鞭縫を賜った，新井所長並びに化学

試験部，佐々木部長に対し深謝する。
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